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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　そよ風が修しゆう道どう士しの頰ほおをなでた。

　春はる爛らん漫まんである。暖かな日ざしが中庭いっぱいに満ち、どこかで小鳥も鳴いている。こんな日には少し足を留めて周りを見渡しても罰ばちは当たらない。どんな仕事人間でも思わず顔を和なごませてしまいそうな、穏おだやかな光景だった。

　だが、そんな光景でも、修道士の不ふ機き嫌げん面づらを直すことはできなかった。そんなものにかまけているヒマはない、とばかりに、彼は中庭に面した通路を足早に歩いていく。

　花か鳥ちよう風ふう月げつもそれを感じるゆとりがあらばこそだ。どっさりと両手に抱えた書類の山は、その威い容ようだけで凶きよう器きとなりえるほどである。こんなもんを手にしていてゆとりなどという言葉をひねり出せる人間などいるはずがない。いるとすればただひとり、ガゼット・クロムウェル大だい司教その人だけであろう。悪質とさえ言える能のう天てん気きさと天晴あつぱれなまでの無責任を見事に兼ね備えた、バチカン法ほう王おう庁ちようのブラック・ジョーク。直ちよく属ぞくの部下である修道士にしてみればまったく笑えない冗じよう談だんだった。

　なぜ自分がガゼット大司教にあてられたのか、修道士は今をもってもさっぱりわからない。自分をあてがえば少しでも素そ行こうがましになると思ったのか、正反対の性格が逆にうまくいくと思ったのか──どちらも大きな間違いだ。遅ち刻こく早退は当たり前、隙すきを見れば仕事場を抜け出し、あわよくば仕事場に酒を持ち込む。この前は執務室のドアを開けたら、明らかにその手の職種だとわかる女性二人と宴えん会かいを開いていた。恐れ多くも法王のお膝ひざ元もとに、どうすればああいった人々を連れ込めるのか。その方法も神経も、真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうに生きてきた修しゆう道どう士しにはまったく理解できない。

　しかし、それでもガゼットは大だい司教なのであった。神の前ではすべての人間は平等なのだが、それ以外ではおおむね不平等なのだ。神に最も近い場所であるバチカン法ほう王おう庁ちようでもそれは変わらない。大司教は修道士より偉い。はるかに偉い。その現実の前には、いかなる主義も主張も吹っ飛んでしまう。そもそもが、あの男は大司教などという地位にあるべき人間ではない。有能なのは確かに認めるが、十字架かより銃じゆう把はでも握っているほうがよっぽど似に合あっている。もしかしたらこれは神が自分に与え給たもうた試練なのかもしれない。だとしたら、ああ神よ、あなたはなんと残ざん酷こくなことをなさるのだ畜ちく生しよう。

　修道士は立ち止まった。余よ計けいなことを考えてしまったせいで、気持ちがずいぶんささくれ立っていた。険けん悪あくな目つきで執務室のドアをにらみつけながら、修道士は大きく深しん呼吸をした。口を開き、怒りが声に滲にじまないよう細心の注意を払いつつ、

「ガゼット様。開けてください、新しい書類です」

　無言が返ってくる。修道士は憮ぶ然ぜんとした表情で、もう一度声をかけた。

「ガゼット様──ガゼット様、いらっしゃらないのですか？」

　やはり答えはない。大おお方かた居眠りでもしているんだろう──修道士は注意深く左右を見回し、人ひと目めのないことを確認してから片足を大きく上げた。レバー型のドアノブを靴の裏底で落とし、そのままドアを蹴けり破るようにして開け、何なに食くわぬ顔で執務室の敷しき居いをまたぐ。大司教殿どのと付き合いだしてから自分もずいぶん図ず太ぶとくなったものだ、と自じ嘲ちよう的に思う。来客用のテーブルに荷物をどさっと置いてから、ようやく修道士はガゼットのほうに向き直った。

　春風が、また修道士を通り過ぎていった。

　開ききった窓を飾るように、真っ白なカーテンがはためいている。ぱたぱたという耳に心地いい音を聞きながら、修道士は何か言おうと口を開いたまま、呆ぼう然ぜんとそこに立ち尽くした。彼の視線の先、踊るカーテンのすぐ前にあるは、巨大な威い容ようを誇る大司教の執務机づくえ。そこに座っているべきものの姿はなく、ただ机の上に、決してあってはならないものの姿が見えた。

　置おき手紙。

　最高に嫌な予感。

　抜け出した、というだけならまだいい。そんなことは以前にもよくあったことだし、怒りこそすれ驚くべきことではない。しかし、『開いた窓にはためくカーテン』と『机の上の置手紙』という組み合わせに、修道士の中のある部分が激しく警けい鐘しようを鳴らしていた。ガゼットは、こういう『含みを持たせたシチュエーション』が大好きである。わざわざこんなお膳ぜん立だてをした以上、ただ抜け出しただけ、ということはあるまい。修道士はその鉄の表情から憤ふん怒ぬを滲にじにじませながら机へと近づき、その手紙を手に取った。案あんの定じよう、あて先は修道士で、なにを考えているのか封筒にはマジックペンで大きく『果たし状』と殴なぐり書きされている。修道士は引きちぎるように封筒を開けた。

　思いのほか短い手紙には、こう書いてあった。




「前略、春たけなわのこの頃、いかがお過ごしでしょうか。

　ところで私ことガゼット・クロムウェル大だい司教は、このたびふと思い立ちまして、友人の娘を探しに日本まで足を運ぶこととあいなりました。その間のお仕事は、すべて信頼できる部下であるあなたに託すことにいたします。どうか体調だけにはお気をつけて、風か邪ぜをお引きにならないよう、せいぜいあくせく働いてください。

　追つい伸しん──夕飯までには帰ってくるので、引き出しの中のおやつを『チン』して食べてください。


早そう々そう」






　修しゆう道どう士しは読み終わると手紙を閉じ、その姿勢のまましばらく停止し、もう一度手紙を開いて、半分も読み進まないうちに万ばん感かんの憎しみを込めて手紙を引きちぎった。




　　　　◆




「……？」

　ガゼットは後ろを振り向く。そこにあるのは変わらない空港の喧けん騒そうだけで、異常なものはなにも見当たらない。首をかしげながら前を向くと、マリが怪け訝げんそうな顔でガゼットを見ていた。

「どうしたの、ガゼット？　なにか忘れ物？」

「ん──いや、なんか急に鳥とり肌はだが立ってな。誰かに見られてるのかと思った」

　マリはそれを聞いて「あら」といたずらっぽく笑った。

「ずいぶん手のお早いこと。日本に着いてからまだ一時間も経たっていないのに、もう誰かに手を出したのかしら？」

　ガゼットはコーヒーカップを持ち上げ、くいと傾けてから、おどけたように肩をすくめ、

「覚えがないね。ローマから追いかけてきた、というのなら納得がいくが」

「──まったく、十五年前と少しも変わっていないわね。少しは自分の身分を考えたらどうなの？　恐れ多くもキリスト教の大だい本ほん山ざん、バチカンに仕える大司教なのよ？」

「主しゆは仰おおせられた」

　コーヒーをすべて飲み干し、ソーサーにかちゃりと置いてから、ぽそりと、

「産めよ、増やせよ、地に満ちよ」

　マリは呆あきれたように小さく首を振る。

「──本当に変わってないわ。十五年前、空港であたしに言ったのとおんなじ台詞せりふ」

「十五年前のことを持ち出すのなら、お前だってまったく変わっていないんじゃないか、マリ？　ユーラシア大陸の端はしと端を、そこらの川の岸と岸くらいの長さにしか思っていないようなその行動力なんか、特に」

　ガゼットは目を細め、在ありし日のマリの姿を思い浮かべた。今でも容易に思い出すことができる。あの日、日本からの留学生を出迎えにカルロと一緒に空港まで来て、一団の中にマリを見出したときのこと。思わずその手を取って、すでに使い古した言葉を耳元でささやいた瞬間。

　ガゼットはしみじみとつぶやく。

「──あのときの平ひら手て打うちは本当に痛かった」

　マリは澄まして「自じ業ごう自じ得とくよ」と言い、それから自分も思い出したのか、くすっと笑った。

「ま、確かに変わっていないといえば、二人とも変わってないのかもね。なんだかあなたと話してると、三人の中で成長したのはカルロだけって感じがするわ。……ま、あの人だって言うほど成長してないけど」

「まったくだ。特にお前はな」

　マリは口を尖とがらせて「なによそれ」と言い、

「外見もまるで変わってない。どう見ても三十五には見えん」

　マリは頰ほおに手を当てて「あらやだ」と言う。ガゼットは小さく笑い、

「──レレナを見てると、昔のお前を思い出すな。少し穏おだやか過ぎるような気もするが、ありゃ成長すればほとんどお前のコピーになるぞ。融ゆう通ずうのきかないところとか少し間まが抜けてるところとか、親子というよりも姉妹といったほうが近い」

　と、ガゼットがそこまで言うと、マリは急に不安そうになって顔を伏せた。視線を落とし、紅茶をスプーンでかき混ぜながら、マリは力ない声で、

「それなのよね」

　と言った。

「あの子、変なところであたしに似てるから。ほら、直ちよく情じよう型なところとかさ。だから、もしかしたら、もしかしたらと思うんだけど──」

　ため息をつき、

「帰ってこれないのは、ううん、帰ってこないのは、あたしと同じ理由なのかなって」

　ガゼットは鼻で笑った。マリはむっとした顔でガゼットをにらむ。

「なにその反応、人が真ま面じ目めに話してるっていうのに」

「馬鹿らしい。レレナが？　外国の男と？」

「半分は母国よ」

「人を殺して逃げ回ってるから帰ってこれないって理由のほうがまだ納得がいく。いいかよく考えろ、『あの』レレナだぞ。コウノトリがキャベツ畑を運んでくるといまだに信じてる娘こだ」

「みんながみんなあなたと同じだと思わないでちょうだい。人を愛するのに、その、なんていうの──とにかく、あなたとレレナは違うの。コウノトリは関係ないの」

　別にそんな意味を含ませたつもりは少しもない。なにやら無む闇やみに侮ぶ辱じよくされたような気がしないでもないが、ともかくもガゼットは思いつめたマリの表情を見てこれ以上の話し合いを無む駄だと判断し、立ち上がった。

「ま、実際見てみりゃ嫌でもわかるだろ」

　マリは紅茶に口をつけ、少し唇を濡ぬらしてから、ガゼットを怪しむように見上げた。

「それはそうだけど、でも、本当にレレナの居い場所、わかるんでしょうね？」

「任せとけ。ちゃんとこっちから連絡できるよう、レレナに電話番号は教えてもらってるんだ。ここから住所を割り出せば、すぐにわかる」

　ちなみにその電話番号と教会の湯ゆヶが崎さき支部の電話番号はまるで違っていた。それ以前に湯ヶ崎支部はすでに駐車場に化けていることが修しゆう道どう士しの調べによって判明しており、マリがそのことを知ったときの暴れようといったら十五年前の平ひら手て打うちの比ではなかった。日本からの無事を知らせるレレナの電話がなければ、ガゼットの命があったかどうかも怪しい。それからもちょくちょく電話がかかってきたものの、なぜかここ一週間ほどはめったに連絡が取れなくなってしまっている。だからこそ、仕事に埋もれて悲鳴をあげているカルロの代わりに、仕事を放り出すことになんの疑問も持っていないガゼットが日本くんだりまでやって来たのだ。

　ふと、ガゼットは最後に電話したときのレレナの声を思い出し、顔を曇らせた。

　それが男おとこ関連であるとは思わないが、なにかトラブルがあったのは間違いない。レレナは正直な娘こだ。電話越しの声にでも、悩みの色がありありと浮かんで見えるほどに。

　マリは紅茶を最後まで飲み干すと、領収書を取って立ち上がった。我に返り、ガゼットはマリの顔を見た。ガゼットの言葉で誰にそもそもの非ひがあるのかを思い出したのか、やたらと険けんの強い目つきになっている。

「とにかく──なにもかもあなたのせいなんだから、きちんと面めん倒どうは見てもらうわよ。これでレレナが、その、『無事』じゃなかったら、そのときは覚悟してもらうからね」

　ガゼットの胸に領収書をばしんと叩たたきつけ、トランクを引いてがらごろと港こう内ない喫茶店の出口へと向かう。ガゼットは領収書に視線を落とし、軽くため息をついた。
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　朝は本来、安あん息そくの時間だったはずだ。

　吸血鬼にとっての朝というのは、人のそれとは違い一日の終わりを意味する。日の光の下では生きられない彼らは、空が白しらみはじめるとすぐに無む明みようの棺かん桶おけの中に入らねばならない。それを疎うとましいと感じるか否かは個々の判断によるが、少なくとも月つき島しま亮りよう史じにとっての朝というのは、心地よい眠りの時間だった。

　吸血鬼でありながら肉体労働に従事する亮史の楽しみの一つに、『労働のあとの睡眠』というものがある。ただ漫まん然ぜんと一日を過ごしたあとの眠りよりも、汗あせ水みず流して働いたあとの眠りのほうが断然に気持ちがいいというのである。それはまあそうなのだが、どうせならもっと高こう尚しようなことに楽しみを見出したらどうか、というのは、亮史の使い魔ま猫ねこであるツキの言げんだ。が、使い魔ごときになんと言われようと、およそ吸血鬼の持つ貴族的なイメージとは程ほど遠とおい一般庶しよ民みん・月島亮史にとっては労働こそが喜びであり、安息の朝を迎えるのは彼の数少ない楽しみの一つなのだった。

　今となってはもう、懐かしい時代の話である。




　　　　◆




　亮史は目の前の皿を息を殺してじっと見つめる。ご飯に味み噌そ汁しる、味付け海の苔りとカツオの素す焼やきにおしんこが少々という、素朴ながらも豊富なメニュー。一人暮らしのころなら望むべくもない豪ごう華かな朝食だが、亮りよう史じの顔に今そのことに対する喜びは浮かんでいなかった。そんな余よ裕ゆうはまったくない。彼の全ぜん神経は今、目の前のレレナの挙動に費やされている。

　レレナは亮史の真ま向むかい、テーブルを挟んだその向こうに、新しん規き購入した一人用のソファに腰かけていた。亮史と視線を合わせるのを避けるかのように目を伏せて、ただ黙もく々もくとナイフでカツオを切り刻むその様さまからは、無言の圧力がひしひしと感じられた。フォークで切り分けたカツオの身を刺し、口に放り込んでからスプーンでご飯をかき込む。そのあいだも一度も顔を上げようとすらしない。

　レレナがここに来てから──すなわち、月つき島しま宅を揺るがす大だい騒そう動どうの結果、彼女が吸血鬼と成り果ててから、三週間が経過した。その間さまざまな種類のどたばたがあり、要点を述べればそれはつまり、レレナによる亮史への一方的な攻撃であった。なにしろ寝ている間に吸血鬼にされてしまったのだから、普通の神経の持ち主であったらまず怒る。ましてやレレナは吸血鬼の天てん敵てき、キリスト教のシスターなのだ。その怒り狂いようといったら尋じん常じようではなく、時には涙すら浮かべて激しく亮史をなじった。

　だが、亮史には亮史で言い分がある。そうしなくては自分たちの命が危なかったのだ。それに吸血鬼といっても半分だけで、少し工夫をすれば普通の人と変わらない生活を送ることができる。そう説いて、どうにか納得してもらうことができた。感情的にはまだまだ納得いかなかったのだろう。が、生せい来らいのお人好しであるレレナは、なんだかんだ言って自分を救ってくれた亮史が平身低てい頭とうするのを見て、許してもいいような気分になったらしい。事じ実じつ一週間前にはもう亮史と普通の会話をするようになったし、わずかではあるが笑顔を見せてくれるようにもなった。それなのに──

　考え事に没頭するあまり、食がまったく進んでいなかった。箸はしを握り締めたままぴくりとも動かない亮史に、相変わらず目を伏せたままレレナが言った。

「食べないんですか」

　疑問系でありながら『？』もなにもつかない、抑よく揚ようや感情やその他温あたたかみというものを一切欠いた、聞くも恐ろしい氷の声だった。亮史はその言葉に弾はじかれたように顔を上げ、なにが起こったのかわからずまず「え」と言い、それからようやく事態を認識して「あ」と言い、さらに答えようとして口を開いたところで、レレナが目だけで亮史をぎろりとにらみつけた。

「別に嫌なら無む理りして食べなくていいですけど」

　やたらと小声で早口なレレナの口調に、亮史は慌あわてて食事を開始した。丸ごと焼いたカツオの切り身を箸でほぐし、ご飯に載せて米と一緒に口に運ぶ。ちょっと焦こげ臭い。その感想は心の奥底に封じ込めて、亮史は無理のある感じの笑顔をレレナに向けた。

「うん、とってもおいしいよ。こう、なんて言うのかな、カツオの旨うまみが最大限に引き出されてるし、歯ごたえもしっかりしてるし──」

「……。どうも」

　レレナの答えはそれだけだった。それきりまた、黙もく然ぜんとした食事に戻っていく。

　ふと、レレナが月つき島しま宅に来たばかりの頃が思い出された。あのときはおいしいと答えれば、それだけで輝くような笑顔を向けてくれたものである。過去の栄えい華がを遠い目で見つめながら、答えてくれるだけマシなのかもしれないと、亮りよう史じは鈍い諦てい観かんと共に朝食を再開しようとした。

　まさにそのときだった。

　食卓の上に、突とつ然ぜん黒い物体が出現した。一瞬ぎくっとするが、よく見ればどうということもない。幽ゆう霊れい娘、雪ゆき村むら舞まいの後こう頭とう部である。いったいなにが楽しいのか、この娘はこういうふうにいきなり壁や天井をすり抜けて人を驚かせることを至し上じようの喜びとしているらしい。亮史は呆あきれながらも舞に声をかけようとし──

　いきなりレレナの顔が爆発した。

　彼女の名めい誉よのために詳細を述べるのは避けよう。ともかく『爆発』であった。少なくとも亮史にはそう見えた。レレナは慌あわてて鼻と口を両手で覆おおい、げほげほ言いながらも亮史を強い視線でにらんだ。すかさず亮史は目をそらし、なにも見ていないフリを決め込む。鼻からご飯はん粒つぶが飛び出たところなど絶対に見ていない。

　──いえーだいせいこー

　などとほざきつつ、舞が食卓からするりと全身を現した。何気なくその顔を覗のぞき込んで、思わず亮史の顔が引きつった。そこにあるのは見慣れた十五歳の少女の顔ではなく、お化け屋敷かなにかに出てきそうな白しら茶ちやけた骸がい骨こつの面つらだった。かちかち歯を鳴らして大たい笑しようする骸骨の姿に、亮史は頭を抱えてため息をついた。

　もともと幽霊は実体を持たない。己が存在しているという認識のみの存在である幽霊は、その気になればいかようにでも姿を変えることができるのだ。自分に冷たく当たった二ふた親おやに化けて出てやる、というまことに前向きな舞の姿勢に心を打たれ、この三週間というもの、亮史は懇こん切せつ丁てい寧ねいに『化け方』を教えてきたのである。が、よくよく考えれば、舞のような性格の娘が自在に姿を変えられる力を手にして、こういうふうに使わないわけがなかった。

　責任の一いつ端たんを感じた亮史は、さっと立ち上がって、部屋の隅すみのタンスに近寄り、その上に置いてあるティッシュ箱を手に取った。三枚ほどティッシュを抜き取り、まだけんけんやってるレレナに手渡す。レレナは鼻を押さえたまま、ちょっと意外そうに亮史の顔を見上げ、そのティッシュを受け取った。会え釈しやくのように頭を動かし、

「……ほうも」

　鼻を押さえているので、「どうも」のはずがそういうふうに聞こえる。恥ずかしそうに視線をそらし、ちーんと鼻をかむレレナの姿を見ながら、亮史は小さく笑った。生まれがいいのか育ちがいいのか、どのような状況であれ礼儀を忘れないレレナの態度には実に好感が持てた。それにひきかえ──

　二人は同時に舞まいを見る。相も変わらずけたけた笑いながら、ゆっくりと空中で逆さまになりつつあった。亮りよう史じはすべてのやる気を失ってソファに座り込み、レレナは鼻をすすりながら果か敢かんに舞に食ってかかった。

「舞さん、なにするんですか！　人が食事してる最中に！」

　一時的に舞の笑いが収束した。天地が逆になりながらも舞は器き用ように姿勢を変え、いつの間に元に戻したのか、普段どおりの子供っぽい顔をレレナに向けて、にんまり笑った。亮史の脊せき髄ずいを嫌な予感が駆け抜ける。が、レレナのほうはまったく怯ひるまずに、むしろさらに語気を強くして舞に詰め寄った。

「なにがおかしいんですか！　イタズラするのは構いませんけど、時と場所をわきまえてくださいよ、子供じゃあるまいし──」

　舞はいまだににやつきながら、無む重力を思わせる動きで元の姿勢に戻っていった。レレナのやや上方、戦せん略りやく的に優位な位置を占めた舞は、その右手をすっと上げてレレナに示す。ブイサイン。訝いぶかしがるレレナを無視して、舞はブイサインを形作った右手を裏返し、その二本の指を自分の鼻に当て、物もの凄すごい速度で指を鼻から遠ざけつつ、

　──こめつぶぼ────────────────────────ん!!

　亮史が吹き出した。

　過あやまちに気づいたときにはすでに遅く、恐るべきことに皿が飛んできた。どういう仕掛けかカツオを載せたまま殺人的な速度で襲おそいかかる大おお皿ざらを、亮史はかろうじてしゃがんでよけた。背後に皿の割れる音、ああまた出費だと亮史は情なさけなく思う。レレナの私室の家具一いつ式しきを買ったおかげで、月つき島しま宅の財ざい政せい状況は赤一色に染められているというのに。

　が、レレナのほうだって負けてはいない。もはや目め鼻はなの区別もつかぬほど真っ赤になった顔で、しつこく「ぼ──────んぼ──────ん！」と繰り返す舞に向かってがむしゃらに突っ込んでいく。優等生だけにキレると恐い。平手ではなく拳げん固こつを作って舞に殴なぐりかかるのだが、いかんせん舞は幽ゆう霊れいであり、そんなことをされてもただ突き抜けるだけである。追いつめられたレレナは正気を失った瞳で怒りのやり場を探し、そしてその瞳はソファの後ろで縮こまる亮史の姿を見つけてしまった。

　普段のおしとやかさからは想像もつかない、猿の如ごとき身のこなしでレレナは亮史に飛びかかった。亮史は慌あわてふためき、転がるようにしてその場から離れようとしたが一足遅く、レレナの怒りと羞しゆう恥ちのすべてを纏まとった拳こぶしが彼の背中に雨あられと降り注いだ。

「うわっ、いたっ、ちょっとレレナくんやめてレレナくんっ！　わかった僕が悪かったから謝るからごめんごめんあいたたたたたたたたた」

「ううううううううううううううううううううううっ!!」

　──あはははははははははははは、ぼ────────────────ん！

　頭といわず背中といわず、容よう赦しやなくぼかぼかと亮史を殴りつける。たまらず逃げ出した亮史だが、レレナは手を休めず背はい後ご霊れいのようにぴったりと背中をマークする。二人一組になった亮りよう史じとレレナはひと通り居間の中を駆けずり回った挙あげ句く、ホールへと通じるドアからあわただしく出て行った。ややあって、今度は天井からどたばたという音が聞こえてくる。舞まいが嬉うれしそうな顔で浮かび上がり、その天井にするりと吸い込まれていった。自分で起こした騒そう動どうを傍はたから見て楽しもうというハラである。

　誰もいなくなった居間で、ふと、テーブルの下からツキが顔を出した。ひとり我われ関かんせずとドライフードを貪むさぼっていた彼は、満まん腹ぷく感に舌なめずりをして、レレナのソファに飛び乗った。まるでそこが最初から自分の寝ね床どこだったといわんばかりに堂々とした態度である。ツキは食後の毛づくろいを軽くしたあと、天井の騒音を迷めい惑わくそうに見てから、ソファの上で丸くなった。




　　　　◆




　レレナは私室のドアを後ろ手に閉めた。

　思いつめたような目で床を見つめ、小さく首を振る。重い足取りで歩き出し、小こ柄がらなレレナの身体からだには大きすぎるベッドの上に身を放り投げた。

　枕まくらに顔をうずめ、ぴくりとも動かなくなる。

　ややあって、息が詰まったのか、レレナは重そうに頭を動かして、部屋の中にぼんやりとした視線を漂わせた。その視線は険しく、またどこか悲しげでもある。

　そこには、豪ごう華かでこそないが豊富な家具の数々があった。しまう服のないタンス、入れる本のない本棚、人間だったときのことを忘れられないフロアランプ、通販で買った組み立て式の机に、それとセットでついてきた椅い子すには大きな熊のぬいぐるみが座っていた。このぬいぐるみを持ってきた亮史に、いくらなんでもそこまで子供ではない、と逆に怒ど鳴なりつけてしまった。今でもその気持ちに変わりはないが、少しだけ後こう悔かいしている。私のために買ってきてくれたのに、怒鳴ることはなかったかな。

　レレナはむっくりと起き上がり、ベッドに腰掛けて、部屋の中に溢あふれる亮史からの貢みつぎ物を見るともなく見た。

　いや、部屋の中だけではない。この部屋そのものだって亮史からの贈り物のようなものだ。二階にある階段の真正面に位置するここは、屋敷の中でも一番大きな部屋だが、逆に言えばただ大きいだけのがらんとした部屋でもあった。それを亮史が一日かけて掃除をし、床ゆか板いたを修理し、壁紙を張り替え、さまざまな家具を買ってきては放り込み、ついには月つき島しま宅でもっとも豪華な部屋に変身させたのである。

　ちなみに、レレナが今着ている服も亮史に買ってもらったものだ。もっともこればかりは自分で選んだもので、どこかシスター服に通じるところのある、全身を覆おおう純白の長なが袖そでワンピース。どうせならもっと代わり映ばえのするファッションにすればいいようなものだが、その辺はやはりレレナだった。彼女の頭の中では服装の乱れは風ふう紀きの乱れであり、『逸いつ脱だつ』した服を着るくらいなら死んだほうがましなのである。また、極きよく端たんに露ろ出しゆつの少ないこの服装は『日光を防ぐため』という意味も持っている。いかに半はん吸血鬼とはいえ、強い直射日光を浴びればただではすまない。今はまだ春だからそれほどでもないが、夏になると昼間に外出することはできなくなるだろう、と亮りよう史じは言っていた。

　亮史。思い出して、レレナの顔が見る見る暗くなっていく。

　済んでしまったことだ、というのはわかっている。どんなに怒っても、時間が巻き戻るわけではない。それに、二人の命を守るために仕方なくやったのならば──『つい血を飲みすぎてしまった』というのは充じゆう分ぶん腹立たしいことではあるけど──怒るのはお門かど違ちがいだ。もしそうなら亮史は自分の命の恩人ということになる。吸血鬼になるのは嫌だが死ぬのはもっと嫌だ。気をつけてさえいれば普通の人と同じように暮らせるというのなら、怒る理由はなにひとつない。

　そして──と、レレナは改めて部屋の中を見回した。

　そしてなによりも、この数々の家具が、亮史の誠せい意いのあらわれであると思う。物で釣つろうとするのは感心しないが、それでもこれを用意してくれたときの、あのすまなそうな顔は偽いつわりではあるまい。これほどまでに悪いと思ってくれているのなら、まあ、許してあげてもいいかな──そんな段階まで、一時はレレナも思うようになった。

　レレナは唇をわずかに尖とがらせて、さっきまで顔を押しつけていた枕まくらを力なく放り投げた。枕は熊のぬいぐるみに当たり、熊のぬいぐるみはバランスを崩して床の上に落ちる。倒れ伏してこちらを悲しそうに見つめるぬいぐるみの視線に耐え切れず、レレナはつと目をそらした。

　自分は心の狭い人間だろうか。我われ知らずシーツを握り締めながら、レレナの頭の中にそんな考えが浮かんだ。ここまでしてくれてるのに許せないなんて。罪を悔やんでいる者はすべからく許される、そう神様は説いているというのに。

「──だって、しょうがないじゃない」

　考え事が口から漏れた。レレナは唇を強く嚙かみ締め、すべての元げん凶きようであるその事実を、ぽつりとつぶやいた。

「ローマに、故こ郷きように帰れないなんて、そんなの許せるわけないよ」




　ベッドの上に横たわり、天井をぼんやりと眺ながめていたら、その天井からいきなり人の顔が生はえた。

　──やっほレレナ、ご機き嫌げんいかが？

「……最悪です」

　内心どきどきしながら、レレナはそう答えた。この『壁かべ抜ぬけ』にはだいぶ慣れてきたが、それでも今みたいに不意を突かれるとさすがに驚く。と、先ほどの暗い記憶が蘇よみがえってきて、レレナはますます不ふ機き嫌げんな顔になった。

　最初に舞まいと会ったとき、レレナは「はじめまして」と言い、舞は「二回目だよ」と答えた。あとで亮りよう史じに聞いてみるとどうやら見えないときにいろいろイタズラをしていたらしいのだが、そのときにはなにがなんだかわからなかった。慌あわてて謝り、必死にいつ会ったのか思い出そうとしているレレナを見て、舞は笑ってこう言った。

　──いやあ、それにしてもお互い妙みようなことになっちゃったねえ。ま、これからもよろしくね、レレナ

　握手を求めてきた舞の手に反射的に応じてしまった。思えばあれもわかっていてやったのだろう。いくらつかんでも舞の手はすりぬけるばかりで、舞が幽ゆう霊れいだということを思い出したときには、すでに舞は腹を抱えて笑い転げていた。あのときはさすがのレレナもちょっとむっとした。

　だがそれでも、舞がいてくれて良かったとレレナは思う。この状況下において、自分と同じ年とし頃ごろの、自分と似た境きよう遇ぐうの女の子が一緒にいるということは心強かった。幽霊になっても華やかに笑うことのできる舞がうらやましかった。さっきみたいなイタズラの標ひよう的てきにされるのには閉へい口こうだけど、それでも『楽しい』と思うときがないわけではなかった。なんだかんだ言っても、舞の存在にレレナはかなりの部分で救われていたのだった。

　もちろんそんなことを口に出したりはしない。気き恥はずかしいし、それになにより舞が調子に乗る。まだ一カ月に満たないつき合いだが、舞は明らかにそういうタイプの少女だった。限度というものを知らないお調ちよう子し者もの。「イタズラは困るけど、でも、私もちょっと楽しいです」などと言ったが最後、次の日から眠る暇ひまもないほどのイタズラ漬けの毎日が待っているだろう。

　舞はふわりと枕まくら元もとに降り立った。まじまじと真上から見つめる舞の視線に、レレナはなんだか気まずくなって顔をそらした。上から声が降ってくる。

　──あれ、もしかしてまだ怒ってるの？

「……当たり前じゃないですか、あんなの、他はともかく食事中はやめてくださいよ。月つき島しまさんだっているっていうのに──」

　──いやいやそうじゃなくて、その月島さんのこと

　レレナの顔が強こわ張ばった。ベッドの上に横たわったまま、すねるように身体からだを丸める。

　──なんだっけ、『吸血鬼は流れる水の上を渡れない』だっけ？　なんか聞けば聞くほど非ひ常識な生き物だよねえ、吸血鬼って

　吸血鬼は流れる水の上を渡れない。

　最初にそう聞いたとき、レレナは「ふーんそうなんだ」という反応をした。それの意味するところが即そく座ざに理解できなかった。だから亮史の校長室で叱しかられている子供のような顔にも、いまいちぴんとこなかった。亮史はそんなレレナを見て深く深く息を吐き、さらに説明をつけ加えた。

　その『流れる水』というのには海も入るのだということ。

　昔むかし自分が『流れる水の上』の橋を渡ってみたところ、三歩も歩かないうちに気分が悪くなり、さらに十歩ほど進んだところで立っていられなくなったこと。

　今までの法則を考えるなら、半はん吸血鬼も似たり寄ったりである可能性が高いこと。

　日本とユーラシア大陸のあいだには日に本ほん海かいというものがあること。

　要するに、レレナは故こ郷きようローマには──

　そこでレレナは立ち上がり、亮りよう史じの顔面に痛つう烈れつなパンチを見舞い、なにも言わずにその場から走り去った。人を殴なぐるのは生まれて初めてのことだった。今にして思えば、あのとき亮史を殴ったのは、彼に対する怒りというよりあれ以上続つづきを聞きたくなかったからなのかもしれない。

　なにはともあれ、こうして亮史とレレナのあいだで順調に進んでいた和平交こう渉しようは、すべて水すい泡ほうに帰した。レレナは笑顔どころか、自ら亮史に声をかけようとすることすらほとんどなくなった。

　レレナの身体からだがさらに丸くなる。舞まいはそれを見て、呆あきれたように言った。

　──あのねえ、今さらすねたってどうしようもないでしょ？　肝かん心じんなのは『これからどうするのか』だとあたしは思うんだけど

「…………」

　──まだ試したわけじゃないんだし、実際やってみないとわからないじゃない。もしかしたらレレナは水の上渡わたっても大丈夫かもしれないし、それでだめでも、また別の方法を考えればいいじゃん。そこでそんなふうにヒネクレてたってなにも解決しないんだから

　レレナはなにも言わない。ベッドの上でうずくまりながらも、舞の言葉に妬ねたみに近い反感を覚えた。自分と似たような境きよう遇ぐうにありながら、明るく楽しそうに笑うことのできる舞。そんな彼女に対する、羨せん望ぼうの裏返しの感情。もちろん舞はそれに気づかない。ふわふわ浮かびながら、女の子らしい気き軽がるさでぺらぺら喋しやべりつづける。

　──だからね、そのためにはまず、月つき島しまさんの協力がフカケツだよ。月島さんって長生きしてるだけあっていろんなこと知ってるんだから。いつまでもいじけてないでさ、月島さんと早く仲直りしたほうが絶対いいって、ちょっとレレナ聞いてる？

　レレナは身をよじってうつ伏せになってしまった。舞は口をつぐみ、「だめだこりゃ」という顔をした。と、枕まくらに顔を埋めたレレナが、くぐもった声をあげた。

「いいですよね、舞さんは」

　──え？

　思わず聞き返した舞の声に、自分でも驚くほど意い地じ悪わるな気持ちになっていくのがわかる。だが、もうブレーキがきかなかった。頭の中に浮かんだことが次々と口からついてでる。

「だって舞さん練習できるじゃないですか。いくら幽ゆう霊れいだって、練習できるならそっちのほうがずっといいですよ。私だって、私だって練習できるんなら絶対やりますよ。それでうちに帰れるんなら死に物もの狂ぐるいで練習します。でも、私は吸血鬼ですもん。いくらがんばったって、吸血鬼は吸血鬼じゃないですか。どうにもなりませんよこんなの」

　──…………

　舞まいは黙り込んだ。その沈ちん黙もくに暗いカタルシスを得たレレナは、さらに続ける。

「どうせ舞さんにはわかりませんよ。努力すれば必ず結果で返ってくる人に、いくらがんばっても報われない人の気持ちなんかわかりっこありません。いいんですよどーせ私なんか、ずーっとここでずーっといじけてますから、ほっといてください」

　舞がなにか言った。が、その声はあまりに小さく、またかすれていたために、レレナの耳には届かなかった。調子に乗ったレレナは、枕まくらに顔を押しつけたまま足をばたばたさせて、なおも愚ぐ痴ちを続ける。

「あーあ、こんなことなら日本になんか来るんじゃなかったなあ。おじさんにまた騙だまされてのこのこやってきて、挙あげ句くの果てが吸血鬼なんて。──みんなどうしてるかなあ。お母さん、心配してないかなあ。家に帰りたいなあ……」

　もう一度、今度は幾いく分ぶん強い声で、舞がまたなにか言った。が、今度もレレナは聞き取れず、身をひねって顔を上げ、「ふぇ？」と聞き返した。その目をまっすぐ見て、舞はみたび言う。

　──死ねばいいじゃない

[image: ]

　レレナは、舞まいの顔を見返すことしかできなかった。

　──幽ゆう霊れいのほうが、死んじゃったほうがいいんでしょ？　じゃあ死ねば？　あたしと同じ立場になってみれば？　ほら、どうしたのよ、早くしなさいよ。舌でもなんでも嚙かんで今すぐ死んでみなさいよ

　小さい声だった。それだけに、迫力があった。レレナはぽかんと口を開けて、舞の怒りの表情を見つめた。

　──『幽霊のほうがいい』ですって？　冗じよう談だんじゃないわ。あんたなにもやってないでしょ。なんにもやってないくせにそんな台詞せりふぬかさないで。せめて少しぐらい努力してからそんな愚ぐ痴ち言いなさい。なーにが『いくらがんばっても報われない人』よ、最初っから諦あきらめてる分ぶん際ざいで勝手にあたしと同列に並ばないでくれる？　気分悪いから

　レレナはまだ呆ほうけた顔をしている。舞は馬鹿にするように笑った。

　──家があるんなら、帰りたい家があるんなら、なにがなんでも帰ろうとすればいいじゃない。そんなのがあるだけましよ。あたしのほうがいいですって？　笑わせんじゃないわ、あたしのことなんてなにも知らないくせに

　そこで舞はいったん言葉を切った。『文句があるか』と言わんばかりに険しい顔で、レレナの顔を真正面からにらみつける。レレナはなにも言えない。なにか言おうと考えることすらできない。そんなレレナを見て舞はまた鼻で笑い、ふわりと浮かび上がった。

　──いいのよ別にあたしは。あんたがどこでどういじけてようと、知ったこっちゃないもの。お望みどおり、ずーっとそこで死ぬまですねてればいいんじゃない？

　くるりと後ろを向いて空中を滑り、今度は礼れい儀ぎ正しくドアから出て行った。レレナの視線は正確にそれを追つい跡せきする。舞の姿が完全に消えてからも、まだ彼女の目は無む表情なドアに張りついたままだった。




　椅い子すに座る。

　簡素な机の上には、唯ゆい一いつのレレナの持ち物であるショルダーバッグが置いてある。その中に意味のあるものはひとつもない。役立たずのパスポート、期限の切れた航空券、駐車場の住所が書いてあるメモ、いまだにリラが入っている財さい布ふ、そして──

　十字架か。

「…………っ」

　こみあげてきて、レレナは反射的にバッグをつかんだ。爪が白く浮かび上がるほど強く握り締める。唇を嚙かみ、目を伏せて、両手に込めた膨ぼう大だいな力で目の奥の熱を押し殺す。

　舞にも見捨てられた。亮りよう史じなんて論ろん外がいだ、こうなったのは誰のせいだと思っている。父も母もガゼットもだめ。こんなこと、家族に相談できるわけがない。だからレレナは、最近ではほとんど故こ郷きように電話をかけない。自分からなにもかもぶちまけてしまいそうで怖いから。

　そういえば──

　最後に電話したときのガゼットの言葉を、レレナは思い出した。自分を心配してだろうか、「俺も日本に行くから、直接会あって話そう」と、確かそう言っていた。涙が出そうなほど安心した。だが一方で、その提案に恐怖を感じている自分がいた。直接会って、もしガゼットに自分が吸血鬼であることがバレたら？　そして、もし、もしガゼットが、吸血鬼になってしまった自分を疎うとんじたら？

　それは、今まで考えてもみなかった仮か定ていだった。どんなときでもガゼットは自分の味方になってくれる。それはレレナの中での大だい原則だった。しかし、ガゼットの声を電話越ごしに聞き、『直接会う』という選択肢しが現実味みを帯びて浮上してくると、途と端たんにその原則は揺らぎはじめた。

　ガゼットおじさんに限ってそんなことあるはずがない──そう信じながらも、しかし頭の中のどこか片かた隅すみに『もしかして』がこびりついている。吸血鬼なのだ。人間ではない。ローマと日本の混血とはわけが違う。ガゼットが自分をいじめた子供たちと同じ態度を取らない保証はどこにもない。そんなことになったら、自分は──




「大丈夫です、だから、来ないでください」




　頭の中の『もしかして』は、レレナにその言葉を強きよう要ようした。

　誰にも頼ることができない。

　神様でさえ、今のレレナには遠い存在だった。

　祈ることすら取り上げられて、レレナは今、生まれて初めてひとりぼっちだった。




　　　　◆




「へえ～～」

　恥ずかしくて仕方がない。ただでさえ休日で人通りが多いというのに、よりにもよって駅前の、あろうことかバスターミナルの真ん前で、先ほどからマリは背伸びをするようにして町の景色を眺ながめている。それだけならまだしも、なにか珍しいものを発見するたびにいちいち口頭でリアクションを取るものだから、周りの人間からはめっきり変人扱あつかいをされていた。

　ガゼットはトランクを盾たてに見立ててマリとの間に置き、小声で早口に注意を促うながした。

「──おいマリもういいだろやめろ」

「ふう～～ん」

　まるで聞いちゃいない。と、遠くを眺めるように手をかざしていたマリは、そのままの格好でガゼットのほうを向き、

「なにが？」

　ガゼットは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、額ひたいにかざされたマリの手をつかみ、元の位置に戻した。

「あのな、俺らは観光旅行に来たんじゃないんだぞ。そんなことしてる場合か。大体ここはお前の故こ国こくだろうが、なにをそんな珍しがることがある」

「あら、故国だからこそ、よ」

　意味ありげに笑う。再びあちこちを見はじめるが、ガゼットの小こ言ごとが効いたのか、先ほどよりはいくらか大人おとなしくなっている。ガゼットは譲じよう歩ほ的満足感を得て、自分もあたりに視線を巡らせる。

「それにしても──」

　独り言のようなつぶやきに、マリが反応した。

「ん、なに？」

「ああ、いや、大したことじゃないんだが」

　雑ざつ踏とうに目を遣やり、息を吐きながら言った。

「──人が多いなあ。別になんの観光名めい所しよがあるわけでもないのに」

「ま、ね。そればっかりは昔も今も変わらないわ。それに今日は日曜日だし」

　そんなものか、とガゼットはつぶやく。空港でも人は多かったが、それはまだ玄関口ぐちでのことだから納得できる。だがここはそうではない。『湯ゆヶが崎さき』という、首都の一部ではあるがただそれだけの、なんの変へん哲てつもない町に過ぎないのだ。ローマだって人が多いのはコロッセオなどの観光名めい所しよに限ってであり、ほかの住宅街はおおむね閑かん散さんとしているものだ。それに比べて、この人ごみは一体なんなのだろう。

　急に不安になる。こんなところで、レレナはちゃんと暮らしていけてるのだろうか。最後に電話したときの声を思い出す。やはり、もしかしたら、マリの言うとおり、悪い男に引っかかって──

「あ～～～～～！」

　突然上あがったマリの大声に、ガゼットの内ない心しんは吹き飛んだ。偉い丈じよう夫ぶとすら言える大きな身体からだをびくりとすくませ、うろたえたようにあたりをきょろきょろと見回す。

「なっ、なにっ、なんだっ？」

「ほらあれ見てあれ早く早く早く見ないと行っちゃうわよほらガゼット早く」

　おのぼりさん丸出しの態度で遠くを指差すマリに釣つられて、ガゼットはそちらに目を向けた。なんの変へん哲てつもないバスターミナル、あるのはもちろんバス、屋根付きの停留所、そこで待つ人人の群れ、少し右に目を移せば、待まち合あい広場を彩いろどる噴ふん水すい、近くで遊ぶ子供たち、どこにでもある日常の一角に、一体なにがそんなに不思議なのかとマリに視線を戻しかけ、

「うわーバスに漫画の絵が描かれてるわ。いやあ、日本も変わったわねえ、あんなの十五年前には一台も走ってなかったのに」

　すべての言葉を失う。

「あ、でもあれ、実は漫画じゃないのかな。背中に『なんとか文庫』って書いてあるもの。へえー、ああいう小説が流行ってるんだ。覚えとこ──」

　そこでマリはガゼットの粘ねばつくような視線に気づいた。

「な、なによ」

「あのな、お前な──」

　口をつぐみ、大きく息を吐いた。最後の最後まで修しゆう道どう士しをからかいまくった、その罰ばちが今いま自分に当たっているのかもしれない。なにかを否定するように首を振って、ガゼットはその先を続けようとした。

　あのな、お前な、なにしにここに来たんだ。

　そう言おうとした。

　そう言おうとして、ガゼットは罪ざい悪あく感に凍りついた。

　なにしにここへ来たのか。決まっている。レレナに会うため。では、なぜレレナはここに来たのか。決まっている。ガゼットにいっぱい食わされてしまったからだ。それ自体はそんなに珍しいことではないし、悪いことでもないのだろう。春休みを利用しての海外旅行、どこの世界にも転がっているありふれた話だ。この際レレナを騙だました云うん々ぬんはどうでもいいことである。悪意のない噓うそは問題にはならない、キリスト教徒にあるまじきことに、ガゼットはそう信じている。

　問題なのは、それを薦すすめたガゼットの、許し難いほどの愚かさだった。

　仲の良い友人の娘を海外に送り出す。そのために生じる数々の手間と段取りを、彼はことごとく怠おこたった。やったことといえば行き帰りの航空券とパスポートと、滞在先の住所が書かれたメモを渡したことだけ。滞在先への連絡は日本支部を通じて行っただけであり、一度として、ただの一度として湯ゆヶが崎さき支部へ直接電話をかけることすらしなかった。最低限の確認さえガゼットは怠り、実の娘のようにかわいがってきたレレナを、「まあなんとかなるだろう」の一言と共にこの人ごみの中へと無む責任に投げ出したのだ。

　そして結果として、レレナはなんらかのトラブルに巻き込まれ、ローマに帰ってこれなくなってしまった。偶発的なアクシデントなどでは決してない、これが明らかな人じん災さいであることを、他の誰よりもガゼットが一番よく知っていた。

　初歩的というのもおこがましい、常識ではまず考えられない馬鹿げたミス。そのミスを犯し、ひとりの箱入り娘を見知らぬ雑ざつ踏とうへと放り捨てた男が、その母親に一体どんな説せつ教きようができるというのか。絞しめ殺されても、文もん句くは言えない。

　三十六ともなれば、そこいらの小こ僧ぞうではあるまいし、心の中の葛かつ藤とうが表に現れるということはまずない。が、それだけにタチが悪かった。ガゼットはすべての懊おう悩のうを自らの内側に見事に封じ込め、その中にどこまでも沈み込んでいこうとしていた。傍はた目めには、今からなにか言おうとして思いとどまった、くらいにしか見えなかっただろう。

　そして、そこいらの小こ僧ぞうでないのは、マリも同じだった。

　あまりに長い無言に、最初マリは怪け訝げんの色をその瞳に浮かべ、次いで得とく心しんしたような顔つきになり、最後ににやりと笑った。いきなりの笑えみに面めん食くらうガゼットの胸をどんと叩たたき、下から彼の顔を覗のぞき込む。女性にしては背の高いマリだが、ガゼットと並ぶと肩にも届かない。

「なあにぐじぐじ考えてんのよ。いまさら心配したってしょうがないでしょ？」

「────すまん。本当に」

　豪ごう放ほう磊らい落らくな普段の彼を見慣れている人間なら、腰を抜かしかねない光景だった。たっぷり頭二つ分は小さい女性に、『あの』ガゼット・クロムウェルが叱しかられている。実際はともかく、少なくとも周りはそう捉とらえた。行き交かう人の多くが、マリとガゼットの二人をちらちら振り返っている。

　深くうなだれるガゼットを、マリは頭のてっぺんからつま先まで、なめるように眺ながめまわした。と、いきなりガゼットの足を思い切り踏みつける。驚いて顔を上げるガゼットに、マリは獰どう猛もうに言い放った。

「あなたね、なに考えてるのか知らないけどね、今になって落ち込まないでよ。あなたを許す気がないなら、そもそも一緒に連れてきたりなんかしないわ。あなただって自分が悪いと思ってるから、わざわざ仕事ほっぽりだしてあたしについてきたんでしょ？　ほら、しゃんとなさい、いい歳としした大人おとながみっともない」

　それでもガゼットを苛さいなむ罪ざい悪あく感は止やまない。いまだに暗いガゼットの顔に、マリは吐と息いきと共に笑った。ヘソを曲げた子供をどう攻こう略りやくしようか考える母親のような笑みだった。

「レレナだってもう子供じゃないんだから、そんなに心配しなくても大丈夫よ。ほら、もう行きましょ。済んじゃったことは仕方がないんだから、その分きりきり働きなさいな、大だい司教様」

　ガゼットの手を取って、マリは歩き出した。片方の手でトランクを引き、もう片方でガゼットを連れ歩くその小さな姿は、誰の目に見てもかなり無む理りがある。伏せた目はそのままに、自分の手を握る驚くほど若々しいマリの手を見ながら、不ふ意いに純粋な疑問が湧わいた。どうしてこいつは──

「まったくもう、昔っからちっとも成長してないんだから。見かけによらず肝きもっ玉たまが小さいとこなんて特に。男ってみんなそうなのかしら？　知ってる？　カルロもね、いまだにひとりじゃネクタイ結べないのよ。それどころか放っておくとシャツのボタンを掛け違えたまま平気で外に出てくんだから、うっかり朝あさ寝ね坊ぼうもできないわ──」

「なあ」

　マリが立ち止まり、振り返った。どんな顔をしているのか、まだ視線を落としているガゼットにはわからない。

「あのさ、なんでそんなに──わかるんだ？」

「は？」

　虚きよを突かれたようにマリは聞き返した。意を決して顔を上げ、間ま抜ぬけた感じのマリの顔を目にして、かろうじてガゼットは笑った。無理矢や理り顔を歪ゆがませただけの、腹でも痛いのかと言いたくなるような笑顔だったが、とにもかくにもガゼットは笑った。

「だから、なんでお前はそんなに俺らのことがわかるんだ？　前から不思議だったんだが。女の勘かんってヤツか？」

　それに応じてマリも微笑ほほえんだ。やたらと挑ちよう戦せん的な笑えみだ。

「あたしとあなたとカルロと、何年越ごしの付き合いだと思ってるのよ。十五年よ十五年、そのくらいのことわからないほうがおかしいわ」

　ガゼットの顔がかすかに和やわらぎ、今度は誰もが『笑顔』と受け取れるだけの、余よ裕ゆうのある表情を見せた。

「十五年、か」

　ふう、とため息をつく。

「そうだな。赤あかん坊ぼうが、いっぱしの大人おとなになるだけの時間だ」

　マリの顔から挑戦的な色合いが消える。もう大丈夫、と判断したのかもしれない。マリはガゼットを引っ張っていた手を離し、その手でガゼットの背中をばちこんと叩たたいた。思いもよらず強い力に思わず咳せき込みそうになるが、どうにか我が慢まんする。これ以上情なさけないところを見せたくはなかった。

「そういうこと。大事なのは、これから先なんだから。しっかりやってよね」

「──ああ」

　内ない心しんが研とぎ澄まされていくのがわかる。なにもかも、マリの言うとおりだった。済んでしまったことはもうどうしようもないのだ。自分には済んでしまったことに落ち込んでいる暇ひまなどない。犯してしまったどうしようもない失点を、これから取り戻していかなくてはいけないのだから。

　マリに気づかれないように、胸むな元もとで小さく十字を切った。神よ。俺はもう、絶対にミスはしないと誓おう。

　マリは立ち止まり、大きく深しん呼吸をした。ついでに肩に手をやって、こきこきと首を動かす。すでに傾きかけた西日を目にして、思い出したように振り返り、

「ねえそういえばさ、あたしたちの泊まるホテルってどこにあるの？　もうそろそろ日が暮れちゃうわよ。先にチェックイン済ませちゃったほうがいいんじゃない？」

　すっかりいつもの落ち着きを取り戻した顔で、ガゼットは「ああ」と頷うなずいた。それきりなにも言わなくなる。十五年の付き合いがあるマリの顔が、見る見る硬直していく。

「ねえ、ガゼット、まさかとは思うけど──」

「なんだ？」

　もう一いち度ど深呼吸をし、かすかな笑いを作り、しかしそれはどこか引きつっており、

「また忘れてた、なんてことは、ない、わよ、ね？」

　這はい上がる恐怖に切り刻まれたその言葉に、しかしガゼットはにこりと微笑ほほえんだ。見事な微び笑しようだった。マリですらも、一いつ瞬しゆん早とちりをしてしまったかと思いかけたほどだ。

「大丈夫だ。安心しろ、マリ」

　マリの両りよう肩かたに手を置き、憎たらしいくらいの晴れやかな笑顔で、先ほどの誓いに少しだけ付け加えた。

「大事なのは『これから』だからな。俺はもう絶対にミスはしないぞ、『これから』は」




　　　　◆




　棺かん桶おけの中で、亮りよう史じは目を覚ました。

　狭せま苦くるしい暗くら闇やみの中で、亮史は誰にも見られていないことを幸いと大きなあくびをした。右手を器き用ように動かして、安やす物ものの腕時計を目の前に持ってくる。『夜よ目め』。

　午後四時半。だいぶ早くに目が覚めてしまった。普段ならもう一ひと眠ねむりできるところだが、生あい憎にくと眠気は完全に消えてしまっている。さりとて起き出して下に行くのも気が引けた。今け朝さの記憶は過去というにはあまりに生々しく、レレナの殴おう打だの感かん触しよくはまだ亮史の背中に後こう頭とう部ぶにありありと残っている。ただの少女とはわけが違う、半分とはいえ吸血鬼であるレレナの全力を込めたあの連れん打だはかなり痛かった。

　漆しつ黒こくの闇やみの中で、亮史の顔一いち面めんを絶望が覆おおった。これでまたすべてが振り出しに戻ったわけである。誰が悪いかといえば、すべて舞まいが悪い。悪いのだが、しかしレレナにそんなことを言えば、彼女の性格からして「人のせいにするなんて」とまたぞろ怒りをぶり返されるのがオチだ。結局、平ひら謝あやまりに謝るしかない。

　狭苦しい棺桶の中では、なにを考えてもマイナスの方向に流されるような気がした。亮りよう史じは棺桶のフタを内側から外はずし、外へと這はい出していく。

　あと二時間ほどで夕飯の時間だ。朝食もそうなのだが、レレナはあれほど怒っているにも関かかわらず、毎食ごとの世話はきちんとしてくれるのである。律りち儀ぎなレレナの頭の中には、「吸血鬼にされてしまったことを怒る」回路がある一方で、「でも居い候そうろうさせてもらっているんだし」という回路も同時に稼か働どうしているのだろう。食事を作ってくれるのは実にありがたいのだが、しかしレレナの怒りが解けていないのもまた事実なのだ。亮史にしてみればレレナと一緒の食事はなんだか地じ味みに責められているようで、逆に辛かったりするのだった。

　ともあれ、夕食までどうにかして時間を潰つぶさねばならない。亮史は立ち上がり、大きく背中を伸ばして、ふと冷蔵庫に目が止まった。今日の夕飯時にはかなりの精神的消しよう耗もうが予想される。精力をつけておかないと乗り切れないかもしれない。

　亮史はのろのろとした動作で冷蔵庫に近づく。輸血パック保存用に買ったこの冷蔵庫は普通のものに比べて半分ほどの大きさしかない。亮りよう史じは床に両りよう膝ひざをついて扉とびらを開き、人工的な光の照り返しを浴びながら、その中に無む造ぞう作さに手を突っ込んだ。今日の血液型は──『Ａ型』。この前はＢ型だった。だからどうしたと言われても困る。味に違いがあるわけでもない。が、気分的に亮史はＡのほうが好きだ。ＣよりＢ、ＢよりＡなのである。Ｃ型なんかないけど。

　チューブをくわえ、ちゅうちゅうと情なさけない音を出して血液を吸い取る。吸い取りながら、そういえばレレナくんは全ぜん然ぜん血を吸わないな、と思った。まあこんなまずいもの飲まずに済めばそれに越したことはないのだが、吸血鬼である以上、やはり少しは摂とらないといけないのではないのだろうか。それとも半はん吸血鬼は別のもので代用がきくのかな。レバニラ炒いためとか、ほうれん草のおひたしとか、

「主人」

　因いん果が応おう報ほうであろうか、奇くしくも今け朝さのレレナとまったく同じ経路を経へて、飲んでいた血液が鼻から逆流した。まるで漫画の主人公がヒロインの着替えを目もく撃げきしたときのような、壮そう絶ぜつな噴ふん出しゆつ鼻はな血ぢだった。亮史はごほごほと咳せき込みながら、思わずシャツの袖そで口ぐちで鼻を拭ぬぐい、そのままの姿勢で硬直する。ゆっくりと袖を鼻から引き剝はがし、そこにどす黒いというよりは赤味がかった黒と表現したほうが相応ふさわしい色合いの染しみを発見し、挫ざ折せつした青年芸術家のようにがっくりと肩を落とす。また出費だ。誰の祟たたりだろう。ツキはまったく構わず、冷蔵庫の上から冷れい淡たんに亮史を見下ろしながら、なおも口を開く。

「主人、聞きたいことがある」

「──なんだよもう、いるならいるって言ってよツキ」

　ツキは物思いにふけるような遠い目をして、「ふむ」とつぶやいてから、

「なにか悩んでいるようだったから声をかけ損そこなってな。それに気づくと思ったのにまったく気づかなかったから、つい」

　亮史は胡散うさん臭くさそうにツキを見上げる。その漆しつ黒こくの毛並みは、完全に周囲の闇やみと同化していた。『夜よ目め』の能力を持つ亮史といえど、そこにいると言われなければまず見つけ出すことはできないだろう。

「……まあいいや。で？　なに？」

　ツキは相変わらずの無む表情のまま、淡たん々たんと、

「『蜘く蛛も』のことだ」

　亮史の顔から、油ゆ断だんが消えた。

「またその話？　三週間も前のことだよ。もう何回も話したじゃないか」

　ツキは小さく頷うなずいた。

「ふと思い出してな。気になっていたことがあったんだ」

　一点をじっと見つめるツキの金色の視線に、亮史は顔を背そむけた。不ふ機き嫌げんそうな声で、

「なに」

「主人がレレナの血を吸う、少し前のことだ。なあ主人、なぜあのとき『蜘く蛛も』は攻撃を躊躇ためらったのだろうな？　あそこで完全な王おう手てだったはずだ。それなのになぜ、ただ主人を殴なぐるだけにとどめておいたのだろう？」

　亮りよう史じは間かん髪ぱつ入いれずに答える。

「知らないよそんなこと。言っただろ、『亡もう者じや』の行動はまったく予測がつかないんだ。僕の知っている『亡者』の中には、獲え物ものを前にしていきなり踊りだした奴やつだっているよ」

　もう一度、ツキは「ふむ」と言った。

「泣いたりもするのか？」

　亮史は思わず聞き返した。

「え？」

「いまいち自信がないが、あのとき俺には、『蜘蛛』が泣いているように見えた。少なくとも、苦しそうな顔をしていたのは確かだ。そういえば、主人になにか言ってもいたな。なんと言っていたんだ？」

「……よく見てるね」

「目がいいからな、俺は」

　ツキは冷蔵庫から飛び降りた。ゆったりと尻尾しつぽを揺らしながら、床に放り出されたままの棺かん桶おけのフタに乗る。うねっていた尻尾が急に動きを速め、棺桶のフタをぱたりと叩たたいた。

「主人、これは俺の想像なんだが、あの『蜘蛛』は主人と面めん識しきがあったんじゃないか？　直接でなくとも、なにか関かかわりがあったんじゃないのか？　そうでなければ、なぜただのけだものに過ぎない『亡者』があんな表情をするんだ？」

「…………」

　亮史は鼻をすすり、後ろの壁に寄りかかって再びチューブをくわえた。なおもツキは問いかける。

「どうなんだ、主人。あのとき、『蜘蛛』は、主人になにを言ったのだ？」

「……別に、なにも」

　ため息が聞こえた。使い魔まの猫はため息もつける。亮史は恐る恐る顔を上げた。怒っているかなと思ったが、ツキの顔には諦あきらめが浮かんでいるだけだった。

「俺には話せないというわけか」

「…………」

「たかが使い魔に話すことではない、か」

　チューブから口を離した。なにか言おうと口を開き、しかしなにも言えず、口をつぐみ、うつむき、ぼそぼそと、

「ごめん」

　目だけでツキを見た。ツキは小さく首を振り、

「いや──いいさ。主人が俺に教える必要がないと思うのなら、それでいい。それが聞きたかっただけだ。邪じや魔ましたな」

　背を向けて歩き出し、あっという間にドアの足元に開いている猫ねこ用よう出入り口から出て行った。亮りよう史じはチューブを口に含み、しかし血を吸い取るでもなく、ただそのゴムチューブをがじがじと嚙かむ。視線を床に張りつけながら、しばし『上じよう弦げん』のことを考える。

　忘れかけていた記憶。あれはもう何年前になるのか──亮史が『発生』してからそんなには経たっていなかったと思う。せいぜい三百年くらい。思い出すだけで顔が赤くなってしまうような、頭の悪い青あお二に才さいだったころのことだ。その気になれば世界を支配できると本気で信じていた、そんなときに、彼は上弦に出会った。

　長い長い間、一緒にいた。

　それでも、別れの時はやってきた。

　男女である以上当たり前のことなのかもしれない。双そう方ほうとも永遠の生を持っているとなればなおさらだ。どちらにしろもう昔の話だった。レレナの血を吸うまでは、上弦という女がいたということくらいしか記憶に残っていなかった。血を吸ってからも大して変わらない。顔すらも思い出せない。しかし、袂たもとを分かったあの日あの時、上弦が言ったことだけは、なぜかはっきりと覚えている。

（これから、どうするのですか？）

　それに対する自分の答えも、覚えていた。

　自分は、人として生きていく。

　そう言った。

　そして亮史は上弦と別れた。上弦はどこまでいっても己が吸血鬼であることを理解していたから。人と吸血鬼はまったく別の存在であると、その事実を捻ねじ曲げることがどうしてもできなかったから。そう、ある意味では、彼女は純粋だったのだ。亮史のように汚れてはいなかった。自分をうまく騙だまして生きていくには、彼女は素直でありすぎた。

　だから二人が別れたあの日、上弦は言った。

　あなたは大おお噓うそつきの卑ひ怯きよう者ものだ──と。

　泣いてさえいた。亮史にとっては驚くべきことだ。彼は涙を流すことができなかったから。亮史にはない、いっそ人間に近いと言ってもいい激しい情じよう動どうを、上弦はその胸の奥に秘めていた──皮ひ肉にくなものだ。彼女は吸血鬼としての生を選んだのに、人間に近い部分を持っている。そして自分は、人間としての生を選んだのに、どうあがいても吸血鬼以い上じようになることができない。

　ふと、レレナに少し似ているかもしれない、と思い、亮史は現実の暗くら闇やみの中で薄く微笑ほほえんだ。確かに上弦も、生き真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正しかった。違うのは、上弦はどこまでもその感情を抑えられたということだ──いや、抑えずにはいられなかった、というべきか。胸の奥の激げき情じようをさらけだすことを、彼女はなによりの恥としていた。吸血鬼であることに、誇りを持つがゆえに。

　そしてそれゆえに、あの日のあの情景のあの涙は、亮りよう史じの脳のう裏りに深く深く刻みつけられた。何百年という時間を経へた今でも、時とき折おりは思い出すほどに。

　それは忘れ難がたい記憶であり、しかし忘れ去りたい過去であり、同時にほほえましくもある思い出だ。生涯にそんな思い出を持つことができて良かったと、亮史は思う。

　彼が、彼と上じよう弦げんのみが共有する、苦にがく美しい思い出。

　だからツキには話さない。蜘く蛛ものことを話せば、芋いもづる式しきに上弦のことにまで及んでしまうだろうから。吸血鬼にだってプライバシーはある。枯かれきった亮史の心にも、独占欲よくとでもいうべきものがある。ツキにも舞まいにもレレナにも、誰にも話さない。

　それは自分だけのものだから。

　だから誰にも話さない。今までもそうだった。これから先も、ずっと──




　　　　◆




　乱れたベッドを整えてから、その上に座って新聞を開いた。字じ面づらを眺ながめる前にふと思いつき、ベランダへ続くガラス戸に目を向ける。茫ぼう洋ようとしたオレンジの光は、もはや分ぶ厚あついカーテンに遮さえぎられて風ふう前ぜんの灯ともし火びだった。落らく日じつもそろそろ終わりに近づいている。一日が、ようやく始まろうとしている。

　シギはその視線を新聞の上へと戻した。日本各かく地ちのどこにでも売っている、ごくありふれたその新聞には、しかし異常な点が二つだけあった。ひとつ。一面にある記事が赤いマジックで囲われている。ふたつ。三週間前まえの日付である。もっともどちらもカッコを付けて強調するほど『異常』というわけでもない。一面にあるその記事だって、どこそこの町で猟りよう奇き死体が発見された、といういたって平凡なものである。シギはその文面をどこか疲れたような顔で眺ながめる。ざっと流し読みをすると、すぐに新聞を整ったベッドの上に置いてしまった。

　立ち上がり、視線を隣となりのベッドへと向ける。シギのベッドとまったく同じタイプであるそのベッドは、その事実すら霞かすんで見えるほど乱れていた。中央にこんもりと盛り上がるシーツがひとつ。この惨さん状じようの原因である。

　呆あきれたようにため息をつくと、シギはその細く長い指を盛り上がりの上に載せて、ゆさゆさと優しくゆすぶりはじめた。

「クイナ──クイナ、ほら、もう時間よ。早く起きなさい」

『遅ち刻こくするわよ』とあとにつかないのが不思議なほど、穏おだやかに落ち着いた声だった。盛り上がりはもぞもぞと蠢うごめいていたが、やがて中でなにかが起きる気配がした。不ふ機き嫌げんな声がそれに続く。

「……ん～。なに。なん、いまなんじ～？」

「もう六時よ。いつまでも寝てないで、ほら」

　無む理り矢や理りシーツをひきはがす。あらわになった盛り上がりの正体──中で丸まっていたクイナは、それでもまだベッドに未み練れんがあるように、顔をやわらかいスプリングの中に埋めてしまった。

「まだいいよ～、もうちょっと寝かせてよお、昨日きのうろくに寝てないんだからさあ」

「噓うそばっかり。私のほうがずっと寝てないわよ。さ、早くなさい」

　そう言われて、クイナはようやく半はん身しんを起こした。が、目はまだ眠っている。今にも閉じてしまいそうな目をシギに向けて、クイナは寝ね言ごとに近い文もん句くをぶつぶつとつぶやいた。

「……まったくもう姉さんはいつも律りち儀ぎなんだから、少しくらい遅れてたって、誰にもわかんないのに──ふわああああああああ」

　途中であくびに襲おそわれる。シギは『仕方ないわね』という感じの苦く笑しようを漏らし、ふと視線を下に向けた。途と端たんに眉まゆがひそめられる。右手をすらりと伸ばし、クイナの服をほこりを払うようにはたいた。

「もう──だから言ったじゃない、そのままで寝ると服がシワになるって」

　クイナは唇を尖とがらせてそれに抗議した。

「姉さんだってその格好で寝たくせに」

「私はいいのよ。私は寝ね相ぞうがいいもの。でもクイナは違うでしょう？　だからちゃんとパジャマに着替えなさいって」

「あのねえ、あたしはもう子供じゃないの。パジャマなんて着てらんないわよ、いい歳とししてそんなみっともない」

「みっともなくなんてないでしょう。どんな人だって寝るときはパジャマに着替えるわよ。それにちゃんと持ってきたんだから、使わなきゃ──」

「もっ、持ってきたの!?　ああもうやめてよ、だからみんなに笑われるのよ！」

「誰も笑ってなんていないわ、クイナの気にしすぎよ」

　並んでみると、誰が見てもこの二人が姉妹であることがわかる。それほどよく似ている。顔のパーツのひとつひとつを比べてみれば、ほとんど同じと言っていいほどそっくりだった。にも関かかわらず全体の印象がまったく違うのは、その目つきのせいだろう。同一に近い形をしていながら、シギの目はやや垂れ下がり気味に、クイナの目はやや吊つり上がり気味になっている。そのため身に纏まとう雰ふん囲い気きが変わり、それが全体のイメージにまで影えい響きようを及ぼしているのである。髪かみ型がたの違いもあるかもしれない。シギの長い黒くろ髪かみにはゆるやかなウェーブがかかっているのに対して、クイナのほうはこれまた長い黒髪ではあるが、こちらはクセっ気のまるでない素直な髪かみ質しつであり、それを軽く流すような感じで伸ばしている。総合して二人ともその性格に相応ふさわしい外見になっていた。無む論ろん、意図してやっているわけではないのだろうが。

　クイナは相次ぐ姉の小こ言ごとに辟へき易えきして、ベッドから抜け出して大きく伸びをした。そのままの勢いでオイッチニと柔じゆう軟なん体操みたいな真ま似ねをする。それからもう一度大きなあくびをすると、涙を浮かべたその目をシギに向けて、クイナは言った。

「でもさ、どうせあいつが出てくるのは深夜以い降こうでしょ？　じゃあまだ時間はかなりあるんだよね？」

「そうだけど──」

「じゃさ、食事行ってきていいかな？　なんだかお腹空すいちゃって」

　シギはまた、その弓のような眉まゆを寄せた。

「それはいいけど──まさかその格好のまま行く気じゃないでしょうね？」

「え、だめ？」

「だめよ！　着替えなさい！」

「えーなんでーいいじゃん。いいでしょ？　いいって」

「だめ！　絶対だめ！」

　それからしばらく、「いい」と「だめ」の応おう酬しゆうが続く。そんなことに費やす時間があるならさっさと着替えればいいようなものだが、双そう方ほうとも妙みような意地が生まれてしまって理性的な話し合いができない。しばらく続いたその言い合いは、二人とも手持ちの弾だん薬やくが尽きたことによって終しゆう結けつし、シギの妥だ協きよう的な提案によって始し末まつがついた。

「──じゃあ、せめてその髪をなんとかしてからにしなさい。ひどい寝ね癖ぐせよ」

「あ、うん。それならいいや。姉さんやってやって」

　一瞬で決まった。最初からそうしろと言いたくなるが、一日に一回はこういう無意味な小こ競ぜり合いをしなくてはならないのだ。いや別にする必要はないのだが、なんとなく、そういう空気ができてしまっているのである。

　クイナはシギのベッドに腰掛けて、背せ筋すじをぐっと伸ばした。シギは聞こえないように小さくため息をつき、ベッド脇わきに置いてあるバッグの中から古こ風ふうな櫛くしを取り出した。自分もまたベッドの上に膝ひざ立だちになって、クイナの頭をぽんぽんと叩たたく。クイナはむずがるような素そ振ぶりを見せ、

「早くやってよー」

「はいはい」

　もつれあう髪の毛を長い指で優しくほぐし、ある程度まで広がったところで、櫛くしでゆっくりと梳すいていく。もともと素直な髪かみ質しつなのか、一回梳いただけで黒いエナメルの光こう沢たくを放つようになった。櫛の先端がクイナのうなじに当たり、クイナはわずかに首をすくめた。

「くすぐったいー」

「もう、じっとしてなさい」

　櫛を上から下へと動かしながら、シギは優しく笑えんだ。こういう時間が、いつまでも続けばいいと思う。この願いだけは何年経たっても変わらない。自分の望みは、こうして妹と二人、いつまでも平和に静かに暮らしていくことのみにあるのだ。それ以外になにも欲しいものなどないし、妹だってきっとそうだろう、とシギは思う。『組織』では決して表さない安らぎの表情を、クイナはシギと一緒のときだけは見せる。この甘えた声も態度も、二人きりのときにだけ出すものだ。クイナとシギは一緒にいるときだけ、心から安らぐことができるのだ。シギはそう信じている。

　それだけが、二人の唯ゆい一いつの幸せなのだと。

　それなのに、

　なんで、こんなことに──

「──姉さん？」

　櫛くしを取り落とした。ベッドに落ちた櫛を拾おうとして、その指が震えていることに気づく。それを止めるために、それをクイナに見られないために、シギはもう片方の手で震える指を強く押さえた。

「ごめんなさい、ちょっと、指が絡まっちゃって」

　声が震えていないか、クイナにそう聞こえないか不安だった。幸いにもクイナはシギのミスを笑うのに気を取られていて、それに気づく素そ振ぶりはまったく見せなかった。やがて落ち着いたシギは、顔だけを振り向かせて笑っているクイナの両りよう頰ほおを手ではさみ、半なかば強ごう引いんにくいと前に向けた。

　整え終わった。クイナは確かめるように自分の頭を触り、それからシギににっこりと笑いかける。

「うん、これなら大丈夫。ありがと、姉さん」

「どういたしまして」

　立ち上がり、「じゃあ行ってきます」と言いかけて、クイナは振り返った。なんでもないような調子で、クイナは明るく、

「あ、姉さんも一緒に──」

　途中で「しまった」という表情になる。シギとてクイナに心配をかけたくはない。ないのだが、しかし、顔が勝手に暗くなってしまう分にはどうしようもなかった。クイナは上うわ目め遣づかいでシギを見ている。答えを待っているのだろう。シギはクイナに聞こえないように小さくため息をつくと、優しく微笑ほほえんで言った。

「ううん、いいわ。私には、あれがあるから」

　そう言って、ちらりとホテルに備えつけの冷蔵庫を見た。クイナは自分のつま先を見つめながら、気まずそうに言った。

「そっか──うん、そうだよね」

　沈ちん殿でんしたその場の空気から逃れるように、クイナはそそくさと出入り口へと向かった。ドアを開いて部屋から出て行き、ドアが閉まる直前にひょこっと隙すき間まから顔を出す。どこか遠えん慮りよしたような笑えみが浮かんでいた。

「ね、じゃあさ、代わりにコンビニでなんかご飯買かってくるよ。なにがいい？」

「……それじゃ、お願いしようかしら。おにぎり買ってきてくれる？」

「わかった、おにぎりね。種類は？」

「クイナに任せる。あ、でも──」

「梅と明太子めんたいこ以外。でしょ？」

　くすくすと笑う。いつも大人おとなぶるくせに、酸すっぱいものや辛からいものが苦にが手てなシギを笑っているのである。シギはわずかに頰ほおを染めてクイナに一ひと言こと言おうとしたが、その前にクイナは「行ってきまーす」という言葉を残して顔を引っ込めてしまった。怒りのやり場を失い、知らず知らずのうちに頰を膨ふくらませる。後ろを振り向き──

　冷蔵庫が、目についた。

　クイナが帰ってくるまでに済ませておかなくては、と思う。直前に飲んで、おにぎりもろとも吐き出してしまっては、クイナに申し訳がない。

　冷蔵庫の扉とびらに手をかけ、しばらく迷った。目をつぶり、深しん呼吸をして、一気に開け放つ。

　ホテル特有の、やたらと値段の高い缶ジュース類がある。こういう飲み物は決して飲んではいけないというのは、ホテル滞在の基本中の基本だ。外の自じ販はん機きで飲み物を買ってきて、元から入っていた飲料を外に出して代わりにそれを入れる、というのが賢けん明めいなやり方である。シギもご多分に漏れず、その方法を使っている。

　ただし、入っているのは飲み物ではない。『食べ物』だ。

　どす黒い色合いの、綺き麗れいにコーティングされた真空パック──輸血パック。

　それをひとつ手に取り、チューブのキャップを外してから、シギは大きく深呼吸をした。じっと瞑めい想そうをして、気持ちを落ち着かせる。それからおもむろに、ほとんどなにも考えないまま、管くだをぱくりとくわえた。

　透明なチューブがどす黒く染まっていき、口の中に血の味が広がる。うまいかまずいかで言えば、間違いなくまずい。だが、吐くほどまずいというわけでもないし、それにそれよりももっと深しん刻こくな問題がある。

　静まり返ったシギの心に、波は紋もんが広がった。来た、と思う。形のいい眉まゆを寄せて、一いつ層そう吸い取る速度を速める。それと同じくらい急速に、シギの心はざわめいていく。




　──赤く、黒く、普通の人間なら見るだけで顔をしかめるであろう汚けがらわしい液体、それが自分の口こう腔こう内に噴ふき出すようにして入ってくる。生なま臭ぐさい臭いが鼻に突き抜け、その臭いの元が己の口の中にあるということに物理的衝しよう撃げきに近い嫌けん悪お感かんを覚える。どこの誰とも知らない人間から取り出されたどろりと蠢うごめく感かん触しよくが、舌に、喉のどに、食しよく道どうを通り、胃い袋ぶくろへと落ちていき、また自分の血液と化す。他人の生命を吸い取り自分の生命にするこの上なく呪のろわれた行為。ただひたすらに卑いやしい、忌いまわしい、浅あさましいだけの、糞くそ山やまにたかる蝿はえよりも死体に涌わく蛆うじ虫むしよりもはるかに下げ劣れつなこの『血を啜すする』という行為──




　吐き気がせり上がってきた。シギは強ごう引いんに、絶え間なく流れ込みつづける血液と共に、その吐き気を飲み下す。その二つのせめぎあいについに喉のどが癇かん癪しやくを起こした。シギの顔が苦しげに歪ゆがみ、その喉が大きく動く。やばい。吐──

　シギはとっさにチューブから口を離した。と同時に頰ほおが膨ふくらみ、すぼめられた唇から血が少し吹き出す。が、危うくも決けつ壊かいには至らなかった。シギは両手で固く口を押さえ、口こう内ないに逆ぎやく戻もどりした血液を、ゆっくり、ゆっくりと飲み込んでいく。

　口の中が空っぽになってからも、しばらくシギは口を押さえたままだった。たっぷり六十秒を心の中で数えてから、ようやく手を離し、大きく呼吸をした。輸血パックの中には、まだ少し血液が残っている。だがもう今日きようは無理だ。絶対無む理りだ。まだ飲めというのなら死んだほうがまし。だいたいなぜ私がこんなもの飲まなきゃならないのと、向ける相手のいない理り不ふ尽じんな憤いきどおりすら覚えてくる。

　生き血のほうが栄養価かが高い。真さな田だはそう言う。流れる生き血は人間の生命の象しよう徴ちようであり、吸血鬼はそれを啜すすることによって生命そのものを吸い取って云うん々ぬん。シギにはそんなことはどうでもいい。彼女は、生き血を飲むことだけはできないのだ。

　輸血パックでさえこれほどの拒きよ否ひ反応を示す自分が、どうして人を襲おそってその首くび筋すじから直接生き血を啜ることができるだろう？

　完全に精神的なものだった。クイナは「姉さんは優しいから人を襲えないのだ」と思っているようだが、少し違う。気持ち悪いだけだ。血を飲むという行為自じ体たい。直接嚙かみついてその血を舐なめ取るなど、考えただけでおぞましさに身み震ぶるいがしてくる。なぜだろう、と自分でも不思議だった。吸血鬼になったばかりのころは、そんなことはなかったのに。

　チューブにキャップを付け直して、冷蔵庫に放り込み、シギはベッドの上に仰あお向むけに倒れ込んだ。どっと疲れたような気がする。眠気が襲ってくる。

　口元を拭ぬぐい、半なかば無む意識のまま拭った手を目の前に持ってきた。赤く汚れている。シギは薄うす笑わらいを浮かべる。今の自分の顔を鏡で見てみたい、と思った。それからその顔を冷たい水で洗い、冷たい水で口をすすぎ、熱いお風ふ呂ろにゆったりと肩までつかりたい──

　なにもかも、叶かなうはずのない夢だった。

　吸血鬼は鏡に映らない。

　吸血鬼は『水』に触れてはならない。

　わかりすぎるほど、わかっていることだった。

　そのことを思い出して、シギは赤く汚れた手で目め元もとを覆おおい、声に出して笑った。
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　階段が軋きしんだ音を立てる。自分ではそろそろと歩いているつもりなのだろうが、居い間まにいるレレナにも丸まる聞きこえである。自分の耳がぴくりとそばだつ感かん触しよく。口をへの字に曲げて、自分用のソファの上でその両手を固く絡ませながら、レレナはただテーブルの上の買い物もの袋ぶくろをにらみつづける。

　軋みが止やんだ。

　玄関の方向から迷いの気配が伝わってくる。居間のドアを開けるべきか否か、迷っているのだろう。ドアを開けて、その向こうにいるレレナになんと言うべきか。今け朝さの出来事は、突っつけば跳ね回りそうなほど新鮮な記憶だった。気まずいのはレレナだって同じだが、見ようによっては優ゆう位いに立っているとも言える。いつだって被害者は加害者よりも強いものだ。

　今しかない、と頭の中で声がする。

　今朝の事件はある意味でチャンスなのだ。あれをダシにして、ここ一週間ほどの禍か根こんをなかったことにすればいい。自分と会えば、まず間違いなく亮りよう史じは謝るだろう。平ひら謝あやまりに謝るはずだ、彼の性格から言って。それが狙いだ。最大にして最後のチャンスだ。ぺこぺこ謝る亮史に対して、聖せい母ぼマリアの如ごとき笑顔を浮かべてこう言えばいい──「大丈夫です、もう気にしてませんから」。いやいやこれはちょっと不自然すぎる、今まで自分が彼に取った態度も考こう慮りよに入れて、こんなのはどうだろう──「（不ふ機き嫌げんな沈ちん黙もく）これからは、気をつけてくださいよ」。

　そして、そのあとで買い物に行けばいい。この計画の肝きもはそこにある。そのためだけに、レレナは毎まい日にち午後六時半と定めた夕飯の時間をずらしたのだから。

　亮りよう史じは工事現場に。レレナはデパートに。

　途中まで、一緒に行きません？

　これだけでいい。これだけで、レレナと亮史の関係は快かい方ほうに向かうはずだった。

　じっくり考えた上での結論だった。確かに亮史は許し難がたい。いまだに怒りの炎ほのおはくすぶっている。だがしかし、舞まいの言ったとおり、いつまでも意地を張っていてもどうにもならないのである。なにしろレレナは今、間違いなく『ひとりぼっち』なのだ。子供のころ、いじめられていたときのほうがまだましだった。あのころは母がいた。父がいた。ガゼットがいた。振り返ってみれば、あのころの自分にはあんなにも多くの味み方かたがいたのだ。

　なのに、今は誰もいない。

　絶対に耐えられない。

　亮史なら、味方になってくれると思う。そのためなら、自分の本ほん心しんなど些さ細さいなことだ。恐怖は怒りをはるかに凌りよう駕がする。本能に刻み込まれたその真しん理りを曲げられるほど、レレナは強くない。

　レレナは視線を伏せる。もう一度、手順を確認しようとした。

　そこで、ドアノブが回るかちゃりという音が響ひびいた。

　え。

　レレナは己の耳を疑う。そんな馬鹿な──と思うが、馬鹿なことなどなにもない。時間はどんなときでも無む情じように流れつづけている。レレナが計画を練っているときも同様。時間の神様が今この場にいれば、呆あきれ顔でこう言っただろう──むしろ長すぎたくらいだ、たかだか仲直りするくらいのことで。

　レレナの心臓が、爆発的に鼓こ動どうを速めていく。

　余よ計けいなことに考えを回していたおかげで、心の準備がまるでできていなかった。待って、もうちょっとだけ待ってくださいと、はずみでテレパシー能力に開かい眼がんしそうなほど悲ひ痛つうに念じる。強気を装った表情がぐずぐずに崩れていくのがわかる。組んだ両手が震えているのは不安のためではなく、全身に漲みなぎる強こわ張ばった力が行き場を探しているからだ。

　そして、ドアが開く音が聞こえた。

　そして、レレナはわけがわからなくなった。




「あ──レレナくん。いたんだ」

「…………」

「あ、のさ。その、夕飯、は？」

「────です」

「え？」

「だから。まだ、買い物、行ってなくて。それで、今日きようは、夕飯は、なし。です」

「そう──なんだ」

「…………」

「…………」

「あのっ」「ねえ」

「…………」

「…………」

「あー、うん、レレナくんから。どうぞ」

「あっ、いえっ、月つき島しまさんから」

「いや、君から──」

「月島さんからどうぞっ！」

「…………あのさ、だからさ、買い物、まだなんだよね？　これから、なんだよね？」

「そう、です。けど。それがなにか」

「あ、だからさ、もし、もしよかったら、でいいんだけど──」

「…………」

「一緒に、行かない？」

「…………」
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「ああだからつまり、あれだよ、途中まで道みち順じゆんが一緒なわけでしょ？　だからさ、せっかくだからっていうか、どうせなら一緒に行ったほうがほら、なんていうのかな、話し相手とかできるし、お互い楽しく、その」

「…………」

「──レレナくんが嫌なら、いいけど」

「…………い」

「──い？」

「嫌です」

「…………」

「…………」




　そして、ドアの閉まる音が聞こえた。

　死にたくなった。




　　　　◆




「どうなってんだこの国は」

　ガゼットは苛いら立だたしげにメモに目を落とした。電話番号から逆ぎやく算さんした、レレナの現住所と目される文字列れつがそこには書いてある。無む論ろんガゼットに日本語は読めない。家々に掛けられた番地を示すプレートを見ても、見知らぬ文字が書いてあるとしか認識できない。だから頼りは日本語が読めるマリだけなのである。が──

「どうなってんのかしらねまったく」

　マリは苛立たしげにプレートをにらみつけ、答えた。自分の国だろうが。

「もう、なんなのこれ。二丁目ってさっき通ったじゃない。なんで逆ぎやく戻もどりしてんのよ！」

　怒られても困る。が、ガゼットにはなにも言えない。先ほど判明した二度目の大だい失敗のおかげで、彼の信頼は地の底まで失しつ墜ついしていた。もはや今回の旅の主しゆ導どう権けんはマリへと移行してしまっている。ガゼットは窓まど際ぎわに追いやられた万年係かかり長ちようの目つきで、星々のまたたく夜空を見上げた。と、マリがガゼットに近寄り、

「ちょっとガゼット、もう一度それ見せなさい」

　マリの尊そん大だいな言い方にも、ガゼットは文もん句くひとつ言わない。手に持つメモを無言のままかざした。マリはそれを眉み間けんにしわを寄せて凝ぎよう視しする。口元に手を当てながら日本語らしき言葉を口の中でぶつぶつとつぶやき、プレートに目を戻した。腹立ち紛まぎれに塀へいをげしげしと蹴けりつけ、叫ぶように言う。

「おかしいわよ！　三丁目でしょ、三丁目だったらこの近くに絶対あるはずなんだから！　なんでないのよ！」

「俺に言われてもな……」

　偽いつわることのない本音だったが、マリにものすごい目つきでにらみつけられ、ガゼットは黙だまり込んだ。マリはガゼットからメモを引ったくり、まるでそれが諸しよ悪あくの根源であるかのようにぱしぱしと叩たたく。

「月つき島しま！　月島って名みよう字じ、どこ探したってないじゃないの！　──ちょっとガゼット、あなたもちゃんと探しなさいよ他ひ人と事ごとみたいな顔してないで」

「いや、しかし俺は、漢字が読め──」

「文句言いわない！　そもそもね、あたしがなんでこんなに焦あせってると思ってんの！」

「…………」

　確かに重要なのは『これから先』であるが、そんな漠ばく然ぜんとした未来のことより差し当たって心配すべきは今夜の寝ね床どこなのだった。その点を巡り、往おう来らいでマリからぼこぼこに責められたガゼットは、苦し紛まぎれにこう提案した──レレナの滞在先に泊めてもらえばいいではないか、と。

　まあ、妥当な線ではある。レレナは先方の好意によって滞在させてもらっているのだから、そこに付け込んで──もとい、誠せい心しん誠せい意いお願いして、自分たちも泊めてもらえばいい。が、自分で言っておきながら、ガゼットはあまり乗り気ではなかった。その『ツキシマ』とやらのところに、レレナは半なかば居い候そうろうのような形で滞在してるのだ。さらにここで自分たちまで乗り込んでいけば、レレナの肩かた身みがいっそう狭くなるのではないかと、そんな気がした。もっともすべてはホテルの予約を忘れたガゼットが悪いのだから、よもやそんなことを口にはできない。

　マリはガゼットにメモを押しつける。ガゼットは渋しぶ々しぶながらもそのメモを見た。漢字の『月島』というのはまったく馴な染じみのない文字であるが、字そのものが特別に複雑というわけではない。意味のある文字ではなく、記号として覚えればいいのだ。ガゼットはまばたきを二、三回すると、メモをマリに返した。マリはガゼットの顔をじろりと見上げ、

「ちゃんと覚えたんでしょうね？」

「ああ。手分けして探そう。この辺なのは間違いないんだろ？」

「──多分」

　なんとも頼りないことであるが、文もん句くを言えた義ぎ理りでもない。

　さて、とガゼットは改めて周囲を見回した。

　家々の塀へいに掛けられた表ひよう札さつは、縦書きだったり横書きだったりするものの、たいていは今しがた目にした『月島』のように二文字の漢字から成り立っている。意味はまったくわからないが、異い文化の文字というのはそれだけで面白いものだ。ことにアルファベットを見慣れたガゼットの目には、この緻ち密みつな文字が非常に目新しく見える。ガゼットは興きよう味み深そうに表札を覗のぞき込み、指でなぞり、漢字のハネや払いの箇所を見ては感心したようにうんうんと頷うなずく。マリはそんなガゼットの首根っこをつかんで、引き剝はがした。

「真ま面じ目めにやんなさい」

「……手分けして探すんじゃなかったのか」

「手分けして探すわよ。あなたがあたしの目に届く範はん囲い内ないでね」

　蹴けりだすようにしてガゼットの背中を押す。まったく、レレナがマリの乱らん暴ぼうな部分の遺い伝でん子しを受け継いでいなくて、本当に良かったと思う。カルロの穏おだやかさとで中和されたのだろうか。

　しかし探すにしても、こう入り組んでいてはどうしようもない。車一台がようやく通れるくらいの狭い道に、ひしめくようにして家か屋おくが立ち並んでいた。ガゼットは歩きながら、それらの表ひよう札さつを流し見ていく。坂崎、遠野、山本、桂木、田島──「お？」と思ったが、残念、よく見れば前半部ぶ分ぶんの形がわずかに違う。鼻を鳴らして、角を曲がる。

　ガゼットの目が、わずかに見開かれた。

　今までのものに比べれば広い道路に、変わらず無む特とく徴ちような家屋が肩を並べている。そして、その中で特に異い相そうを放つ一軒があった。大きさは中ちゆう規模の館やかたくらいであろうか、敷地も高さも他の家とはけた違いの、むしろガゼットにとっては見慣れたスケールの家だ。遠とお目めに見えるシルエットでもそのくらいのことはわかる。ほう──と思いつつ、ガゼットはその家に近づき、それから拍子抜ぬけしたように眉まゆを広げた。

　館ではある。洋館だ。それはいい。が、この頼りなさは一体どうしたことだろう。見ていて痛々しくさえある。荒こう野やに一本だけ立つ枯かれきった老木のような、そんな印象を与えてくれる。マッチ一本あれば全ぜん焼しよう間違いなしの、老ろう朽きゆうここに極まる木造建けん築ちく物だった。もしかしたらなにかの史し跡せきかもしれないと、そんな考えが観光都と市しローマの住人であるガゼットの脳のう裏りに閃ひらめいた。

　しばらくその場に突っ立って、その館──いや、廃はい墟きよを見上げていた。どう転んでもここに人が住んでいることなどあるまい。そこそこの高さを持つ鉄てつ門もんは、これでもかと錆さびきっている上に片方が取れている。まさに半はん開びらき。ガゼットは面白そうな顔で中をひょいと覗のぞき込み、すぐに視線を外はずして歩き出そうとした。

　頭の中になにかが引っかかった。

　身体からだは前に向けたまま、背中をそらして『念のために』という感じで再び中を覗き込んだ。目を細める。薄うす暗くら闇やみのためにわかりづらいが、あの玄関の脇わきには表札が掛かっているように見える。なんと書いてあるかまではよく見えない。が、記号として『月つき島しま』の文字を記憶していたガゼットには、どうにもその文字がよく似ているように思えた。

　中に入ってみる。

　近づいてみる。

　最初は、あまりの暗さのために見み間ま違ちがえているのだろうと思っていた。なにしろ電気がついていない。これこそがこの建物が無人の廃はい墟きよであるなによりの証しよう拠こに思える。が、そんな状況的・心しん情じよう的思い込みをあざ笑うかのように、近づけば近づくほど表札の文字は『月島』へとその姿を固めていった。それでもガゼットは信じられない。自分が思い違いをしているのだろう、似ているが本当は別の字なのだろう、そう思おうとして、

「こらガゼットー！　真ま面じ目めにやれって言ってんでしょうが！」

　振り向くと、門のところでマリがおかんむりだった。ガゼットはなにも言わずに踵きびすを返し、マリに歩み寄る。その不ぶ気き味みな勢いに気け圧おされたマリの手からメモを奪い返した。無む機き的な目つきでそれを見つめる。なにかを熟じゆつ考こうしているかのように、片足でたん、たんと拍ひよう子しを取っている。異常に気づいたマリが、怪け訝げんそうに言った。

「ちょっと、どうしたの」

「なあマリ、俺は漢字には疎うといんできっと勘かん違ちがいをしているんだと思うんだが、これ、この文字な──」

『月つき島しま』の部分をなぞり、その指で振り返りもせずに背後を差し、

「やけにあの字と似ているような気がするんだ。ちょっと、見てきてくれないか」

　マリはそちらのほうへと目を向けた。名めい状じようし難い表情が浮かんでいる。恐る恐る一歩を踏み出し、問題の表ひよう札さつへと近づいていく。ガゼットにはその背中を見送ることしかできない。その表情はマリと似たり寄ったりだった。

　マリは表札の前で立ち止まった。その背中はなにも語らず、そこだけ時間が止まってしまったかのようにぴくりとも動かない。と、突然マリの手が上がり、玄関扉とびらをごんごんとだいぶ強めに叩たたいた。マリの声、

「ごっ、ごめんくださいっ」

　イタリア語だった。ばきばきに動どう揺ようしている。当たりだ。なんてこった。ガゼットは額ひたいに手を当てながら、もう一度だけ目の前の廃はい墟きよ──いや、館やかたを見上げた。電灯の明かりもなにもない、マリのノックだけで今にも倒とう壊かいしてしまいそうな、史し跡せきよりも遺い跡せきと呼ぶに相応ふさわしいその建物を。




　　　　◆




　誰もいなくなった月島の家で、舞まいはひとりで怒っていた。

　あの子は何様のつもりなんだろう。あれだけ月島さんから気にかけてもらってるくせに、笑顔のひとつも見せようとしない。だいたい月島さんも月島さんだ、あんなにあの子に優しくする必要などないのだ。あたしにはなんにも買ってくれないくせに、レレナにばっかり良い顔して。ああもう腹立つ。

　と、そうは思うものの、それでも舞はレレナを見捨てる気にはなれなかった。落ち込んでいるレレナを見ていると、幽ゆう霊れいになったばかりのころの自分を思い出す。苦痛と恐怖と、そして気が狂いそうになるほどの不安。これから自分はどうなるのか──いや、そもそも今いま自分はどうなっているのか、それすらもわからないという感覚。その一いつ端たんでもレレナが味わっているというのなら、とてもではないが放ってはおけなかった。今け朝さのイタズラだって、あれで少しでも元気が出るようにと思ってやったのだった。舞まいは心こころ優やさしい女の子である。ただ少し、その優しさの表現の仕方を履はき違えているだけで。

　しかし──と、舞は浮ふ遊ゆうしながら思い出し、顔をしかめた。あの言い草だけは納得できない。「舞さんはいいですよね」だと？　冗じよう談だんではない。自分がいかに恵まれているかを知らないお嬢じよう様の言葉だと舞は思う。どうせ今までに辛つらい目にあったことなど一度もないのだろう。優しい父と母とに囲まれて、健すこやかに幸せに暮らしてきたに違いない。そんな彼女に、よりにもよって自分が羨うらやましがられる筋すじ合あいはまったくないのである。

　考え事に没ぼつ頭とうするあまり、そのときに至るまで舞は気づかなかった。ぴくりと反応し、すっかり慣れきった動作で反転、そちらの方向に身体からだを向ける。気のせいかと思いかけたところで、もう一度聞こえた。

　誰かの、話し声。

　なんだろう。

　空中を滑り、部屋から出て行った。二階の空あき部屋の壁からぴょこっと顔を突き出し、床を這はうように進んでいく。不ふ可か視しの幽ゆう霊れいである舞がここまで慎しん重ちようにする必要はどこにもないのだが、まあ、気分という奴やつだ。

　一階ホールへと続く階段から、そうっと階下を覗のぞき見た。薄暗い。目を細めて二階を見下ろし、そして、そこに蠢うごめく二つの人ひと影かげを見る。

　どきどきしてきた。どうやら片方は男でもう片方は女らしいが、亮りよう史じもレレナもあれほど背が高くはない。なにか喋しやべっている──聞き取ることもできないような異い国こくの言葉。まさか泥どろ棒ぼう？　それも外国人の。中国人窃せつ盗とう団だんとか。上海しやんはい黒くろ社しや会かい。香ほん港こんマフィア。すごい。なんかかっこいい。

　いっそう身体を低くして、階段の前を素早く通り抜けた。そのままの勢いで、南側廊ろう下かに面した空き部屋のひとつに身体を潜り込ませる。がらんとした空き部屋の中で、舞はひとり胸を押さえた。どうしよう。どうすべきだろう。とにかく今は誰もいないのだ、このあたしがなんとかしなきゃ──

　すごい考えを思いついた。

　電でん撃げき的なその考えに、舞は跳ねるように顔を上げた。しばらく目を丸くして眼がん前ぜんの虚こ空くうを見つめていたが、やがてその顔に凶きよう悪あくな笑えみが浮かぶ。と、いきなりその身体が動き、床を通り抜けて一階の居間へと瞬しゆん時じに降り立った。テーブルを挟んで二つのソファが対話してる。舞は一人掛けの大きなソファに身を隠かくした。別に隠れなくともはじめから彼女の姿は見えないのだが、気分は大事である。

　ソファの向こう、ドアの向こう、玄関ホールに響ひびくひそひそ話の声を、舞はソファの背もたれからこっそりと窺うかがった。まだこちらに来る様よう子すはない。頭を低くして、半なかば床に座り込む形でソファに寄りかかった。背中の大部分がソファに飲み込まれる。舞まいはそれを気にした様子もなく、すー、はーと深しん呼吸を繰り返している。そんなことをしても心臓のない舞が落ち着くわけではないのだが、気分は大事である。

　と、頭の後ろでなにかが動く気配がした。振り返る。

　ツキだった。真っ黒な身体からだがソファの上に沈み、文字どおりの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度でごろりと寝ね転ころがる。舞は右を見て、左を見て、首を伸ばし、まだ来ないことを確認してから潜ひそめた声でツキに話しかけた。しつこいようだが、気分は大事である。

　──ツキくん、ね、気づいた？

　ツキは答えない。目を開けもしない。舞はややむっとし、片手でツキの頭をぱしぱし叩たたいた。無む論ろん全部すり抜ける。

　──ちょっと、こら、ツキくん寝るな人の話聞きなさい

「なんだ」

　不ふ機き嫌げんそうに口元がむにむにと動いた。が、舞は一いつ向こうに頓とん着ちやくしない。顔を近づけて、三角耳みみのすぐそばでひそひそと囁ささやく。

　──誰か来たみたいね。あれ、誰？　見てきたんでしょ？　泥棒？

　ツキは薄うす目めを開けて舞を見、面めん倒どうくさそうに答えた。

「さあ、な。確かに見てきたが、別に怪しいところはなかったぞ」

　──ちょっとそんなわけないじゃない、無断で人の家に入ってきてるのよ？　その時点で怪しさ大だい爆発じゃん。泥どろ棒ぼうだって。絶対そう

「……違うだろ。ここに入ってくる泥棒なんざいやしない。雨あま宿やどりとか、野の宿じゆくよりはまし、くらいの気持ちで入ってきたんじゃないのか」

　舞は唇を曲げた。このままではせっかくのいい思いつきがお蔵くら入いりになってしまう。舞はなにがなんでも自分にとっての好こう材料を引っ張り出そうと、完全に寝る態勢に入っているツキになおも語りかけた。

　──ね、なんか話してたでしょ、あの人たち。なんて言ってたの？

「…………」

　──ちょっと、ツキくん！

「…………む…………」

　──こら起きろ！　ツキ！　それだけでいいから教えなさい！　なんて言ってたの!?

「……知るか……なんか…………米がどうの……」

　──……米？

　ツキは舞に背を向け、鼻はな先さきを自分の腹へと潜もぐり込ませ、ぴっと耳を伏せてしまった。真っ黒な鞠まり球だまと化したツキを、舞は「使えない奴やつだ」という目で見み下くだす。それからその視線をソファの背もたれに移し、その向こうの向こうに位置する二人組の泥棒に対して、ふふんと不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。

　──なるほどね、米こめ泥どろ棒ぼうか。日本の米はおいしいもんね

　ここが舞まいのすごいところだ。相手は外国人という情報が念ねん頭とうにあるにもかかわらず、その外国人が口にした『コメ』という単語を日本語の『米』に置き換えることができるような人間はなかなかいない。戦後半はん世せい紀きを超えたという今になって『米泥棒』というのもすごい。が、亮りよう史じはバイト、レレナは買い物、ツキは眠りの世界へとそれぞれ旅立ってしまっている。くだらぬ俗ぞく世せ間けんのしがらみに舞を引き戻すものは、もはや何なに一つ誰だれ一人として存在しないのだった。

　舞は立ち上がった。その拳こぶしに不ふ退たい転てんの決意を握り締め、『月つき島しまさんにほめてもらえるかも』と『化けて出るときの予行演えん習しゆうになるし』の二つの思いに支えられて、二人の米泥棒に敢かん然ぜんたる宣せん戦せん布告をした。

　──脅おどかして、追い返してやる




　　　　◆




　階数表ひよう示じのランプが４を示した。「ちーん」という安っぽいベルの音が響ひびき、クイナは組んでいた腕を元の位置に戻す。もっとましなホテルがなかったものかと思う。あれで真さな田だは結けつ構こうな吝嗇家りんしよくかだ。金はうなるほどあるくせに、それをこっちにまで回そうとしない。組織の長たるものなら、少しは部下のことも気にかけたらどうなのだ。不ふ機き嫌げんになったときのくせで、クイナは鼻にしわを寄せた。

　エレベーターのドアが開き、クイナは長い黒くろ髪かみを揺らして歩き出した。一度『安っぽい』と感じてしまうと、壁かべ紙がみから床の絨じゆう毯たんからなにもかもが安っぽく見えてくる。クイナは息を吐いて首を振ると、なるべく早足で廊下を通り抜けた。

　部屋の前にたどり着いた。コンビニの袋を左手に持ち替えて、ドアをどんどんと叩たたく。すぐに中から返事が返ってきた。

「はい──」

「あ、姉さん？　あたしー」

　それだけでドアが開いた。クイナは笑顔を作って、シギに左手の袋を掲かかげて見せる。

「買ってきたよ。あ、飲み物聞きいてなかったから適当に選んじゃったけど、緑茶でよかった？」

「なんでもいいわ」

　疲れきったその声に、クイナは笑顔を消した。心配そうに、

「──もう、飲んだの？」

「……うん、でも、そんな顔しなくても大丈夫よ。薬と思って飲めば、そんなに気持ち悪くはならないから」

　シギは微笑を浮かべる。その顔を見て、クイナはあっさりと安心した。シギの肩を押しながら部屋の中に入っていく。

　ベッドの上にコンビニの袋を放り投げ、自分もその上に倒れ込んだ。全身を力の限りに伸ばして大きなあくびをする。大だいの字じに手足を投げ出しながら、クイナは満足げな声を漏らした。

「あー、お腹なかいっぱい」

「……まさか死なせなかったでしょうね？」

　シギの言葉に、クイナの上半身が跳ね起きた。眉まゆをひそめて姉をじろりとにらみ、二本の牙きばさえ見せて嚙かみつくように言った。

「よしてよ！　そんなヘマやるわけないじゃない！」

「わかってるわ。冗じよう談だんよ」

　と、シギがふとなにかに気づいたような顔になり、自分の唇に指をあて、

「クイナ、ここ」

「？」

「いやねえ、あなたこの部屋に来るまでずっとそのままだったの？　血がついてる」

　クイナは反射的に唇のまわりをぺろりとなめた。それから袖そででごしごしと口の周りを拭ふき取る。シギはあからさまに顔をしかめ、

「ちょっとよしなさい。みっともない」

「だってしょうがないじゃない、あたしたち水使えないんだからさ」

「色々やりようがあるでしょう──」

　そう言いながら、シギは身を乗り出してベッドの上の袋を手に取った。中から緑茶のペットボトルを取り出し、ホテルに備えつけられている湯飲み茶ちや碗わんにこぽこぽと注いだ。次いで、やはり備えつけのティッシュをその中に浸ひたし、薄うす緑みどりに染まったティッシュをそっと持ち替えて、クイナの前まで運ぶ。

「顔、上げて」

「ん」

　言われるままに、クイナはくいと顎あごを持ち上げた。唇を拭ふき取られながらも、その顔はどこか嬉うれしげである。子供扱あつかいされるのを嫌がる割には、こうして姉に面めん倒どうを見てもらうのがクイナは大好きだった。昔を思い出す。二人ともまだ人間だった頃の、はるかな昔。心が柔らかくなっていき、思っていたことが口からぽろぽろとこぼれる。

「──でもさあ、ほんとに見つかるのかな、亡もう者じや」

「さあ？　真さな田だは間違いないと言っていたけれど」

　その名前を聞いて、クイナの鼻の頭にかすかにしわが寄った。

「なーにが『間違いない』だか。真田の言うことなんてほとんど噓うそっぱちよ。それにたとえほんとにいたとしてもさ、なんであたしたちがそれやんなくちゃいけないの」

「ちょっと右向いて──別にいいじゃない、ほかにやることもないんだし」

　クイナは右を向き、それでも愚ぐ痴ちをやめようとはしない。

「そりゃそうだけど、もう少しやりがいのあることしたいなあ。こんな血ち生なま臭ぐさいことじゃなくてさ──」

　と、そこでクイナは姉を責めるような目で見、

「そうよ。どうせならあたしひとりでよかったのに。姉さんが来ることなかったのに。こんなこと、姉さんには向いてないんだから」

　シギはその手を止めた。新しいティッシュを何枚か抜き取り、クイナの唇を二、三回拭ふき取って、

「はい、おしまい」

「……ね、どうなの、その辺は」

「…………」

　シギは困ったように笑った。その笑顔に、珍しくクイナが苛いら立だちの色を見せる。

「わかってるの？　この仕事はとっても危ない仕事なのよ。姉さんみたいな人にできる仕事じゃないの。まったく、真さな田だはなに考えてるのよ。姉さんを一緒に来させるなんて──」

「でも、あなたひとりじゃ『亡もう者じや』をやっつけられないでしょう。『狩り』のときは二人組って決まってるし」

「そうだけど、もうひとりが姉さんである必要はどこにもないわ。戦うのに向いている人はほかにいっぱいいるんだから」

「ほかの子と一緒だと、あなたすぐに面めん倒どうを起こすでしょ？　だから私が付けられたのよ。お目付け役として」

「…………」

　クイナは口をつぐむ。反論したいがなにも言えない。シギの言っていることはおおむねが事実だったからだ。なんとなく不ふ愉ゆ快かいになって、クイナはそっぽを向いてしまった。シギはそれを見て苦く笑しようし、もうひとつの湯のみ茶ちや碗わんに緑茶を注そそぐ。

「どうぞ」

「…………」

　黙り込みながらも、クイナはそれを横よこ目めでちらりと見、できるだけ機き嫌げんを悪そうにしてその茶碗を受け取った。シギはあえてなにも言わず、自分もベッドの上に腰掛けた。ふと、ベッドの上に放り出されてそのままになっていた新聞に目を向け、ぽつりとつぶやく。

「なんで、こんなことしたのかしらね」

　クイナは相変わらず不機嫌そうに答えた。

「『亡者』の考えることなんて、わかるもんですか」

「──それもそっか」

　沈ちん黙もくが訪れた。シギは静かに緑茶を飲んでいる。ぼんやりと、なにかを考えている表情で湯のみ茶ちや碗わんに視線を落としていたクイナが、小さく言った。

「でも、さ」

「？」

「もしこれが、『亡もう者じや』のやってることならさ、──ほっとけないよね」

「……そうね」

　クイナはまだ水面を見つめている。そこにはなにも映らない。吸血鬼になんてなるもんじゃない、とクイナは思う。ほかのなによりもまず鏡を見ることができないからだ。自分がどんなひどい顔になっていようとそれを確認するすべを持たないし、ましてや化粧でごまかすこともできない。ほとんどの女にとってそれは致ち命めい的だ。

　なにも映さない緑茶の水面が、ゆらりと揺れた。自分の手が震えていることに気づき、それと同時になにか得え体たいの知れない黒いものが湧わき上がってくる。もっとも忌いままわしい記憶がこみ上げてくる。それを考えたくはないと思うものの、しかしいったん動き出してしまった感情は止めることができない。黒いものがクイナの言葉を借りて次々に吐き出されていく。

「あいつと同じよ」

「え？」

「真さな田だが言ってた。男の『亡者』は、女を狙ねらうって」

　手を伸ばして、シギのベッドの上の新聞を引き寄せた。クイナは顔を歪ゆがめて、その文章を追っていく。

「見てよ、まだたったの十六歳さいだったのに。──この子はね、あたしたちとおんなじ。そして、『亡者』はあいつとおんなじ」

　紛まぎれもない怒りにその顔が染まった。忌いま々いましげに新聞を放り捨て、震える吐と息いきを吐き出す。怒りは収まらない。すべてを飲み込む炎ほのおのようにクイナの全身を支配していく。両手で抱えるように持った湯のみが軋きしんだ音を立てた。割れる。緑茶が溢あふれ出してクイナの膝ひざ元もとを濡ぬらし、粉こな々ごなになった破は片へんが手のひらを突き刺した。クイナの表情は変わらない。破れた手のひらから血が滲にじみ、溢れ、手首を伝って袖そで口ぐちを赤く染める。それらの光景を無む表情に見つめながら、クイナは小さな声でつぶやいた。

「絶対に、放ほうっておけない。殺してやる。吸血鬼め」

　そこでクイナは顔を上げた。息を吞のむ。

　シギが、うつむいて肩を震わせていた。

　はじめ面めん食くらい、すぐに思いついた。うかつだった。激げき情じように流されるままに『あいつ』のことを口にしてしまった。それは絶対のタブーなのに、姉にとってこそもっとも思い出したくない記憶のはずなのに、自分はなんの思し慮りよもなくその傷口に触れてしまった。

　クイナは立ち上がった。姉に近寄り、震えつづけるその肩に遠えん慮りよがちに手を載せる。すでに出血は止まっているが、それすらも自分が呪のろわしい吸血鬼であることの証明のような気がする。クイナは今にも泣き出しそうな顔でシギに謝った。

「──ごめんなさい、姉さん」

　シギは無言のまま首を振った。ただ自分の手を肩の上のクイナの手に重ね、それを強く握り締めた。温おん厚こうな姉に似つかわしくないほどの、強い強い力で。

「ごめんなさい──」

　涙が溢あふれそうになる。唇を強く嚙かみ締めて、どうにかその衝しよう動どうを抑え込んだ。シギがようやく顔を上げ、無む理りに笑えみを浮かべながら、かすれた声で言う。

「いいのよ、クイナ、もう、いいの」

　その声はやけに悲しく響ひびいた。自分でもなにがそんなに悲しいのかわからなかった。クイナの瞳から涙がこぼれ、シギの肩にすがるように抱きついた。シギはそれを優しく受け止めた。心地よい力でクイナの背中をぽんぽんと叩たたいてくれた。なにもかもが悲しかった。そして、悲しみと一緒になって先ほどの怒りも湧わき上がってきた。こんなにも優しい姉を化け物にしたあいつに対する怒り。あいつの同族がこの町にいるかもしれないという、そのことに対する怒り。

　怒りは悲しみに変わり、悲しみは怒りに変わった。なにもかもがぐちゃぐちゃになる。クイナはシギを抱きしめ、声を上げて、泣きつづけた。




　　　　◆




　ガゼットは用よう心じん深くあたりを見回した。どこを見てもあるものは変わらない、どこまでも黒くわだかまる、手にとって触れそうなほどの濃い闇やみ。中に入って電灯をつければ多少はましになるだろうと考えていたが甘かった、どうやらこの家にはそもそも電灯が存在しないようなのである。ここの住人はどうやって毎晩を乗り切っているのだろう。

「なあマリ──やっぱ勘かん違ちがいじゃないのか？」

　闇に力を吸い取られたガゼットの声は、幾いく分ぶん弱々しげに響ひびいた。マリは振り向いて、その顔に蔑さげすみの表情を浮かべた。

「そんなわけないわ。誰もいないんだったらこんなに綺き麗れいに片付いてるはずないもの。ほら、見なさいこの床。毎日雑ぞう巾きんがけしないととてもこうはならないんだから」

　主婦の苦労がにじみ出た言葉だった。賞しよう賛さんの色すら感じられる。すでに最初の動どう揺ようから立ち直ったマリは、率そつ先せんしてこの屋や敷しきを調べ上げようと決意したらしい。が、それはそれで問題があるように思う。

「でもな、もし人が住んでるんだったら、これは不法侵しん入にゆうってやつだろ」

「そんなことないわよ。ちょっとお邪じや魔ましてるだけじゃないの」

「しかし」

「ごちゃごちゃ言わないの。男のくせに細こまかいわね」

　むすっとしてガゼットは黙った。ローマにいたときは、間違っても自分が誰かに『細かい』などと言われることはなかった。法ほう王おう庁ちようにおいて、ガゼットは大おお雑ざつ把ぱの代名詞だったからだ。それだけに、面白くなかった。大雑把という評価を誇っていたわけではないが、ケツの穴が小さいと言われて喜ぶ男などどこにもいない。

　マリは静かに目の前のドアを開けた。向こうに広がるのは、やはり茫ぼう漠ばくとした闇やみ。マリは首を伸ばしてその中を探り、右に左に顔を向け、ようやくガゼットを振り返って言った。

「やっぱり誰もいないみたいね」

「じゃあ──」

「でも、誰か住んでるのは確かだわ。ほら」

　マリはドアの中に入り、なにかを指で示した。あまりの暗さのため、ガゼットにはそれが『なにかがある』としか見て取れない。目を細め、自分もそこに近づく。

　近づいてみれば、それがなんであるのかが容易にわかった。ソファだ。闇の中に浮かび上がるほど真っ白なソファ。触ってみてもほこりが積もっているようには感じられない、完全無む欠けつの新しん品ぴんだった。マリが自慢げに言う。

「ど？　わかった？」

　渋しぶ々しぶガゼットは頷うなずく。認めたくはないが、ここに人が住んでいるのは間違いないらしい。しかし、とガゼットは改めて周囲に視線を巡らせ、

「でもなあ、ここにレレナがいるってのも、それはそれで複雑ではあるな」

「あら、いいじゃないの。あたしは気に入ったわよ、この屋や敷しき。趣おもむきがあって素す敵てき」

　胡散うさん臭くさそうにマリの顔を見るが、そこには噓うその色はなかった。微笑を浮かべてソファの腰掛けに指を伸ばし、ぴくりと引っ込めた。ガゼットを見る。嬉うれしそうな顔、

「猫」

　そう言って、再びマリは手を伸ばした。確かにそこには猫──らしきものがいる。闇やみが溜たまったような真っ黒なかたまり。どうするのかと思って見ていると、マリは静かな手つきで黒猫をすくい上げた。

「ちょっとごめんなさい」

　よほどうまく持ち上げたのか、黒猫が起きる気配はまったくなかった。マリの手の上にあっても、どうしてもそれが猫であるとは思われない。暗くら闇やみのせいもあるのだろうが、ガゼットには真っ黒なふわふわした毛け玉だまにしか見えなかった。

　マリは真っ黒の代わりに自分の腰をソファに落ち着け、さらにその膝ひざの上に真っ黒をちょこんと乗せた。と、真っ黒が首を上げる。そこでようやく、ガゼットはこれが猫であるという確信を持てた。顔に大きな三日月の形をした傷を負っている。一ひと目め見ただけで歴れき戦せんの勇士とわかる面つら構がまえである。黒猫は頭を上げ、薄うす目めを開けて周囲の状況を確認した。逃げるかなと思ったが、この猫はよほど度ど胸きようがすわっているらしい。落ち着いた目でガゼットを見、マリを見、少し考えるような顔で虚こ空くうを見つめたあと、不意に大きなあくびをして、もう一いち度ど真っ黒なかたまりへと戻っていた。マリはにこにこしながら黒猫の頭を撫なでる。

「よしよし。ずいぶん勇気があるのね、お前」

「ここの飼かい猫か？」

「そうでしょうね。よかった、きっと優しい人よ。でなければ猫なんて飼えるはずないもの。こんなにくつろいでるってことは、飼い主に丁てい寧ねいに扱ってもらってる証しよう拠こだわ」

「ふん、どうだかな──」

　ようやく闇やみに目が慣れてきた。今いるこの部屋はどうやら居間であるらしい。そこそこの大きさの、しかしその割にはやたらと家具が少ない。驚くべきことにテレビのひとつもなかった。あるのはマリの腰掛ける新品ソファのほかに、向かいに挟んだ来らい客きやくソファ、部屋の隅すみにタンス、中央には背の低いテーブル──と、そこでようやくガゼットは、テーブルの上のものに気がついた。近づいて手に取る。

「──なんだ、ちゃんと明かりがあるじゃないか」

　花の蕾つぼみを模もした、ずいぶんと旧式のランプだった。アンティークと言ってもさしつかえないが、かろうじて電気式である。ガゼットは手探りでランプを調べ、スイッチと思おぼしき出っ張りを押した。

　かすかな光が灯ともる。不思議なことにこんなちっぽけな光でも、ここがまったくの人じん外がい魔ま境きようでないことの証あかしのように思えて、ガゼットは安あん堵どの吐と息いきを漏らした。薄い光の中でもう少し明るくならないものかと色々ひねってみたが、どうやらこれで精せい一いつ杯ぱいの出力らしい。まあないよりはましかと区切りをつけ、ガゼットは来客用のソファに座り込んだ。向かいのマリに目を遣やれば、すでに完全にくつろぎモードに入っている。ガゼットは呆あきれたように言った。

「なあマリ、本当にここで待つのか？　せめて外に出ていたほうが──今ならまだ、ごまかしもきくし」

「まだ言ってるの？　細こまかい上にしつこいのね。よくそれであれだけの浮いたウワサを作れたもんだわ」

「お前な、今はそういう話を──」

　反論しかけて、ガゼットは口をつぐんだ。マリから視線が外はずれる。

　うしろ。

　言いそびれた。声にならなかった。が、ガゼットの異い変へんに気づいたのか、マリは首をひねって自分の後ろ、ソファの背後に目を遣った。それから再びガゼットを向き、「なにを見ているんだ」とでも言いたげな顔をした。

　見えていないらしい。もしかしたら自分にだけ見えているのかも。これしきの長なが旅たびで幻げん覚かくが見えるほど疲れ果てるとは、そろそろ俺も潮しお時どきかなとガゼットは引きつった笑いを浮かべた。

　それにつられたように、その少女も微笑ほほえんだ。

　ガゼットの笑いが引っ込む。それでもまだ、少女は笑いつづけている。マリの後ろで。それはいい。誰がどこにいようとそいつの自由だ。しかし身体からだが透けているのはいただけない。ましてや宙に浮かんでいては疑いようがなかった。ガゼットはこういう形の存在を表す言葉をひとつしか知らない。

　幽ゆう霊れい。

　ガゼットは立ち上がった。立ち上がってから、なぜ自分は立ち上がったのだろうと思った。自分でも、混乱していると思う。マリが自分の顔を覗のぞき込んでいるのがちらりと見えたが、それに応こたえようにも術すべがない。少女から目を離すことがどうしてもできなかった。

　微笑んでいた少女が、突然、かっと目を見開いた。それだけのことでガゼットはびくりと身をすくませ、何事かと彼を見ていたマリが小声で「わ」と言った。

　びっくりしたような顔で、少女はガゼットのことを見ている。ガゼットも同様に、焦しよう燥そうすら感じられる顔で少女を見つめている。永遠とも思える時間が過ぎていく。声を出すことはおろか指ゆび一本動うごかすことも叶かなわない。

　不ふ意いに少女が顔を伏せた。彼女の視線が外はずれたことに、ガゼットの頭のどこかが安あん堵どのため息を漏らす。と同時に、自分に対する情なさけなさが湧わき上がってきた。なにを俺はビビっているのだ、たかだかこんな小こ娘むすめの幽霊ごときに──

　少女が顔を上げた。

　干ひ乾からびたミイラの面つらがそこにはある。

　気がついたときにはもうソファの後ろに隠かくれるようにして回り込んでいた。顔ががちがちに強こわ張ばっているのが自分でもわかる。腰まで引けている。マリが不思議を通り越して不ふ審しんそうにガゼットを見ていた。

　もしこのときのガゼットに普段どおりの冷静さが十分の一でもあれば、舞まいの顔に貼はりついたミイラの面がやたらと作り物くさいことに気がついただろう。それもそのはず、幽霊の『変化』後の姿はその幽霊当とう人にんのイメージ力に大きく左右される。どれだけ正確に変身したいものの姿を想像できるかということなのであるが、当たり前のことながら舞は本物のミイラなど目にしたことがない。せいぜいがＢ級ホラー映画の特とく殊しゆメイクくらいのもので、それすらもおぼろげな記憶によるものだった。結果、今の舞のミイラ顔は、明るいところで見れば思わず吹き出してしまいそうな様よう相そうになっていた。

　が、ここは湯ゆヶが崎さきでも有ゆう数すうの暗あん黒こく地帯、月つき島しま宅なのである。出来損そこないのミイラは淡たん光こう織おり成す陰いん影えいに包まれて、かなりの不気味さを呈ていしていた。それまでの経けい緯いにすっかりビクついていたガゼットには、それで充じゆう分ぶん過ぎるほどだった。

　それでも舞は、容よう赦しやなくとどめを刺した。

　ミイラの口をあんぐりと開け、大きく吼ほえた。

　──うううううらあああああめえええええええしいいいいやあああああああ!!

「──────────」

　真ま面じ目めに聞けばふざけているとしか思えない、意味さえ通じない日本語のその叫びに、ガゼットは前後もなく慌あわてふためいた。すでに言葉も出なくなっている。弾はじかれたようにその場から飛びのき、手足を振り回しながらガゼットはダッシュする。この異い常じよう世界からの唯ゆい一いつの脱出口、玄関へと続くドアに駆け込もうとした。

　ミイラの顔がそれを邪じや魔まする。ガゼットは躊ちゆう躇ちよなく反転、床も抜けよとばかりの勢いで居間の中をぐるりと半周し、反はん対たい方向から出口へと向かった。が、舞まいはそれをも許さない。もう勘かん弁べんしてやってもいい頃ころ合あいなのに、というかもともと『追い払う』ことが目的だったはずなのに、調子に乗った享きよう年ねん十五歳さいの心はネズミをいたぶる猫の如ごとくにガゼットを追いつめていく。そんななか、ついに耐え切れなくなったマリの声だけが、虚むなしく居間に響ひびいた。

「ちょ、ちょっとガゼットってば！　一体どうしたのよ!?」

　──まああああてえええええ、ううううらああああみいいいはああああらあああさあああでえええ……なんだっけ。あ、そだ、おおおおおくううううべええええきいいいいかあああああああああ

「～～～～～」




　　　　◆




　買い物もの袋ぶくろを両手で持って、レレナはいつもの帰り道をとぼとぼ歩いている。料理する気など起こるはずもない彼女の選んだ今日の食材は、チンして食べるレトルトカレーであった。今はなにもかもが後こう悔かいの対象だ。こんなものを出したりして、今度こそ月つき島しまさんは怒り出すかもしれない──そうは思うものの、しかし今の自分ではまともな料理を作ることはできそうにない。

　謝らなくちゃ、と思う。しかし、どうやって謝ればいいのか、とも思う。どんなごまかしもききはしない、核かく兵へい器きにすら匹ひつ敵てきするほどのインパクトのある言葉を自分は口にしてしまった。少なくともレレナ自身はそう思っていた。

　追い出されるかもしれない。

　追い出されたらどうしよう。

　不安が這はい寄ってくる。日本に来たばかりの頃、月つき島しま宅にたどり着く前に右う往おう左さ往おうしていた頃のような絶望的な不安。いや、あのときよりももっと悪い。あのときはまだ希望があった。心のどこかに「いざとなったら帰ればいいや」という甘い考えがあった。が、今回のこれはまったくわけが違う。自分はすでに渡と海かいが不可能な身。ということは、今あの家を追い出されたら──

　愕がく然ぜんとして、レレナは足を止めた。改めて考え直してみると、それは空そら恐おそろしいまでの衝しよう撃げき力を持った考えだった。

　どこにも、帰るところが、ない。

　買い物もの袋ぶくろが、どさりと地面に落ちた。

　ふらふらと力なく歩き、すぐに止まった。電信柱ばしらに寄り添うようにして手をつき、真っ黒な、光ひとつ映さないほど真っ黒な瞳で眼がん前ぜんの電信柱を見つめる。ひとりでに身体からだが震えてくる。力を込めて震えを抑えようとするがうまくいかない、いや、そもそも身体に力が入らない。ついにレレナはずるずるとその場に座り込んでしまった。固い地面の感かん触しよくを膝ひざに感じながら、悪あく魔まのような思し考こうがレレナの心に入り込んでくる。

　一番耐たえられないのは、この状況を招いたのが、他ならない自分自身であるという事実だった。

（大丈夫です、だから、来ないでください）

（いいですよね、舞まいさんは）

（嫌です）

　はっ、という呼吸がレレナの口から漏れた。それは笑い声のようにも聞こえた。この上もなく枯かれ果てた、自じ嘲ちようの極みのような笑い声。なんのことはない、私は、自分で自分の命いのち綱づなをことごとく切ってしまったのだ。

　ガゼットは自分を心配して言ってくれたというのに、自分はついにガゼットを信じきることができず、その申し出を断ってしまった。

　舞まいだってそうだ。彼女も自分を元気づけようとして、亮りよう史じと仲直りするよう勧めてくれたのに。意地を張ってぐだぐだと愚ぐ痴ちを言って、あれでは機き嫌げんを損そこねないほうがおかしいというものだ。

　それに──

（一緒に、行かない？）

　ああ、と思う。あれを聞いたとき、どんなに嬉うれしかったか。ようやく救われたと、これでひとりぼっちから解放されると、そう思ったのに。その喜びすらも覆おおい隠かくすほど混乱していた自分の頭は、心にもないことを口にしてしまった。

　レレナの心に、不安や後こう悔かいとはまったく別の感情が浮かび上がってくる。

　純粋な、それは罪ざい悪あく感かんだった。

　亮史に対して、心から申し訳ないと、レレナは思った。

　すべてはもう、後の祭りだ。

　その場にうずくまる。動く気力もない。頭の上で電灯がわずかに明めい滅めつした。じりじりという音を聞きながら、レレナは鼻をすする。涙すら出ない。それに、どんなに悲しかろうと不安だろうと、泣いてはいけないという気がした。なぜならば、これはすべて自分が招いたことなのだから──

　聞きなれた故こ郷きようの言葉が聞こえた。

　レレナは顔を上げる。その顔が、ほころぶような笑顔を浮かべた、ぼろぼろになった心の中に、懐かしい故郷の思い出が蘇よみがえってきた。それは、いつの時代でもどこの国でも変わらない、母の料理の記憶だ。が、残念なことにレレナの母、マリ・ツォルドルフは料理があまり得意ではなかった。口の中に思い出されるのは、焦こげ臭くさいパエリアの味。それでもレレナはその味が好きだった。娘のほうがずっと料理がうまくなってしまったと、そう恥ずかしそうに言いながらも作ってくれたときの母の笑顔が、大好きだった。

　もう一度、声が聞こえた。それは、母の声であるように思えた。

　レレナははにかんで下を向く。あの日のことが脳のう裏りに浮かんだ。初めての日のこと。思い出すだけで顔が赤くなるが──しかし、皆はめでたいことだと言うから、それを恥ずかしがるのは間違いなのだろう、多分。ことにマリは喜んで、色々な工夫を凝こらした赤いパエリアを炊たいてくれた。母の国の習慣であるらしかった。それは母の作ったものとは思えないほどおいしかった。母と二人で、ほとんど全部を食べ尽くしてしまった。父の分も取っておいたのだけれど、結局その日、父は帰ってこなかった。恥ずかしがってるのよあいつ、レレナにどんなこと言えばいいのかわからないんだわ、もう大人おとなになっちゃったもんだから──そう言ったときの母の顔は、とても嬉うれしそうで、どこか寂しげだった。

　レレナは背中をブロック塀べいに預けた。ひんやりと心地良い。組んだ腕に顔を埋めて、もう一度、あのパエリアを食べたいと思った。

　三度目は、母の声どころか、ガゼットと舞まいの声まで混じっていた。

　思い出に浸ひたっていたレレナは、一気に現実に引き戻された。不ふ審しんの色。が、すぐにその不審は払われる。注意深ぶかく耳をすませていれば、意外にはっきりとその声は聞こえた。

「だからどうしたってのよガゼット！　気でも違ったの!?」

「だっ、だからなんでお前には見えないんだよそこだよそこそこそこ！　ほら！　そこにいるっつってんだろ、うわ来た来た来たうわああああああああああああっ!!」

　──げえええてええええんんんんんのおおおおおうううううちいいいいいをおおおおお、くううううらああああぶううううれえええばあああああ




　立ち上がって走って月つき島しま宅の玄関をぶち開けた。

　このときのレレナなら、世界新だって狙ねらえたはずである。




　居間へと続くドアを、まさに蹴けり破った。

　えらい有あり様さまだった。

　まず三人掛けのソファが、見るからに七しち転てん八ばつ倒とうしたと思わしき位置で転がっていた。レレナの新品ソファも同様、上下が逆になったその様よう子すは前ぜん衛えいオブジェを連想させる。食卓であるはずのテーブルは当たり前のように覆くつがえされており、その下した敷じきになった花の蕾つぼみのランプが無む残ざんな亡なき骸がらをさらしていた。タンスまでもが引き倒され、今け朝さ方がたレレナを鼻はな水みずから救ってくれたティッシュの箱が逆さまになって投げ出されている。行き場を失ったティッシュが脇わきからはみだしているのが間ま抜ぬけだった。

　そして。

　マリがいた。

　ガゼットがいた。

　舞まいがいた。なぜか顔が干ひ乾からびていた。ガゼットを追いかける途中でふとレレナに気づき、片手を上げて「あ、おかえり」と言い、すぐにガゼットの追つい跡せきに夢む中ちゆうになっていった。

　ツキはマリの膝ひざの上だった。片かた目めを開けてレレナを見、すぐにまた閉じてしまった。部屋の隅すみ、崩したマリの膝の上にいるツキは、とてもくつろいでいるように見えた。

　マリとガゼットは、レレナが現れたことにすら気づかなかった。ガゼットはどたばたと騒ぎながら、舞に追いかけ回されて居間の中をぐるぐると巡っている。マリはそんなガゼットを見ながら（舞は見えていないようだ）、座り込んだまま「やめなさいやめなさい」と声を張り上げていた。どうやらツキを乗せているために動くことができないらしい。

　なんか、ものすごく恥ずかしくなった。

　初しよ潮ちようの日のことまで思い出した自分が、とんでもない馬鹿みたいに思えた。

　だからレレナは、あらんかぎりの声で叫んだ。




「なにしてるのっ!!!!!!」




　あとになってもレレナは、そのとき自分が何なに語ごで叫んだのか思い出すことができない。

　が、それが何語であろうと、全員に意味が通じたことだけは確かだ。

　その証しよう拠こに、レレナの一声で、居間の時間がぴたりと停止した。

　そのときガゼットは、後々までの語り草になるような無ぶ様ざまな格好で倒れたソファの下に潜り込むところだった。彼はこれから一生、このネタでマリにからかわれる運命にある。

　そのとき舞は、ついにガゼットを追いつめてさあこれからどうしようかと思し案あんしているところだった。ミイラ顔を困こん惑わくに染めて、ぽりぽりと頭を搔かく。と、ふと自分の顔を指で指さし、誰も聞いていないのに「あ、これ？　いやほら、あたし乾かん燥そう肌はだだから」。

　そのときマリは、目を丸くしてレレナを見つめていた。ただただ驚いていた。

　すべてが凍りついたようだった。

　誰も動かない。レレナだけが、顔を真っ赤にして肩で息していた。

　やがてマリが、優しい微笑をその顔に浮かべた。

「レレナ」

　迎え入れるように、レレナに向かって両手を広げた。

　それを見て、レレナの瞳が揺れた。

　マリは大きく頷うなずき、もう一度、手を広げた。

　走り寄って、母の胸の中に飛び込みたかった。そうして大きな声で泣き喚わめきたかった。そうすればどんなに楽になれるだろう、と思った。勢いに任せてすべてを告白してもいいかもしれない。亮りよう史じのこと、舞まいのこと、自分のこと、吸血鬼のこと──すべて吐き出して、ただ無む心しんに帰って泣くことができたら、どんなに心が軽くなるだろう。

　素直になるべきだ。

　意地を張ればどうなるか、痛いほどわかっていた。

　今度こそ、これが最後の、命いのち綱づなだ。

　けど。

　それでも──

　泣いては、いけないという気がした。




　レレナは全ぜん体重をかけて床を「だん！」と踏み鳴らした。その音に、居間にいるツキ以外のすべての存在が身をすくませた。マリですらも。娘の強い眼がん光こうに射い抜ぬかれたマリは、開いた腕を『万ばん歳ざい』の格好に持ち上げ、しどろもどろになりながら弁べん解かいの言葉らしきものを口にした。

[image: ]

「あ、あのね、レレナ、これは違うの、その、ガゼットが勝手に」

「言い訳しないの！」

　マリは口をつぐんだ。レレナは視線を部屋の中に素早く巡らせ、ガゼットをにらみ、舞まいをにらみ、最後にマリをにらんで、若々しい声で鋭く叫んだ。

「月つき島しまさんが帰ってくる前に部屋を片付けなさい！　今すぐ!!」

　それに歯は向むかう愚おろか者は、誰だれ一人としていなかった。




　　　　◆




　クイナが眠ってからも、沈ちん殿でんしたような部屋の空気は変わらなかった。だからシギは、特に理由もないまま駅前へとその足を向けた。

　雑ざつ踏とうに紛まぎれると、なぜか安心する。騒がしいのは決して好きではないが、その中にいるとほっとするのだ。はるか昔に亡なくした『人』の部分が、共鳴しているのかもしれない。

　駅前の生いけ垣がき、それを囲うブロックに座る。どこを見るでもない視線を、シギは目の前に漂わせた。まだしばらくはここでこうしていようとシギは心に決める。どうせ『亡もう者じや』が出てくるのは、誰もが寝ね静しずまった深夜なのだから。

　もっとも、いずれにしろ『狩り』は二人一組と決まっている。『亡者』は吸血鬼の中でも最下級のものでありながら、その身しん体たい能力は『従じゆう者じや』のそれをはるかに凌しのぐからだ。亡者を狩る役目の者は一いち応おう、『組織』から配給された武器を持っているのだが、それでも確実を期すために二人一組で行動するのが基本なのである。

　と言っても、シギが『狩人かりゆうど』をするのは、これが初めてなのだが。

　シギは目を閉じて、深く息を吐いた。

　本来シギは『亡者』のことなどどうでもよかった。いや、そもそも『組織』に従うこと自体が乗り気ではなかった。半なかば以上、妹に引きずられる形で『組織』に参さん入にゆうしたのだ。彼らの掲かかげる大だい目標──人間に戻ることを、シギはクイナとは違い、とうの昔に諦あきらめていた。

　だが、いまさら抜ける気にはなれない。クイナが承知しないだろうし、それに──抜ければ自分がどうなるかということも、よくわかっていたから。

　気が滅め入いってきた。誓いを破って立ち上がり、首を軽く振る。考え込むように地面を見つめながら、シギはゆっくりと歩き出した。

　しばし、クイナのことを考える。シギの口元がわずかにほころんだ。

　かわいい子だ、と思う。妹よりも娘と言ったほうが近い。もともとの歳としはそんなに離れていなかったのに、どうしてこうなってしまったのか。恐らくは両親を早くに亡くしたためだろう。昔から姉べったりの子供だった。何十年という時を経へて、『子供』という歳ではなくなってしまった今でも、それは変わらない。シギは泣き疲れて眠り込んでしまったクイナの寝ね顔がおを思い出した。姉にとって、妹はいつまでも妹だ。

　シギはクイナの言葉を思い出す。亡もう者じやを放ってはおけないと、あの子はそう言っていた。かすかな羞しゆう恥ちと、そして哀あわれみを感じた。クイナは優しい子だ。自分とは大おお違い。自分は『亡者』などどうでもいいと感じている。それがどんな犠ぎ牲せい者を生もうと関係ないと思っている。クイナは違う。それはまだクイナの中の大部分に、人としての心が残っているためなのだろう。そして、だからこそシギにはクイナが哀れに思える。諦あきらめきることができないばかりに、あの子はずっと苦しんでいかなくてはならない。

　だが、それも仕方のないことなのかもしれない。

　クイナは、妹は、私と違って望まずに吸血鬼になってしまったのだから。

　そう。

　だからこそ、私は、あの子のことを──

　ふと我に返って立ち止まった。シギの歩く歩道の少し先、やけに明るくライトアップされた場所に、かなりの人数の人だかりができていた。シギは不快そうに目を細める。ただでさえ人間の使う光は吸血鬼にはまぶしすぎるのに。迂う回かいしようかそれとも引き返そうか迷っていると、人だかりが「おお」という歓声をあげた。

　ふと、好こう奇き心しんのようなものが湧わいてきた。

　珍しいことだった。シギはクイナといるとき以外、ほとんど情じよう動どうというものを感じたことがなかった。どうせくだらないイベントかなにかに決まっている──そう思いながらも、シギの足は再び動きはじめる。

　近づいてみると、それがイベントでもなんでもなく、単なる道路工こう事じの現場であることがわかった。それがなおさらシギの好こう奇き心しんを煽あおる。人だかりが邪じや魔まになって、みんながなにを見ているのかわからない。シギは額ひたいの上に手をかざして光を遮さえぎり、どこかに隙すき間まがないかとうろうろしたり、背伸びをして覗のぞき込んだりした。知らず知らずのうちに口元に微笑が浮かぶ。こんなことして、まるでクイナみたいね。

　半なかば車道にはみ出るような形になって、ようやく道路工事の様よう子すを見ることができた。一見して変わっているところはなにもない。見るからにガテンな感じの男たちが真ま面じ目めに働いていた。相変わらず手で光を防ぎながら、シギは首をかしげる。どこにも不思議なところはないのに、一いつ体たい彼らはなにを見ているのか──と、そこでシギは、野や次じ馬うまの視線がひとりの青年に釘くぎ付づけになっていることに気づいた。そちらに目を向ける。

　その青年はシギに背を向けていた。ひょろりと高い背の持ち主で、ぶかぶかの作業着は遠とお目めに見ても似に合あっていない。周囲の作業員と比べるのも馬鹿らしくなりそうなほどの優やさ男おとこだが、まさかそれが珍しくて人だかりができたわけでもあるまい。目を細め、シギは青年の挙きよ動どうを注視した。

　青年はシギに背を向けたまま、山と積み上げられた廃はい棄きブロックに近づいていった。それだけのことで、見物人たちのあいだに「やるぞやるぞ」という空気が漂いはじめる。周囲の視線に気づいているのかいないのか、青年はブロックの山に足を乗せ、その一番上に乗っかっている破は片へんに手をかけた。

　持ち上げた。

　シギの口が、ぱかんと開いた。

　表に出ていたのはほんの一部分だったらしい。青年が無む造ぞう作さにつかんだ右手を持ち上げると出るわ出るわ、ちょっとした大型バイクくらいはありそうな大きさのブロック片──いや、それはもう岩がん塊かいと呼ぶに相応ふさわしい代しろ物ものだった。シギの周りの人だかりがどっと沸いた。中には拍手をしている奴やつもいる。青年はそれに目もくれず、右手『だけ』で岩塊を抱え、あろうことか左手で別の獲え物ものを物ぶつ色しよくしはじめた。

　気がついたときには、シギは最さい前ぜん列れつで青年の姿を見つめていた。手で光を遮さえぎるのすら忘れ、金網フェンスに指を絡ませて、その青年の背中を魅み入いられたように見つめた。

　考えるまでもなかった。

　どんなびっくり人間だって、あんな芸げい当とうは絶対に不可能だ。

　そう──『人間』ならば。

　シギの頭が急速に回転を始める。クイナに知らせようかと思いかけて、すぐにシギは首を振った。それはだめだ。もし彼が『主人』だったら、クイナに知らせるのは絶対にまずい。まあ、『主人』が道路工こう事じをしているなど考えもつかない話だが、万が一ということがある。まずは自分が彼に話をつけて──

　青年が振り向いた。

　それだけで、シギの頭の中身が全部吹ふき飛んだ。

　逆ぎやく光こうのせいもあったのだろう。よくよく見れば、相そう違い点てんがいくつか見つかるのかもしれなかった。だが、そのときのシギの目には、そんなものはまったく入らなかった。

　息が詰まり、胸が苦しくなる。恋にも似た感情の奔ほん流りゆう、しかしそれはそんなに甘ったるいものではなかった。もっと苦にがく辛つらい、決して取り戻すことのできない亡ぼう失しつを改めて見せつけられるような苦痛。拷ごう問もんに近い、耐え難がたいその痛みから、しかしどうしても目を離すことができない。

　ひくっ、と喉のどが鳴った。

　涙が滲にじみ、視界が歪ゆがんだ。そのことに対してシギは驚く。涙など、とうに枯かれ果てたと思っていたのに。

　ぼやけた視し界かいの向こうでは、紛まぎれもない『あの人』の顔が、不ふ思し議ぎそうにシギのことを見ている。







幕間　『あの人』







「……私を？」

　千ち鳥どりは振り返りもせずに言った。障しよう子じ窓まどの向こう、星の綺き麗れいな夜空をぼんやりと眺ながめる。あの人も誘ったのだけれど、断られてしまった。星より月のほうが好きなのだそうだ。この宿からでは、月は見えない。

　千鳥はなんでもないふうを装って、

「戯たわむれは、よしてください」

　声が震えていたかもしれない。千鳥は唾つばを飲み込み、胸の高鳴りを抑えようとした。が、

「戯れではない」

　あの人の、いつもとまるで変わらない無ぶ愛あい想そうな声に、その目もく論ろみはあえなく破は綻たんしてしまった。それを知ってか知らずか、あの人はさらに言う。

「お前を、身み請うけしようと思う」

　夜風を頰ほおに感じつつ振り返れば、あの人は部屋の隅すみで落ち着いて煙草たばこを吸っていた。いつもそう、と、千鳥は心の中であの人を罵ののしる。私のすべてを見るくせに、自分のことはなにも見せようとはしない。いつもいつも、そう、どんなときでも、煙草盆ぼんの前に張りついてばかり。

　千鳥はすねたように、また視線を窓の外へと戻した。

「お断りします」

「なぜ」

　間かん髪ぱつ入れずに返ってきたあの人の答えが、また憎にくらしかった。

「私では、あなたには相応ふさわしくありません」

　あの人は鼻で笑った。

「相応しい、相応しくないなどと、誰が決めるのだ」

「…………」

　千鳥は唇を嚙かんで、立ち上がった。紅べにが取れたかもしれない。知ったことか、と千鳥は思う。彼女が歩くたびに、赤い襦じゆ袢ばんがしどけなく着き崩くずれていくが、千鳥はまるで頓とん着ちやくしない。煙草を吹かすあの人の前に立ちはだかり、ずいと見下ろした。

「なにをお考えです？　こんな陰いん気きくさい遊ゆう女じよの、どこがそんなにいいんです？」

「──さあな。どこだろう」

　本気で不ふ思し議ぎそうにあの人は言う。腹立たしい。と、あの人が盆に煙草をかん、と打ちつけて、立ち上がった。千鳥よりたっぷり頭ひとつ分は大きい。

「いろいろある。しとやかそうで実は鼻はなっ柱ぱしらの強いところ。物事をよく見ている眼め。感じやすい心。ああ、それに──」

　あの人は唇をわずかに曲げた。笑ったのだ。千ち鳥どりでなければ見逃してしまっただろう。それほどに、この人の表情の変化はわかりにくい。

「陰いん気きくさいというが、そんなことはない、元気になるときもある」

　千鳥の顔が、かあ、と赤くなった。頰ほおのひとつでもはたいてやりたかったが、いくら心を通い合わせてはいても、お客はお客だ。千鳥はさっと後ろを向き、障しよう子じ窓まどに突っかかるように身を乗り出した。

「──本当に、嫌か？」

　ややあって、背中にあの人の声が響ひびく。相変わらずの平へい坦たんな口調、しかし、その中に落らく胆たんの色があると思うのは、自分の願望のせいだろうか。

「……嫌なわけ、ないじゃあないですか」

　千鳥は顔を伏せて、そう答えた。

「なら、なぜ」

「…………」

　煙を吐く音、

「──妹、か？」

　千鳥は顔を上げる。が、振り返りはしない。穏おだやかな風が頰を撫なでるのを、目を閉じてじっと感じ入る。苦く界かいも下げ界かいも、風の匂においだけは変わらない。

「よく、覚えておいでですね」

　煙を吐く音、

「前に話したとき、ずいぶんと嬉うれしそうな顔をしていたからな。お前のあんな顔は珍しい。それで覚えていた。──琴ことを習っているんだったか？」

　目を開けて、静かに言った。

「三味しやみ線せん、です。筋すじはいいそうです」

　妹のことを考えると、心が躍おどる。郭くるわの門をくぐったときから、自分の人生はもう終わったものと千鳥は思っていた。だからこそ、精せい一いつ杯ぱい働いて妹の手助けをしてやりたい。自分と違って、あの子はまだこれからなのだから。

「ご存ぞん知じですか？　ここの芸者は、そこいらの町まち芸げい者しやよりもよほどいい扱いをしてもらえるんですよ。あの子なら、私のように身体からだを売らなくても、立りつ派ぱに生きていけます」

「そのためにお前が犠ぎ牲せいになるのか」

　非難の色はない。なにも変わらない、静かな、落ち着いた声だ。それでも、千鳥はその言葉に痛みを感じたかのように、きゅっと顔をしかめた。

　ふと、あの人の手が千鳥のはだけた肩に触れた。いつの間に立ったのだろう、と思う。時とき折おり、幽ゆう霊れいのような人だと感じることがある。あながち、本当に人間ではないのかもしれない。あの人はどこか超ちよう越えつしたような、仙せん人にんじみた雰ふん囲い気きを纏まとっているから。

「こんな小さな肩で、お前は進んでなにかを背負い込みたがる」

「──いけませんか。姉が妹を負おぶっては」

「そうは言わん。だが、勝ちすぎる荷は身体からだに毒だ」

　肩に置かれた手が、千ち鳥どりの胸に降りていく。不思議といやらしい感じはしない。あの人は、そういうことに関してはとことん淡たん白ぱくなのだ。千鳥が思わず『元気』になりすぎてしまうほどに。

　あの人は千鳥の身体を軽く抱きしめ、千鳥と一緒になって星空を見上げた。

　いい夜だ、と独り言のようにつぶやいたのが、千鳥の耳に残った。

　やがてあの人が、思い出したように言った。

「だから、お前ら姉妹、まとめて俺が負ぶってやろうと言っている」

　千鳥は、泣き出しそうな顔であの人を見上げた。あの人は、まだ星空を仰ぎ見ている。

「なぜ、そこまでしてくれるのですか？」

　声がかすれたが、構いはしなかった。あまりの嬉うれしさに胸が詰まる。これが怖かったのかもしれない、ふと千鳥はそう思った。自分の人生はもう終わったはずで、それはある意味、気楽なものだった。希望がなければ絶望することもない、そう、植物のように心こころ穏おだやかに生きていける。

　あの人は──

「お前が好きだからだ。悪いか」

　私をそこから、連れ出そうとしている。

　自分の身体を抱きしめるあの人の腕を、千鳥は強くつかんだ。涙がぽろぽろとこぼれ落ち、あの人の手の甲こうに落ちた。あの人の身体がわずかに震えるが、千鳥は気づかない。ただひたすらに、つぶやきつづける。

「──嬉しい、嬉しいです。嬉しい、嬉しい、嬉しい──」

「では、選んでくれるか。俺のことを」

　涙に濡ぬれた瞳で、千鳥はあの人を見上げる。選ぶもなにもあったものじゃない──そう思うが、あの人はそれ以上なにも言わずに立ち上がった。千鳥の胸からあの人の腕の感かん触しよくが消え、彼女はそのことに一いち抹まつの不満を覚える。

　あの人は幕の下りた鏡の前に立った。なにをするのかと訝いぶかしげに千鳥が見守る前で、あの人は一瞬、躊ちゆう躇ちよするような素そ振ぶりを見せた。鏡の前でくるりと振り返り、

「俺は、お前のためならばなんでもやろう。お前が俺を選んでくれるのであれば、お前の欲しいものをなんだってくれてやる」

　不思議そうに、千鳥は首をかしげた。なにを言っているのだろう、と思う。選ばれるのは自分のほうであり、あの人は選ぶ立場にあるのではないのか。その思し考こうを読み取ったかのように、あの人は気弱に笑った。

　千ち鳥どりは、目を見開いて驚いた。

　あの人のこんな顔は、見たことがなかった。

「これを見ても、まだ俺を選んでくれるのならば──」

　鏡に掛けられた幕を、上げた。

　あの人は、振り向きもせずに、まっすぐに千鳥の元に歩み寄った。

　立ち尽くすあの人を見上げる。あの人はなにも言わずに、ただ顎あごで鏡を示した。「見ろ」とでも言いたげに。ゆっくりと、千鳥は鏡を見る。

　そこには千鳥がいた。開け放たれた窓があった。その向こうにまたたく星々が見えた。窓の手前には大きな布団ふとんがひとつあり、その上にある二つの枕まくらまでもがはっきりと映し出されていた。

　あの人の姿だけがなかった。

「俺は、人間ではない」

　千鳥の混乱に重ねるように、あの人が言った。嬉うれしさに跳ね回っていた心臓が、途と端たんに静かになる。すぐそばのあの人の顔を見ることが、どうしてもできない。なにかが変わっているような気がする。決定的な、なにかが。

　千鳥は言う。

「にっ──人間じゃ、ない、って、どういう」

　あの人がそれに答える。

「化け物さ」

　その言葉は、ひどく投げやりに聞こえた。

　あの人らしくない。そう思った。恐る恐る、千鳥は目だけで、あの人の顔を見上げた。

　怯おびえていた。

　あの人の顔を見た瞬間に、すぐにそれとわかった。怯えている。怖がっている。今まで一番あの人からは縁えん遠どおいと思っていた感情に、顔を歪ゆがめていた。千鳥の目に見つめられ、あの人は力なく笑った。

「永ながい時を生きてきた化け物だ。人の血を啜すする、浅ましい生き物。お前が──お前がもし、それを知って俺を拒きよ絶ぜつするのなら、それで構わない。俺は二度と、ここには来ないと誓う。お前にも危害は加えない。だから、正直に答えてくれ──」

　息を吸う音、

「俺と、俺と一緒になってくれるか。本当の意味で、一緒になってくれるか。俺と同じに。俺と同じ、化け物に」

　沈ちん黙もくが訪れる。

　千鳥はなにも映さない鏡を見つめる。その中に、あの人の怯えた顔を重ねる。何年もの付き合いの中で、一度も見せたことのない表情だった。あの人はいつでも冷静で、達たつ観かんしたような物言いをして、表情らしい表情といえば皮ひ肉にくな笑えみくらいのものしか出してはくれなかった。

　千ち鳥どりは深く息を吐いた。

　心の中に、爆発的な感情が湧わきあがる。

　それは、先ほどのものとは比べ物にならないほどの、喜びだった。

　立ち上がる。たっぷり頭ひとつ分は上にあるあの人の顔を、無む表情に見つめた。あの人は相変わらず、似に合あわない怯おびえた顔をしていた。そのことに喜びを感じる。

　身み請うけすると言われたことよりもなによりも、あの人が自分に初めて素す顔がおを見せてくれたことのほうが、ずっとずっと嬉うれしかった。

　これに比べたら、化け物であることがなんだというのだろう、と思う。

　化け物になることくらい、どうしたというのだろう。

　千鳥はあの人の首に腕を巻きつけた。あの人がなにかを言おうとして開いたその口に、自らの唇を重ね合わせた。あの人の身体からだから力が抜けるのがわかる。それを狙ねらいすまして、千鳥は後ろに倒れ込んだ。彼女の重みを支えきれず、あの人はあっさりと、千鳥を押し倒すような格好で一緒に倒れてしまった。

　離れた唇が、おずおずといった感じで、言葉を紡つむいだ。

「──いい、のか？」

　仰あお向むけに倒れたまま、千鳥ははっきりと頷うなずいた。

「もう鏡に映らなくなる」

「ええ」

「血を飲まねば生きていけなくなる」

「ええ」

「夜の中でしか生きられなくなる」

　千鳥はくすっと笑った。

「それは、今と大して変わりません」

　あの人はわずかに黙り、そして重々しく口を開いた。

「──永遠は、長い」

　千鳥はふと目を和なごませた。あの人の首にまわした両腕に力を込め、自分の身体を持ち上げるようにして抱きしめる。

「あなたと、一緒なら」




　首くび筋すじになにか熱いものを感じた。あの人が嚙かんでいるのだということに気づくのに、しばらくかかった。首筋に走る痛み、脈打つような、ずきんずきんという痛み。そして、なにかが急速に流れ出ていく感覚。寒い。身体をさすって温まろうとするが、うまくいかない。両腕が思ったように動かないのだ。水中で動かしているかのように重ったるい。と、そんな千鳥の動きを察してか、あの人の腕が力強く彼女の身体からだを抱きすくめてくれた。温かい。嬉うれしい。親に抱かれて眠る子供のような、平へい穏おんな気分になる。そんなことを考えたせいか、どんどん眠くなってきた。

　意識が薄れていく。

　平穏なまどろみの中で、あの人の体温だけが、ただ温かかった。




「そういえば──」

　目が覚めたとき、あの人はなにもなかったかのように煙草たばこを吸っていた。

「お前の名前をまだ聞いていなかった」

　千ち鳥どりは身を起こす。首くび筋すじに手を遣やるが、そこには傷きず跡あとも血の跡もない。夢だったのだろうかと思い、ふと視線を横に向けると、そこには障子しようじ窓まどと彼方かなたの星空と一組の布団ふとんの上の二組の枕まくらが見えた。

「私の──？」

　鏡を見つめながら、千鳥はしみじみとした実感を覚えた。なってみると不思議なものだ。自分はここに間違いなくいるのに、鏡の中にはどこにもいない。

「千鳥というのは芸名だろう？　お前の本当の名前はなんという？」

　千鳥は煙草を吸うあの人に目を向けた。あの人と視線が合い、どちらからともなく、優しい微笑を浮かべる。

　そう。

　千鳥というのは仮の名だった。親から授さずかった名前で身体を売るわけにはいかないから、彼女を買い取った女衒ぜげんに付けてもらったのだ。それが、千鳥。どういう意味かはよく知らない。女衒も意味を考えて付けたわけではないのかもしれない。こちらのほうが響ひびきがいいから、くらいにしか考えていなかったのだろう。

　千鳥は──千鳥だった女は、あの人に向かって居住まいを正し、三つ指をついて深々と頭を下げた。

「『しぎ』と申します──不束者ふつつかものですが、よろしくお願いいたします」

　自分は一度あらゆるものを捨てた。名を捨て、自由を捨て、女としての幸せすらも捨て去って、遊ゆう女じよに成り果てた。そしてその代わりに、金と、生計と、妹の将来を手に入れた。

　今、自分はまた捨ててしまった。遊女であることを、遊女としての名前を、そして人間であることも捨て去って、ついには化け物へと成り果てたのだ。とんだ人生もあったものだと思う。

　だが、その代わりに得たものだって、きっとあるはずだった。

　少なくとも『しぎ』は名前を取り戻し、そしてあの人と一緒になることができた。

　それだけで、今は充じゆう分ぶんだった。
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　地じ雷らいを踏んでしまったような空気が漂っている。三人掛けの客用ソファにガゼットとマリが座り、テーブルを挟はさんだ一人掛けのソファにレレナが座っている。攻め手がマリで守り手がレレナ。レレナは揃そろえた膝ひざの上に固く固く固く握り締めた両の拳こぶしを置き、徹底抗こう戦せんの構えである。ツキはひとり我われ関かんせずとマリの膝の上で健すこやかな寝ね息いきを立てていた。よほど彼女の膝が気に入ったらしい。

「だからね、レレナ──」

「出てって」

「うん、あなたが機き嫌げんを損そこねるのはわかる。すごくわかるわ。悪いのはみーんなガゼットですもんね。でも、それを言うならこのあたしだって被害者なのよ。ガゼットのせいで泊まるところがどこにもないの。あなたならわかるでしょ？」

「出てって」

「レレナ、お母さんの一生のお願い。今晩一ひと晩ばんだけでも泊めて？　ね？」

「出てって」

　そこでテーブルの上をふよふよ漂っていた舞まいが口を挟んだ。

　──別にいいじゃん泊めるくらい

　レレナは舞をぎっとにらむ。が、人ひと目めがあるので声に出して文もん句くは言えない。通常の『濃度』にまでレベルを落とした舞の身体からだは、もはやガゼットにも見えなくなっている。それをいいことに、舞まいはそ知らぬ顔でさらに続けた。

　──大体さあ、レレナだって元はといえばこの人たちとおんなじ立場なんじゃないの？　キミひとりの判断で泊めるか泊めないかを決めるのは間違いだと思うな。うん

　言葉に詰まった。確かに正論である。レレナは所しよ詮せん、居い候そうろうに過ぎない。この家の主人は月つき島しま亮りよう史じその人であり、マリとガゼットが出て行くか行かないかを決めるのは彼なのだ。

　が、舞に正論を言われると、なんだかやたらと腹はらが立つのであった。

「いいから出てって！　こんなに部屋の中を荒らしておいて、月島さんが泊めてくれるわけないでしょ!?」

　叫びながら立ち上がり、レレナは手をばっと広げて部屋の中を示した。

　大たい勢せいは元通りになっている。『こんなに』とわざわざ示すほどの惨さん状じようでもない。が、よく見れば確かに、そこかしこに破は壊かいの傷きず跡あとを見て取ることができた。木もく目めのある古こ式しきゆかしいテーブルには、ひっくり返ったときにできたのであろう白い傷跡が目立って見え、その上には完全に粉こな々ごなになった元ランプがビニール袋に入れられて置いてあった。二つのソファも同様に、無む傷きずでは済んでいない。レレナのソファはまだましなほうだが、客用ソファに至っては覆くつがえされたときにどこかに引っ掛けたのか、カバーの生き地じが破けて中から白い綿がはみ出ていた。

　マリはそれらに視線を巡らせ、わざとらしくため息をついた。

「──そうよね、こんなこと頼めた義ぎ理りじゃないものね……」

　手法を変えてきた。レレナはぐっと押し黙る。当人に反省の態度を取られては、レレナとしてもこれ以上追つい及きゆうするわけにはいかなかった。

「でもね、レレナ、せめてその月島さんが帰ってくるまで、私たちを追い出すのは待ってくれない？　だめでもともと、交渉してみたいの。あなたを居候させてもらっているお礼も言わなくちゃいけないし」

「……お、追い出すなんて、そんな…………」

　先ほどまでの威い勢せいはどこへやら、レレナはもごもごと口くち籠ごもった。改めてそう言われると、なんだか自分が悪者のようで強く出ることができない。マリは「ちょっとごめんなさい」と断ってからツキをソファへと降ろし、祈るように床に膝ひざをついてテーブルの上に組んだ手を置いた。レレナの瞳を真しん摯しに見つめる。

「ね、お願い。もしかしたらってこともあるじゃない。あたしからガゼットによおっく言って、誠せい心しん誠せい意い謝らせるから。レレナだって、あたしたちと一緒にいたくないわけじゃないでしょ？」

　レレナは上うわ目め遣づかいにマリをにらむ。そんな言い方をされたら、「一緒にいたくない」などと答えられるわけないではないか。しかし──

「そんなの、だめだよ。困る」

「あら、どうして？　月島さんと二人きりじゃなくなっちゃうから？」

　二人の娘が同時に声を張り上げた。

「ちょ、そ、そんなんじゃないよ！」

　──ちょっとおばさん、テキトーなこと言わないで！

　レレナと舞まいは顔を見合わせた。レレナは不思議そうな表情、舞はバツの悪そうな表情。すぐに舞のほうが顔をそむけてしまった。心の中で首をかしげながら、レレナはマリに視線を戻した。マリは懐かい柔じゆうするような笑えみを浮かべている。

　内ない心しんでは、この二人が月つき島しま宅に留まることに心の底から反対しているわけではなかった。むしろ願ってもないことだ。しかし、これからしばらくのあいだ二人と顔を突き合わせて生活することを考えると、どうしても怯ひるんでしまう。

　そうなってしまったら、吸血鬼になってしまったことを隠かくし通す自信がない。

　唇を嚙かむ。まだそんなことを言っているのかと自分を責めるが、怖いものはどうしようもなかった。見捨てられるのが怖いくせに打ち明ける勇気もない臆おく病びよう者。レレナの顔が弱気に歪ゆがんでいく。

　葛かつ藤とうするレレナを見て、マリはなおも言葉を続ける。

「どのみち家具を壊しちゃったことを謝らなくちゃいけないんだから、月島さんがここに来るまではあたしたちがいなくちゃだめじゃない」

「それは、そうだけど──」

「それともレレナがこれをやったことにするの？」

　レレナは黙り込んだ。お母さんはずるい、と思う。いつもそうやって自分のことをうまく丸め込むのだ。が、反論できないのは事実であり、レレナのその逡しゆん巡じゆんを見逃さずに、マリは最後の一ひと押しを放った。

「ね、レレナ、いいでしょ？　お母さん、あなたといろんなこと話したいなあ。なんたって三週間ぶりですもんね、レレナだって、ひとりで寂しかったでしょ？」

「う…………」

　迷いに迷った挙あげ句く、渋しぶ々しぶながらもレレナは首を縦たてに振った。そこには『選択を先さき延のばしにしたい』という気弱な願望も、多分に混じっていたはずである。

「……じゃあ、月島さんが帰ってくるまでだよ……」

　マリの顔がぱっと輝いた。にこにこしながら立ち上がり、レレナの手を優しくつかんだ。

「そう！　ありがと、レレナ！」

「…………」

　よく考えてみると、亮りよう史じの性格ではこの二人の頼みをどうしても断れないのではないかという気がしてきた。家具を壊されたといってもほんの少しだけのことだ。そのくらい簡単に許してしまうのではないか。が、先ほどのあの「嫌です」で、今度こそ月島さんは怒っているかもしれないという気もする。

　いまだに考え込むレレナを、マリは無む理り矢や理り引き立たせた。

「ほら、立って立って。早く行きましょ」

「……？　どこに？」

「どこって、あなたの部屋」

　思わずレレナは身を引いた。だが、がっちりとつかんだマリの手は容易には離れない。

「なにそれ!?　月つき島しまさん待つんならここでいいでしょ！」

「けど、母親としては娘がどんなとこで寝ね泊とまりしてるのか見てみたいじゃない。それともあなた、もしかして部屋も貸してもらえてないの？」

　正面から聞かれれば、どんなときにも噓うそをつけないのがレレナの欠点だ。

「そ、そんなことは、ない、けど──」

「ほらやっぱり。楽しみだわぁ、どんな部屋なのかな」

　レレナを居間のドアへと強ごう引いんに引っ張りながら、ふとマリは立ち止まり、別人のようなイタリア語を部屋の中に響ひびかせた。

『ちょっとガゼット、そういうわけだから、あなたここで待ってなさいよ』

　それまで挙きよ動どう不ふ審しんにあたりを見まわしていたガゼットは、マリの言葉に過びん敏かんに反応した。

『そ、そういうわけってどういうわけだ！　お前ほんとにここに泊まる気なのか!?』

『なによ、あなたが言い出したことじゃないの』

『そりゃそうだが──考え直せって！　ここ絶対なんかいるから！』

　そしてマリは野や獣じゆうのように吠ほえる。

『黙らっしゃい！』

　ガゼットはぴたりと大人おとなしくなった。先ほどの醜しゆう態たいを見られたのが効いている。レレナはそんなガゼットを見て、多くの同情と、それ以上の怒りを感じた。いきなりミイラの顔した幽ゆう霊れいに追っかけまわされれば、誰だって泡あわを食って逃げ惑まどうのかもしれない。だがしかし、レレナの中ではガゼットは父のような頼るべき存在だったのである。その幻げん想そうをぶち壊されたような気がした。

　だからレレナは、腹立ち紛まぎれにこう言った。

『おじさん、かっこわるい』

　ガゼットの受けた衝しよう撃げきはそのまま顔の上に表れた。自らの言葉が引き起こしたあまりに激げき烈れつなその反応に、レレナはかなりの罪ざい悪あく感かんを覚える。言い過ぎたかな──と謝ろうとしたが、その前にマリが「よくぞ言ってのけた」とばかりにレレナの頭をよしよしと撫なでた。ガゼットを見み下くだすように見て、

『じゃ、あとはよろしくね。また暴れないでよ』

　とどめを刺されたガゼットは、がっくりとソファに倒れ込んだ。ちょっとかわいそうな気もするが、マリに「行こう行こう」と背中を押され、気がかりな視線を残しながらもレレナは居間から出て行った。

　真っ白になったガゼットは『考える人』のような格好で座り込んでいた。一部始し終じゆうを見ていた舞まいは、ガゼットの周りを漂いながら肩をすくめた。




　　　　◆




「……客？」

　作業着の襟えりを正しながら、亮りよう史じは聞き返す。

「ああ、女の客だ」

　岡おか田だの短い言葉に、しばし亮史は考えを巡らせる。もしやレレナが謝りに来たのだろうか。彼女のことだから、あれほどきつい言葉を言ってしまったことを後こう悔かいしているのかもしれない。だったらチャンスだ、と思う。それをきっかけに仲直りの芽めが出てくるかも。

「それって、いくつくらいの」

　亮史の問いかけに、岡田の顔が不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがむ。岡田は律りち儀ぎな割には短気である。良くも悪くも下町気き質しつなのだ。

「お前と同じくらいだ──おい、まさかお前のコレじゃねえだろうな」

　そう言って岡田は小指を立てた。古い。亮史はあいまいに笑って首を振る。

「まさか、そんな人いませんよ。──にしても、それじゃ誰だろうな……」

「知るか。さっさと行ってこい」

　岡田はそれだけ言って後ろを向き、また作業の指し揮きに戻っていった。その背中だけでも、だいぶ機き嫌げんを損そこねているのが亮史にはわかった。早く用件を済ませないと命に関かかわる。ただでさえ、仕事場に私事を持ち込むのを岡田は好まないというのに。

　金かな網あみフェンスに沿って歩く。外にいる大量の野や次じ馬うまが、歩く亮史の姿を視線で追う。そんな目で見られても困ると、亮史はわずかに苦く笑しようした。亮史の怪かい力りきを珍しがって人が集まってくるのはしょっちゅうあることであり、さして驚くほどのことでもない。中には野次馬の常じよう連れんとでもいうべき人たちもいて、亮史は彼らと何回か言葉を交わしたこともある。もしかしたら今回の客というのも、そんな物もの好ずきのひとりかもしれない。

　真っ白な折おり畳たたみ式プレートフェンスの前まで来た。フェンスの中では作業員が腰を折って『ご迷めい惑わくをおかけしています』と言っている。その作業員の足元に寄りかかるようにして、その女性は佇たたずんでいた。

　見み覚おぼえがある。先ほどブロックを持ち上げる亮史の姿を、真剣な表情で見つめていた女性だ。あのとき涙を浮かべていたような気がするが、こんな美人を泣かせるほどの甲か斐い性しようは亮史にはない。なるほど確かに、こんな女性が亮史を訪ねてきたといえば、岡田でなくとも誰だって不機嫌になるだろう。

　女性は亮史の姿をその目に認めると、一瞬、はっと目を見張るような仕し草ぐさをした。が、すぐにその驚きよう愕がくの色は消え去り、深々とお辞じ儀ぎをする。それきりこちらをじっと見つめるだけで、なにも言おうとはしない。亮りよう史じもとりあえず頭を下げる。

　数秒経たってから、ようやく亮史は違い和わ感かんに気づいた。考えるより前に『感かん知ち』を起き動どう、目の前の女性を隅すみ々ずみまで調べ上げる。

「……君は…………」

　女性はにこりと笑い、目を伏せてもう一いち度ど頭を下げた。

「シギ、と申します」

「…………」

　亮史はなにも言わない。声も出ないほどに驚いている。すっかり呆気あつけに取られていた。普通の『従じゆう者しや』に比べればずいぶん控ひかえめであるが、それでもありありとその力を持っていることがわかる。

　女性──シギは、訝いぶかしがるように首をかしげ、

「あの、よろしければ──」

　その言葉の意味を理解するのに数すう瞬しゆんかかった。慌あわててこくこくと首を頷うなずかせる。

「あ、えと、月つき島しま亮史と言います」

「月島さん。まことに不ぶ躾しつけですが、少しお時間よろしいでしょうか」
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　まばたきをし、

「あなたにとっても、重要なことであると思います」

「……あー、はい。わかりました。ちょっとお待ちを」

　踵きびすを返し、岡おか田だのほうへと歩き出す。相手の慇いん懃ぎんな態度になんとなく落ち着かないものを感じる。自分の言い方がひどくみっともないもののように思えてきて、亮りよう史じは情なさけなく頭を搔かいた。

　あまりのことに驚いていた。なにしろ昨日きのうの──といっても三週間前だが──今日きようである。これだけ続けて吸血鬼がやってきては、そこに関連性を考えるなというほうが無む理りというものだった。

　頭の中がそのことでいっぱいだった。

　ゆえに亮史は、岡田の背中を目の前にして、極めて無む謀ぼうな発言をした。

「あのカントク、ちょっと僕、今日は早退してもいいですか？」

　岡田が振り返った。

　その顔には、特とく筆ひつすべき変化はなにも表れていなかった。

　にもかかわらず亮史は、「しまった」と思った。

　岡田の両りよう肩かたに凶きよう悪あくとさえ言える力が宿り、

「馬鹿なことほざいてんじゃねえ！」

　右ストレート、

「お前がいなくなったら誰があのブロック運ぶんだこのウスラボゲ！」

　よろめいたところに左フック、

「んな寝ね言ごとぬかしてるヒマあったらちったあ働きやがれ！」

　目の覚めるようなアッパー、

「仕事押おしてんのが誰のせいかわかってんのかタコ！　なんのために毎日三万も払ってると思ってやがんだ!!」

　意い表ひようを突いて側そく頭とう部ぶへのハイキック。

　亮史の身体からだがきりもんで宙ちゆうに舞った。周囲の人だかりが「おお～」と感かん嘆たんの声を漏らす。面白ければなんでも良いのか、この工事現げん場ばを一いつ風ぷう変わったパフォーマンスの場だと思っているのかもしれない。

　どうと音を立てて亮史が地面に叩たたきつけられ、綺き麗れいな大だいの字を地面の上に描く。白しろ目めを剝むきかけている。かなり効いていた。が、岡田はまったくの容よう赦しやない足取りで亮史に近づき、その胸むな元もとをむんずとつかんで次なる殺人術を披ひ露ろうしようとした。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいかと野や次じ馬うまの誰もが思ったそのとき、凛りんとした女の声がそこに響ひびいた。

「やめてください」

　衆しゆう目もくが一いつ斉せいにそちらのほうを向く。長い黒くろ髪かみの美女が、ぴんと背を伸ばしてそこに立っていた。予期せぬ人物の出現に人だかりがどよどよとざわめく。岡田は亮史の襟えりを放し、シギに向き直った。亮史の頭が重力の赴おもむくままに落下し、コンクリートに激げき突とつして嫌な音を立てた。フェンスの外の何人かが「うわ」と小さく悲鳴をあげた。

「んだあんたは。邪じや魔ましないでくれ」

「その人は私の用事に付き合うためにここを抜けると言ったのです。それ以上その人を傷つけるつもりなら、その前にまず私を殴なぐってください」

　岡おか田だは鼻はな白じろんだ。なに言ってやがんだこのアマ──そう思い、ふんと鼻から息を抜いた。どうせ強がりを言っているのだろう。地面に転がる亮りよう史じに一いち瞥べつをくれて蹴けりつけ、それからシギのほうへと大おお股またに歩き出した。

　それだけで逃げ出すだろうと思っていたのに、シギはまったく動どう揺ようしない。逆に岡田の心が揺れ動いた。シギは両手を身体からだの前で重ね合わせ、近寄ってくる岡田を強い視線で一いつ心しんに見つめている。

　今さら引き返すわけにもいかない。岡田は手を伸ばしてシギの襟えり元もとをつかみ、自分のほうに引き寄せた。シギの軽い身体が岡田に寄りかかるような形でよろめいた。観かん衆しゆうが息を吞のむ音。

　シギの瞳を真正面からにらみつける。

　息がかかるほどの近くにあるシギの白い顔には、微み塵じんの恐怖も浮かんでいなかった。

　そのまま、しばしの時が経過した。

　岡田がちっと舌した打うちをした。シギの目を見つめながら、口元を歪ゆがめる。あるいはそれは笑えみのようにも見えたが、すぐに消えてしまったので、至し近きん距離からそれを見たシギにも判断はつかなかった。手を離し、くるりと振り向いて岡田は歩き出した。倒れ伏したままの亮史に八つ当たりの蹴けりを一発ぶち込み、その首くび根ねっこをつかんでシギに向かって放り投げる。片手で投げたというのに、亮史の身体からだはだいぶ離れたシギの足元に正確に着地した。亮史の陰に隠かくれて目立たないが、この親父おやじだって結けつ構こうな剛ごう力りきの持ち主なのである。

「──勝手に持ってけ」

　そう言い捨てて、岡田はシギに背を向けた。シギは少し驚いたような顔をしたあと、すぐにその顔を輝かせて少女のような笑みを浮かべた。岡田の背中にぺこりとお辞じ儀ぎをし、しゃがみ込んで亮史の顔を覗のぞき込む。

「すごいね、君」

　全部見ていたらしい。ぼこぼこになった亮史の顔が、痛みに耐えて笑みを形かたち作づくった。シギは呆あきれたように、

「あなたは本当に吸血鬼なんですか？」

「…………はは」

　あいまいに笑う亮史を見て、シギは複雑な表情になった。少し怒っているようにも見える。なんだろう──と、そう思っているあいだに、シギは顔を背そむけてしまった。小さな手を亮史に差し出し、

「とにかく、早く行きましょう」

「──うん。そうだね」

　シギの手をつかみ、彼女に支えられるようにして亮りよう史じがよろよろと立ち上がった瞬間、それまで沈ちん黙もくを守っていた観客が、いやほんとはただの野や次じ馬うまなのだがとにかく彼らが一いつ斉せいに歓声をあげた。次いで割れんばかりの拍手がシギと亮史を包む。「ブラボー」という声さえ聞こえた。なにを勘かん違ちがいしているのだろう。亮史は苦く笑しようして顔を上げた。

　シギと目が合った。

　亮史の苦笑が、微笑に変わる。

　シギは困りきっていた。先ほどの毅き然ぜんとした態度はどこにいったのか、異い世界に迷い込んだ少女の表情で、シギはおどおどと周囲のスタンディング・オベーションを見まわした。

　そして、鳴り止やまぬ拍手喝かつ采さいに向けて、謝るようにぺこぺこと頭を下げる。

　拍手の音がさらに大きくなる。岡おか田だが苦にがりきった表情でシギを見ているが、彼女がそれに気づく気配は一いつ向こうにない。必死なその姿に笑い声まで混じりはじめた。シギはどうすればいいのかまったくわからず、亮史に促うながされて工事現げん場ばを出るまで、ずっと頭を下げつづけていた。




　　　　◆




　亮史は殴なぐられた頰ほおに熱いタオルを当てている。手を拭ふくために出したおしぼりを、怪け我がの治療に使っているのである。といっても亮史の怪我は大だい体たいが『再生』で治っており、今タオルを当てているのは怪我を治すためというよりも、むしろシギが口うるさく勧すすめてくるからだった。

　亮史はタオルをわずかにずらして口元に当て、くぐもった声をあげた。

「──それで、話っていうのは？」

　シギは先ほどから延々と紅茶の中をいじくっている。絶え間なく揺れる水面みなもを飽きもせず見つめていた目が、ちらりと亮史のほうを向いた。

「…………」

「あの、シギさん？」

「……聞こえています」

　また紅茶のほうに目を向ける。亮史は不ふ審しんそうに眉まゆを寄せた。

「今、その、考えをまとめているんです。どう言えばいいか」

「──そう」

　亮史の瞳が真剣な色を帯びる。目の前のこの女性は、間違いなく吸血鬼なのである。三週間前に自分を襲おそった亡もう者じやと、なんらかの関係があるのかもしれない──というより、そう考えるほうがずっと自然だ。湯ゆヶが崎さきに住みついてからの百年余り、亮史が出会った吸血鬼は、シギと蜘く蛛もだけなのである。その二人の吸血鬼がこんな短期間のあいだにやってきたのだから、そこにはなにか意味があるはずだった。

「…………私は」

　シギが紅茶をかき回すのをやめた。それでも視線は片かた時ときも水面から離れない。

「妹と、旅をしています。日本各かく地ちの、いろいろなところを」

　亮りよう史じはオレンジジュースで唇を濡ぬらした。

「ですから今日きようあなたとお会いしたのは──多分、いえ、きっと偶ぐう然ぜんなのだと思います」

「……偶然？」

「はい。私はそう思います」

　確かに、その可能性もないではない。蜘く蛛もが湯ゆヶが崎さきにやってきたのは十じゆつ中ちゆう八はつ九く、亮史の持つ『血の力』に惹ひきつけられてのことだ。それはある意味でいえば必ひつ然ぜんである。そう考えるのならば、蜘蛛がやってきたすぐあとに、偶然たまたまひょんなことから蜘蛛とはまったく無関係の吸血鬼が湯ヶ崎を訪れることだってありうるかもしれない。二つの偶然が重なる可能性は低いが、ひとつの必然とひとつの偶然が重なるのはままあることだ。

「偶然、ねぇ」

「ここに来たいと言い出したのは妹ですし、それ以外に考えられません」

『力と力は引き寄せ合う』の法則は、知能ある人じん外がいには通用しない。それは人外の、言わば習しゆう性せいのようなものだから、理り性せいの支配下かにあってはまったく効力を発揮できない。だから無目的にさ迷まよい歩くだけの、本能で生きているような化け物のみが力に惹ひきつけられる。亡もう者じやなどはその典てん型けいだ。角かく砂糖に群がる蟻ありのように、彼らは本能の呼び声に従って力のあるほうへと向かっていく。

　だが、従じゆう者しやは違う。従者は『知能ある人じん外がい』である。『感かん知ち』の能力も持たない彼らが、力のある方向を選ぶなどというのは不可能な話だ。シギの妹も従者なのだろうから、その妹が湯ゆヶが崎さきを選んだというのであれば、それは偶ぐう然ぜんなのだろう。

　それが事実であるのならば。

　亮史はストローでオレンジジュースを少し吸い取り、舌の滑すべりをよくしてから言った。

「──それで？」

「その、妹のことなのです」

　紅茶をかき回すのをやめた。顔を上げて、亮史をじっと見つめる。

「妹は『元からの吸血鬼』を憎んでいます。──あなたのような」

　亮史は目を見開く。従者には『感知』の能力はない。その思し考こうを読み取ったかのように、シギは微笑ほほえんだ。

「私たちは元は人間です。でも、そのくらいはわかるんですよ。あなたがたのように遠くから探し出す、ということはできませんけど、これくらい近くにいれば」

「そう、なんだ」

「ええ。ですから──」

　シギはずいと身を乗り出した。真剣なその表情に気け圧おされて、亮りよう史じは身を引く。

「しばらく、ああいった行動は控ひかえていただきたいのです」

「……ああいった？」

「つまり、さっきみたいに、人並み外はずれた力を見せつけたりするのは」

　亮史は口を閉じた。やめろと言われても、あれは亮史のメシの種たねである。容易にやめられるはずがない。それを察したように、シギが必死な表情と声で言った。

「勝手なことを言っているのはわかっているつもりです。突然こんなことを言われても、月つき島しまさんは困るだけでしょうし──でも、他に方法がないんです！　クイナは、妹は、『元からの吸血鬼』を心しん底そこ憎んでいるんです。あなたを見つけたら、まず間違いなく殺そうとするはずです！　お願いします、数日でいいんです。私も妹を説せつ得とくして、一日でも早くこの町から出て行くようにしますから──」

　数日だけでも亮史にとっては致ち命めい的だ。なにせ今この瞬間だって本当はバイトをしているはずなのである。この上さらに休むなどと言い出したら、冗じよう談だん抜きに岡おか田だに灰にされるかもしれない。

　が、シギのすがるような頼みを無む下げに断るのは、なんだか気が引けた。

　しばらくあさっての方向を向いて考える

　不ふ意いに亮史は、人差し指をぴんと立てた。

「じゃ、こうしよう。僕はいつもどおりバイトに出るけど、あまり目立たないように力を使う。さっきみたいに野や次じ馬うまが集まらないように」

　そこでいったん切って、シギを見る。まだ満足はしていないらしい。シギは顔をうつむかせ、言いにくそうに、

「そうしていただければ、助かります。あの、でも──」

「わかってる。それだけじゃ不ふ完全。だから、君にも協力して欲しい」

　シギは顔を上げ、意い外がいそうに、

「わ、私が、ですか？」

「そんなに難しいことじゃないよ。妹さんをあの工事現げん場ばに極きよく力りよく近づけないで欲しいんだ。そうすれば無用なトラブルは避けられる──と、そうだ、参考までに聞いておきたいんだけど──」

　オレンジジュースを口に含み、

「──君が僕のことを、あー、その、『元からの吸血鬼』だってわかるのは、大体どのくらいの距離？　近くって言ってたけど、正確には」

　シギは宙ちゆうに視線を泳がせ、

「えと……そう、気づいたのは、初めてお話したときです。ほらあの、白いフェンスの下で。それまでは『元からの吸血鬼』だとはわかりませんでした。私があなたに話しかけたのは、あの石の塊かたまりを持ち上げるのを見たからですから」

　要するに、会話できるくらいの距離、ということか。亮りよう史じは満足そうに笑い、

「それなら大丈夫だ。いい？　もし妹さんが工事現場に近づきはじめたら、どうにかして僕に知らせて。姿を見せてくれるだけでもいい。そしたら僕は、怪しまれないように普通の人間くらいにまで力を落とすから、そのあいだに君が妹さんをなんとかごまかして遠ざけてくれれば、それでバレずに済む」

　亮史の言葉にいちいち真剣な顔で頷うなずき、最後にひとつ大きく頷くと、しばし考える素そ振ぶりを見せ、それからシギは感心したような声をあげた。

「──なるほど、わかりました」

　ぐったりと椅い子すの背もたれに寄りかかり、心の底からの安あん堵どの吐と息いきを漏らす。

「ありがとうございます。なにから、なにまで」

　亮史は笑って首を振った。

「いや、こちらこそありがとうだよ。僕だっていきなり襲おそわれるかもしれなかったんだ。知らせてくれて、ありがとう」

　シギもかすかに笑った。すっかりぬるくなった紅茶をもう一度かき回し、カップを手に持って一気に傾ける。亮史もストローでオレンジジュースの中の氷をからからとかき回した。

　そして亮史は、先ほどシギがそうしていたようにかき混ぜながら、ぽつりと言った。

「あのさ」

「？」

「僕にも、聞きたいことがあるんだけど」

　そう言っておきながら、亮史はストローをくわえた。そのまま一気に、なんの容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもせずコップの中のオレンジジュースを根こそぎ吸い尽くした。なにもかもが亮史の喉のどに滑り落ちていき、溶けた氷水とオレンジジュースの残りかすが、ずず、ずずずずと下げ品ひんな音を立てるに至って、ようやく亮史は顔を上げた。

　言う。

「『上じよう弦げん』と『蜘く蛛も』」

　シギの顔は、変わらなかった。亮史はストローを持ち上げてくわえ、空中でぴこぴこと揺らしながら、

「どっちも僕の知り合いの吸血鬼なんだけどね。まずは『上弦』だけど──」

　シギは首をかしげた。「まったく聞き覚えがない」とでも言いたげに。

「こっちは僕の昔の仲間。ちょっとワケあって今いま探してるところなんだけど、なにか心当たりはないかな。どんな些さ細さいなことでもいいから」

　思ったとおり、シギは首を横に振った。

「いえ、申し訳ありませんが──」

「そう……」

　少し残念そうな顔を作り、すぐに気を取り直して亮りよう史じは続けた。

「じゃあ、蜘く蛛ものほうはどうかな──って言っても、『蜘蛛』っていう名前自じ体たい、僕がつけたものだから意味ないか。それにもう死んでるし」

　今度はシギの顔に変化が表れた。

「──死んでる？」

「うん。不幸な事故だった。いきなり襲おそわれたんだ」

　シギは亮史から視線をそらし、テーブルの上の伝票を見つめた。じっと亮史の言葉を待つ。が、亮史はなにも言わない。がらがらの店内に顔を向け、くわえたストローを二本の指で挟はさんで口から離した。シギが上うわ目め遣づかいに亮史を見、

「あの……」

「こっちはどう？　心当たりは？」

　シギはじれったそうに顔を亮史に近づけた。

「心当たりもなにも──その、それがどういう人なのか」

　亮史はわざとらしく「あーそうそうそうだったごめんごめん」と言い、

「こいつはね、『亡もう者じや』なんだ。ほら、三週間前に湯ゆヶが崎さき駅に死体が張りつけられる事件があったじゃない？　新聞とかにも大きく出てたから知ってると思うけど。蜘蛛はね、そのときの犯人。あんまり大きな声じゃ言えないけど──」

　そこで亮史は口をつぐんだ。

　まるで聞いちゃいなかった。

　シギの顔はこちこちに硬こう直ちよくしていた。『亡者』という言葉を出すまでもなかった。ここまでわかりやすいと誘ゆう導どうする手間も省ける。が、あまりやりすぎると逆ぎやく効果だ。亮史は真ま面じ目めくさった顔でシギに問いかける。

「──心当たり、あるの？」

「…………」

　シギはなにも言わなかった。ただその首を、ぶんぶんと横に振った。それができるだけでも大したものなのかもしれなかった。これ以上はなにをやっても『いやいや』をされるだけだろうと思い、亮史は再び吸えもしない煙草たばこのようにストローを唇に挟む。




　伝票を亮史が取ったときも、シギは顔を上げようとはしなかった。よほど考え事に熱中していたのだろう。それは亮史にとっても都つ合ごうのいいことだ。だからお茶の代金を払うことくらい、なんでもないのである。また出費だけど。

「あの──本当に、ありがとうございます」

　店から出ると、幾いく分ぶんシギは自分を取り戻していた。深々とお辞じ儀ぎをするシギに、亮りよう史じは明るい笑顔で答えた。

「さっきも言ったけど、こちらこそありがとう。教えてくれて」

「いえ、そんなことは──それと、申し訳ありません。お役に立てずに」

　亮史はなおさら笑えみを深くした。

「そんなことはないよ。気にしないで」

　そのとおり。

　気にする必要などどこにもない。あなたは、間違いなく、役に立ったのだから。

「それでは、これで、失礼します」

「うん──それじゃ」

　シギはもう一度、深いお辞儀をすると、踵きびすを返して歩いていった。もう亮史に会うつもりはないのだろう。そんなことをしても、亮史と彼女の妹との接せつ触しよくの機会を深めるだけだから。そんな危険を犯してまで、亮史に会わなければならない理由はなにもない。

　が。

　こっちとしては、そういうわけにもいかない。

　亮史はシギの背中が曲がり角の向こうに消えるのを確認してから、作業着の襟えり元もとを緩めた。周囲を見まわし、人ひと目めがこちらに向いていないことを確かめる。

『感かん知ち』で探し出してもいいのだが、いざというときのためにどこに滞在しているのかくらいは確かめておきたかった。

『蝙こう蝠もり』。

　部分変へん換かん、自じ律りつ精神を与えてシギの情報を与えて命令を与える。命令は二つ。ひとつ目、『この女を追え』。見失ってはいけないが見つかってもいけない。そしてふたつ目、『女が宿に入るのを確認したら、戻って来い』。安全飛ひ行こうを心がけて必ず戻ってくること。

　下に着たシャツの中から、羽を除けば子猫ほどの大きさの蝙蝠がずるりと這はい出してきた。そのままよちよちという感じで亮史の肩に止まる。亮史は蝙蝠の羽を指でぽんぽんと叩たたき、

「それじゃよろしく。頼りにしてるよ」

　小さな蝙蝠は、主人の期待に張り切った声で「きい」と答えた。羽を広げ、大きくはばたき、蝙蝠は漆しつ黒こくの夜空に向かって飛び上がっていった。
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　亮史は物思いにふけりながら、夜の帰り道をゆっくりと歩いている。考えるのは、シギのことだ。

　実にわかりやすい人だった。

　噓うそつきに事実をぶつけてみれば、なんらかの反応が得られる。それは亮りよう史じが長年のあいだに体たい得とくした真理であった。無む論ろん、噓つきが上うわ手てであればなんの反応も得られない場合もある。が、シギは明らかに噓の下へ手たなタイプだった。なにがしかの情報が出てくると思って、亮史は蜘く蛛ものことをぶつけてみたのだ。

　情報どころではなかった。あれでは丸っきり「自分は蜘蛛を追いかけてこの町に来ました」と言っているようなものではないか。

　実際に追いかけてきたかどうかはともかく、蜘蛛となんらかの関連があるということは間違いないだろう。ということはつまり、上じよう弦げんとも関かかわりがあるかもしれない、ということである。となれば、亮史としても放っておくわけにはいかない。

　家では決して表に出さない、冷たい刃は物もののような表情を浮かべた。

　上弦に会ってどうするのか、自分でもまだ考えてはいない。だが、とにかくも会わねばならない。会ってその真意を質たださなくては。なぜあんな亡もう者じやを野の放ばなしにしたのか。その答え如何いかんによっては──

『敵』と見なさなければならない。

　かもしれない。

　肩の力を抜く。疲れの吐と息いきがこぼれる。自己矛む盾じゆんを感じた。自分は人として生きていくはずだった。徹てつ底てい的にトラブルを避け、静かに、穏おだやかに暮らしていくのが目的のはずだった。なのになぜ、上じよう弦げんと会おうとしているのか。そんなもの放っておけばいい。これ以上向むこうから接せつ触しよくしてくる確かく率りつは少ない。そんなものは無む視しして、またいつもどおりの毎日へと戻っていけばいいのだ。

　立ち止まり、目をつぶる。閉じたまぶたの裏側に、なにかがちらちらと見え隠かくれする。

　炎ほのお。

　吸血鬼である以上、出会うトラブルは星の数ほど存在する。自分でいくら避けたいと思っていても、向こうから勝手にやってくる分は止めることができない。昔の人はいいことを言った。降りかかってくる火ひの粉こは払わねばならない。そして、亮史は降りかかってくる火の粉を払うのに、微み塵じんも躊ちゆう躇ちよするつもりはない。

　思い出す。レレナの血を飲み干ほし、蜘蛛と対たい峙じしたときのこと。ただの化け物になりつつあった彼を、救うために殺したときのこと。

　本当にそうだろうか。

　本当に自分は、そんなたいそうな大たい義ぎのために彼を殺したのだろうか。それはただの隠かくれ蓑みのに過ぎなかったのではないか。圧倒的な力を得て、その力で哀あわれな蜘蛛を引き裂いたとき、身体からだの奥の奥に焼けるような喜びを味わっていたのではないだろうか。

　上弦を探しているのは、そのためなのかもしれない。

　降りかかる火の粉は払いのけると嘯うそぶきながら、しかし自分から燃え盛さかる火を探しているのではないか。トラブルを避けたいと公こう言げんしておいて、その実では敵を探し求めているのではないか。その敵がなんであろうと構いはしない。たとえそれが在ありし日に睦むつみ合ったかつての恋人だとしても、敵である以上嬉き々きとしてぶち殺すに違いなかった。

　なぜなら、お前は、吸血鬼だから。

　闘とう争そうの炎ほのおを歓かん喜きと共に喰くらい尽くす、化け物だから。

　亮りよう史じは胸むな元もとを押さえつけた。苦しみに耐える表情。歯がぎりぎりと鳴り、つかんだ作業着が悲鳴をあげる。それでも亮史は力を緩めない。暴走した思し考こうが意識の下に押さえ込まれるまで、亮史はずっとその場に立ち尽くしていた。




　家に着くまでに、ずいぶん長い時間歩あるいたような気がした。

　その家にレレナがいると思うと、どうしたって足取りが重くなってしまう。亮史自じ身しんはあの『嫌です』発言を怒っているわけではない。それくらい言われても仕方がないと思っている。だが、それでもそんなに嫌われていたのかと思うと、やはり心のどこかがべっこりとへこんだ。なんと声をかければいいのか、まったく思いつかない。それとも放っておくのが正解だろうか。

　門をくぐる。玄関の前に立ったところで、ふと、声が聞こえた。舞まいとレレナが話しているのだろうか──と思うが、吸血鬼の優れた聴ちよう覚かくは、一方の声がまったく聞いたことのないものだと亮史に告げている。首をかしげながら亮史は玄関のドアを開け──

　階段を下りつつあった女性と、目が合った。

「あらお帰りなさい。ずいぶん早かったんですね」

　女性は柔らかく笑って、しかしふと困ったような顔になり、

「やだ、どうしましょ。もっと遅くに帰ってくるって聞いてたから、なんにも用意してないわ。あの、ちょっと待っててくださる？　すぐに作ってしまいますから」

　亮史はドアを開けたままの体勢で硬直していた。誰だこの人は、と思いつつも、やたらと穏おだやかなその表情にそんな突っ込みを入れるのは無ぶ粋すいであるような気がした。しばし考え込み、もっとも適当であると思われる言葉を舌の先に載せようとした矢や先さき、

「ちょっ、ちょっとお母さん！　私が紹介するまで隠かくれててって言ったでしょ!?」

　どたどたと転がり落ちるようにレレナが階段を下りてきた。顔を赤くして、階段の女性と亮史を困りきった顔で見比べた。『お母さん』はそんなレレナに、まったく動じた様よう子すもなくしゃあしゃあと返した。

「別にいいじゃないの。あなたこそ、そんなに騒ぎまわるんじゃありません。夜も夜中だというのに」

「お母さんが勝手なことするからいけないんでしょ！　引っ込んでて！」

「ま！　親に向かってなんですその言い草は」

　亮史はおずおずと言葉を挟はさんだ。

「あの、すいません？」

　二人は弾はじかれたように反応した。我われ先さきにと亮りよう史じに向かってまくしたてる。

「あらごめんなさい、すっかり話し込んじゃって。ま、積もる話はあるんですけれども玄関先さきじゃなんですから、まずは居間に移りましょう」

「だからお母さんは黙っててよ！　私が月つき島しまさんに説明するんだから──あの、ごめんなさい月島さん、ちょっと待っててください」

「レレナ、抜け駆けは良くないわ」

「なによ抜け駆けって！　いいから、お母さんは、向こう行ってなさい！」

「あ、ちょっと、押さないで──」

　今まで見たことがないほどの強ごう引いんさで、レレナはぐいぐいと『お母さん』を押しのけ、ついには居間のドアへと押し込んでしまった。そのドアを背にして亮史のほうを向き、

「……あ、あはは」

　笑った。かなり引きつった笑いで、誰が見ても作っているのが丸わかりだったが、亮史はそれを見て目をぱちくりさせた。作りでも噓うそでも、まさかレレナが笑いかけてくるとは予想だにしていなかった。

　亮史の驚きの表情を見て、レレナはびくっとその身をすくませた。ぼそぼそと、

「あの、月島、さん」

　それきり泣きそうな顔で黙だまってしまった。なんだか亮史がいじめているみたいな構こう図ずである。亮史も無む理りにその顔に笑えみを浮かべ、

「今の人、誰？」

　先ほどの会話でほとんどわかっていたが、あえて亮史はそう質問した。半なかば助け船を出したつもりだった。思ったとおり、レレナは救われたような顔になり、慌あわてて言った。

「私、私の、お母さんです。ローマからはるばる来たらしくて──」

「ああ、そうなんだ。道どう理りでよく似てると思った」

「あ、はい、よく言われます、それ」

　亮史から視線をそらして、レレナは床を見つめた。身体からだの前に組んだ両手をもじもじとひっきりなしに動かしながら、喉のどに小こ骨ぼねが刺さったような調子で言う。

「──ですから、つまり、その──そう、お母さんだけじゃなくてもうひとりいるんですけどその人はガゼットおじさんっていってあたしのおじさん、じゃなくておじさんみたいなものなんですけど、それが、えと──」

　ラチが明あかない。

「そうなんだ、レレナくんの家族が」

「はいっ、あ、でも、ガゼットおじさんは家族じゃなくて、でも家族みたいなものなんですけど──」

　亮りよう史じはなんでもないことのように、あっさりと言った。

「それじゃあ、もしよければだけど、うちに泊まってもらったら？　レレナくんだって家族がいたほうがなにかと心強いだろうし、あの人たちもそのつもりで日本に来たんだろうし。うん、そうしなよ」

　様さま々ざまな感情が、様々にレレナを彩いろどった。

　レレナは顔を伏せる。亮史は「やばい泣く」と思った。この状況で泣かれては、レレナの母親やガゼットおじさんとやらにどういう誤ご解かいをされるかわかったものではない。慌あわてて口を開きかけ、しかしなんと言えばいいのかさっぱりわからず、あれこれと考えた言い訳のどれもが最後の一ひと押しになりそうで、「あーだから」「そのつまり」などと言いつつぶんぶんと手を振りまわしてジェスチャーみたいな真ま似ねをする。

　レレナは、いつまでたっても泣かない。

　レレナが顔を上げる。強い視線に射すくめられて、亮史のジェスチャーが止まった。彼女はその顔に複雑な表情を貼はりつけていたが、しかし、涙は流れていなかった。

　意い外がいにはっきりした声で、レレナは言った。

「ありがとうございます」

　亮史は両手を変な形に固めたまま、ただこくこくと頷うなずく。それを見てレレナはくすっと笑い、亮史に向かってまっすぐ手を伸ばした。ぎくりと身を引く亮史に、レレナは目を伏せ、ぽつぽつと小さな声で言った。

「あの、さっきはあんなこと言っちゃって、ごめんなさい。でも月つき島しまさんだって、今け朝さあんなに笑ったんだし、それに、私を──」

　息を吸って、意を決したようにまっすぐ亮史を見つめ、

「吸血鬼にしました。そのことはまだ──よく、わかりません。自分で許せるのかそうでないか。でも、とにかく、ずっと月島さんとぎすぎすしてるのは、良くないことだと思うんです」

　亮史はやっと手を下ろした。丸くなった目をレレナに向ける。固く強こわ張ばったレレナの表情の裏側に、弱気と不安がせめぎあっているのを、亮史は確かに見た。

「だから、色々ありましたけど、もし──もし月島さんがよければ、私と、その」

　そこでくじけた。口の中で数語を言うが、もちろん亮史には聞こえない。亮史は無む表情のままレレナを見つめている。その無表情にレレナは怯ひるみ、精せい一いつ杯ぱいに伸ばされたその手がわずかに揺らいだ。ついにレレナはうつむき、諦あきらめたような声で、

「……だめでしょうか、やっぱり……」

　肩が落ちる。レレナの手が引っ込もうとする。

　亮史は素早く腕を伸ばし、レレナの手をつかんだ。レレナははっとしたように顔を上げ、まじまじと亮史の目を見つめる。亮史の顔は相変わらずの無表情だが、しかし、その目には優しい光が灯ともっていた。

　握手。

　一瞬虚きよを突かれたような表情をし、それからレレナの顔がほころんだ。十五歳さいの少女に相応ふさわしい、屈くつ託たくのない無む邪じや気きな笑顔だった。レレナは亮りよう史じの手を両手で包み込み、痛いほど強く握り締めながら、その腕を上下に振った。
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「──帰る？」

　正しよう気きを疑っているような声だった。振り向いたクイナの顔は、先ほど泣き疲れて寝てしまったときとはまったく違う、腕うで利ききの狩人かりゆうどとしての表情が映っていた。思わずシギは目をそらす。クイナはそれを見逃さなかった。

「帰るってどういうこと？　まだここに来てから一週間も経たってないってのに」

　詰きつ問もんに近い調子のその声に、シギはベッドに座り込んだまま、ぼそぼそと答える。

「私たちが来てからはそれくらいだろうけど、あの亡もう者じやが死体を出してから、もう三週間も経つのよ？　でもそのあいだに、別の死体は出ていない」

「……それだけ？　それだけで姉さんは、もう亡者がここにいないって思うの？」

　クイナは不満げに腕を組んだ。

「納得いかないな。そりゃあ確かにそういうこともあるんだろうけどさ、でも、それにしたってもう少し調べてから結論を出しましょうよ。死体は出てなくても、それは亡者が隠かくしてるからなのかもしれないし」

「…………」

　シギは黙り込んだ。その沈ちん黙もくに決まりが悪くなったクイナは、ぱっと両手を広げ、明るく作った声で言った。

「ま、あたしもそう思いたいけどね。でも真さな田だに報告しなくちゃいけないし、それに亡者を野の放ばなしにしておくわけにもいかない。せめてあと一週間はここにいようよ。姉さんだって、これ以上あの化け物の犠ぎ牲せい者が出るのは防ぎたいでしょ？」

「……うん」

　気弱な声。クイナは苦にが笑わらいを浮かべて、シギと相対してベッドに座った。あぐらに猫ねこ背ぜ。ぴんと背せ筋すじを張ったシギの正せい座ざと並んでみると、余よ計けいにだらしなく見える。

「──どうしたの？　外でなにかあったの？」

　シギの肩が震える。

「……べ、別に、なにも」

　背中をますます丸くして、シギの顔を下から見上げる。シギはつつつと顔を動かして、クイナの視線に真正面から捉とらえられるのを避けた。

「なにがあったの？」

「だから、なにも」

「噓うそ」

　シギは目だけでちらとクイナを見て、

「ほんとよ」

「姉さんの噓、すぐにわかるんだから。ね、なにがあったの？　どうしていきなり帰ろうなんて言い出すの？」

「…………」

　クイナはなおも執しつ拗ように、シギの顔を横から覗のぞこうとする。身体からだのバランスが傾き、ついにはあぐらをかいたままベッドの上に倒れ込む形になった。それでもシギは頑がん固こに顔を背そむけつづけ、とうとうクイナに背を向けてしまった。呆あきれた表情でクイナは起き上がり、小さく縮こまる姉の後こう頭とう部ぶを見る。なにか言おうと口を開け、やっぱりやめて口を閉じる。閉じた唇がわずかに尖とがった。

　不ふ意いにシギが言った。

「どうもでいいじゃないの」

「──え？」

　後頭部が上を向く。相変わらず背中を見せたまま、シギはホテルの壁に向かって、静かな、しかし強い声で、

「亡もう者じやのことなんて。少なくとも私は、どうでもいい。そのために私たちが危険な目に遭あうなんて、馬鹿らしいことだと思わない？」

　今度はクイナが黙る番だった。

「あなただってわかってるでしょ？　私は亡者も従じゆう者しやも主人も、組織のことだって、ほとんど興味ない。私が気にかけているのは──」

　振り向いた。その目にはクイナを責めるような色が浮かんでいる。あぐらをかいたまま、クイナはしゅんとうなだれて、上うわ目め遣づかいにシギを見た。

「──あなたのことよ。あなたと一緒に、静かに暮らしていくことだけが私の望みなのに。どうしてあなたは、そんなに──」

　その先は言葉にならず、シギも目を伏せてしまった。気まずい沈ちん黙もく。先ほどとは打って変わった態度で、クイナはシギの顔を直視することすらできなくなる。

　やがてシギが立ち上がった。ベッドがたわみ、クイナがあぐらのバランスを崩してベッドの上に手をついた。それに対して目も向けず、ただ背中だけを向けて、シギは固い声で言った。

「あと二、三日したら、帰りましょう。真さな田だには私から言うわ。それでいいわね？」

　親に叱しかられた子供の顔で、クイナは小さく「はい」と言う。




　これでいいんだ、とシギは心の中でつぶやいた。

　亡もう者じやの死が確認された今、この町にいる理由はなにもない。さらに『主人』がいるとわかった以上、一いつ刻こくも早く退たい散さんしなくてはいけない。クイナとあの月つき島しま亮りよう史じが会うことだけは、絶対に防がねばならなかった。クイナの『主人』への憎ぞう悪おは、自分などが止められるほど生なま半はん可かなものではない。

　早くこの町から出るべきだ。

　自分と妹の、静かな生活のためにも。

　クイナの視線を背中に感じながら、シギは両手で顔を覆おおった。

　──私は、噓うそをついている。

　月島亮史という名のあの『主人』の顔を忘れることができない。どうしても『あの人』の顔とだぶってしまう。無む理りもない、とシギの中の冷静な部分が声をあげる。何十年となく想いつづけてきた『あの人』にあれだけ似ている、しかも『主人』の吸血鬼が現れたのだ。忘れられるはずがない。

　でも、あの人は、『あの人』ではない。

　どんなに姿すがた形かたちが似ていようと、中なか身みはまるで違うのだ。なにもかもが違う。あの工事現げん場ばで人間に殴なぐられた月島亮史の姿を見たときに、シギはそのことがわかった。

　それゆえにこそ、シギは苦しんでいる。人は過去を忘れられるから生きていける、そう言ったのは誰だっただろう。至し言げんだと思う。何十年となく想いつづけて、それでも苦痛しかもたらさないその思い出を、永遠に続く生の中でいつしか心の奥おく底そこに封じ込めていた。

　そしてその封ふう印いんは、『あの人』の面おも影かげを映す吸血鬼、その姿形だけによってあっさりと解かれてしまった。恐らくきっかけはなんでも良かったのだろう。心の底では思い出したがっていたのかもしれない。堰せきを切って溢あふれ出した記憶の奔ほん流りゆうは、そのすべてが刃やいばとなってシギの心を切り刻み、ひとつの強烈な思いへと彫り上げていった。

　会いたい。

　もう一度、町を出る前に、『あの人』の顔を持つ彼に、会いたい。『あの人』ではないとわかっていても、その感情を止めることはできなかった。

　それは、『あの人』が死んでから心凍こおらせていたシギが初めて感じる、慕ぼ情じようだった。




　　　　◆




　なんだかむずむずする。恥ずかしいようなくすぐったいような、そんな感覚にレレナは顔をしかめた。フロアランプの薄ぼんやりとした明かりの中で、マリが興きよう味み津しん々しんの体ていで部屋中を嗅かぎまわっている。借り物とはいえ自分の部屋を色々探りまわられるのは、あまり楽しいことではない。それが母親であるならばなおさらだった。

　あのあとレレナは亮りよう史じと共に、マリとガゼットに対してざっとした経過を説明した。吸血鬼云うん々ぬんを口にするかどうかはまだ迷っていたレレナであるが、その辺はすべて亮史がごまかしてしまった。彼には明らかにする気はないらしい。安心と不安を同量に感じつつ、レレナは二人に説明する亮史の姿に目を丸くしていた。

　よくもまあ、これだけ舌が回るものだと思った。自分や舞まいに対してはそんなに口くち上じよう手ずではないくせに、相手が見知らぬ他人となると別人のように噓うそがぽんぽん飛び出てきた。時とき折おりマリに「そうなの？」と確認を求められるレレナのほうが、逆に慌あわててしまったくらいだ。

「ねえ、レレナ」

　その声に物もの思おもいから引き戻される。はっとして顔を上げると、マリがベッドの上に腰掛けて手招きをしていた。レレナは精せい一いつ杯ぱい作った不ふ機き嫌げんな顔で、

「もう、あんまりうろちょろしないでよ。みっともない」

　そう言いながらも、レレナはベッドに近づいていった。マリは嬉うれしそうな顔をして、ぐるりと部屋の中に視線を巡らせた。

「それにしても、広い部屋ねえ」

「そうね」

　マリの横、に座ろうとしてやっぱりやめ、やや距離を置いて座る。今晩のマリの寝ね床どこはレレナと同じこのベッドということにすでに決定している。母親と一緒に寝るということがなんだか恥ずかしくはあったものの、それを表に出して反対はしなかった。この家には他にベッドなどないし、それにこのベッドにはレレナとマリが大だいの字じになって眠れるくらいの幅があったからだ。

　ちなみにガゼットの寝床は居間のソファ。

　亮史は舞にきつく注意していたが、あのときの舞の顔を見た限りでは、無む駄だだと思う。

　マリは立ち上がり、

「あの月つき島しまさんって人、優しそうねえ」

「うん──」

　ちらりと横よこ目めでマリを見る。マリはにこにこしながら、レレナとの距離を狭せばめた。

「な、なに？」

「レレナこそ、なにそんな遠くに座ってんのよ。もうちょっとこっち来なさい」

「……やだ」

「なんで」

「なんでもっ」

「あ、こら、ちょっと！」

　ごろりとベッドの上に寝ね転ころがり、そのままの勢いで反対側へと転がり落ちる。マリも同じようにしてレレナを追いかけてきた。「待ちなさい！」と口では言いながら、マリのその顔に浮かぶのは嬉うれしくて楽しくて仕方がないという表情。きゃあきゃあ叫んで部屋の中を逃げ回るレレナも、同じようなにやけた顔になっていた。しばしのあいだ、どたばたと二人して駆けずり回っていたが、ついにレレナはマリに抱きつかれてしまった。そのままレレナの華きや奢しやな身体からだが持ち上がる。マリは女性にしては背が高く、それ相そう応おうの力も持っている。が、

「ほら捕まえた──って、わっ」

「やあー、離してえー」

　持ち上げられながらもばたばたと足をばたつかせるレレナを支えきれずに、マリはふらふらと後ろに数歩よろめいた。ベッドの端につまずいて、二人してシーツの上に倒れ込む。どうしようもないおかしさがこみ上げてきて、レレナはベッドの肌はだ触ざわりを頰ほおに感じながらくすくすと笑った。見ればマリも肩を震わせている。レレナはだらしなく緩む顔を上げ、

「──お母さん？」

　埋めたベッドの奥から、嗚お咽えつが聞こえる。マリの手はまだレレナの腰に回ったままだった。一いつ転てんして心配そうな顔になったレレナは、強く抱きしめるマリの腕にそっと触れた。それに反応したかのようにマリは顔を上げ、

「……レレナ、レレナぁ」

　ベッドから離したその顔には、涙が幾いく条じようも流れていた。衝しよう撃げきに近い驚きを感じる。気き丈じような母の涙を見るのは、初めてだった。

　マリはレレナの顔を直視して、耐え切れなくなったようにわっと泣き出した。抱えたままのレレナの腰に顔を押しつけ、絞しぼり上げるような声で、

「よかった、よかったよぉ──無事で、レレナが、レレナが無事で、本当に、本当によかったよぉ。ああ神様──神様、感謝します。あなたのおかげです、レレナが、レレナが無事に帰ってきました。ありがとう、ありがとうございます──レレナぁ、レレナ、あたしのレレナ──」

　その声は、腰を通して、腹の奥に響ひびいた。

　目を細める。遠えん慮りよがちに手を上げて、優しく、ぎこちない手つきで、レレナは母の黒くろ髪かみをゆっくりと撫なでた。

　突然マリがまた顔を上げた。怒ど声せいを張り上げる。

「なんなのよあなたは！　そんな澄ました顔して、あたしたちがどれだけ心配したと思ってるの!?　なに考えてんの少しはあたしたちの気持ちも考えなさいよなんでいつまで経たっても帰ってこないのよ!!」

　感情の昂たかぶるままに、マリはその手を上げた。びくっと身をすくませて、レレナは反射的に目を閉じる。が、しばらくしてもどこにも痛みは感じない。恐る恐る目を開けたちょうどそのとき、マリの手が弱々しく、レレナの頰ほおをぺちっと叩たたいた。

　あとはただ子供のように泣き声を上げるマリの頭を、レレナはきゅっと抱いた。涙の気配が目の奥に漂う。吸血鬼になってしまったことの不安とそれを隠かくしていることの後ろめたさと、そしてなによりも母をこんなに嘆なげかせるまで心配させてしまったという罪ざい悪あく感かんがレレナを襲おそう。泣き出してしまえと声がする。その誘ゆう惑わくに負けそうになる。

　でも、だめだ。

　私は、泣いてはいけないのだ。




　少し落ち着いてからも、マリはレレナから離れようとしなかった。腰に回した手もそのまま、まるでそうしていないと、またレレナがどこかに行ってしまうのではないかと恐怖しているかのように。

　レレナも、それが嫌ではなかった。

[image: ]

　ぐじゅっという音を立てて、マリがレレナの腰から顔をずらした。見上げるその顔に恨うらめしげな色。

「なによ、ひとりで落ち着いちゃって」

「──うん」

「うんじゃないわよ。お母さんひとりでわあわあ泣いて、恥ずかしいじゃない」

「──うん」

　マリはむっとして、

「かわいくないわね。貰もらい泣きくらいしたらどうなの？」

　レレナはいたずらっぽくぴっと舌を出して、

「やだ」

「…………ふんだ」

　ようやくマリはレレナから手を離した。腰まわりに開放感と寂しさを感じながら、レレナはベッドから降り、壁かべ際ぎわに置いてあるタンスまで歩いていく。マリの視線を背中に感じた。レレナはタンスの上のティッシュの箱を取ると、またベッドに戻り、母に向かって何枚か差し出した。

「はい」

「…………」

　礼も言わずにマリはそれを受け取る。鼻をかんで目元の涙を拭ふき取ったあと、マリはティッシュの箱を持ったまま立つ娘を不ふ思し議ぎそうに見て、言った。

「ねえレレナ、あなた、少し背伸びた？」




　　　　◆




　舞まいは首を引っ込めた。

　その顔に、イタズラをしにきたときの明るさはすでにない。

　暗くら闇やみの中に丸くなって浮かびながら、舞はじっと考え事をする。




　夜が更ふけていく。
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　春の夜は夢の如ごとし。

　夜が明けると、昨日きのうの出来事がおぼろげに感じられた。寝ね起おきだからかもしれない。マリは目をつぶったまま、まどろみの中でその隣となりにいるはずの温ぬくもりを手で探った。

　どこにもいない。

　跳ね起きる。途と端たんに恐怖が一面にマリの心を覆おおう。上半身を起こし、ベッドの上で四つん這ばいになって激しくあたりを見まわした。が、どこにもレレナの姿はない。一種の恐きよう慌こう状態にマリは陥おちいりかけ──

　階下から聞こえる、とんとんとんという規則正しい音を耳にする。

　黒い前まえ髪がみがぱらりと顔にかかる。それを払いのけようともせず、壮そう絶ぜつとも言える表情でマリはその音に聞き入った。と、ふと気がついたように再び視線を周囲に巡らせ、組み立て式の机つくえの上に、わざわざローマから持ってきたレレナのパジャマが畳たたんで置いてあるのを発見した。

　マリはどしゃっとベッドの上に崩れ落ちた。顔を横に向け、深い深い、子を持った母親にしかできないであろうため息をつく。




　自分も着替えて階下に降りた。目がしょぼしょぼする。冷たい水で顔を洗って一発気き合あいを入れたいところであるが、残念なことにそれはできない。月つき島しま宅にはお風ふ呂ろはおろか洗面所もないのだ。かろうじてトイレはあるが、とんでもない家だとマリは思う。

　主人の月つき島しま亮りよう史じが言うには、少し行ったところに銭せん湯とうがあるから、もし入りたいのであればそちらを利用して欲しい、とのことだ。が、マリもガゼットも長なが旅たびの果てのすったもんだで疲れきっており、結局昨日きのうはそのまま休んでしまった。マリはなんだか自分の身体からだの匂においが気になって、襟えりを引っ張ってその中をすんすんと嗅かいだ。少し汗あせ臭くさい。あとで朝あさ風ぶ呂ろに行こうと決める。

　居間のドアをそっと開ける。相変わらず薄うす暗ぐらい居間の、三人掛けのソファの上に死体があった。一瞬びくっとするが、すぐにそれがガゼットであるとわかり、反動で腹はらが立ってくる。が、泥のようなと表現するのがぴったりの格好で寝ているガゼットを見るうちに、感謝の気持ちが湧わいてきた。昨日のあれはともかくとして、よくここまで付き合ってくれたものだと思う。起きているときには絶対にしないことだが、マリはガゼットに小さく頭を下げた。長旅、どうもお疲れ様。

　居間と一ひと続つづきになっているキッチンへと足を運ぶ。物もの陰かげにそっと身を潜ひそめて、こっそりレレナの姿を覗のぞき見た。

　レレナがエプロン姿で規則正しく包ほう丁ちようを鳴らしていた。マリの顔がひとりでに緩んでくる。マリは親おや馬鹿である。自分でもわかっているので別に気にしない。ただ、親馬鹿でない親などこの世にいるものか、と思っている。エプロンをつけたレレナの後ろ姿は親の目に見てもかわいらしく、湧き上がるイタズラ心のそのままにマリは足音を忍ばせてレレナの後ろに立った。耳みみ元もとで、

「れーれな」

　タイミングが悪かった。ちょうど包丁を落とそうとしているときだった。

「あっつ──」

　驚きのためわずかにそれた切きっ先さきが指の腹を裂さき、赤い色がこぼれた。思わずレレナはその指を口に含む。一気にマリの顔が青ざめ、奪い取るようにレレナの手を取って、

「ご、ごめんなさい！　ちょっと見せて──」

　が、どこもなんともなっていなかった。小さく白い、綺き麗れいな手だ。マリは首をかしげる。確かに血が出たと思ったんだけど──

　レレナは手を引っ込めた。その顔に親しげな笑えみを浮かべ、

「おはよ」

「あ、うん、おはよう」

　昨日のことが一気に思い出された。はしたなくも娘の前で、わんわん声をあげて泣いてしまった。自分では冷静を装っていたつもりだったが、なんら変わることのないレレナの笑顔を見て、心のどこかが緩んでしまったのだろう。今になっていきなりそのことが恥ずかしくなり、マリはレレナから数歩下がって距離をとった。それを見てレレナはえへへと笑い、しかしなにも言わずにまた料理へと戻っていく。こういうところも素直でかわいいと親馬鹿のマリは思う。

「珍しいね、お母さんがこんな早くに起きるなんて」

「……ん、まあ、そうかな。ていうか今いま何時？」

「五時半くらい、かな？」

　げ、とマリは思った。いつもならまだ夢を見ている時間だ。しかし娘のレレナが朝あさ餉げの支度したくをしているというのに、母親のマリがもう一度ベッドに潜もぐり込むというのもおかしな話である。マリは遠えん慮りよがちにレレナの手元を覗のぞき込み、

「ねえ、なにか手伝う？」

「ん？　──んー、別にいいや」

「……あ、そ」

　レレナの料理の腕はマリのそれをはるかに凌りよう駕がしている。最初にレレナに料理を教えたのは確かにマリであるのだが、一体いつ追い越されたのか、いくら首をひねってもわからない。もともとレレナにはそういう才能があり、マリにはなかったというだけの話なのだろうが、鮮やかな娘の手つきを見てるとなんだか劣れつ等とう感かんが芽め生ばえてきた。

　キッチンの壁に背を預けて、顎あごに手を当て、マリは考える。

　どうにもレレナはなにかが変わったように見える。その原因がなんであるのか──は、あまり考えたくはないが、大だい体たい予想はついた。

「……月つき島しま、亮りよう史じ」

　ぽそりと言ったマリの声に、レレナは手を休めずに、

「え、なに？」

　細かく刻んだネギを、ことことと音を立てつつある鍋なべの中に放り込み、

「なにか言った？」

「ううん、なんでもない。──お味み噌そ汁しる、作ってるんだ」

　レレナは包ほう丁ちようを置いて、電子レンジの具合を確かめながら、明るく笑い、

「そうよ。お母さんが私に教えてくれた、最初の料理」

　よし、と頷うなずいてまた鍋の前に戻り、覗き込むこと数秒、新たなネギを取り出し、

「人数が増えたから加か減げんがわかんないや。お母さん、ちょっと見てくれる？」

　再びとんとんがキッチン内に響ひびき、

「ねえ、レレナ」

　笑い、

「さっきからなんなの？　変なお母さん」

「あたしたちね、帰りの航空券、三枚持ってきたんだ」

　止まった。

　マリは余よ計けいなことはなにも言わなかった。ただ自分の願いだけを口にした。

「帰りましょう、ローマへ。あたしたちの家へ」

　レレナの背中はなにも物語らない。包ほう丁ちようを固く握り締め、ぴくりとも動かなくなった娘に、マリはなおも言葉をつなげた。

「みんな心配してるのよ。カルロ──お父さんだって、仕事が手につかないほどあなたのことを気にかけてるんだから。ガゼットもそう。わざわざ大だい司教の仕事を放り投げて、あなたを迎えに来たの。ね？　帰りましょ」

　鍋なべのことことがぐらぐらに変わる。レレナは少し頭を動かしてそれを見、のろのろとした動作で火を止めた。うつむき、

「──ごめん」

　腕を解く。きつい目でうなだれるレレナの頭を見ながら、刺とげの混じった声でマリはいきなり言った。

「あの男ね」

　レレナの肩が、ぴくりと動いた。

「あの月つき島しま亮りよう史じって男でしょ？　あいつのせいで、帰ってこれないんでしょ？」

　その顔に驚きと図ず星ぼしの表情を浮かべて、レレナは振り向いた。マリは不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。やっぱりそうか、と投げやりに思う。マリの知る限り、レレナが誰かに恋したことは今まで一度もない。もう十五歳さいになるというのにずいぶん奥おく手てなことだとガゼットなどは笑っていたが、マリにしてみれば笑いごとではなかった。そういう娘だからこそ危ないのだ。免めん疫えきがないだけに、一度はまり込んでしまうとなかなか抜け出すことができない。

　マリはレレナに近づき、その両りよう肩かたを強くつかんだ。

「考え直しなさい！　あなたはまだ十五歳なのよ？　いくらなんでも早すぎるわ。せめて成せい人じんしてからになさい」

　レレナの驚きが疑問に変わった。

「──は？」

「そりゃあね、あなたの気持ちはよくわかるわよ。あたしだって同じような成り行きでお父さんと結ばれたんだから。でも──でもね、そのときだってあたしは、ちゃんと両親に相談して、その上で決めたの。だから、レレナも一度ローマに帰って、そこでお父さんに説明してからにしなさい。そしたらあたしも文もん句く言わないから」

「あの、お母さん？」

　訝いぶかしげなレレナの声もすでにマリには聞こえていない。マリは首を振り、不ふ憫びんそうな目でレレナをじっと見つめた。その頭の中では、せっかく捕まえたというのにまた逃げられてたまるもんですかという思し考こうが生まれている。ここまで来たんだから、首に縄なわつけてでも連れ帰ってやる。

「ね？　お願いだから、一緒に帰りましょ？　あなたが彼のことを好きなのはわかるわ。よーくわかる。けど、急ぎすぎはよくない。いったん帰って、それから冷静になって考えなさい」

　レレナの顔が爆発的に赤くなる。

「ちょ、な、す、好きって──」

「レレナ！　あたしはあなたのためを思って言ってるのよ！」

「やめてよ！　月つき島しまさんはそんなんじゃないんだから！」

「ごまかさないで！　あたしを騙だまそうったってそうはいきませんからね──」

　レレナがさらに反論を重ねようとしたところで、玄関のほうから階段の軋きしむ音が聞こえてきた。マリは舌した打うちをして、敵てき意いのこもった瞳で階段の方向、正確に言えばそこを降りつつあるひとりの男をにらみつける。レレナを振り返り、

「とにかく、あなたが帰ってこない限り、あたしはあなたたちの関係を許す気はないから。そのつもりで、よおっく考えておきなさい」

「か、関──」

　真っ赤になって頭から湯ゆ気げを出すレレナに背を向けて、のしのしと歩き出す。マリがキッチンから出たところでちょうど居間のドアが開き、向こうから問題の男が顔を出した。亮りよう史じはマリを見て「あ、おはようございます」と頭を下げる。マリは険けん悪あくな目つきで亮史をじろりと一いち瞥べつし、

「──どうも」

　こんな男のどこがいいんだろう、とマリは思った。見るからに不健康そうななまっちろいモヤシ男ではないか。そりゃあ確かに優しそうだが、それ以外に取とり柄えはなにもないように思える。こんな奴やつにレレナを幸せにできるものか。

　マリは亮史の身体からだを押しのけるようにして居間から出て行った。鼻はな息いきも荒く階段を上りながら、すっかり姑しゆうとめの気分になったマリの中に変な意地が生まれてくる。レレナの相手に対して必要以上の悪意を抱いてしまう。あの男が自分からレレナを奪うような気がしてくる。ある意味で、マリは亮史に嫉しつ妬としていた。

　結局、免めん疫えきがないのは、マリとて同じことなのだった。




　　　　◆




　変なところで寝たせいか身体からだが固い。ガゼットは不ふ機き嫌げんな表情でソファから起き上がり、こきこきと首回りを念ねん入いりに動かした。立ち上がり、屈くつ伸しんをし、背中を伸ばし、大きくあくびをして、それからため息をつく。ソファにどっかりと座り込んで、部下の修しゆう道どう士しに見せてやりたいほど情なさけない表情を浮かべた。

　朝食の記憶が蘇よみがえる。ガゼットとマリとレレナと、そしてあの月島亮史とか言う若わか造ぞうの四人で囲った今け朝さの食卓は、彼の三十五年の人生の中でも最悪の部ぶ類るいに入る一幕だった。なぜだかマリの機嫌が非常に悪く、そのしわ寄せがすべてガゼットにきたのである。昨日きのうの醜しゆう態たいをねちねちと蒸むし返され、ガゼットはレレナの作った和わ風ふう朝食もほとんど喉のどを通らないほどに責めぬかれた。

　無む論ろんガゼットとて、伊だ達てにバチカンで大だい司教を張っているわけではない。他の人間が相手だったら、言われっぱなしということはありえなかったのだろう。が、しかし、ガゼットはこのツォルドルフの母子おやこにだけはからきし弱かった。マリにもレレナにも、どうしても逆さからえないのである。心こころ優やさしく礼れい儀ぎ正しいレレナがガゼットに向かって食ってかかることはまずないのだが、マリが相手となるともうだめだった。ほとんどなにも言い返せぬまま、ガゼットは逃げるように朝食の席をあとにしたのだった。

　天井を仰ぎ見る。わずか十年と少しのあいだで教会の第三位にまで登りつめた男は、そのバイタリティーを微み塵じんも感じさせない弱々しい吐と息いきを漏らした。

　なによりも、とガゼットは思う。昨日きのうのレレナの『かっこわるい』が効いている。情なさけない話ではあるが、あの言葉には自分でも驚くほど傷ついてしまった。レレナとは彼女が赤あかん坊ぼうの頃からの付き合いである。早そう婚こんした親友の娘を、ガゼットはそれこそ目の中に入れても痛くないほどかわいがってきたし、レレナもガゼットのことを尊そん敬けいのまなざしで見てくれていた。彼女が小学校に入ったばかりの頃に「大きくなったらガゼットおじさんのお嫁よめさんになる」と言われたときは、正直、胸がじんと熱くなった。別にガゼットにロリコンの気があるわけではない。娘に慕したわれる父親の喜びの、その一いつ端たんを味わうことができただけの話だ。

　その自分が『かっこわるい』。

　がっくりと肩を落とす。豊富なガゼットの女性遍へん歴れきの中でも、あの言葉は最強の痛つう打だだった。しばらくそのままの姿勢で落ち込んだあと、ガゼットはどんよりとした視線を上げ、

「あの、ガゼット──おじさん」

　凍りつく。

「ちょっと、お話、よろしいですか？」

　ガゼットはただ、こくこくと頷うなずくことしかできない。レレナは一人掛がけのソファの前まで行き、座ろうとして、そこに黒猫が陣じん取どっていることを発見する。嫌な予感。レレナは少し首をかしげて何事か考えたあと、テーブルを回り込んでガゼットの隣となりにちょこんと座った。緊きん張ちよう感がガゼットの全身を貫つらぬく。

　レレナは探るようにガゼットの顔を覗のぞき込んだ。ガゼットは不自然なほどかしこまって、背せ筋すじをぴんと伸ばしている。そのうちにレレナが「あっ」という顔をし、ガゼットのほうに向き直ってぺこりと頭を下げた。

「あの、おじさん、昨日はごめんなさい。その──あんなこと言っちゃって」

　ガゼットはレレナに気づかれないように、自じ嘲ちよう気味の笑えみを浮かべた。レレナにそう謝られたからといって、それでガゼットの気が晴れるわけではない。すでにそういう問題ではないのである。有あり体ていに言えば男としての面子めんつの問題だった。もっともそう説明したところで、レレナには絶対にわからないだろう。

　ガゼットは重おも々おもしく言う。

「──それで？」

　ガゼットの視界の端はしでレレナが小さく頷うなずいた。ガゼットは心の中で身み構がまえる。一体なにを言われるのか、昨日きのうの幽ゆう霊れい騒ぎのことか、マリの不ふ機き嫌げんの原因についてか、それとももっと踏み込んで、レレナが帰ってこれないその理由なのか、

「あの、クルセイダルのことなんですけど」

　そうきたか。

「もう大だい体たいわかってるような気がするんですけど、あの、あれって、おじさんの──噓うそ、なんですよね？」

　選んだ言葉の合間に、かすかな刺とげを感じた。うかつだった。三週間前についた噓のことなど、ガゼットはまったく覚えていなかった。まあ当然といえば当然のことである。自分のついた噓をすべて覚えていろなどと言われたら、一カ月で脳の容量を使い果たしてしまう。ガゼットは目を細めてしばらく虚こ空くうを見つめ、やがてぽつりと、

「……すまん」

　隣となりに敵てき意いが巻き起こった。

「いや違うんだ、聞いてくれレレナ、あれはな、つまりその」

「──もういいです」

　弁べん解かいにもなりきらないようなガゼットの言葉に、レレナは冷たく言い放った。そのまま去っていってしまうものとばかり思っていたのに、どうしたことかレレナが立ち上がる気配はない。ガゼットは恐る恐るレレナの横よこ顔がおを盗み見る。

「そのことは、もう許します。ガゼットおじさんの噓つきは今に始まったことじゃないし。そのことを言いにきたんじゃないんです」

　そう言うその顔には、しかし「全然許ゆるしていません」と書いてあった。鼻で息を吐きながら、ガゼットは気まずい表情で言った。

「じゃあ、他に、なにかあるのか」

「…………」

「──どうした」

「…………」

　レレナはなにも言わない。ただ膝ひざの上で、その小さな両手を石のように握り締めている。言いにくいことなのか、とガゼットは思い、久しぶりに彼らしい頭の速さで状況を分ぶん析せきした。これほどまでにレレナを悩ませることなどひとつしかない、つまり、

「なあ、なんでローマに帰ってこないんだ？」

　あのツキシマとやらは「レレナさんは日本に大きな興味を持ったらしく」そのためにローマへ帰る予定を延期して云うん々ぬんとほざいていたが、ふざけるんじゃない、とガゼットは思った。レレナに限ってそんなことがあるはずがない。確実だ。断言できる。よしんば本当に日本が気に入ったのだとしても、すでに春休みは終わっているのだ。好きなことをやりつづけるために学校を休むほど、彼女はくだけた人間ではない。

　レレナは目を伏せた。その顔に浮かぶ苦く悩のうの色が、さらに濃くなる。ガゼットは心の中で舌した打うちをした。不用意すぎた、もう少しソフトな言い方をすべきだったという思し考こう、すぐさまガゼットはふざけた感じの笑えみをその顔に貼はりつけて、できるだけ軽い口調で言った。

「あのツキシマって男がそんなに気に入ったのか？」

　ガゼットとしては、ただの冗じよう談だんのつもりだった。そうやってレレナを茶ちや化かすことで、少しでも彼女の気を軽くするつもりだったのだ。

　だがレレナは、その言葉に対して、絞しぼり出すように叫んだ。

「違いますっ!!」

　ガゼットの顔から笑いが消える。レレナは泣き出しそうな表情でじっとうつむき、震える息を吐く。揃そろえた拳こぶしに視線を落としながら、ぼそぼそと、

「──違うんです。そんなんじゃ、ありません」

　ガゼットは前を向いた。ソファの背もたれに身体からだを預け、斜め上を見つめながら考えること数秒、いきなり立ち上がってレレナの前にしゃがみ込む。驚いて顔を上げたレレナの目を真正面から見み据すえて、その大きな手でレレナの拳こぶしを包み込んだ。

「言ってみろ」

　いっそ無む感情とさえ言える声で、ガゼットはそう語りかけた。が、それでもレレナは怖気おじけづき、再び顔を下に向けてしまう。ガゼットはそれを見てふっと笑い、

「そうか、言えないか」

　包んだレレナの手がぴくっと震えた。このまま見み捨すてられると思ったのかもしれない。そんなことあるわけがないというのに、昔からこの娘は悪いほうへ悪いほうへと想像を膨ふくらませるクセがあった。ガゼットの目がふと優しく和なごむ。うつむいたレレナの額ひたいのあたりを見つめながら、小さな声で囁ささやいた。

「それじゃあ、俺が聞こう。俺の言うことに答えるんだ。口に出さなくていい。イエスかノーかで答えろ。イエスなら首を縦たてに、ノーなら横に振れ。いいな？」

　レレナは目だけでガゼットを見上げた。それからまた視線を拳に戻し、ともすれば見逃してしまいそうなほど小さく首を縦に動かした。ガゼットは、よし、と頷うなずき、

「ローマに帰りたくないのか？」

　レレナは首が引っこ抜けるんじゃないかと思うくらいぶんぶんと横に振った。顔を上げ、凶きよう悪あくな目つきでガゼットをにらみつける。そんなに怒るなよ、念ねんのために聞いてみただけだ──そう思いながら、ガゼットは質問を続ける。

「じゃあ、帰りたくないんじゃなくて、帰れないだけなんだな？」

　唇を尖とがらせ、挑ちよう戦せん的にガゼットを見つめながら、レレナは鼻はな息いきを荒くして頷うなずく。ガゼットは唇の端はしを持ち上げ、次なる質問をぶつけた。

「なぜ帰れないのか、その理由を言うことはできない？」

　レレナの目に動どう揺ようが浮かんだ。

　うつむく。ガゼットの手の中で、さらに固くレレナの拳こぶしが握り締められた。レレナの首は動かない。彼女の額ひたいから、何事かをぐるぐると考えている気配が伝わってくる。考えに考えに考えて、それでも答えを出せないレレナに、ガゼットは言った。

「俺を信用してくれないか、レレナ」

　レレナは顔を上げる。驚いた表情、レレナは口を開きかけ、その前にガゼットの片手が人差し指を立てて彼女の唇の前に触れた。

「口には出さなくていい。イエスかノーかで答えてくれればそれでいい。イエスかノーかで答えられない質問は、俺は絶対にしない」

　ガゼットはその言葉がレレナに染しみ渡るのを、じっと待った。やがてレレナは、夢から覚めたような理解の色を示した。それを確認してから、ガゼットはもう一度、先ほどの質問を繰り返した。

「では、改めて聞くぞ。お前はローマには帰れない、帰りたくないのではなく帰れない。それにはなにか理由があるのだが、その理由を俺たちに言うことはできない──いや」

　いったん言葉を区切り、ガゼットは静かな口調で続けた。

「その理由を言いたくても、言うことができない。そうだな？」

　レレナは、大きく、はっきりと首を縦たてに振った。

　それだけで充じゆう分ぶんだった。ガゼットの肩から力が抜ける。ガゼットはレレナの手から両手を離し、小さく上にあげた。『お手上げ』の格好にも少し似ているそのポーズで、

「これで俺の質問は終わり──と、そうだ、最後にひとつ」

　小さく笑い、

「あのツキシマとかいう男、悪い奴やつか？」

　面めん食くらったような表情で少し考えたあと、レレナは首を左右に振る。それを見てガゼットは、ふん、と鼻を鳴らした。なんだか面白くない。ガゼットは立ち上がって大きく伸びをしてから、腕時計を見た。十二時三十分。レレナがガゼットを見上げて、気弱な声で、

「あの、おじさん──」

「ああ、もうこんな時間だ」

　遮さえぎって、左腕に巻かれた時計をレレナに示す。彼女は視線をガゼットから時計に移し、頭を横にして逆さかさになった文字盤ばんを見た。ガゼットは、ふ、と笑い、

「朝ろくに食わなかったから腹はら減へっちまった。昼飯食くいに行こう」

　しきりに困こん惑わくするレレナに向かって、ガゼットは手を差し伸べる。しばし迷ったあと、レレナはその手を取った。彼女をソファから立ち上がらせながら、ガゼットはあっけらかんとして言った。

「──ま、しょうがないよな、言えないんなら」

　見上げたレレナの頭にもう片方の手を載せ、その茶色の髪をくしゃくしゃにする。

「言えるようになるまで、気き長ながに待つとするよ」

　レレナの顔に驚きが走った。やがてその驚きは、輝くような笑顔へと変わった。ガゼットの手を握り返しながら、抱きつくようにして腕を絡からめる。レレナの全ぜん体重を片かた腕うでにかけられたガゼットはかすかにふらつき、そんな彼の耳元で、レレナは心からの尊そん敬けいを込めて言った。

「──おじさん、大好きです」




　　　　◆




　いきなり目が覚めた。まだ眠り足りないと頭が声をあげるが、覚めてしまったものは仕方がない。狭せま苦くるしい棺かん桶おけの中で手を動かして、目の前に時計を持ってくる。午後三時四十二分。あくびを嚙かみ殺して、亮りよう史じは寝ね返がえりを打った。

　なにかが聞こえた。

　不ふ機き嫌げんな思し考こうの中で、無む視ししよう、と思う。まだ三時なのだ。昨日きのうバイトを早退した分の遅れを、今日きよう取り戻さなくてはならない。そのためには、こんな時間に起きていてはいけないのである。つらつらと考える亮史の視界を、どんどん眠気が塗りつぶしていき──

　──月つき島しまさん、月島さん

　目を開けた。棺桶のフタを寝ぼけまなこでにらみつけ、

「……なに？」

　自分で意図した以上に機嫌の悪い声が出た。明らかに怯ひるんだ気配がフタの向こうから伝わってくるが、フォローしようという気は湧わいてこない。なにしろものすごく眠い。舞まいには悪いが、このまま黙っていてくれるならそれに越したことはなかった。が、

　──あのさ、ちょっと、話したいことがあるんだけど

　亮史は言葉にならない唸うなりを発した。そのまま棺桶のフタを開けようとして、

　──あ、いい、いい。開けなくていい。聞いてくれるだけで

「……？」

　不ふ審しんに思う。普ふ段だんの舞ではないような気がする。いつもの彼女なら、寝ようとしている自分を叩たたき起こしてでも棺桶のフタを開けさせるだろう。それが今に限っては、どことなくおしとやかなような──もっと言えば、落ち込んでいるような雰ふん囲い気きすら感じられた。

　──あのね、聞きたいことがあるの。レレナのことなんだけど

「……レレナくんに聞いたら？」

　思ったことを言ったまでだが、舞まいが不ふ機き嫌げんに黙だまり込む空気が伝わってきた。亮りよう史じは慌あわてて言い繕つくろう。

「ああ、いや、レレナくんのことなら僕よりもレレナくんのほうがよく知ってるんじゃないかな」

　当たり前のことである。いつもなら舞はそう突っ込む。が、依い然ぜんとして舞は黙り込んだままであり、さらに不ふ審しんに思いかけたところで、ようやく彼女はぽつりと言った。

　──レレナは今、お父とうさんとご飯に行ってる

　お父さん。亮史は少し考えたあと、その言葉を訂正した。

「あの人レレナくんのお父さんじゃないみたいだよ。なんかおじさんとか言ってた」

　──…………

「？　舞くん？」

　──ずるい

　いきなり舞はそうつぶやいた。誰が──と亮史は思いながら、さらに喋しやべりつづける棺かん桶おけのフタをじっと注視した。

　──ずるいよ。不ふ公平。なんで、なんでレレナばっかりあんなに心配してくれる人がいるの？　お母かあさんだけじゃなくておじさんまで。わざわざローマから来たんでしょ？　レレナを、レレナを連れ戻すためだけに。そんなことってあるの？

　亮史には答えられない。その頭に浮かんだどういう答えも、舞の望んだものではないという気がした。だから亮史は黙っていた。舞もまた、最初から彼の答えを期待したわけではなかったのだろう。熱に浮かされたようにぼそぼそとつぶやきつづける。

　──きっとお父さんも、あの子のこと心配してるんだよ。あたしは、そんなことはなかった。何日も家を空あけても、電話がかかってくることもなかった。なんで？　ねえ月つき島しまさん、なんでレレナだけ、あんなにまわりに気にかけてくれる人がいるのよ？　その分ぶん少しはこっちにまわしてくれてもいいと思わない？

　冗じよう談だんめかして言った最後の部分にも、亮史は笑わなかった。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、なおも舞は言葉を重ねる。

　──あーあ、なんか落ち込んじゃうなあ。ああいうの見せつけられると、どうしたって妬ねたんじゃうよね。人類皆みな平等なんて大おお噓うそなんだなーって思う

　そこでようやく、亮史は口を挟はさんだ。

「自分と人を比べるのは、よくないよ」

　フタの向こうはかすかに笑い、

　──なに月島さん、どうせ言うんなら、もうちょっと気の利いたこと言ったら？　ほら、たとえばさ──

　息を吸う音、

　──きっ、君には僕がいるじゃないか、とかっ

　そしてフタは黙り込む。今度こそ、亮りよう史じの言葉を待っているようだった。暗くら闇やみの中で亮史は微笑ほほえみ、少し意い地じ悪わるな気分になって言った。

「そう言って欲しいの？」

　フタの向こうが動どう揺ようする気配。舞まいが自分に好意を持っているのは知っていた。三週間に渡って彼女の『練習』に付き合ううちに、なんとなく、そのことがわかってきたのだ。それを逆さか手てに利用したのであるが、あまりに長い沈ちん黙もくに、ちょっと悪いことをしたかな、という気になってきた。亮史は謝しや罪ざいしようとして、




「欲しい」




　その言葉は、声になって暗闇に響ひびいた。

　言ってしまった。舞はひとりで顔を赤らめる。棺かん桶おけのフタが開いていなくて、亮史に見られていなくて本当に良かったと思う。もし面と向かって言ったら、恥ずかしさのあまり爆発してしまったに違いない。

「だって、不ふ公平だもん。あたしにはそういう人がいないなんて。だから──」

　言葉を切る。想いが溢あふれる。舞は十五歳さいの女の子であり、であるからにはそれ相そう応おうの経験を積んできた。恋のひとつやふたつしたことだってあるし、彼かれ氏しのひとりやふたりいたことだってある。どれもこれも、今になって思えばおままごと以外のなにものでもなかったと思う。思い返してみれば、恋にしろ彼氏にしろ半年以上持もった記憶がなかった。

　舞は誰かに、真剣に思われたことがなかった。

　舞は誰かのことを、真剣に思ったことがなかった。

　だから──

　だからこんなにも、彼のことを想えるのだ。たった三週間の付き合いで、しかし亮史は真剣に自分のことを思い、練習に付き合ってくれた。それは無む論ろん『想い』ではなかったのだろう。だが、あれほどまでに親しん身みになって自分のことを考えてくれた人は、家族の中にも友人の中にも恋人の中にも、今までにひとりとしていなかった。おかげで舞はたった三週間のあいだに、その顔をミイラにできるほどに幽ゆう霊れいとして上達した。なにもかも、亮史がいてくれたからだと舞は思う。

　だからこそ、自分は月つき島しま亮史のことが好きなのだ。

　舞は棺桶に顔を近づけ、囁ささやくように言った。

「だから、月島さん、あたしの──」

　迷う。なんと言うべきか。恋人、は少し違うような気がするし、彼氏、はかなり違うような気がするし、お婿むこさん、は幼稚園児じじゃあるまいし。

　棺かん桶おけの上で浮ふ遊ゆうし、顔を真っ赤にしながら、しばし思し案あんする。

　やがて舞まいは、その言葉を見つけた。

「──あたしの、家族になってくれる？」

　棺桶はなにも言わない。そちらのほうが舞としてもよかった。その言葉を口にしたものの、しかしそれの答えを突きつけられると思うとどうしたって怖気おじけづいてしまう。が、時間は容よう赦しやなく流れ、やがて棺桶が小さく答えた。

「…………僕は──」

　舞は唾つばを飲み込んだ。

　心臓が早はや鐘がねを打っている。その速度に、舞は危き機き感かんすら覚えた。このままだと本当に死ぬとさえ思った。もうすでに死んでいるとかそういうことは頭に思い浮かばない、ただ深海の底を垣かい間ま見みたときのような、得え体たいの知れない恐怖感がこみ上げてきた。

　最後の最後の最後の土壇どたん場ばで、気がくじけた。

　──なーんて、うそ！　あはははは、月つき島しまさん、今いま本気だったでしょ？

　一気に空気が弛し緩かんした。

　舞は笑いつづける。棺桶は機き嫌げんを損そこねたようだが、怒ってはいないようだった。そのことに心の底から安あん堵どする。呆あきれと諦あきらめが半々に混じった声で亮史は「もう寝るよ」と言い、それに対して舞は笑いながら片手を上げ、「おやすみなさーい」と答えた。

　誰も見ていないのに、舞はにこにこ笑っていた。

　笑顔の裏では、はらわたが煮え繰くり返っていた。

　いざというときに限って弱虫な自分に、腹が立って仕方がなかった。




　　　　◆




　クイナはぱっかりと目を開ける。そのまま音を立てないようにして身を起こし、ベッドから降り、敵地に忍び込んだ刺し客かくのような動作で立ち上がった。腕を組む。いつも以上にその目を吊つり上げながら、まさに抜ぬき足あし差さし足あしといった感じでドアに向かいつつあるシギの背中に、鋭い一いつ声せいを投げつけた。

「姉さん」

　伸ばしたつま先を地面に降ろそうとしていたシギは、その声にぴたりと動きを止めた。振り返ったその顔に引きつった笑顔、

「あ、あらクイナ。おはよう」

「どこ行くの？」

　まったく容よう赦しやのない口調で、クイナはそう言った。厳きびしいクイナのその表情に、シギも笑えみを消し、かわりに諦あきらめの混じった顔になる。クイナのほうに向き直り、伏せがちな目でクイナを見上げ、弁べん解かいするように言った。

「ちょっと、外に出ようかと思って」

「なにしに？」

「……それは──だから、そう、亡もう」

「亡もう者じやだったらこんな時間に探しに行っても無む駄だよ。知ってるでしょ？　あいつらは深夜にしか動かないけだものなんだから」

「……そう、そうだったわね。ええ。もちろん知ってるわよ。だから、つまり、亡者を探しがてら、食事にでも行こうかと──」

　クイナはさらにその顔を訝いぶかしげにしかめた。明らかに姉は噓うそをついている。心のどこかで、そんな姉を追いつめるのに楽しみを感じる。クイナは大きくため息をついた。一言一言、はっきりと確認するように言った。

「──食事、ですって？　姉さんが？」

　見ていてかわいそうになるくらいシギは狼ろう狽ばいした。ますます怪しいと感じる一方で、笑いの衝しよう動どうがこみ上げてくる。それを表に出さないように顔を引き締めながら、クイナは必死なシギの弁解に聞き入った。

「いや違うのよクイナ、違うの。食事って言っても血を吸いに行くんじゃなくて──そう、そうよ、ほら、私ここに詰めてからずっとコンビニのご飯ばっかり食べてるじゃない？　だからそろそろ食べ飽あきちゃって、外のレストランでなにか食べようかな、って思って」

「ああ、そうなの」

　納なつ得とくしたような声でクイナはそう言った。安心に緩むシギの顔を確認してから、クイナはなんでもないふうを装ってとどめを刺した。

「じゃあ、あたしも一緒に行こうかな」

　写真に撮っておきたかった。シギはクイナのその言葉に、声もなく顔を凍らせてしまった。それでもなおぐるぐると頭の中で思し考こうを巡らせる。その様さまを、クイナは無む表情の裏側で笑いながらじっと見つめていた。

　ついにシギは肩を落とし、ため息をついた。もはやどんなごまかしもききはしない、と観かん念ねんしたのであろう。上げたその目に諦めを色濃く浮かべ、口を開きかける。すかさずクイナは、ふと気づいたように自分のお腹なかをさすった。

「──あ、でも、よく考えたらそんなにお腹空すいてないや。やっぱいい。遠えん慮りよする。姉さんひとりで行ってきて」

　呆気あつけに取られたようにぽかんと口を開けるシギに背を向けて、クイナはベッドの上に膝ひざをついた。あの顔を見ていると笑い出してしまいそうだった。すでに口元はへらへらと緩みはじめている。それをごまかすためにクイナは腕を伸ばし、リモコンをその手に取ってテレビをつけた。シギの声、

「……あ、じゃあ、行ってきます」

「──はい。行って、らっしゃい」

　声が震えていたかもしれない。枕まくらに顔を押しつける。そのままずっと、ドアが閉まる音が聞こえるまでクイナは息を殺していた。

　シギが出て行き、たっぷり十秒を数えてから、クイナはけたけたと笑い転げた。呼吸が笑いに邪じや魔まをされ、げほげほと咳せき込みながらも、それでもクイナは笑うのをやめようとしない。笑う。ただひたすら笑う。さして広くないホテルの一室で、隣となりから苦く情じようが出るのではないかと思うくらいの大声で、シギは延々と笑いつづけた。

　いきなりその笑声が収しゆう束そくした。

　姉はなにかを隠かくしている。すぐにわかった。シギは噓うそをつくのがものすごく下へ手ただ。クイナは姉の、そんな正直なところが好きだった。そんな姉をからかうのが好きだった。

　そして、それだけに、姉が自分に隠かくし事をするのは気に入らなかった。

　上半身だけを起き上がらせ、ベッドの上にどかりとあぐらをかいた。前まえ髪がみをかきあげる。笑いの余よ韻いんで目に浮かんだ涙を、クイナは袖そででぐいと拭ぬぐった。腕を下げたときにはもう、クイナの顔には触れれば切れそうなほどの冷たい色しか存在していなかった。

　つけたテレビが下げ劣れつな笑い声をあげた。瞬しゆん時じにクイナの顔が怒りに染まる。リモコンをその手に持つ。鼻にしわを寄せながら、クイナは思い切りリモコンをテレビに向かって叩たたきつけた。『従じゆう者しや』の全力を込められたリモコンはブラウン管をやすやすと打ち砕くだき、自身も粉こな々ごなになって安っぽい絨じゆう毯たんの上に散らばった。

　それきりテレビには目もくれず、クイナはベランダへと続くサッシを開いた。高こう所しよに吹く風が彼女の黒くろ髪かみをなぶるが、クイナはまったく頓とん着ちやくしない。ベランダに出て、風の唸うなり声を聞きながら眼がん下かを見下ろした。

　自分と姉は、運うん命めい共同体のはずだ。シギはクイナのために生き、クイナはシギのために生きる。二人が吸血鬼になった瞬間から、そう決まっていたはずだった。なぜなら自分と姉は、この世でたった二人の姉妹なのだから。もう互いのほかには誰だれ一人として頼るもののいない、二人きりの家族なのだから。

　それなのに、姉は自分に隠し事をしている。

　許せなかった。こんなことがあっていいはずがない、と思った。裏切られているような気さえする。絶対に、なにがなんでも、姉がなにを隠しているのか突き止めなければならない。そうしなくては、二人の信頼にヒビが入ってしまう。

　自分は、姉にだけは絶対に隠し事をしない。

　姉も同じように、自分にだけは絶対に隠し事をしてはいけないのだ。

　シギが、ホテルから歩道に出てきた。

　思ったとおり、しきりに後ろを気にしている。クイナはふっと笑った。あれで結けつ構こう、シギには用心深ぶかいところがある。先ほどのクイナとのやり取りで、さすがに怪しまれたと思ったのだろう。十歩ごとに後ろを振り返って、必死でクイナがそこにいないかを確認している。クイナは手すりの上に頰ほお杖づえをついて、そんなシギをじっと見つめた。

　シギの姿が、角の向こうへと消えた。

　そしてクイナは行動を開始する。

　手すりから肘ひじを離し、代わりに両手をついて足をかけた。下を歩いていた人間のうちの何人かがその歩みを止める。それを見てクイナの顔に、嘲ちよう笑しようとでも言うべき表情が浮かんだ。そのまま構わずにぐっと身を乗り出し、その辺にある柵さくを乗り越えるような気軽さで、クイナはその身を投げ出した。

　耳みみ元もとを駆け抜ける空気の唸うなりも身体からだを貫く無む重力の感覚も、すべてクイナには一瞬のうちに感じられた。すぐに衝しよう撃げきが両足、両りよう膝ひざ、そして両手を襲おそう。激げき痛つうにクイナは顔をしかめ、しかめたまま壮そう絶ぜつな笑えみを浮かべる。立ち上がろうとして膝に痛みが走り、そのままぺたんと尻しり餅もちをつく。痛みのほかに不気味な痺しびれを感じた。が、それはあっという間に収しゆう束そくしていく。『再生』の能力。アスファルトの砂さ塵じんがついたその手をぱんぱんと打ち払い、あんぐりと口を開けて自分のことを見ている何人かの歩行者を、ぎろりとにらみつけた。すぐに彼らは再び歩きはじめる。クイナはそれを馬鹿にしたように笑う。

[image: ]

　姉は用心深い。用心深いが、しかし一方で間まが抜けてもいる。クイナが自分を追いかけてはいないと思い込んで、今ごろほっと胸をなでおろしていることだろう。だが、そうはいかない。クイナはなにがなんでも突き止めるつもりだった。そんなにまでして、一いつ体たい姉がなにを隠かくしているのか。

　二人のあいだに、一切の疑問があってはいけない。

　クイナはふらつきながら立ち上がる。追つい跡せき者の視線をシギの消えた角へと向け、這はうような足取りで歩きはじめた。




　　　　◆




「買い物に行きましょう」

　そう言ったマリの笑顔は、レレナから見てもものすごく胡散うさん臭くさかった。

　だからレレナは、ものすごく胡散臭そうに尋たずねた。

「……なんで？」

　マリはその笑顔に微み塵じんの曇りも映さずに、

「なんでってことないでしょ。もう六時じゃないの。早く買い物に行かなきゃでしょ？」

　まあ、確かにそうである。いつもならとっくにショッピングセンターに着いている頃ころ合あいだ。レレナはむっつりと黙だまり込んだまま、母のにこにこ顔を見つめた。

　今け朝さの『あれ』以来、マリはローマ云うん々ぬんに一いつ切さい触れてこなかった。それが逆に、レレナには不ぶ気味に思えた。母はこうと決めたら絶対にやりとおす、頑がん固こ一いつ徹てつの女性である。父ですら、家庭内では母の意い向こうには絶対に逆さからえない。そんな彼女が「ローマに帰らない」と言い張る娘を、はいそうですかとみすみす見逃すわけがないのだ。レレナはそのことを誰よりもよく知っている。

　だからレレナは、マリのその提案に、「ついにきたか」と思った。

　買い物にかこつけて、そこですべての決着をつけるつもりだ。ショッピングセンターでならば、誰の邪じや魔まも入らない。亮りよう史じもガゼットも、二人の話に割り込んでくることはできない。

　望むところだ。

　ガゼットにはわかってもらえた。さすがはガゼットおじさんだ、とレレナは思う。誰よりも、そう、父よりも母よりもレレナのことをわかってくれている、家族でもあり親友でもある最良の理解者。あのとき、ガゼットが電話越ごしに「日本に行くから直接話そう」と言ってくれたあのとき、なぜ私はおじさんを信じきることができなかったのだろうと、レレナは顔から火の出るような思いに囚とらわれた。そんなこと、あるわけがないのだ。どんなときでも、ガゼットは自分の味み方かたなのだから。

「──うん、いいよ、一緒に行こうか」

　そう言ってレレナもにっこりと笑った。マリに比べて修行の足りないレレナのその笑顔は、幾いく分ぶんか不自然なところがあった。が、それを言うならマリも同じようなものだ。完かん璧ぺきな笑顔というものはそれだけで不自然さを感じさせるものである。母と娘は互いに笑い合いながら、同時に互いの腹はらを探り合った。笑顔と笑顔のあいだに火花が舞い散る。

　もう腹は決まっていた。自分は、ローマには帰らない。というか帰れない。だが、いつの日か、絶対に、故郷に帰ってやる。亮りよう史じに頭を下げて相談に乗ってもらって、それこそ舞まいの言ったとおり死に物もの狂ぐるいになって人間へと戻るのだ。そうしないことには自分の人生は一歩も前に進まない。そして、そのためには、なにをさておいても──

　この人に納得してもらわなければならない。

　ガゼットに、そうしてもらえたように。




　広いショッピングセンターの中を、レレナとマリは仲の良い親子そのものの姿で練り歩いている。レレナがショッピングカートを押す係で、マリが食材を積み込む係。ときたまマリがレレナに食材に対する意見を求め、レレナはそれに対して明めい朗ろうに答える。誰が見てもふと心が温かくなりそうな、実にほのぼのとした光景だった。

　が、外見と中なか身みというものは、たいてい一致しない。

　内心では戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。決心はつけたものの、しかしそれを自分から切り出すのはどうしたって気が引けた。基本的にレレナは大人おとなしく受動的な性格である。ガゼットに帰れないのだということを納得してもらえたときだって、向こうから切り出してもらわなければどうなっていたかわからない。

　それなのに、二人きりになった途と端たん「ローマに帰りましょう」と言い出してくるものとばかり思っていたのに、マリはまるでそのことを忘れてしまったかのように買い物に執しゆう心しんしている。なにか得え体たいの知れないことを企たくらんでいるような気がする。

　レレナはカートを押しながら、その中に視線を落とした。いつになったらお母かあさんは言ってくるのだろう──そう思いつつ、目はカートの中の食材の数々を追っていく。と、そこにマリの手によってケチャップが放り込まれた。レレナは顔を上げ、そろそろ無む理りが出てきた笑えみを作って、尋たずねる。

「ね、ねえお母さん、そういえばさ、今日きようなに作るんだっけ？」

　マリも穏おだやかに笑い、

「やあねえ、言ったじゃないの。パエリアよ」

　確かに聞き覚えがある。が、レレナは首をかしげ、

「──あれ、パエリアにケチャップなんかいるの？」

　そしてマリの攻勢が開始された。

「いるわよ。これがないと赤い色が出ないじゃない」

　カートが止まった。マリは数歩行ってから立ち止まり、わずかに顔を下に向ける。絶対笑わらっている。が、振り向いたときにはすでに笑えみは浮かんでいなかった。大した演技力である。レレナの顔を覗のぞき込みながら、怪け訝げんそうに、心しん底てい怪訝そうにマリは言った。

「──レレナ？　どうしたの？」

「……なんでもない」

　こう答えられただけでも誉ほめられたものだった。怒りのためか羞しゆう恥ちのためか、その顔は炎ほのおのように赤く染まっている。それを見られたくなくて、レレナは顔を伏せた。強制的に視界にケチャップの姿が映し出され、さらに顔が熱くなる。

「あの、さ──」

　やがてレレナはそう言った。じっと黙っていると、なんだかマリにしてやられたようで面白くなかったからだ。

「な、なんで『あの』パエリアなの？」

　声が震えないように細さい心しんの注意を払ったつもりだったが、どこかしらその声は上ずっていた。カートの中にキャベツの玉がどさりと転がり込み、視界の外から実に楽しそうなマリの声が聞こえた。

「あら、だってあたしが作れる料理の中で一番おいしいの、あの赤パエリアですもの。せっかくあなたのいい人に食べさせるんですから、奮ふん発ぱつしなくちゃね」

　反はん撃げきの糸いと口ぐちを見つけた。レレナは果か敢かんに顔を上げ、

「だから、そんなんじゃないって──」

「はいはいわかってますって。照れちゃってもう」

　あっさり封じられた。それだけ言い置くと、マリはすたすた歩きはじめる。唇を尖とがらせながらも、しかしあまり強く否定するとますます怪しまれるかもしれない、と思う。レレナは概がいして押しが弱い。不満を顔に浮かべつつも、ごろごろ歩きはじめる。

「ところでさ、あの月つき島しまさんの家、ふっるいわよねえ」

　にんじんをカートに放り込む。レレナはマリがなにを言いたいのかわからず、

「え、──うん、まあ、そうだね」

「でも、どことなくうちの屋や敷しきに似てない？　大きさはうちのほうがずっと大きいけど、居間のつくりとかホールのつくりとか」

「……そうかな？」

　レレナは脳のう裏りに自分の家のつくりを思い浮かべた。これでもツォルドルフはイタリアに名だたる名めい家かなのである。その自宅といえば屋敷を通り越して城のようであり、間違っても月島宅などと比ひして語られるような身分ではない。が、レレナは真ま面じ目めな娘だった。母親にそう言われて、どこか似ているところがあったかと微びに入いり細さいに入いり生せい家かの面おも影かげを思い出そうとした。

　記憶というものは決してそれ単たん体たいで存在しているのではない。ひとつの記憶を掘り返してみれば、それに連なる形でまったく別の記憶までもが出しゆつ土どされるものだ。だからレレナは、自宅の居間とホールを思い出そうとして、それに付ふ随ずいする数々の思い出までもを引っ張り出してしまった。居間──居間といえばあの白くやわらかいソファ、レレナが寝そべってもなお余りある長ちよう大だいなロングカウチ、父の帰き宅たく時間になるとレレナは決まって居間に降りてきて、その上に寝ね転ころんで父の「ただいま」の声を聞こうとした。玄関の開く音が聞こえるとすぐさまソファから飛び起きて、母の「走るんじゃありません」という注意に耳の端はしも引っかけずにホールへ飛び出し、「おかえりなさい！」と叫びながら父の胸に飛び込んでいった──ホール、ホールには、そう、階段の脇わきに二体の甲かつ冑ちゆうがいつもそびえ立っていた。まるで階段を守っているかのようなその二人の騎き士しが恐ろしくて、近寄ると動き出してきそうで、幼年時代のレレナはすっかり階段恐きよう怖ふ症しようになってしまった。でもそれも幼い頃の笑い話、小学校に上がるくらいになるとすっかり彼らはレレナの友達になり、よくレレナは二人の陰に隠かくれて階段を降りてくるマルコを驚かせたものだ──マルコ、ツォルドルフ家の執しつ事じにして、レレナにとっては家族のひとりでもあるよぼよぼの爺じいや。厳きびしくて無口で頑がん固こな彼は、しかし庭の木々の手入れをするときだけは孫まごと話しているような心こころ穏おだやかな顔になるのだ。厳しくて無口で頑固なのはレレナに対しても変わらないけど、甲冑の陰から飛び出して脅おどかしたときはこっぴどく叱しかられたけど、でもお茶の時間のときだけは違った。いっぱいに差し込む太陽の光、それを反射して真っ白に輝くテラス、テーブルの白と草木の緑に目を細めながら、もじゃもじゃのヒゲをもごもごと動かしてマルコはレレナに生いけ垣がきについての講こう釈しやくをしてくれた。あそこの木は寒さに弱い、あそこの木はまめに手入れしていないとすぐに荒れてしまう、はっきり言ってその講釈はすごく退たい屈くつだったけれど、でもマルコの淹いれてくれる紅茶はとてもとてもおいしかった──マルコの紅茶、猫ねこ舌じたのレレナのためにわざわざ低い温度で淹れてくれたあの紅茶、その味が舌の上に蘇よみがえり、その香りが鼻をくすぐる。マルコの紅茶、もう一度、飲みたいな──

「──紅茶がどうかした？」

　我に返る。まぶしいくらいの陽光と風が木々を揺らす音はたちまちのうちに消え去り、あとには冷凍ケースの人工的な光と肉売り場で本日だけのスペシャルバーゲンを開かい催さい中であると告げるアナウンスだけが残った。

　レレナはその光景を呆ぼう然ぜんとして眺ながめながら、ぽつりと言った。

「ねえ、お母かあさん」

「なに？」

「マルコ、元気にしてた──？」

　マリはそれを聞いて、にやりと笑った。『にっこり』ではなく、『にやり』であった。心の中でしめしめうまくいったとほくそえんでいそうな顔だった。が、レレナはそれに気づかない。ぼんやりとした目で、消え去った故郷の光景を探し求めている。マリは笑えみを消し、わざとらしく落とした声で、

「それがね、最近めっきり落ち込んじゃってね」

　レレナはのろくさとマリを見た。

「──落ち込んでる？」

　悲痛な表情でマリは頷うなずく。

「ここ三週間ほどね──あなたがなにかトラブルに巻き込まれてるんじゃないかって、ご飯も喉のどを通らないほど心配して。こないだ、ついに寝込んじゃったわ。お医者さんは心しん因いん性の過か労ろうだって言ってたけど──あ、ごめんなさい、別にあなたを責めてるわけじゃないのよ」

　そう言いながら、しかし眉まゆ根ねを寄せてレレナを見る。が、レレナはすでにマリを見ちゃいなかった。カートを両手でつかみながら、あなたの余よ命めいはあと一カ月ですと告げられたときのような顔で、じっとカゴの中のシャケと見つめ合っている。その姿にぎくりと身を強こわ張ばらせ、しどろもどろになりながらマリは付け加えた。

「あー、いや、でも、昨日きのうあたしが電話したとき、レレナは無事だってお父とうさんに言っておいたから、だから多分お父さんからマルコのほうに伝わってるんじゃないかな、うん、きっとそうよだからレレナそんな顔しなくても大丈夫だったら」

「…………」

　虚うつろな表情でレレナはマリを見た。自分でそう仕向けておきながら、その顔に罪ざい悪あく感かんをかきたてられ、マリは目をそらした。委い細さい構かまわずに、レレナはなおも尋たずねる。

「私の、せいかな……」

　レレナに背を向けて、決してレレナの顔を見ないように目まで閉じながら、はっきりとした声でマリは言った。

「あなたが帰ってくれば、それで済むことだわ」

　レレナの顔が歪ゆがむ。そんなことはわかりきっていることだった。レレナだって、帰れるものならばすぐにでも飛んで帰りたい。マルコに自分の姿を見せて、安心させてやりたい。今度はレレナが紅茶を淹いれて、病びよう床しようのマルコに飲ませてあげたかった。

　だが、できないのだ。

　顔を伏せる。怒りを感じる。今さらながら、レレナはマリの意図に気づいた。そうやって故こ郷きようの話をすることで、自分に里さと心ごころをつけようという魂こん胆たんだ。そして悔しいことに、それはマリが思った以上に功こうを奏そうしている。故郷の風景の細部までを思い出して、自分は郷きよう愁しゆうの念ねんに駆られている。そう仕向けた母に対して、めまいがするほどの怒りを感じた。

　なにも知らないくせに──

　それが、どれだけ私を苦しめると思っているの──

「私だって」

　押し殺した声で、レレナは言った。

「私だって、帰りたいよ」

　マリはレレナに視線を戻した。ゆっくりと近づき、おずおずと肩に手をかける。

「なら、帰ればいいじゃない」

「…………」

　レレナは無言で首を振った。声を出す気力もなかった。郷きよう愁しゆうと現実に挟はさまれて、身体からだが押し潰つぶされてしまいそうな気がした。そんなレレナに、マリは強い語ご調ちようで言った。

「なんでよ！　なんで帰れないの！」

「……それは、だって──」

「言ってごらんなさい。ちゃんとした理由があって、それで帰れないって言うんなら、あたしだって納得するから」

　レレナは歯を嚙かみ鳴らした。

　それを言えるくらいなら、最初から苦労はしないのだ。

　そう答える代わりに、レレナはまた首を横に振った。業ごうを煮にやしたマリは、両手でレレナの肩を強くつかんだ。買い物に来ていたほかの客が、何事かと二人を振り返る。

「レレナ、答えなさい！　なんで帰れないの！」

「そ、れは──」

「ほらやっぱり！　言えないんじゃない！　なにか後うしろ暗ぐらいことがあるんでしょ！」

「ち、違うよ！」

「なら言ってみなさいよ！」

　レレナは目を伏せた。マリは険しい顔で、レレナの肩を揺さぶる。

「目を覚まして！　あなたは騙だまされてるのよ、あんな男のどこがいいの!?　ね、レレナ、あたしと一緒に帰りましょ！」

「だから違うって言ってるじゃない！　何度も言わせないで！　月つき島しまさんと私はそんなんじゃ──いた、お母さん、痛い、離して!!」

「レレナ!!　私はあなたのためを思って──」

「離してって言ってるでしょ!!」

　目を伏せたまま、レレナはマリを押しのけた。肩をつかまれ揺さぶられて、その痛みに耐えかねての行動だった。本人にしてみれば、そんなに強く力を込めたつもりはなかった。半なかば反射的な行動でもあった。レレナに、悪意は、これっぽっちもなかったのだ。

　しかし、彼女は、自分が半はん吸血鬼であることを忘れていた。

　突き上げた両手は、そのままマリの身体からだを突き飛ばした。胸に感じた重い衝しよう撃げきに、マリは「かはっ」という吐と息いきだけを残して、後ろに大きくよろめいた。背後に積み上げられていた缶かん詰づめの山に頭から倒れ込み、微び妙みようなバランスを崩された山が大きく傾いた。盛大な音を立てて缶詰が床へとぶちまけられ、しかしマリにもレレナにもその音は聞こえていない。

　二人とも、呆気あつけに取られたような顔で互いを見ていた。

　レレナは半なかば冷凍ケースに腰掛けるような形で、両腕をまっすぐ伸ばしたまま。

　マリは缶詰が積まれていた台の上に、寄りかかるような形で。

「あ──」

　レレナは言葉とも呼こ気きともつかない声を漏らした。両手を握り、胸むな元もとへと引き寄せる。心配しているような、戸と惑まどっているような表情。

　マリの顔に、ヒステリックな怒りが浮かんだ。

　一瞬にしてレレナは恐怖に囚とらわれる。ひっと喉のどを鳴らして首をすくめた。マリは長く震える息を吐いて、ゆっくりと、確実に、自分の身を台の上から起き上がらせる。その動作の一部始し終じゆうを、レレナは上うわ目め遣づかいに、まばたきすらできずに見つめていた。静かな足取りでマリはレレナに近づき、目の前に立ち尽くし、本物の恐怖に凍りついてぴくりとも動くことのできないレレナを傲ごう岸がん不ふ遜そんに見下ろした。

　いきなりマリの平ひら手てが飛んだ。

　頭を持っていかれるほどの強さで頰ほおを張られ、レレナは思わず頰を手で押さえた。驚いたような目でマリを見上げ、その目つきが気に食わないというただそれだけの理由でマリはもう一度レレナを張り飛ばした。マリも混乱していた。理り不ふ尽じんなことをしているとわかっていた。それでも、どうしても、自分が抑えられなかった。

　親に向かって、なによその目は。

　店内に響ひびき渡るような大声で、マリはそう叫んだ。

　再び頰を張られても、レレナは大たいした反応も起こさなかった。ただじんじんと熱くなっていく頰を手で押さえ、それでも熱が収まらないので両手で押さえ、それでもまだ消えようとはしない熱さに涙が浮かんできた。悲しみの涙ではない、怒りの涙だった。腹はらの奥おく底そこに、じっとりとした、怒りというよりは恨うらみに近い感情を覚える。髪を振り乱し、涙を浮かべた瞳できっと見上げながら、大きく息を吸って、誰にも相談できない悩みを抱えて苦しんでいる娘を無む体たいにも殴なぐりつけた母親に向かって吐き出すように怒ど鳴なりつけた。

　お母さんなんか死んじゃえ。

　そう言った。

　そう言って、レレナは走り出した。振り向きもしなかった。なにも目に入っていなかった。ただ涙がどんどん溢あふれてくる目め元もとを袖そでで覆おおって、絶対に泣かない、とだけ思った。そう思うあいだにも、ひとりでに口元が変なふうに歪ゆがんできた。その昔いじめられて散さん々ざん泣かされたレレナは、これが『泣き』の兆ちよう候こうであることを知っている。鼻の奥につんとした痛み、どんどん強くなっていく頰の熱、そのすべてを意地と根こん性じようで押さえつけた。

　人にぶつかりながら、顔かお全体を両腕で覆い、ろくすっぽ前も見えていないのにレレナは全力で走る。どこへ向かっているわけでもない、そもそもなにかを考えてすらいない。真っ白になった頭で、ただレレナは走りつづける。そうしていないと、泣いてしまうから。




　お母さんなんか死んじゃえ。

　その一言は、マリの魂たましいを殺した。

　レレナが走り出し、その場からいなくなっても、ずっとマリはその場に立ち尽くしていた。レレナの姿を目で追おうともしなかった。ただその場に立ち尽くし、立ち尽くし、立ち尽くし、誰かに声をかけられて、ようやくその場にへたり込んだ。

　周りに人ひと垣がきができている。

　再び、誰かに声をかけられた。

　それが誰であるのかはわからなかった。なんと言われているのかもわからなかった。ぐちゃぐちゃになった頭の中に残った冷静な部分が、でもやはりどこか狂っていたらしく、それを「ああそうか、自分は缶かん詰づめを散らかしてしまったから、それを拾えと言っているのか」と解かい釈しやくした。

　マリの頭ではなく、身体からだがそれに従った。のろのろと立ち上がろうとして、よろめき、誰かに支えられた。ありがとうございます、と、発はつ音おん練習のような声でその誰かに礼を言って、マリはその場にしゃがみ込んで缶詰を拾いはじめた。

　ひとつひとつ拾っている途中に、手の甲こうにぽたぽたと水すい滴てきが垂れた。

　涙だった。

　缶詰を拾いかけた手から、力が抜けた。缶詰が床に落ち、かつん、という音を立てる。また誰かがなにかを言うが、もうだめだった。全身から力という力が抜けてしまっていた。立ち上がることはおろか、缶詰をつかむこともできない。

　マリは顔をくしゃくしゃにして泣いた。その顔を隠かくす力さえなかった。子供のように嗚お咽えつを上げて、マリはその場で泣きつづけた。




　　　　◆




　月つき島しま亮りよう史じは張り切っていた。昨日きのうの遅れを取り戻すために、日が沈むや否いなやすぐさま工事現げん場ばに出て行き、なんでもいいからやらせてください、と岡おか田だに頼み込んだ。岡田はそんな亮史をじろりとにらみ、んなこと言っても給料は上がんねえぞ、と言って亮史の頭に拳げん固こつを喰くらわせた。それから、員数が揃そろうまではツルハシでその辺ほじくり返してろ、という指示を受け、喜び勇んで亮史はそれに従った。

「よおリョウジ、精せいが出んなぁ」

　古こ参さんの現場員にそう声をかけられ、亮史は微笑ほほえんで会え釈しやくを返した。岡田にしょっちゅう殴なぐられる彼であるが（であるからこそ）、同どう僚りようの受けは非常に良かった。人より何倍もよく働き、その業績を鼻にかけない亮史に好感を持つ現場員は意い外がいと多い。それに『使える奴やつ』というのはただそれだけで人気が出るものである。

　ツルハシを振り上げて、力を抑えながら振り下ろした。音と衝しよう撃げきが木の柄えを伝わって腕まで駆け上がってくる。全力を込めるといとも簡単にツルハシが壊れてしまうので、こうしてセーブしながら使うのだ。これならシギとの約束も果たせるし、岡おか田だの不ふ興きようも買わずに済む。早起きは三さん文もんの得とく、と言った人は天才だと思う。

　がきん、という音と共に、アスファルトの道路にヒビが走る。普通は土つち用ように使われるツルハシだが、吸血鬼の手にかかればダイヤモンドをも砕くだく武器へと変化する。廃はい棄きブロックを持ち上げているときには味わえない、破壊の快感とでも言うべき感かん触しよくに気分を良くし、亮りよう史じは再びツルハシを振り上げ、

「おい、リョウジ！」

　怒りの込もった岡田の声にびくりと反応して動かなくなった。本能に刷り込まれた恐怖に顔を歪ゆがめながら、亮史は恐る恐る後ろを振り返る。

　岡田が腕を組んでいた。彼が腕を組んでいるときは、たいてい機き嫌げんが悪いものと相場が決まっている。なんですか、と亮史が尋たずねる間もあらばこそ、岡田は苦にが々にがしく歯を食いしばったまま、親おや指ゆびを立ててある方向をぐいと示した。そちらを見る。

　シギが、いた。

　両手を身体からだの前で重ね、月つき島しま亮史その人だけをじっと見つめている。熱いその視線にさらされながら、亮史は心がどこまでも凍りついていくのを感じた。

　岡田が腕を解いた。いつまでたっても根が生はえたようにその場を動かない亮史に痺しびれを切らし、無む駄だのない足運びで近づいてくる。手が届く範囲まで来ると、岡田は待ってましたとばかりに亮史のこめかみをぶん殴なぐった。あえなく亮史は地面に倒れ伏し、ごちりと音を立てて地面にぶつかった彼の頭を、岡田は耳を引っ張って持ち上げた。

「お話があるそうだ。聞いてこい」

「あ、あのですねカントク、その前に少し僕の話を」

「いらん。さっさと行け」

　そう言って、地面に叩たたきつけるように亮史の頭を放り捨てた。もう一度こめかみを強く打ち、さすがの亮史も頭がぐわんぐわんしてきた。両手をついてどうにか立ち上がり、ふらふらと蛇だ行こうしながらシギの元へと向かう。

　あからさまに迷めい惑わくそうな亮史の顔を見て、シギはかすかにうなだれた。それから上うわ目め遣づかいで遠えん慮りよがちに見、その白い手を伸ばして亮史のこめかみに触れた。

「あの──大丈夫、ですか？」

「……用件は。妹さんのこと？」

　できるだけ不ふ機き嫌げんそうにそう答えた。ぴくりと手を引っ込めて、シギは首を振る。

「いいえ、そうではありません。あの、少し、お話したいことが」

「また？」

「はい、また」

　ため息をつく。亮りよう史じの心中を察してか、慌あわてたようにシギは付け加えた。

「で、でも、今日きようはお仕事のお邪じや魔まはしません！　ちゃんとここで、お仕事が終わるまで待たせていただきます。監かん督とくさんにもそう説明なさってください」

　それを聞いて少し安心した。亮史は頷うなずくと、踵きびすを返して岡おか田だの元まで小走りに走っていった。事情を説明し、それでも岡田の顔から険けん悪あくな色はまったく消えない。

「待つ、だとぉ？」

「ええ、まあその、昨日きのうに続いて今日までも邪じや魔まをするわけにはいかない、ということで」

　岡田は珍しく困こん惑わくした様よう子すで、遠くにたたずむシギに視線を向けた。

「待つったってお前、今日のバイト何時に終わるのか、あの女知しってるのか？」

　たいてい工事が終わるのは深夜のことだ。亮史は首をかしげ、

「さあ、知らないんじゃないですか」

「『知らないんじゃないですか』じゃねえだろこのバカ」

　ばしんと頭をはたき、

「行って教えてこい」

「え──い、いいんですか？」

「いいからさっさと行け！」

　またもや殴なぐられそうになったので、亮史は慌あわててシギの元へ走り出した。不ふ思し議ぎそうに亮史の顔を見るシギに向かって、このバイトはどんなに早くても今日中には終わらない、と告げた。が、シギはやる気満まん々まんの表情で、

「待ちます。いつまででも」

　亮史は岡田の元へ取って返して、シギの答えをそっくりそのまま岡田に告げた。なんだか伝でん書しよ鳩ばとにでもなったような気分だった。岡田は真剣な顔で亮史を見つめたあと、いきなりその頭を殴りつけた。

「あいたっ」

「……けっ、いつまでも待ちますときたか」

　憎にく々にくしげに亮史をにらみつける。その視線に怯おびえながら、なぜ今いま殴られたのだろう、と心の中で首をかしげた。岡田は粗そ暴ぼうではあるが、横おう暴ぼうでは決してない。彼がその拳こぶしを振るうとき、そこには必ずなんらかの理由があるのだ。が、今の状況では亮史は殴られるようなことをなにもしていなかった。なにが気に障さわったのだろう、と思いながら、亮史は岡田を怪け訝げんそうに見つめた。

　やがて岡田が、ぽつりと言った。

「──行け」

「…………は？」

　聞き返した亮りよう史じの耳を引っ張って、これでもかというほどの大声で、

「あの女と一緒に行け！　今日きようはもう帰ってよし!!」

　そう叫んで亮史の背中にさらに蹴けりを喰くらわせる。その勢いに吹っ飛ばされて、それでもどうにか体勢を整えた亮史は、恐ろしげな岡おか田だの声から逃げるようにシギの元へ走り寄った。背中がずきずき痛むわその反動でやたらと咳せき込むわそもそもなぜあんなに岡田が怒っているのかわからないわで、亮史は混乱しきった声でシギに言った。

「あー、あの、もう、帰っても、いいそうです。あ。いや、僕が」

　ぶつ切りになったその言葉を理解するのに、シギは数すう瞬しゆんを要した。それから花のような笑えみを浮かべると、亮史の横に並ぶように歩み出て、つむじが見えるほどの丁てい重ちようなお辞じ儀ぎをした。

「──じゃあ、行きましょうか」

　頭を上げると、シギはそう亮史に笑いかけた。困こん惑わくする亮史の腕を取り、ゆっくりと歩き出す。やたらと親しげなシギの挙きよ動どうに戸と惑まどいを感じながらも、それにつられて亮史も歩きはじめた。
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　用心深ぶかいシギは、しかしクイナの姿が後ろに見えなくてもやっぱり用心深かった。角を曲がれば目的地へ向かってわき目も振らず歩いていくと思っていたのに、どうやら姉の隠かくし事というのは相当なものであるらしかった。ほとんど十歩ごとに後ろを振り返るシギに気づかれないために、クイナはかなりの距離を取っての尾び行こうを余よ儀ぎなくされた。

　五分で見失った。

　当たり前といえば当たり前のことである。クイナは亡もう者じやを狩かるときに何回か『追つい撃げき』をしたことはあったが、『追つい跡せき』に関してはまったくの素人しろうとだった。

　クイナは小さく舌した打うちをする。壁に寄りかかり、シギの消えた雑ざつ踏とうを苛いら立だたしげに見つめる。焦しよう燥そうの裏返しの感情で、まあいいか、と思う。少なくとも自分の尾行はバレてはいないはずだ。次にまた姉がこっそり外出したときに、改めて確かめればいい。もし『次つぎ』がなかったら、そのときは──

　締め上げてでも、白状させなければ。

　クイナの顔に悲しそうな色が浮かんだ。敬けい愛あいする姉に対して、そんなことをしたくはなかった。だが、仕方のないことなのだ。これからもずっと姉とうまく付き合っていくためには、一いつ片ぺんの疑ぎ念ねんも持っていてはいけない。そのためには、姉にも一片の隠かくし事があってはいけない。それは契約のようなものだ。信頼を得るためには、潔けつ白ぱくを証明しなくてはならない。

　ふう、とため息をついた。しょうがない姉さんだ、と思う。自分はこんなにも姉に対して正直なのに。

　クイナは頭を振って思し考こうを切り替えた。どちらにしろ、あとで考えればいいことだ。そう思うと同時に、腹はらの奥おく底そこに絞しぼり上げるような感覚を覚え、思わずクイナは腹ふく部ぶに手をあてた。

　ただの空くう腹ふく感かん、とはまるで違う。胃い袋ぶくろの中に鉄てつ球きゆうが出現したような、重ったるい感覚。食物などで代用がきくはずのない、もっと本能的で切実な魂たましいの欲求──『血の乾かわき』。

　とまあ、真さな田だなら回りくどくそう表現するだろうが、クイナに言わせれば一言だ。はらへった。昨日きのう腹ごしらえをしたばかりだが、なにしろクイナは組織でも有数の『大おお食ぐい吸きゆう血けつ鬼き』なのだ。あれだけでは少々物もの足たりなかったかと、クイナは情なさけない顔で自分の腹をぽんぽんと叩たたいた。

　歩きはじめる。ゆっくりと足を動かしながら、視線をあちこちに飛ばして獲物を物ぶつ色しよくした。人ひと目めがあっては落ち着いて食事できないから、帰宅途と中ちゆうであるらしき人間だけを選び抜く。クイナは味に頓とん着ちやくするほうではないが、それでも脂あぶらぎったオヤジの首くび筋すじに嚙かみつくのはさすがに抵てい抗こう感かんがあった。よって三十歳以上と見られる男性は除じよ外がい。仕事帰りのＯＬの血液が、普ふ段だんのクイナの主食である。

　ふと、クイナの視界を少女の姿が横切った。なんとはなしにそちらのほうを見て、目を丸くする。

　外国の血が混じっていると思おぼしき、純情可か憐れんという表現がぴたりと似に合あう美び少女だった。クイナの喉のどがごくりと鳴る。別に欲よく情じようしたわけではない。シスコン気味ではあるがクイナにそんな気はない。クイナが少女に対して感じたのは、紛まぎれもない食欲だった。血の味に性別も美び醜しゆうも関係ないが、純じゆん潔けつの有う無むは大きく関係する。十五歳さいかそこいらの清せい純じゆんそうなその身体からだは、男を知っているとは到とう底てい思えなかった。

　茶色の髪のその少女は、とぼとぼと肩を落として、クイナを誘っているかのように人のいないほうへいないほうへと歩いていく。クイナは我われ知らず舌なめずりをして、きょろきょろとあたりを見まわしてから、何なに食くわぬ顔で少女のあとを尾つけはじめた。

　あたしが男だったら間違いなく変へん質しつ者ね──頭の片かた隅すみでそんな考えをもてあそびながら、犬けん歯しをちらつかせてにやりと笑った。
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　結局、涙は流れなかった。

　別にそれほどレレナが強かったわけではない。なにもかも、自分を制せい御ぎよするなにもかもを放り出して、文字どおりの全身全ぜん霊れいを込めて涙を押さえ込んだだけの話だった。死ぬ気になれば、人間なんだってできる。

　だが、我が慢まんというのは総じて身体からだに悪い。それが涙であるならなおさらだった。涙というものはただの塩しお水みずではない、自分ではどうしようもなくなった感情を心の外へと逃がすための安全弁べんでもある。だから人は喜き怒ど哀あい楽らくに関かかわらず、感かん極きわまったときには涙を流すのだ。レレナはその安全弁を塞ふさいでしまった。逃げ場を失った感情の圧力は、レレナの中でひとしきり暴れまわった挙あげ句く、胸に大きな穴を開けてどこかへ出ていった。

　レレナはふらふらと歩きつづける。なにか目的があって歩いているわけではなかった。ただ足を前ぜん後ごさせながら、レレナの頭の中にただひとつの思し考こうがぐるぐると渦を巻く。

　お母さんに、もっとも言ってはいけないことを言った。

　死ね。

　そう言った。

　自分は、母親に向かって、そう言ったのだ。

　罪ざい悪あく感かんはなかった。そんなものを感じられるほどに、レレナの頭の中はまとまっていなかった。それに真正面から向き合うことに恐怖を覚えていたのかもしれない。頭の中がぐちゃぐちゃでも恐怖は感じる。それは理性の範はん疇ちゆうにあるものではないから。

　角を曲がった。人ひと気けはもうまったくない。道路に描かれた『止まれ』の白い色を見ながら、この先には月つき島しま宅があることに思い当たる。そこに行って自分はどうするつもりなのだろう、と思った。ガゼットや亮りよう史じに泣きつくつもりか。「私はお母さんに死ねと言ってしまったから慰なぐさめてください」と。

　それでも足は止まらない。単純な命令を与えられた機械のように前後しつづける。自分の足ではなくなってしまったようだった。

　だから、すぐ背後に気配を感じても、レレナは最後まで歩きつづけていた。

　いきなり後ろから組みつかれた。ぐちゃぐちゃになった思し考こうの中で、それでも心臓が跳ね上がった。口元を誰かの手が覆おおい、背中に誰かの身体からだが密着し、首くび筋すじに誰かの吐と息いきを感じる──こんな状態でなければ悲鳴のひとつもあげていただろうが、今のレレナはそれよりも先に身体のほうが動いた。誰かの腕の中で、レレナは両手両足をめちゃくちゃに振りまわして暴れた。痴ち漢かんとか変へん質しつ者に襲われたなどとは思っていない、ただ放っておいて欲しかっただけだ。

　その腕はあっさりほどけた。ただの女の子とレレナの力を侮あなどっていたのだろう。が、呪じゆ縛ばくが解けてからもレレナは逃げようとしない。ゾンビのような動作で、足を引きずりながら歩いていく。背後で困こん惑わくの気配、それでもレレナは振り向きもしない。しばしの空白があったあと、レレナはまた組みつかれた。

　例によってレレナは全力で暴れた。が、その誰かは先ほどよりもかなり強い力を込めてレレナの身体を束そく縛ばくした。容易に離れることのできないその力に、しかしレレナは昆こん虫ちゆうのように無む機き的に暴れつづけた。駄だ々だをこねているようにも見える。背後の誰かは業ごうを煮にやし、ついに声をあげてレレナを振り向かせた。

「ちょっと、大人おとなしくしてなさい！」

　女の声だった。大人しくしろと言われても、こんな状況で大人しくなる馬鹿はいない。が、驚くべきことに、その声と同時にレレナはぴたりと暴れるのをやめた。まさか言うことを素直に聞くとは思っていなかったのか、その誰か──クイナも、驚いてその手の力を緩めた。

　クイナの声など、レレナには最初から聞こえていなかった。

　振り向いたレレナの目は、ただ一点、開いた唇からのぞく、クイナの犬けん歯しに引き寄せられていた。

　驚きよう愕がくのあまり、レレナは口をぽかんと開けた。それを見て、正確にはその奥にある自分と同じような犬歯を見て、クイナもぎょっとしてその身を離した。

　沈ちん黙もくはどれくらいのあいだだったか。

　やがてクイナが、恐る恐る、という感じで言った。

「あの、つかぬことを、お伺うかがいしますが──」

　なぜか敬けい語ごになっている。クイナはレレナを小さく指で差し、

「……吸きゆう、血けつ、…………鬼き？」

　レレナは自分を差す指をじっと見つめながら、こっくりと頷うなずいた。

　クイナはそれを見て、にへら、と笑った。古い友人に思わぬところでばったり出会ったときのような顔だった。そのままレレナを差した指を自分のほうに向け、

「あた、あたしも、なんだ」

　レレナはそれにも、こっくりと頷く。

　クイナがいきなり動いた。レレナの手を強ごう引いんに取り、強く上下に揺さぶる。レレナは突然のことに思わず身を引きかけ、しかしクイナの顔には満面の笑えみが浮かんでいる。

「あーびっくりしたー、こんなとこで別の吸血鬼に会うなんて思ってなかった。道どう理りで女の子にしては力が強いと思ったよ。ね、あなた、名前はなんて言うの？　歳としはいくつ？　今どこに住んで──あーっと、その前に、ちょっと時間いいかな、話したいことがあるんだけど、どうかな。いい？　オッケー？」

　速そく射しや砲ほうの如ごとくまくしたてるクイナの口調に押される形で、レレナはこくこくと頷うなずく。あまりのことにそれ以上の行動ができないだけなのかもしれなかった。が、クイナはまったく気にせずに、レレナの腕を取ってスキップするように歩き出した。なにがなにやらわからぬまま、レレナはクイナにずるずると引きずられていった。
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　レレナはメニューを開く。ラミネート加工に埋め込まれたいかにも健康に悪そうな色合いのスパゲティーに目を向けながら、しかしその瞳はなにも見てはいない。ただでさえぐちゃぐちゃだった頭の中が、さらにめちゃくちゃになっていた。

　だからレレナは、ウェイトレスが注文を取りに来て、クイナに促うながされても、なんの反応を起こすこともできなかった。

「──お客様？」

　ウェイトレスが怪け訝げんそうに声をかけた。レレナはメニューから目を離し、テーブルの向こうに座るクイナを見て、それからウェイトレスを見上げ、もう一度クイナに視線を戻して、焦あせったように言った。

「お、おなじので」

「……かしこまりました」

　二人のメニューを回収し、ウェイトレスは去っていく。その後ろ姿を見送ったあと、クイナは顔を近づけて、不思議そうに言った。

「──ね、どうしたの？」

「え──なにが、ですか」

「さっきから変だよ。あ、もしかして、なんか用事あった？」

　レレナはふるふると首を横に振った。クイナは安心したように笑い、

「まだ名前言いってなかったね。あたしクイナって言うんだ。吸血鬼──なのは、もう言ったか。あなたは？」

「はい、あの、レレナ──と、言います」

　その言葉に、クイナは目を丸くした。確認するような口調で、

「ひょっとして、外国の人？」

「……ローマ、です。イタリアの」

　しばし至し近きん距離からまじまじとレレナのことを見つめる。どうにも居い心ごこ地ちが悪い。レレナはその視線に怖気おじけづいて、目をテーブルの上へとそらした。と、クイナがぱっと身を引き、椅い子すの背もたれに寄りかかって「はっ」と笑った。

「噓うそだあ」

　レレナはややむっとして、

「──噓じゃありません」

「えー、だって、吸血鬼って海渡わたれないんだよ。知ってるでしょ？」

　まさに核かく心しんを突かれた。たちまちのうちに暗い影がレレナの顔を覆おおう。その反応にただ事でないと思ったのか、真剣な口調でクイナが言った。

「……まさか、『こっち』で──その、『感かん染せん』したの？」

『感染』という言い方に、レレナは顔を上げた。どことなく怒っているようなクイナの顔を、気弱な目で見つめる。ややあって、レレナはこくりと頷うなずいた。

　クイナの手が伸びてレレナの胸むな倉ぐらをつかみ自分の顔のすぐそばまで引き寄せるのに、全部で一秒もかからなかった。あまりに過か剰じようなその力にレレナの身体からだ全体が浮き上がり、へそのあたりをテーブルのへりにしこたま打ちつけた。その痛みに顔をしかめながら、レレナは悪あつ鬼きの形ぎよう相そうを目まの当たりにする。

「いつ!!　どこで!?」

「な──ちょ、痛い、痛いです！　は、離して！」

「いいから言いなさい!!　どこで『主人』に会ったの!?」

「────」

　声も出ない。怖かった。つい今しがたまであんなに親しそうに笑いかけてくれた女性の面おも影かげはどこにもなく、そこにはただ底知れぬ深い憎しみだけが浮かんでいた。暴力を振るわれていることよりも、今まで見たことすらないその感情にレレナは恐怖した。

　唐とう突とつに、クイナの顔からすべての色が抜け落ちた。と同時にレレナの襟えりをつかんだその手からも、力が抜ける。重力にしたがってレレナの尻しりが椅い子すの上にとすんと落ち、けほけほと咳せき込みながら怯おびえた目でクイナを見る。まったくの空白だったクイナの表情の上に、じわりと染しみ出すような感じで悲しそうな色が浮かび上がってきた。

「…………ごめん」

「………………」

　けほ、と最後に小さく咳をして、なんだろうこの人は、と思った。こんな人についてきてしまった自分を後悔する傍かたわらで、なにか苦しみを抱えているような彼女を心配する気持ちも湧わいてくる。レレナはまだ怯えた顔をしながら、それでもおずおずと、

「あの──なにか、私、変なこと、言いました？」

　クイナは力なく首を振った。

「だめなの、あたし──『主人』のことになると、カッとしちゃって、見み境さかいがつかなくなるの。ごめんなさい、本当に。びっくりしたでしょ？」

　確かにびっくりした。悪気はなかったようだが、へその痛みはまだ消えてはいない。なにも言うことができず、レレナはテーブルの上に視線を貼はりつけた。さすがのクイナも、そこから話しかける機会を見出すことはできなかった。

　しばしの静せい寂じやくが流れる。どちらも互いの沈ちん黙もくに耐え切れなくなったころ、ウェイトレスが二つのコーヒーを携たずさえてやってきた。二人の見つめるテーブルの上に、コーヒーの黒がことりと置かれる。ゆっくりとした動作でまだ湯ゆ気げの立っているそれを手に持ち、レレナは砂糖もミルクも入っていないコーヒーを少し口に含んだ。苦にがい。しかも舌の皮がめくれあがるほど熱い。慌あわてて飲み込む。その味と熱さに顔をしかめ、目の端はしに涙まで浮かべながら、ようやくレレナは切り出した。

「はのっ」

　レレナは猫ねこ舌じたである。コーヒーのあまりの熱さに舌がうまく回らなかった。たちまちかっと顔が赤くなり、それを見てクイナは一瞬の空白、それから「あはっ」と元気のない笑いを漏らした。恥ずかしくもあったが、クイナのその笑いに逆に勇気づけられ、レレナはめげずにもう一度言いい直した。

「あの──『主人』って？」

「え？　あ、そか、知らないんだったね。ごめん。あのね、『主人』ってのは『組織』での呼び名で──」

「……『組織』？」

　クイナは「あー」と声をあげ、自分の額ひたいをぺしゃりと叩たたいた。

「そっちのほうから先に言えばよかったね。あたしたちね、ある『組織』に所しよ属ぞくしてるんだけど──っていうと、なんかふざけてるみたいだけどね。本当。そこにいる人はみんな吸血鬼で──」

「みっ、みんなですか!?」

「しっ！　声が大きい。──ま、別に聞かれても誰も信じないと思うけど」

　自じ虐ぎやく的にも見える笑いを浮かべ、店内を見まわした。

「……それに誰もいないし。まあとにかく、そこでは『元からの吸血鬼』のことを『主人』って呼んでるの」

　クイナの顔に、先ほどの憎ぞう悪おとよく似た、ねばついた感情が表れた。

「『元からの吸血鬼』は、わかるでしょ。あたしやあなたを、こんなふうにしたあいつらのことよ」

　その感情にまたもやレレナは怯おびえる。が、クイナの言うことは理解できた。つまり『主人』というのは、霧きりや蝙こう蝠もりになったりすることのできる、元がん祖そ本ほん家けの吸血鬼のことだ──そう、月つき島しま亮りよう史じのような。

　やばい、と思った。この人と月島さんを会わせてはいけない。

「で、どこまで話したっけ。ああそっか、そう、あなた『主人』に会ったのね？　この国で。それで吸血鬼にされた。それはいつごろ？　今、そいつがどこにいるかわかる？」

　まさか三週間前に嚙かまれたばかりですなどとは口が裂けても言えない。そんなことを言えば、まだこの湯ゆヶが崎さきに月島亮史という名の『主人』がばっちり存在していることがバレてしまう。レレナは噓うそをつくのが苦にが手てだし大嫌いだが、しかしこのときばかりはガゼットの言うことにも一いち理りあると思った。噓も方ほう便べん。

「あ、──えと、五年前くらい、かな？　それから、その吸血鬼──は、……ええっと、どっか、行っちゃって」

「……どっか？」

「は、はい。私を吸血鬼にしたら、すぐにどこかへ消えちゃいました」

　疑っているような沈ちん黙もく、

「ほっ、本当です！　噓じゃありません！」

「誰も噓なんて言ってないでしょ。でも、そうだとしたらあなた、きっと運が良かったのね。普通あいつらに嚙かまれたら、一生奴ど隷れいにされるもんだけど」

　レレナの顔がさっと青ざめる。まさか亮りよう史じがそんなことをするわけがないのだが、『奴隷』という単語だけでなにか空そら恐おそろしいものを感じた。クイナは優しく微笑ほほえみ、

「大丈夫、もういないんだから。ねえ、それで、今はどうしてるの？」

「え、今は、その、そう、町から町へ渡り歩いて」

「そうよね──吸血鬼の身じゃ、ローマに帰るわけにもいかないもんね。家族の人は？　心配してるんじゃないの？」

　急所を一度に二つも打ち据すえられた。特に『家族』の一言が効いた。母へのあの一言が蘇よみがえり、レレナは顔を伏せる。それを見て、クイナは「悪いことを聞いてしまった」とでも言うように眉まゆを寄せた。

「ごめんなさい、へんなこと聞いちゃって──」

「……いえ…………」

　膝ひざの上で両手を絡からめ合わせた。まともに思し考こうができるようになって、初めて罪ざい悪あく感かんが背せ筋すじに忍しのび寄ってきた。レレナは固く目をつぶる。できれば耳を塞ふさいでしまいたかった。面と向かってそれを見れば、自分はそれに耐えられないだろうという予感があった。

　クイナは身を乗り出し、膝の上のレレナの両手をつかんだ。驚いて顔を上げるレレナを尻しり目めに、その両手をテーブルの上にまで持ってきて、強く強く握り締めた。レレナの目をまっすぐに見ながら、力強い口調でクイナは言った。

「ねえ、じゃああなた、どこにも行くところがないんでしょ？」

「────は、い」

「それじゃあ、あたしたちと一緒に来ない？　『組織』に入らない？」

　いきなりの言葉にレレナは眉まゆをひそめる。クイナはにやりと笑った。

「あのね、『組織』っていうといかにも怪しく聞こえるけど、ほんとはそんなに悪いところじゃないの。行き場をなくした吸血鬼が、一緒に集まって行動するところなの。あるひとつの目的のために。その目的っていうのはね──」

　そこで息を吸い込み、

「人間に、戻ること」

　レレナは目を見開いた。思わずクイナの顔をまじまじと見る。その反応に満足げな笑えみを漏らし、さらにクイナは言った。

「あなただって、人間に戻りたいんでしょ？　それならあたしたちと一緒にいたほうが絶対いいって。まだ結果らしい結果は出てないけど──でも、いつか必ず、人間に戻る方法を突き止めてみせるわ。そのためならどんなことでもやってみせる。ねえ、どう？　あたしたちのところに来ない？」

　自分の手を包むクイナの手を、じっと見つめる。

　確かに、クイナの誘いには魅み力りよくがあった。人間に戻るというその目的は、レレナがその胸に誓った決意とまったく同じものだったからだ。そして、その方ほう策さくについてはとんと見当がついていないのが現状である。亮りよう史じにはまだ相談していないが、それも望み薄うすだろう、とレレナは思っている。そんな方法を彼が知っているのなら、とっくにレレナに教えてくれているはずだ。それならばいっそのこと、自分もその『組織』とやらに参加して、彼らと一緒に人間に戻るための方法を模も索さくしたほうが、ずっとずっと有ゆう意い義ぎなのではないだろうか。

　しかし。

　レレナは目を上げる。クイナの真剣なまなざしがそこにはある。一瞬だけ視線が絡からみ合い、気け圧おされたようにレレナはまた顔を伏せた。この人は、真剣に私のことを心配して言ってくれてるのだ、と思った。その気持ちは有あり難がたかった。

　しかし──

　先ほどの、クイナの、あの憎しみの顔が、忘れられない。

　うまく表現することはできないが──なにかが、決定的に違うような気がした。それがなんであるのかはわからない。おぼろげな直感でしかない。だが、それでも、どうしても、クイナと自分はまったく違うような気がしたのだ。

　迷いつづけるレレナを見て、クイナは鼻から息を抜いた。レレナの両手を包んでいた手を離し、立ち上がる。レレナがはっと顔を上げた。心配そうなその表情に、クイナは大人おとなびた笑えみを浮かべる。

「すぐに決めろって言っても無む理りよね。焦あせらなくていいわ、あと二、三日はこの町にいるつもりだから。それまでに決めて──決まったら、あたしに知らせて」

　クイナは自分の泊まっているホテルの名前と、部屋番号を告げた。

「でも、これだけは覚えておいて。これは、あなたにとって、人間に戻る唯ゆい一いつのチャンスなのよ。あたしたちも協力者が増えれば嬉うれしいし、それになにより、あなた自身のためなんだから」

　伝票を取る。ウインクをして、クイナは背を向けた。その背中をじっと見つめながら、ひたすらレレナは迷いつづける。普通に考えれば、クイナたちと一緒に行動するほうがずっと早く目的を達成できるだろう。亮史には悪い気もするが、それでも人間に戻るためと言えば、彼は喜んで送り出してくれるだろう。

　だが、その選択肢しを選ぼうとするたびに、直感の叫びが邪じや魔まをした。先ほどのクイナの深い憎ぞう悪おが記憶に蘇よみがえった。原因のはっきりしない違和感。ある単語がどうしてもわからなくて、喉のど元もとまで出かかってるのにそれでもわからなくて、とりあえず書いてみたはいいものの綴つづりが間違っているような気がして仕方がない、そんな気分だった。

　ため息をついて、ようやく飲めるほどの温度にまで下がったコーヒーを、口の中に流し込む。ぬるくても苦にがいのは相変わらずだった。夢に出そうなその苦さに、レレナはまた顔をしかめた。




　　　　◆




「『組織』、ねえ」

　なんだか疑っているような声だった。自分でもそう聞こえた。シギがちらりと亮りよう史じを見上げ、それから少し機き嫌げんを損そこねたような声で言う。

「──噓うそでは、ありません」

「あ、いや、そんなつもりで言ったんじゃないけど」

　でもなあ、と言げん外がいにつぶやく。いまいち信じきれない。従じゆう者しやがそんな寄り合い所じよ帯たいじみたものを作っているということもそうだったが、それ以前に、シギがそのことを自分に話す理由がないからだった。あれきりシギから自分に接せつ触しよくすることはないだろうと思っていたのに、その予想はあっさりと裏切られてしまった。亮史はこっそりと、膨ふくれっ面つらのシギを盗み見た。

　おかしいといえば、シギの様よう子すもかなりおかしい。工事現げん場ばからこの方かた、ずっと亮史の腕を取ったまま歩いている。その表情も昨日きのうに比べればくるくるとよく回り、実じつ年ねん齢れいに似つかわしくない、むしろその外見どおりの歳としのように振る舞っている。今だって、頰ほおを膨らませて不満の意を露あらわにしている。親しみを感じてくれているのなら嬉うれしい限りだが、舞まいの例を取ってみればわかるとおり、亮史はこういう反応が実に苦にが手てだった。空気を和なごませるために、冗じよう談だんっぽく亮史は言った。

「でも、いいんじゃないかな。そういうのって。人間に戻るために、みんなで集まってるわけでしょ？　うん、きっとそのうち戻る方法が見つかるよ。三人寄れば文もん殊じゆの知ち恵えって言うし、吸血鬼の未来も明るいね」

　彼の意図とは正反対に、シギの顔は暗く沈んでしまった。亮史の手を取ったままうつむき、やがてぽつぽつと、

「……そんなに、いいものじゃないんです。『組織』は」

　重おも々おもしく首を振った。

「確かに、確かに彼らの目的は『人間に戻ること』にあります。でも、もっと言ってしまえば、その目的を達成するためなら手段はまったく選ばないんです。それがどんなに非ひ道どうなことであっても、必要とあれば、必ず彼らはやるでしょう」

　彼ら。亮史はシギから視線をそらして、言った。

「──まるで他人がやってるみたいな口ぶりだね」

　非難するつもりはなかった。が、シギはそう受け取ったらしい。外はずした視界の中で、しかしシギが亮史の腕を強く握り締めるのを感じた。

「そう、そうですね、私も──『組織』の一員ですから。他ひ人と事ごとのように『彼ら』などと呼んでは、いけないのかもしれません」

　言葉を切る。軽い吐と息いきの音が聞こえた。

「とにかく、私たち、『組織』のやっていることは、常じよう軌きを逸いつしています。私たちが、普ふ段だんやっていることは、──人さらい、なんです」

　亮りよう史じはシギをちらりと見、その顔に苦く悩のうが浮かんでいるのを認めてから、またすぐに目をそらした。

「私たちは人をさらってきます。その人たちは、ただの、普通の、人間なんです。もしかしたら、なにか基準があって──とんでもない悪人とか、そういう人を選んでやってるのかもしれませんけど、『組織』の下したっ端ぱの私たちには、それは伝わってきません。……たとえ伝わってきたとしても、関係ないと思います。命は、命ですから」

　声が震えてきた。亮史はなにも言わない。シギを慰なぐさめもしなければ非難もしない。そのことに彼女が安心したのかどうか、それを知る術すべはない。ただシギは、なにかに憑つかれたように話しつづける。

「『組織』の、代表者みたいな人がいるんです。彼の命令で、私たちは人をさらってきます。さらってきた人は、──みな、亡もう者じやにされます。人じん体たい、実験用、の。先日、捕まえていた亡者のうちの、いっ、──ひとりが、逃げ出しました。私たちは、それを追ってこの町に来ました。彼を処分するために。それが、本当の理由です」

「蜘く蛛もだ」

　亮史が前を見たまま、ぼそりと言った。シギがかすかに身体からだを動かした。首を縦たてに振ったのだろう、と亮史は推測する。

「私も、そう思いました。だから昨日きのう、そのことを聞いて、クイナ──妹に、すぐにこの町から出るように提案しました。二、三日中に、私たちはいなくなります」

「そう、それだ。それが不ふ思し議ぎだった」

　改めて、亮史はシギに目を向けた。が、今度はシギのほうが亮史を見ていなかった。亮史のことを見ることができないのかもしれなかった。

「なんで君は、僕に『組織』のことを教えるんだ？　この期に及んで。僕としてはありがたいけど、君にはメリットがなにひとつない。妹さんは僕を──『主人』を憎んでいるんだろ？　だったらこれ以上の接せつ触しよくは避けるのが賢けん明めいだと思うけど」

　シギの腕が震えた。まだ彼女は、顔をじっと伏せたまま、亮史のことを見ようともしない。構わずに亮史は続けた。

「不思議なのはそれだけじゃない。なんで君たちは、亡者──蜘蛛を追ってこの町にやってきたんだ？　聞いた限りじゃその『組織』とやらはずいぶん合理的な集団らしい。だったら逃げ出した蜘蛛のことなんて放っておけばいいじゃないか」

　シギが顔を上げる。が、亮史のことは見ない。正面に目を向けて、小さな声でつぶやくように言った。

「それは──」

「当ててみせようか？　『吸血鬼の存在が公おおやけになると、なにかと不ふ都つ合ごうだから』──だろ？」

　驚いて、シギは今度こそ亮りよう史じの顔を見た。亮史はにやりと笑い、

「いや、不都合どころじゃないか。下へ手たしたら人間たちは吸血鬼を根こん絶ぜつしようとするかもしれない。そこまでいかなくても、人さらいなんて真ま似ねをしてる『組織』はどのみち壊かい滅めつに追い込まれるだろうね。まさに死し活かつ問題だ。つまり、『組織』としては、亡者に関かかわらず自分たち以外の吸血鬼に外にいてもらってはなにかとまずいわけだ」

　口調に楽しそうな響ひびきが混じるのを、亮史は抑えることができなかった。シギの驚きが愉ゆ快かいだったし、その驚きの表情が自分の推理を肯こう定ていしていることに、クイズに正解したときのような満足感を覚えた。そして、なによりも──

　炎ほのおが、ちらちらと見え隠がくれしていた。

「そう考えればすべて合点がいく。そればかりか、僕が今抱かかえている疑問がすべて氷ひよう解かいする。こうだ。『組織』に所しよ属ぞくする君としては、蜘蛛に限らず自分たち以外の吸血鬼はみな殲せん滅めつしたい。しかし昨日きのうの段階ではまだ準備ができていなかった。どういう仕組みか、従じゆう者しやは吸血鬼の中でも一番弱い部ぶ類るいに入るから、ひとりでは亡者はおろか、『主人』に太た刀ち打うちできるはずがない。ではどうするか──」

　シギの顔に、驚きとは別の色が混じる。

「──まず僕に『組織』のことを話して、信頼を得る。それからさらに『話がある』と称して僕を人ひと気けのないところへと連れ出す。決して逃げられないように、腕をがっちりとつかんで。連れ出した先にはもちろん、僕を殺せるだけの戦力がたっぷり用意してある、という寸法だ」

　シギの手から力が抜け落ちる。亮史からそっと身体からだを離し、そのまますたすたと歩みを速めて、かなり前に言ったところでぴたりと止まった。つられて亮史も立ち止まり、シギの後ろ姿を、首をかしげて眺ながめた。と、シギが振り返る。その顔に浮かぶのは、怒ったような傷ついたような表情。低く抑えた声で、シギは言った。

「──そう思うのなら、どうぞ、お帰りになっていただいて結けつ構こうです」

　かなり強い語調で、シギがそう言った。にらみつけるように亮史を見る。亮史は困ったような笑えみで頰ほおをぽりぽりと搔かき、

「あ、やっぱり違った？」

「心しん外がいです」

「いやまあ、そうだとは思ってたけどね」

「傷つきました」

「ごめんごめん──ちなみに何点くらいかな？　今の予想」

　シギは深々とため息をついた。亮史に背を向け、かなりの早足で歩きはじめる。その背中はすねているようにも見えた。昨日きのう今日きよう会ったばかりの間あいだ柄がらで言えることではないのだが、シギのこういう態度は、どうにも『らしく』ないように思える。軽く肩をすくめて、亮りよう史じは小走りにその背中を追いかけた。

　横に並んでも、シギは別べつ段だん逃げるような素そ振ぶりも見せなかった。しばし二人とも、無言のままで歩く。どちらもなにも言わなかったが、目的地は昨日きのうのあの深しん夜や営業の喫茶店だ。確かにあそこなら、万年がらがらで客はほとんどいない。つまり、誰に遠えん慮りよするでもなく『吸血鬼』という言葉を真ま顔がおで口にすることができる、ということである。

　黙っていたシギが、不ふ意いに口を開いた。

「三十点」

　思わず亮史は聞き返す。

「え」

「今の予想。──少し、合っていました」

　目をぱちくりさせてシギを見る。が、やはりまだ機き嫌げんを損そこねているのか、シギはじっと押し黙っている。亮史は確認するような口調で、

「……ちなみに、どの辺が？」

「ほんの少しです。私たちが亡もう者じやを追わなければならない理由、そこだけ」

「ああ、なんだ。じゃあ全ぜん然ぜん合ってないんじゃないか」

　亮史はひとりで笑った。無む理りのある笑い声だった。つられて笑ってくれるかな、との期待を込めてしばらく亮史は笑ってたが、道行く人から変な目で見られただけだった。シギはこちらを見てもくれない。笑えみを消してため息を小さく吐き、亮史は話を続ける。

「それじゃあ、正解は？」

「…………」

　こちらを見るどころか、ついにシギは顔を背そむけてしまった。困りきった顔で、亮史はシギのつむじをじっと見つめる。なにか言ってくれるまで黙っていようか、と亮史が前を向いたところで、シギが聞き捨てならない単語をつぶやいた。

「上じよう弦げん──」

　亮史の足がぴたりと止まる。シギは構わずに先を進み、しかし先ほどと同じように、しばらく行ったところで立ち止まった。なにかを考えるかのように斜め上を見、独り言のように、

「聞いたことがあります。上弦──『組織』の中に、そんな女性がいるということは」

　亮史は、再び歩きはじめる。シギの横に並び、追い抜き、彼女の目の前に立った。油ゆ断だんなく目を光らせて、亮史はシギの目を真正面から捉とらえる。

「──上弦が」

「はい」

「噓うそじゃ、ないだろうね」

　そしてシギは笑った。挑ちよう戦せん的な、「さあ、どうかしら？」とでも言っているような顔だった。と、不ふ意いにシギの右手が動き、亮りよう史じの左手をつかんだ。そのまま亮史の横に回り込む。恋人同どう士しがお手て手てをつないだような状態のまま、シギはゆっくりと歩き出した。

「詳しい話は、あの中で──」

　シギが顎あごでそこを示した。見れば例の喫茶店が、すぐそこに軒のき先さきを構えている。

　覚かく悟ごを決める。

　シギの手を、握り返した。

　一緒になって歩き出す。なにを考えているのか知らないが、上弦のことを知ることができるのなら、どんなところにでも飛び込んでやる、と思った。なにがそこまでさせるのか、それは自分でもわからなかった。

　炎ほのおは相変わらず、視界の外で不ふ愉ゆ快かいな照り返しを放っている。

　思し考こうの奥の奥、吸血鬼としての本能が、もぞりと動いた。

　シギと一緒になって、喫茶店の前に横たわる雑ぞう巾きんの如ごときカーペットを踏みつける。自動ドアの開く音、やる気のない「いらっしゃいませ」、開いたガラス戸の向こうに立っていた人ひと影かげに、亮史は思わず道を譲ゆずろうとして、




「あれ、姉さん？」




　クイナはびっくりして目を見開いた。汚れの目立つ自動ドアのガラス越しではわからなかったが、開いてみればその人影は、まごうことなき自分の姉だった。

　顔色が紙のようだった。

　不ふ審しんに思う。こんなところでなにをしているのか。自分とて人のことを言えた義ぎ理りではないが、姉はなにか隠かくし事をして──

　まさか、と思う思考に、その声は重なった。

「──？　どうしたの？　入らないの？」

　クイナはそちらのほうを見る。鼻にかすかにしわが寄った。妙みようにひょろ長い優やさ男おとこが、姉と手をつなぎながら立っていた。誰だろうと思う前に、気に食わなかった。姉に近づく男はみんな敵だとすらクイナは思っている。どうせ無む理り矢や理り姉をナンパしたに決まっている。姉は美しいが、気の弱いのが玉にキズだ。クイナは男に近づき、一言文もん句くを言うかそれとも首を締め上げるかして、追っ払ってやろうとした。

　どちらの事態も、結局起おこらなかった。

　因いん縁ねんをつけるために口を開きかけて、クイナは停止した。それからシギの顔を見る。シギは真っ白になったまま、ゆっくりと、首を小さく左右に振った。蚊かの鳴くような小さな声で、「ちがうの」と何度も何度もつぶやいている。クイナはシギから視線を外はずし、亮史のことをまじまじと見つめた。見つめながら、納得したようにこくこくと頷うなずいた。

　そういうことか、と思った。

　クイナは、笑った。

　その笑顔を見て、シギは弾はじかれたように身を翻ひるがえした。亮りよう史じの手は握ったまま、彼がひきずられるほどの強い力、従じゆう者しやとしての全力を込めて駆け出す。悲鳴に近い亮史の声が響ひびき、尾を引いて遠ざかるその声を横よこ目めに、クイナは『本日のオススメメニュー』のレプリカが載せられた木のテーブルを思い切り蹴けり上げた。

　破は砕さい音おんと共に、テーブルが偽にせ物もののハンバーグと一緒に上方に向かって撒まき散らされる。粉こな々ごなになった木の破は片へんから手ごろな一本を目で追って、重力にひかれて落ちてきたそれを見事にキャッチ、クイナは狩人かりゆうどの笑えみをますます深くする。







幕間　『あいつ』







　風が吹いている。春の強い風にさらされて、ガラスの窓ががたがたと鳴った。このガラス窓は、立て付けが悪いのかそれともくいなになにか恨うらみでもあるのか、風が強い夜などはしょっちゅう鳴ってくいなの睡眠を邪じや魔まするのである。寝台に横になりながら、くいなは鼻にしわを寄せた。こんな窓ならないほうがましだと思う。文明開かい化かもよりけりだ。今くいなが身体からだを横たえている寝台もそうだった。生まれてこの方かたの十七年、くいなはずっと布団ふとんの上で眠りに落ちてきたのに、いきなりこんな高い場所に放り出されても寝られるはずがない。なんだか寝ているあいだに転がり落ちてしまいそうだった。

　が、この家──いや、この屋や敷しきは、なにもかもが洋風なのだ。布団などという時代遅れの代しろ物ものはどこにもなく、否いやが応おうでも寝台の上に身体を乗せなければならない。理り不ふ尽じんなことだ、とくいなは思う。姉にねだって布団に換えてもらおうかとも思うのだが、それが結局はあいつに頼ることになるのだと思うと、意地が邪じや魔まをしてなかなか言い出すことができなかった。

　横になってみたはいいものの、案あんの定じようまったくと言っていいほど眠気はなかった。妙みようにやわらかい感かん触しよくを背中に感じながら、くいなは高い天井をぼんやりと見つめる。

　あそこを──遊ゆう郭かくを出てから、もう、半年が経たった。

　そのあいだ、くいなはなにをするでもなく、のんべんだらりと過ごしてきた。三味しやみ線せんを鳴らしていた時期もあったが、最近では触ってもいない。飽あきたというよりも、こう時間があり余っていると、あとでもいいかという気になってしまうのだった。

　ごろりと寝返りを打つ。眠ねむ気けがないのは、多分そのせいもあるのだと思う。まったく身体からだを動かしていない。最近少し太ったのではないかと、姉に言われた。なにかあなたにもやることがあるといいのにねえ、それともそろそろ、お嫁よめにもらってくれる人を探すべきかしら？　あの人にお願いして、探してもらいましょうよ。ね？

　ため息。

　くいなは姉が好きだ。心の底から尊そん敬けいしている。だが、その姉が選んだあいつだけは、どうしても好きになることができなかった。確かにあいつには感謝している。自分と、そしてなによりも姉を苦く界かいから救い出してくれたことは、どれだけ感謝してもしたりない。

　それでも、嫌いなものは嫌いなのだった。

　あいつ自身がどうこうという問題ではない。姉の相手の男であれば、くいなは誰だって嫌っただろう。はっきり言ってしまえば、幼いころに二ふた親おやが死んでからずっと寄り添って生きてきた姉を、あいつに取られたような気がするのだ。子供じみた考えだというのはわかっていた。姉には姉の人生があるのだということも理解していた。

　理り屈くつでは、どうにもならなかった。

　くいなはまた寝ね返がえりを打つ。揺れる窓の外、春しゆん宵しようの暗くら闇やみを見つめる。




　ふと、目が覚めた。

　寝台から起き上がり、寝ぼけまなこであたりを見まわす。特にきつくにらみつけたのは、やはり例のガラス窓だった。一体どれだけ自分の眠りを邪じや魔ますれば気が済むのか、それともぶち壊してやろうかと、怒りに近い感情を覚える。くいなは気き性しようの激しい女性だ。子供の時分、村ではずいぶんと嫌われたものだった。

　が、窓が鳴っている気配はない。風は止やんでいる。しんと静まり返った部屋の中で、くいなはぽりぽりと頭を搔かいた。確かになにかが聞こえたような気がしたのに。気のせいだったのだろうか──

　聞こえた。

　なんだろう、と思う。寝台から立ち上がり、こきこきと首を鳴らした。眠りが浅かったにも関かかわらず、眠気はまるで感じていない。好こう奇き心しんの赴おもむくままに、くいなは自室から足を踏み出した。

　それにしても大きい屋や敷しきだ。二階建ての洋よう風ふう建築、しかも許し難いことに庭まで付いている。くいなは金持ちが嫌いだった。なぜ、と言われてもはっきり答えることはできない。あいつを嫌いなのと同様、ただ嫌いなのだ。坊主ぼうずが憎いと袈け裟さまで憎いと言う。あいつが金を持っているから、金持ちが嫌いなのかもしれない。

　足音を忍しのばせて歩いていく。と、いきなりなにかにつまずいて、転びそうになった。慌あわてて壁に手をつき難なんを逃れる。恨うらめしそうに床を見るが、あまりに暗すぎてなににつまずいたのかまではわからなかった。大きければいいってもんじゃない、と思う。そもそもがこの屋や敷しきには窓が少なすぎるのだ。昼間ですら薄うす暗ぐらい。作った人間はなにを考えていたのだろう──と、壁を伝つたいながら歩いていくと、手に触れるものがあった。暗くら闇やみの中で目を凝こらして、至し近きん距離からそれを見る。

　木の板だ。

　くいなの眉まゆが、怪け訝げんそうに寄せられた。いや。悪いのはこの屋敷を作った人間ではない。悪いのは、この屋敷にもともとはあったはずの窓を、あとからこういうふうにして木の板で塞ふさいでしまった人間だ。

　いったい、なんのために。

　物音が聞こえる。段々はっきりとしてくる。そちらに歩みを進めながら、なおもくいなは思う。不ふ思し議ぎなのはそれだけではない。この屋敷には自分と姉とあいつ、それに二人の使用人がいる。だが、自分以い外がいの人間は、誰だれ一人として昼間のあいだに外に出ようとはしないのだ。使用人たちが買い物に出かけるのはいつも夜中のことで、どんなに早くても日没してからと決まっている。姉も同じく。あいつに至ってはこの屋敷から出ようとさえしない。

　くいなの目を、光が刺した。部屋の扉とびらから光が漏れている。あまり強い光ではなかったが、闇やみに慣れたくいなの目にはまぶしく映った。物音はそこから聞こえてくる。誘ゆう蛾が灯とうに群がる羽は虫むしのように、ふらふらとその部屋へ向かって歩いていく。

　疑問はまだある。光で思い出した。この屋敷には窓がなく、そのために月の光すら入ってこない。日にち没ぼつ後には本当に真まっ暗くら闇やみになってしまい、明かりを片手にしていなければ歩くことさえできない。さもなくば先ほどのくいなのように、なにかにつまずいて転んでしまったり、階段から滑り落ちたりしてしまう。が、にもかかわらず、この家に住むくいな以外の人間は、それがさも当たり前であるかのごとく、暗闇の中で普通に振る舞うのだ。転んだり落ちたりするのはくいなだけで、姉もあいつも使用人たちも、真まっ暗くらなこの屋敷の中をいとも簡単に歩き回る。

　なぜ。どうやって。

　扉に近づく。そこが誰の部屋であるか、考えなくてもわかった。姉とあいつの寝室だ。すでに物音は単なる物音ではなくなり、すすり泣くようなむせび泣くような誰かの声に変わっていた。これでも遊ゆう郭かくで育った身だ。その声の意味するところなど容易に想像がつく。姉とあいつの絡からみ合う姿など見たくはない。だが、それでもなぜか、くいなの足が止まることはなかった。

　なにか、確信めいたものがあったのかもしれない。

　くいなは、息を殺して、扉の隙すき間まを覗のぞき込んだ。

　そこは、やわらかい朱しゆ色いろの世界だった。

　大きな寝台の枕まくら元もとに、こうこうとランプが灯ともっている。その照り返しを受け、姉の白い裸ら身しんが美しい陰いん影えいを描いていた。姉の身体からだが蠢うごめくたびに、それまで隠かくれていた部分が光に浮かび上がり、それまで照らし出されていた部分が陰に沈んでいく。オレンジ色の色しき彩さいが姉の身体の上を這はいまわり、それを楽しむかのように、姉の身体はあいつと抱き合いながら艶なまめかしくうねっていた。くいなの覗のぞき見している扉とびらに向かって喉のどをさらけだし、その長い黒くろ髪かみを預けるような格好で、あいつに持たれかかっていた。大きく胸をそらしてるため顔までは見えない。と、姉の身体の上に、ランプの光とはまったく別の種類の赤が映えていることに、くいなは気づいた。

　姉の首から、血が一ひと筋すじ流れ出ていた。首の付つけ根ねあたりから流れ出た、ぞっとするほど太いその一いち条じようの血液は、鎖さ骨こつでいったんその方向を変えて胸むな元もとへと流れ込み、谷間を通過してへそを赤く染めていた。姉の白い肌はだの上を走るその血ち筋すじは、その身体を二分する傷きず跡あとのようにも見えた。

　そして。

　あいつが、姉の血を、啜すすり取っていた。

　首くび筋すじに開いた大おお穴あなに、絶えずその尖とがった犬けん歯しを突き立て、湧わき込めるように溢あふれ出す血液を残らず吸い尽くしている。あいつの喉がごくごくと上下するのが見えて、くいなの胃い袋ぶくろが吐き気に裏返った。なによりも恐ろしいのは。姉がそうされていながら、まるで抵抗する様子ようすを見せないことだった。

　姉が首をもたげる。その顔を、くいなは見た。

　うっとりと夢見るような、恍こう惚こつの表情──




　あいつは、化け物だ。

　姉はあいつに、操あやつられているのだ。

　寝台の中で、震える身体を必死に抱きしめながら、くいなはそう結論づけた。




　　　　◆




　その日から、くいなが屋や敷しきにいる時間は、ごく短いものになっていった。

　化け物のいる家になどいられるかというのが本ほん音ねだったが、別の理由もちゃんとあった。くいなは足を棒にしてあちこちの書店を訪ね歩き、それらの店の主人に片かたっ端ぱしから尋たずねてまわった。

　──化け物のことが載っている本を探している。

　──どんな些さ細さいな情報でもいい、それが載っている本があれば教えてくれないか。

　──名前はわからない。わからないが、その化け物は、血を吸うんだ。

　やがて、くいなの元にそれらしき情報が舞い込んできた。

　ヴァンパイア。日本語に訳すのならばその名も『吸血鬼』という、まさにくいなの探し求めていた化け物だった。蝙こう蝠もりや狼おおかみに変身することができ、若い女性の生き血をなによりの好物とする。不ふ死しの存在であり、鏡に映らず、常じよう人じんの何十倍もの腕わん力りよくを持つ基督きりすと教の天てん敵てき。彼が嫌うものは、銀、十字架か、にんにく、そして──日の光。

　屋や敷しきの窓は、完全に塞ふさがれている。

　間違いなかった。

　敵は『吸血鬼』だ。




　相手は化け物である。まともに戦って勝てるはずがない。頭を使え。

　敵の種族が判明してからも、くいなは情報を集めつづけた。敵てき情じようが多いに越したことはない。ほかにもなにか弱点があるかもしれない。そう思ってやったことだったが、後悔した。その中のある一いち文ぶんに、くいなは身を引き裂かれるような思いをした。

　吸血鬼に嚙かまれたものもまた、吸血鬼になる。

　姉の陶とう酔すいした表情が頭に浮かんだ。姉はあいつに、喜んで自分の血を吸わせていた。どう考えても手遅れだった。吸血鬼になったものを救う方法はただひとつ──その人間を殺してやること、それだけだ。

　できるわけがない。

　どうしようもない無力感と絶望がくいなを襲おそった。なにもかもが嫌になった。あいつに対する殺さつ意いすらも薄れはじめてきた。いまさらあいつを退たい治じしたところで、一体なにが変わるというのだろう。あの優しい姉は、もうすでに吸血鬼になってしまっている。どうあがこうともそれを元に戻すことはできない。自分の姉は、もう、いないのだ。

　くいなは悩んだ。部屋に籠こもり、食事すら抜いて悩みつづけた。このまま死んでしまおうか──そう考えることもあった。姉のいない人生になど、一いつ片ぺんの価か値ちも見出すことはできなかったからだ。

　彼女をその苦く悩のうから救ったのは、やはり姉だった。

　ある日、姉はくいなの私室を訪ねてきた。くいなは警けい戒かいしながらも、姉を部屋に迎え入れた。姉を、二人で寄り添って生きてきた最さい愛あいの姉を警戒しなくてはいけないということに、どうしようもない悲しみを覚えた。頭の片かた隅すみで、このまま姉を殺し、自分も自じ害がいして果てようかと考えていた。悪くない考えだった。

　寝台に座り込み、じっと考え事をするくいなの顔を覗のぞき込んで、姉は心配そうに言った。

　どうしたの？　どこか具合でも悪いの？

　くいなは首を横に振った。考えての行動ではなかった。このときのくいなにどう話しかけようとも、やはり彼女は首を横に振っただろう。

　しばらく姉はそんなくいなをじっと見つめていた。と、いきなり姉は自分のおでことくいなのおでこをくっつけた。驚いて思わず身を引くくいなに、姉は笑いながら言った。

　うん、熱はないみたい。大丈夫そうね。──でも、本当に気をつけなさいよ。昔からあなた、風か邪ぜを引きやすい体質だったから。

　くいなは、ゆっくりと、姉の顔を見た。

　姉の笑顔は、人間だったころと、微み塵じんも変わってはいなかった。

　不ふ覚かくにも涙が出た。姉の胸に顔を押しつけて、くいなは泣いた。姉は戸と惑まどいながらも、すがりつくくいなの身体からだを抱き留めてくれた。くいなの心の中で、あいつに対する殺意が再さい燃ねんしていた。殺意などという生なま易やさしいものですらなかった。熱量に変えれば世界を焼き尽くしてなお余りあるほどの、黒々と燃え上がる負の感情の爆発。

　こんなにも優しい姉を、あいつは、化け物へと変えた。

　許さない。

　絶対に、許すものか。

　殺してやる。吸血鬼め。




　扉とびらを開けた。

　くいなは足音を殺して寝台へと忍び寄る。空気中にかすかに混じる血の臭い。その臭いに、彼女は鼻にしわを寄せた。昨日きのうもまた、『晩ばん餐さん』を行っていたらしい。想像しただけでも反へ吐どが出る。くいなは右手に持った木ぼく刀とうを、ぎりぎりと握り締めた。

　吸血鬼を殺すには、木の杭くいでその胸を刺し貫つらぬかなくてはならない。

　くいなとしても苦く渋じゆうの選択だった。木の杭などどこにもなかったし、それに武器としてはいささか現実味みに欠けた。仕方なく、武器というよりはガキの玩具おもちやと言ったほうが相応ふさわしい市し販はんの木刀を買ってきたのだが、これはこれで、それなりに頼もしかった。くいなの手で削けずられた木刀の先せん端たんは、楽に人を刺し殺せるまでに研とぎ澄まされていた。

　もう夜は明けたはずなのに、部屋の中は真っ黒な暗くら闇やみに閉ざされていた。その中を、くいなは一歩一歩踏ふみしめるようにして歩いていく。目を細める。寝台の上に、二つの盛り上がりが見えた。掛かけ布ぶ団とんに覆おおわれているため、どちらがどちらなのかわからない。焦あせる。間違えたら取り返しのつかないことになるし、そもそも今のままでは、正確に胸を突くことができない。

　音が出ないように深しん呼吸をした。無む意識のうちに左手で腰こし元もとをまさぐっていた。そこにくくりつけられた袋ふくろの中には、粉ふん末まつ状じように砕くだいたにんにくと、手て彫ぼりの十字架かが入れられている。これを使うのはあくまでも非常事じ態たいのときだ。目を覚ました吸きゆう血けつ鬼き相手に、普通の人間、それも女性であるくいなが太た刀ち打うちできるはずがない。

　意を決して腰元から手を離し、布団に手をかける。もう一度、小さく息を吸って、ゆっくりと布団を剝はいだ。

　真っ白な身体からだが二つ、寄り添うようにして眠っていた。どちらも死んだように動かない、いや、ある意味ではもう死んでいるのだ。不ふ死し者しやであり死者でもある彼らには、呼吸をする必要がない。ぴくりとも動かない二人を見つめながら、くいなは激げき情じように駆られた。

　──こいつは、姉さんを、弄もてあそんだ。

　──毎夜毎夜、あたしの眠っている部屋のすぐそばで、姉さんを。

　くいなの顔が憎ぞう悪おに歪ゆがんだ。奥おく歯ばがぎりぎりと鳴る。木ぼく刀とうを持つ手が震える。もう片方の手をそえて震えを押さえ込み、ゆっくりと振り上げた。静かに眠るあいつの胸むな板いたに狙いをつける。身体からだの中からどす黒い力が湧わきあがってくるのがわかる。その力に支配されて、くいなは一気に木刀を──

　振り下ろした切きっ先さきはあいつの手に突き刺さった。腕が──伸びている。気づかれた。一瞬のうちに心が冷え、恐怖がくいなの背せ筋すじを凍らせた。

　あいつが目を開ける。と、くいなは腹に強い衝しよう撃げきを感じた。なにが起こったのかわからない、身体が浮き上がる感覚、吹っ飛ぶように遠ざかっていく寝台、その上に寝ね転ころがるあいつは、寝転がったまま足を中ちゆう途と半はん端ぱな形に持ち上げていた。蹴けりつけられたのだ、と理解すると同時に、彼女の身体が部屋の壁に叩たたきつけられた。後こう頭とう部ぶを強く打ち、視界が暗く染そまっていく。薄れていく意識の中で、くいなは二人の声を聞いた。

（な、なに？　なにが起こったの？）

（ふん、大たいした妹だな。俺を殺そうとしやがった）

（────。なに、なんで、だって、そんな、まさか！）

　姉の叫びを聞いて、くいなの意識が再び蘇よみがえった。そうだ。これは自分ひとりの戦いではない。あたしは、姉さんを、あいつから救わなくちゃいけないんだ。

　歯を嚙かみ締める。頭を力なく振って、壁に背中を押しつけるようにして立ち上がった。驚くべきことに、右手はまだ木刀を握り締めていた。黒い力の残ざん滓しが、右腕だけには残っていた。まだ戦える。袋ふくろの中には別の武器もある。あいつを、殺してやる。

　前を向く。二人はもう起き上がっていた。寝台のそばに立ち尽くしていた裸の姉が、くいなの顔を見てひっと悲鳴をあげた。だが、もはやくいなはそんなことすらも目に入らない。自分と対たい峙じするあいつの、その胸むな元もとめがけて、くいなは走り出した。我われ知しらず咆ほう哮こうしていた。

「うああああああああああああああああああああっ!!」

　あいつが姿勢を低くして身み構がまえた。かろうじて残ったくいなの冷静な部分では、恐らく自分は死ぬだろう、と思っていた。不ふ意い打うちならともかく、こんな真正面からぶつかって勝てるなど端はなから思っていない。それでもくいなは走る。どうしようもない殺さつ意いに踊らされて、腰だめに木刀を構え、見る間に近づいていくあいつの胸元を狙って必ひつ殺さつの一いち撃げきを繰り出した。

　くいなの予想は、半なかば当たっていた。『主人』級の吸血鬼とただの女性ではお遊びにもならない。そのままだったら、殺されはしないまでも、くいなはすべての武器を取り上げられて気き絶ぜつさせられていただろう。

　が。

　接せつ触しよくのまさにその瞬間、二人のあいだに、姉の身体からだが割って入った。

　やめて、くいな、やめなさい──そう叫びながら。

　どちらにとっても不幸な出来事だった。そんなことを言われても、やめられるわけがない。すでに木ぼく刀とうは突き出されていた。走り出した勢いもそのままに、尖とがった木刀の切きっ先さきは、あいつの胸元の前に滑り込んだ姉の頭めがけて、悪あく夢むのように伸びていった。くいなは恐怖する。だめだ、止まらない、止められない──

　突然、姉の身体が床に叩たたきつけられた。あいつだった。右手で姉の首をつかみ、その身体を無む理り矢や理り床に伏せさせる。くいなの恐怖が狂きよう喜きに変わる。無理な体勢を強しいられたため、あいつはもう逃げることも防ぐこともできなくなっていた。その白い胸に、くいなは躊ちゆう躇ちよなく木刀を突き刺した。

　そう。

　逃げることも、防ぐことも、できなかった。

　切っ先があいつの胸に触れたその瞬間、あいつの身体が踊るようにぐるりと回転し、くいなは手元に衝しよう撃げきを感じ、粉こな々ごなに舞い散る木刀の破は片へん、やけに短くなった木刀の先せん端たんはどこにもなく、

　首に激げき痛つうが走る。

　力が、抜けていく──




　お願い、お願いします、この子を、この子を助けてください。

　姉の声が聞こえ、くいなはうっすらと目を開けた。それだけでも相当の気力が必要だった。自分が今どんな格好をしているのかわからない。ただ、ひたすらに寒い。

　お願いですから、この子を、死なせないで──ねえ、あなた、お願いします──

　姉の声は、遠く、遠く、はるか頭上から聞こえた。半はん眼がんを開けたまま、くいなは手を動かそうとした。なぜかわからないが、姉はとても悲しそうだ。姉に触れて、安心させてあげたかった。大丈夫、あたしはここにいるよ、姉さん。

　だが、そいつ────に──とは────決め──ない──

　切れ切れに聞こえた声は、あいつのものだった。途と端たんに憎ぞう悪おがかきたてられ、すぐにそれは水をかけられたようにしぼんでいった。くいなの身体を包む冷気は一瞬ごとにその寒さを強め、その寒さがくいなの身体から力を奪う。なんだかもう、どうでもいいや──それよりも、すごく眠い。少し、眠ろう。

　それ────私──────妹──────い────た──け────

　もう意味を持つ単語すら聞き取れない。あまりにも遠きに聞こえるその音は、しかし、それでも懐かしい姉の声だった。と、くいなの頰ほおに、温かいなにかが触れた。くいなは微笑ほほえむ。ろくに目も見えないが、この感かん触しよくだけは目め隠かくしをされていたってわかる。姉の手だ。子供のころ、姉の膝ひざ枕まくらの上で昼寝するくいなの頭を静かに撫なでてくれた、優しく温かい手のひら。くいなは目を閉じる。あのころに戻ろう、と思う。ただ無む邪じや気きに遊びまわっていればよかったあのころに──

　眠りに落ちる寸前、くいなは首くび筋すじに、なにかが差し込まれるのを感じた。




　　　　◆




「──目を、覚ましません。本当に、大丈夫、なんですか？」

　その声で、くいなは目を覚ました。

「どうかな。俺が嚙かんだときにまだ絶ぜつ命めいしていなかったのなら助かるだろうが、あの時点でもうすでに死んでいたのだとしたら──」

　それでも、くいなは目を開けない。

「そんな……」

「仕方がないだろう。俺だって、殺す気だったわけじゃない。第一、襲おそってきたのはこいつのほうだ」

　ただ、待ちつづける。

「そ、それは、そうですけれど……」

「──すまん。お前を責めたわけじゃないんだ」

「…………いえ」

　しばしの沈ちん黙もく。その沈黙に焦あせったように、あいつが早口で言った。

「もうそろそろ、目覚めてもいい頃ころ合あいだが──どれ」

　近づく足音。もう少しだ、と思う。

「──成ったのならば、もう生はえているはずだ」

　くいなの唇に、あいつの手が触れた。

　目を開けた。彼ひ我がの距離を確認、素早く腕を伸ばし、あいつの首をつかんで自分の顔の前まで引き寄せる。驚きよう愕がくに引きつるあいつの表情、その顔がおかしくて、くいなはへらへらと笑った。粘ねばついた黒い感情に、その笑えみが痙けい攣れんに似た動きで震える。耳の後ろで姉が「え？」と言ったが、くいなもあいつも完全に無む視しした。くいなはあいつの顔を、あいつはくいなの顔を、恋人同どう士しのような至し近きん距離から見つめ合っている。

　あいつの首をつかんだ左手に、いっそうの力が込もった。爪つめが首の肉に食い込んで、血が流れ出る。あいつはそれに抗あらがおうとする。くいなから少しでも離れようとする。が、そうはいかない。ぎりぎりとねじ込むと、弱々しく息を吐いて、あいつの身体からだから力が抜けた。一気に押し込む。あいつの肩がびくんと跳ねた。壮そう絶ぜつな笑えみをたたえたまま、くいなはあいつの腹はらを思い切り蹴けりつける。あいつはふらふらと後ずさり、なにかにつまずくような素そ振ぶりを見せ、仰あお向むけになってどさりと倒れ込んだ。

　右手に握り締めていた木ぼく刀とうの柄えが、あいつの胸からその頭だけを出していた。

　貫かん通つうしている。

「あなた……？」

　夢の中にいるような声に、くいなはようやく振り返る。茫ぼう然ぜん自じ失しつの身体からだで、姉があいつを眺ながめていた。それを見てくいなは笑う。今までのような凄せい絶ぜつな笑えみではない、どこまでも優しく、温かい、家族を迎え入れるときのような笑顔。

「もう、大丈夫よ、姉さん」

　くいなが振り返り、憎にく々にくしげにあいつの死体をにらみつけた、その瞬間。

　あいつの身体が、音も立てずに、人ひと型がただけを残して、灰はいになった。

「……あな、た…………？」

　もう一度、姉はそう言った。目の前の光景を、口を半はん開びらきにして呆ほうけたように見つめる。吸血鬼に嚙かまれたものは、その吸血鬼の虜とりこになってしまうという。恐らく、とくいなは推すい測そくした。今、姉を縛しばりつけていたあいつの呪じゆ縛ばくが、解けつつあるのだ。

　くいなはふらりと立ち上がった。口元に手をやり、指の腹はらで自分の歯を探る。八や重え歯ばに当たるところが二本、異常に尖とがっていた。すぐに手を離し、腰にくくりつけた袋ふくろの中へとその手を突っ込む。と、焼けるような痛みが指に走り、顔をしかめて手を引き剝はがす。粉ふん末まつ状じようのにんにくがぱらぱらと落ち、指に軽い火傷やけどを負っている。

　ふん、と笑った。

　もしかしたら、こうなることを望んでいたのかもしれない。

　姉と同じになることを。

　姉が、くいなを見上げて、言った。

「……くいな？　なに……が、どう…………」

　まだ信じることができないようだった。無む理りもない、とくいなは思う。あれだけ長いあいだ、あいつに操あやつられてきたのだから。くいなは慈いつくしむような笑みを浮かべ、膝ひざを床につけて、姉と視線を合わせた。

　穏おだやかな笑みのまま、くいなは言った。

「大丈夫。あいつは、あたしが殺してあげたから」

「…………ころ………………？」

　虚うつろなその表情が、どうしようもなく悲しくて、痛々しくて──

　くいなは、姉を抱きしめた。

　大丈夫だから。

　あたしが助けてあげたから。

　これからも、姉さんのことは、あたしが守ってあげるから──

　いつまでも、くいなは姉の耳元で、そう囁ささやきつづけた。
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　誰もいなくなった月つき島しま宅の居間で、読めもしない日本語の雑誌をぼんやり眺ながめていると、マリの形をした死体が帰ってきた。

　ガゼットは目を丸くし、

「どうしたんだお前、ひどいツラしてるぞ」

　マリは答えない。泥のような動作でずるずると身体からだをひきずり、一人掛けのソファの前に立った。相変わらずそこでは黒猫が丸くなっている。が、マリはなんの躊ちゆう躇ちよもなくその上に腰を下ろした。見えていない。下した敷じきになった黒猫は、狂ったサイレンみたいな鳴き声をあげて命からがらマリの尻しりの下から飛び出した。そのまま開きっぱなしのドアから逃げ去っていく。

「──なんだ。なんかあったのか」

　それにもマリは答えない。顔をうつむかせて、じっとソファに沈み込んでいる。放っておくとそのまま地の底までも沈んでいきそうな様よう子すだった。ガゼットはため息をつき、ふと周囲を見回して、言った。

「そういや、レレナがいないな。一緒に行ったんだろ？」

　そこで初めて、死体だったマリが動きらしい動きを見せた。伏せていた顔をさらに低くして、ほとんど胸と膝ひざがついてしまうほどに身体を曲げて両手で頭を抱えた。泣き声とも唸うなり声ともつかぬ音が口から漏れる。

「……喧けん嘩かしたのか？」

　頭を抱えたまま、マリは首を横に振る。

「それだけじゃわからん。なんとか言ったらどうだ」

　しばしの沈ちん黙もく。ややあってマリが、死んじゃえ、と言った。

「あぁ？」

　聞き返したガゼットに、マリはもう一度、先ほどよりずっと弱々しい声で、死んじゃえって言われた、とつぶやいた。ガゼットは眉まゆ根ねを寄せ、

「レレナが、そんなことを言ったのか？」

　仕し草ぐさによる肯定、ガゼットは声に出して笑い、

「なんだそりゃ、あいつがそんなこと言うわけ」

　ないだろうが、という声はマリの叫びにかき消された。言ったのよ！　あの子が、あたしに、そう言ったの！　なんで、なんでこんなことになるのよ、あたしはただあの子に戻ってきて欲しいだけなのに!!

　ガゼットは笑えみを消した。短い時間のうちに事態を把は握あくし、次に言うべき言葉を頭の中から検けん索さくする。そのあいだにもマリはぐじぐじと何事かをつぶやいている。レレナがあんなこと言うなんてそんな子に育てたつもりはないのにそうよそうあいつが悪いんだわあの男がレレナにそんなことを吹き込んだんだ。今の大声で残っていた元気をすべて使い果たしたのか、かろうじて聞き取れるほどの声でいつまでも囁ささやきつづけるその姿は、はっきり言って気き味みが悪い。

「お前、レレナになんか言ったのか？」

　マリは反応を示さない。言い方を変えた。

「帰ってこいって言ったんだろ？」

　小さく頷うなずき、それから言い訳めいた言葉を口にする。だって、それは、当たり前じゃないの、あたしたちそのために日本に来たんでしょ。

　構わずにガゼットは質問を続ける。

「それだけじゃないな？」

　マリは押し黙った。

「たったそれだけでレレナがそんなこと言うはずがない。ほかになにかやっただろ。かなりきついこと」

　しばらくマリは黙だまりこくっていたが、やがて小さな、本当に小さな声でなにかを言った。あまりにも小さいその声は、マリに耳を押しつけていたとしても聞こえなかっただろう。ガゼットは聞こえよがしに息を吐くことで、臆おく病びように縮こまるマリの背中を後あと押おしした。

　やがて、マリが言った。ぶった。

「……ぶった」

　繰り返したガゼットの言葉に、マリはどういうリアクションも取らなかった。自分で言った言葉に怯おびえているかのように、凍りついている。

「殴なぐったのか」

　ばっと顔を上げた。二ふた目めと見られぬひどいツラだった。その顔を焦しよう燥そうの色に染そめて、マリはあれこれと言い訳をする。た、確かにぶったけど、でも、あれは、レレナがあたしを突き飛ばしたから、それでつい、かっとなっちゃって。

　ガゼットは、どんな弁べん明めいも許さない断だん固ことした口調で言った。

「馬鹿かお前、殴ってどうするんだ。俺たちはあいつを連れ戻すためにここに来たんだろうが。そんなことしたらますます意い固こ地じになるだけだぞ」

　マリの顔が刻こく一いつ刻こくと追いつめられていく。弁べん解かいの余よ地ちがないことを、自分でもわかっているのだろう。言い過ぎたか──と、ガゼットがそう思いかけたとき、突然マリが爆発した。わなわなと震えながら立ち上がり、ぶちまけるように叫ぶ。

　なんで、なんであなたにそんなこと言われなくちゃいけないのよ！　もとはといえばあなたが悪いんでしょ!?　あなたがあんなことしなければ──

「ああ、確かにそりゃ俺が悪いさ。謝る。すまん。でもな、それとお前がレレナを殴ったってことは別べつ問題だ。──ったく、なにやってんだよ馬鹿が。今一番キツいのはあいつだってのに」

　……なによ、それ。

「帰ってきたら言おうと思ってたんだがな、マリ、あいつを連れ戻すのは諦あきらめたほうがいいぞ──少なくとも、今のうちは」

　マリがなにか言いかけ、ガゼットはそれを制した。

「まあ待て。聞け。俺もついさっき聞いたばかりなんだけどな、どうにもあいつには帰れない理由があるらしい。帰りたくても帰れないんだと。だったら俺たちがなに言っても無む駄だだろうが」

　なに、その、理由って。

「さあな。言えないらしい。っつうかこれも、言いたいけど言えない、って感じか」

　なによそれ！　あなた、そんなんで納得できたわけ!?

「──お前は、納得できなかったのか？　それで」

　……え？

「いやだから、お前だって聞いたんだろ？　レレナから、ローマに帰りたいんだけど帰ることができないって。で、お前のことだから、その理由だって当然尋たずねたはずだな？」

　…………うん、でも、

「でも答えなかった。そこで納得できなかったのか？」

　………………なに、それ、だって、そんなの、

「おい、本当に大丈夫か？　お前レレナの母親だろ？　そのお前がそんなザマでどうするんだよ。いいか、あのレレナだぞ。友達とちょっと遊びに出かけるときだって、わざわざ家に電話を入れるような几き帳ちよう面めんな娘むすめだ。なにか悩みがあれば真まっ先さきに俺たちに相談してくるに決まってる。違うか？」

　そ、そうよ、だからあたしは、

「そのあいつが」

　かなり強い語調でマリの言葉を遮さえぎった。まだわかっていないマリに、若じやつ干かんの腹はら立だたしさを感じていた。

「──そのあいつが、言えないって言ってるんだ。そこにはなんらかの理由があるはずだ。その理由を斟しん酌しやくしてやることができなかったのか？　お前が言ったことだろうが、『レレナはもう子供じゃない』って。そのとおりだ。十五歳さいって言ったらもういっぱしの大人おとなだよ。きちんと自分で物事を考えることができる年ねん齢れいさ。そのあいつが、悩みに悩みに悩みぬいて、その上で『どうしても言うことができない』という結論を出したんだ。これ以上俺おれたちになにができるっていうんだよ。それで納得するしかないだろ」

　そこまで言うと、ガゼットは大きく息を吐いた。マリのことを静かな目で見る。

「よく考えろよ、一番苦くるしんでるのは誰だ？　たった十五歳の娘が、見知らぬ異い国こくの地にひとりぼっちにされたんだぞ──まあ、俺の言えた義理じゃないのかもしれないが、とにかく、レレナはどうしようもなく寂しかったはずだ。ローマに、故こ郷きように帰りたくて帰りたくて仕方がなかったはずだ。帰れないとしても、その理由を俺たちに打ち明けたくて仕方がなかったはずだ。でも、それすらもできないんだよ。お前だってわかってんだろうが。あいつは、レレナは、誰よりもなによりも俺たちを──いいや、お前のことを頼りにしてるんだ。そのお前に『なんで帰らないんだ』って問いつめられたときのレレナの気持ちがわかるか？　帰りたくても帰れないのに、話したくても話せないのに、一番頼たよりにしたいはずのお前から殴なぐられたときの気持ちが、想像できるか？」

　マリの顔からは、一切の表情が消えていた。ガゼットは哀あわれむような目でマリを見る。レレナもそうだが、こいつだってずいぶん苦しんだんだよな、と思った。レレナが誰よりもマリのことを頼りにしているのと同じように、マリは誰よりもレレナのことを心配している。そしてそのために、互いが互いを想っていたがために、二人は衝しよう突とつしてしまったのだ。ガゼットは顔の裏側で疲れた笑いを漏らす。世の中、うまくいかないものだな。

　ややあって、ガゼットがぽつりと言った。

「──もう少し、信用してやれよ。自分の娘だろう」

　その言葉に、マリの顔がくしゃっと潰つぶれた。泣き声を必死に押さえ込んでいるような声で、言う。してるわよ。そして、叫ぶ。

「信用してるわよ！　でも、じゃあ、どうすればいいの？　あの子は、レレナは、あたしのたったひとりの娘なのよ!?　あの子がそんなに苦しんでるんなら──放っておけるわけないじゃないのよ!!　あたしはっ、あたしは、なんでもいいからあの子の力になってあげたいの!!　そう思うのがそんなに悪いことなの!?」

　ガゼットは天を仰ぎ見た。そう。問題は、そこなのだ。ガゼットの贖しよく罪ざいも、突きつめればその一点に要約するのである。つまりは──

「母が娘を心配するのは、当然のことだ。なにも悪いことはない」

　これから、どうするかだ。

「俺が言ってるのは、それをするにしても、あいつの意を汲くんでやらなくちゃいけない、ってことだ。つまりな、マリ、俺は別にお前のことを責めてるわけじゃないんだよ。そんな資格は俺にはない。なにしろ俺が発ほつ端たんなんだからな」

　マリは肩かた透すかしを食らったように、きょとんとしてガゼットを見た。ガゼットは気弱な笑えみを浮かべ、言葉を続ける。

「手助けするにしろ、方法を考えなければいけないんだ。ローマに連れ戻すという単純にして明快な手段は、使えなくなった。ではどうやってあいつを助けるか、というと──」

　思わずマリは身を乗り出してガゼットを見る。が、ガゼットは、そこで身の細るようなため息をついて、ソファの背もたれにずっしりと寄りかかってしまった。

「──これがまったく思いつかん。情なさけないことに」

　しばらくマリは身を乗り出したままガゼットの顔を凝ぎよう視ししていたが、すぐに今しがたのガゼットのようにソファに倒れ伏した。ようやく、という感じで口元に微笑をたたえ、

「まったく、使えない男」

「すまん」

　マリは笑えみを消した。そのまま背もたれに頭を預けるような格好になり、腕でその顔を覆おおった。その心の中の炎ほのおが急速にしぼんでいくのが見えるようだった。それでいい──とガゼットは思った。レレナとは違う。マリにもガゼットにも、パニックになっているヒマなどないのだ。人を背負う身である彼らは、常に冷静でなければいけない。

「……ローマには、帰れない、か──」

　不ふ意いにマリが起き上がり、口元に手を当てた。彼女が考え事をするときのクセだ。

「──問題は、そこなのね」

「ああ。問題は、そこだ」

　先ほどの激げき情じようが噓うそのような落ち着いた態度で、マリが考えつづける。

　しばらくのあいだ、二人は物も言わずに天井を見つめていた。

　と、不意にマリが身を起こした。わずかな期待を込めて、ガゼットは彼女に目を向ける。そこに浮かぶのは、実に彼女らしいにやりとした笑みだった。こういう笑みが似に合あうあたり、マリはガゼットにとてもよく似ている。だからこれほど仲がいいのかもしれない。

　マリは口元に当てていた握り拳こぶしから、ぴんと人差し指を立て、

「いいこと考えた」

「ほう？」

　ガゼットは先を促うながす。それに応じて、マリは自じ慢まんげに言った。

「キーワードは、『発想の転てん換かん』」
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　どんなに苦にがいコーヒーであれ、出されたものを残すというのはレレナの信念に反する。クイナが席を立ったあともずっと、自らの信ずるものに殉じゆんじ、しかめっ面つらでちびちびとなめるように飲んでいたレレナは、突然のその轟ごう音おんに思わずカップを取り落としてしまった。

「あっ」

　着地に失敗し、苦い苦いコーヒーはばしゃりとテーブルの上にぶちまけられた。心のどこかに喜んでいる自分がいる。そんな自分を大おおいに恥じて、レレナは慌あわててナプキンをごっそりと取った。漆しつ黒こくの液体を拭ふき取ろうとして、いきなり彼女の横よこ顔がおをなにかがかすめるようにして通り過ぎていった。びくっとして身を引き、レレナは反射的にそれを目で追った。その目が丸くなる。

　レレナの座っている席のすぐ横、一面に張られた大きなガラス窓の向こうの歩道を、ひとりの女性が物もの凄すごい勢いで駆けていくのが見えた。めちゃくちゃ足が速い。あっという間に小さくなり、見えなくなった。が、レレナが驚いているのはその足の速さにではない。女性には連れがいた。こちらは男で、彼女に引きずられるようにして走っていった。一瞬のことだったのでよく見えなかったが、しかし──

　あのひょろ長い背中には、見覚えがあった。

　思わず立ち上がり、立ち上がったレレナの前を、こちらは見み間ま違ちがえるはずのないクイナの姿が走り抜けていった。これまた凄すさまじい速さで遠ざかっていく。だが、レレナにははっきりと、クイナの横顔、憎ぞう悪おによる歓かん喜きとでも言うべき表情が見えた。

　やば。

　コーヒーのことなど即そく座ざに忘れ去った。猛もうダッシュでレジまで駆けより、自動ドアの開くのももどかしく店から飛び出る。地面に散らばった木材がレレナの視界の端はしに映った。が、そんなものを見ているヒマはない。レレナが視線を巡らせたちょうどそのとき、向こうの曲がり角にクイナの背中が消えるのが見えた。

　レレナの顔が青くなる。どういう経けい緯いかは知らないが、どうやらもっとも起こってはいけない事じ態たいが起こってしまったらしい。

　ほとんどなにも考えぬまま、レレナは走り出していた。あっという間に周囲の景色が後ろにすっとんでいく。半はん吸血鬼ならではの人間離ばなれしたスピードに、しかし彼女は驚くどころか気づきさえしなかった。またたく間にクイナの消えた角までたどり着き、ろくに速度も落とさずに曲がった。

　クイナの姿が見えた。ごくりと唾つばを飲み込み、それでも足は止めずに走りつづける。と、クイナは再び角を曲がり、レレナの視界から消えてしまった。焦あせりがレレナの心のうちに生まれ、それを押し殺す思し考こうが頭の中に生まれる。大丈夫だ、追いつける──そうレレナは考えるが、追いついてなにをするつもりかはろくに考えていない。とにかくクイナを止めなくてはいけない、その思いに支配されて、彼女は無む心しんにスピードを上げる。
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　まだ夜もそんなには更ふけていないというのに、人通りはまったくなかった。シギと一緒に茂みの中に身を隠かくしながら、亮りよう史じはそっと首を伸ばした。途と端たんにシギの手で頭を押さえつけられる。押し殺した声、

「顔を出さないでください。あの子に見つかります」

「……いや、もう撒まいたと思うんだけど」

「──それでも、念ねんには念を、です」

　亮史は小さくため息をついた。茂みの中から『夜よ目め』を凝こらして周囲を見渡す。人ひと気けのない歩道、立ち並ぶ平へい凡ぼんな家々、それらを照らす頼りない電灯の光。顔にまとわりつく枝えだ葉はに顔をしかめながら歩道を覗のぞき込むが、一いつ向こうにクイナが追いついてくる気配はない──と、そこで亮史はふと思いつき、

「あ、そうだ。『感かん知ち』使えばいいんだ」

　シギの視線が亮史の頰ほおにちくちくと刺さる。構わずに亮史は『感知』を起動、丹たん念ねんに周囲を調べてまわる。

「……いた」

　シギが息を吞のんだ。かすかに笑い、亮史は彼女に視線を向けて言う。

「大丈夫、ここからかなり離れたところにいる。今のうちに逃げれば簡単に引き離せる」

　しかし、と亮史は思う。本当にそれでいいのだろうか。

「シギさん、あのさ、ちょっと尋たずねたいことがあるんだけど」

「……？」

「『組織』は自分たち以外の吸血鬼の存在を許さない、んだよね」

　闇やみの中で、シギは不満そうに顔を曇らせた。

「そうですけど、でも──」

「うん。君にそのつもりはない。それはわかった。でなけりゃ妹さんから僕を逃がすはずがないからね。でも、妹さんはそうじゃない」

　シギの目が見開かれる。亮史は頭の中で思し考こうを重ねながら、それを次々に言葉にした。

「たとえこの場で逃げおおせても、君たち──もとい、妹さんが『組織』に所しよ属ぞくしている以上、時間の問題なんじゃないかな。もう僕がこの町にいるということはバレてしまった。今見つからなかったとしても、彼女がそれを『組織』に知らせてしまったらもうおしまいだ。亡もう者じやや従じゆう者しやならともかく、主人がいるとなれば、彼らだって徒と党とうを組んでやってくるだろう。違うかい？」

　シギは亮りよう史じから目をそらし、顔を伏せてしまった。なによりもその仕し草ぐさが、亮史の言葉を明確に肯定していた。さて、と亮史はつぶやく。どうしたものか。

「──私が、悪いんです」

　シギがぽそりと言った。唇を嚙かみ締め、痛みに耐えているかのような表情をする。突とつ然ぜん浮かんだ苦く悩のうの色に、亮史は何事かと目を見張った。

「私が、私が月つき島しまさんにお会いしに来なければ、こんなことにはならなかったのに。いえ、それだけじゃありません。そもそも私が、あのときあなたに声をかけなければ──」

　怪け訝げんそうに首をかしげて、亮史は言った。

「……それは、仕方がなかったんじゃないのかな。警けい告こくしておかなければ、どこかで僕と妹さんが鉢はち合あわせするかもしれなかったんだし。それに今日きようだって、『組織』のことを僕に知らせるために──」

「いいえ！」

　その強い声に、亮史は言葉を吞のんだ。シギは目を固く閉じて、亮史に頭を下げるようにうつむいてしまった。肩が震えている。絞しぼり出すような声で、シギは言った。

「違うんです。私が悪いんです。私が、私がもっとしっかりしていれば、──あの子もこんなに苦しむことはなかったのに、それなのに──」

　亮史は眉まゆ根ねを寄せる。いまいち話が嚙み合っていないような気がした。だがシギは一いつ向こうに構わず、小さな声でずっとつぶやきつづける。

「私が、あのとき、あの子のことをもっとわかってあげていれば、あんなことには、あんなことにはならなかったのに──」

　亮史は目を細めた。わずかに首をかしげ、シギを見下ろして、ぽつりと、

「君は、いつもそうなの？」

「……え？」

　ふと見上げた弱々しいシギの視線を、亮史はぼんやりとした笑顔で受け止めた。

「あまりなんでもかんでも背負い込みすぎるのは、よくないよ。健康に悪い」

　ゆっくりと、波は紋もんが広がるように、シギの顔に驚きが浮かんだ。

　亮史は鼻から息を抜く。シギから目をそらし、茂みの向こうの裏うら路ろ地じに意味もなく視線を漂わせながら言った。

「とにかく、君がそのことを気にすることはない。今のこの状況は、どうしようもない悪あく運うんが積み重なって陥ってしまったものなんだから」

　シギはなにも言わなかった。ややあって、隣となりから小さく「はい」という声が聞こえた。亮りよう史じは心の中でほっと胸をなでおろした。これからどうするにせよ、彼女の協力は必要不ふ可か欠けつだ。なんだか知らないが落ち込まれていては困る。

　とは言うものの、マズい事じ態たいにあることに変わりはない。解決策さくを考えなければならないのだが、しかし、自分の存在を知られてしまったのはかなり痛い。取る方ほう策さくなどないような気がする。かろうじて思いつくのは、ええと、あ、そうだ。こんなのはどうだろう。まずこの二人の姉妹を殺して、自分は身を潜ひそめる。まだ自分がこの町にいることは『組織』には知られていない。『組織』は二人が帰らないことを不ふ審しんに思い──いや、蜘く蛛もにやられたと思うだろうか？　どちらにしろ別の刺し客かくがやってくるだろう。それをどうにかやり過ごす。自分とシギが会ってしまったのはあくまでも偶ぐう然ぜんの出来事だ。それが繰り返される確かく率りつは少ない。その刺客はこの町にもう蜘蛛──彼らから見ればただの亡もう者じやか──がいないことを不ふ思し議ぎがるだろうが、所しよ詮せん亡者など単なるけだものに過ぎない。どこかへ去ってしまったと判断して、自分たちも帰るに違いない。そうなればしめたもの、あとは知らぬ顔で静かな毎日を送ればいい。レレナにも舞まいにも真実を告げず、二人の哀あわれな従じゆう者しやをくびり殺したことなど隠かくしながら、笑って暮らせばいい。なんのことはない、今お前のやっていることと大した違いはない、お前が昔一いつ体たい何人の人間を殺したと思っている、今さら化け物の一匹や二匹、どれほどのこともないだろう──

「──月つき島しまさん？」

　我に返り、声の主ぬしを顧かえりみた。シギが怯おびえたような顔で亮史のことを見ていた。自分でも顔が引きつっているのがわかる。慌あわてて亮史はシギに背を向けた。

　自分の考えに、自分で恐怖した。昨日きのうそうしたように、亮史は作業着の上から胸を押さえた。唾つばを飲み込む。どうも最近、『変わり』やすくなっている。──戦いの匂においが近づいているせいだろうか？　それともレレナの血がまだ体内に残っているためか。

「……と、にかく。ここにいてもラチが明あかない。とりあえず──そう、とりあえず、僕の家まで行こう。そこで対応策さくを話そう」

　口の中がからからに乾いていた。粘ねばつく舌を必死で動かして、亮史はそうシギに提案する。シギの顔からはまだ怯えの色が抜けてはいなかったが、それでも彼女はこっくりと頷うなずいた。亮史も頷き返し、最後にもう一度『感かん知ち』で確認しようとして、

「あ」

　間ま抜ぬけた声を出した。シギが不思議そうに亮史の顔を窺うかがう。亮史は目め元もとを右手で覆おおい、深い深い深いため息をついた。顔を上げ、疲れたように、

「………………レレナくんだ…………」

　間違いなかった。先ほどはクイナの『力』にばかり気を取られていて気がつかなかったのだ。普通の従者に比べてぴったり半分の『力』が、クイナの極ごく至し近きん距離、もみ合っているような近いところに感じられる。偶ぐう然ぜんではありえない。よしんば偶然だとしても、放っておくわけにはいかなかった。シギの話ではクイナはずいぶんと気性の荒い女性のようだ。ただでさえ気が立っているというのに、そんな折に別の従じゆう者しやに会ってしまったら、どうなるか見当もつかない。

「──レレナ？」

　シギが疑問の声をあげた。亮りよう史じは力なく首を振って──

　なぜか、笑った。

「僕の従者。妹さんのすぐ近くにいる。助けなきゃ」

　シギの顔色が真っ青になる。実にわかりやすい。亮史の口元は、ひとりでにその笑えみを深くした。自分でもなぜ笑っているのかわからない。笑い事ではないというのに、なぜだろう──そう思いながら、亮史は茂みから立ち上がった。
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　追いついた。

　が、クイナはレレナの姿を目にしても、至し極ごくつまらないものを見たときのような反応しか起こさなかった。その反応に、レレナはわずかに怯ひるむ。そもそもなんと言えばいいのかわからない。周囲を注意深ぶかく見まわすクイナの背中を見つめて、レレナは勇気を振り絞しぼって言った。

「……あ、の…………」

　クイナが振り返り、あからさまに迷めい惑わくそうな顔をした。その表情だけで、レレナの中の勇気がたちまちのうちに縮んでいく。レレナは押しが弱い。性格的にどこか引っ込み思じ案あんなところがある。言いよどんでいると、不意にクイナがその顔に笑みを作った。

「ああ、ちょうどいいわ。あなたも手伝って」

「──え？」

「今ね、『主人』を追ってるの。殺すから、手伝いなさい」

　突とつ然ぜん飛び出た『殺す』という単語に、レレナは思わず息を吞のんだ。が、クイナはレレナのことなどまったく考こう慮りよに入れず、どんどん先へと進んでいく。レレナも慌あわててその背中を追いかけながら、必死な口調で抗こう弁べんする。

「こ、殺すって、そんな──」

「あら？　怖い？　大丈夫よ、あたしがついてるから」

「そ、そうじゃなくて、そんな、そこまでしなくても」

　クイナは立ち止まった。振り返り、凄すさまじい形ぎよう相そうでレレナをにらみつける。クイナが歯を嚙かみ鳴らす音が、レレナにも確かに聞こえた。

「あんた正気!?　あいつらを生かしておいたら、またあたしたちみたいな犠ぎ牲せい者がたくさん出るのよ!!　それでもいいの!?」

　足がすくんだ。

　怖い。初めてレレナは、彼女に貼はりついた感情にではなく、クイナ自身のことを怖いと思った。先ほど喫茶店で見せた激げき情じようなど、その憎ぞう悪おのほんの一部にしか過ぎなかったのだということを、レレナは痛感した。自分などにはこの人は止められない、そうわかっていながら、それでもレレナは健気けなげにかぶりを振った。

「でも、でも──そんな吸血鬼ばかりじゃないはずでしょ!?　もしかしたら、今いま追いかけてる『主人』だって──」

　クイナは片かた頰ほおを吊つり上げて笑う。笑いながら、レレナの襟えり首くびをつかんで持ち上げた。息が詰まり、つま先が地面から離れる。引き寄せられて、レレナは恐怖に凍る目でクイナの笑顔を見つめた。

「そりゃ、あなたにはわからないかもしれないけどね」

　ぞっとするほど静かな声で、クイナはそう言った。

「あいつらはね、全員殺ころすべきなのよ。一匹残のこらず速すみやかに灰にしなくちゃいけないの。そうね、危険極きわまりない伝でん染せん病を持ってる害虫って言えばわかりやすいかしら。だから、免めん疫えきのあるあたしたちが駆く除じよしなくちゃならないのよ。たかだか『吸血鬼にされただけ』のあんたでも、それくらいの理り屈くつはわかるでしょ？」

　レレナは震えながらも、真正面からクイナの火のような視線を受け止めた。

「わかったら、あなたもぐだぐだ言ってないで早く武器を用意しなさい。これはあなたが『組織』にふさわしいかどうかの──、なに、その目は」

　クイナがさらに力を込めた。それでもレレナはクイナを見るのをやめない。首くび元もとを締め上げられる苦しみに顔を歪ゆがめながら、にらみつけるような目つきでじっとクイナを見つめる。クイナの顔から、表情が消える。片手に握っていた木材が、からんと音を立てて地面に転がった。

「────わた、私たち、だっ、──て、きゅっ、う、けつっ」

　切れ切れに、喘あえぐようにレレナはそう言った。が、みなまで言わせずクイナは両手でレレナの首を絞しめた。それはもはや『胸むな倉ぐらをつかむ』というような悠ゆう長ちようなレベルの暴力ではない。その両腕に込められた強きよう暴ぼうな力に、レレナは相手の殺さつ意いをありありと感じた。

「……あたしは、人間よ」

「かっ──」

　口が開き、舌がわずかに飛び出る。うまく呼吸できない。亮りよう史じや蜘く蛛もなどの正しよう真しん正しよう銘めいの化け物とは違い、半分は人間の身であるレレナは呼吸をしなくてはいけない。自分の首を絞めるクイナの手を引き剝はがそうと懸けん命めいな努力を繰り返すが、がっちりと食い込んだクイナの指は容易には離れない。と、クイナが温度の低い目つきでレレナの顔を覗のぞき込み、本当に不ふ思し議ぎそうな声で言った。

「あんた、あいつらが憎くないの？　望みもしないのに吸血鬼に、化け物にされて、少しも悔しくないの？」

　両手に込もった力が、さらにその強さを増した。

「──そうだとしたら、あんたみたいなクズ、いらないわ。あたしたちの『組織』にそんな弱よわ虫むし必要ないもの。あたしが、楽にしてあげる」

　レレナの呼吸が、止まった。

　キレた。

　歯を食いしばった。クイナの手首を自分でも信じられないくらいの力で握り締めた。それでもクイナの手はびくともしないが、元からどうにかなるなどと思っていない。そこを支点にして身体からだを丸めるように両足を持ち上げ、そのままクイナの顔面に両りよう膝ひざを叩たたき込んだ。クイナの頭が大きくのけぞり、レレナは容よう赦しやなく第二撃げきを彼女の胸むな元もとに喰くらわせる。首を絞しめつける力が一瞬緩ゆるみ、レレナは首を激しく振って、かろうじてクイナの手から逃れることができた。が、うまくいったのもそこまでで、そこから先のことをまったく考えていなかったレレナの身体は、水平になったまま地面へと墜つい落らくした。

　ただでさえ首を絞めらていたばかりだというのに、背中を思い切り打ちつけてしまった。追い討うちを喰らってレレナは、無む理りして煙草たばこでも吸ったかのように壮そう絶ぜつに咳せき込んだ。首を押さえ、咳込みながらも勇ゆう敢かんに立ち上がり、勢いあまって仰あお向むけに倒れたクイナを見下ろして、叫ぶように言った。

「月つき島しまさんだって、月島さんだって望んで吸血鬼になったわけじゃありません!!」

　目に涙まで浮かべて、肩で大きく息をしながら、レレナは大だいの字じに寝ね転ころぶクイナをにらみつづけた。その視線にさらされながら、クイナはゆっくりと立ち上がる。レレナのことをつまらなそうに見返すと、ふとその鼻に手を当てた。鼻はな血ぢが出ている。クイナは裂けるような笑えみを浮かべ、当てたその手で鼻の片側を押さえ、手て鼻ばなをかむ要よう領りようで鼻血を吹き出した。

「そう、そういうこと」

　クイナの声は震えていた。引きつった笑顔とあいまって、笑いを我が慢まんしているようにも見えた。腰をかがめ、地面に落ちた木材を拾う。太さも長さも大人おとなの脚あしほどのそれを、クイナは枯かれ木きの枝でも扱うように軽々と持ち上げ、自分の肩に立てかけた。

「月島さん、ねえ。そう。あなた、あいつの名前知ってるんだ。それなら、早く言ってくれればよかったのに」

　気き丈じように張りつめたレレナの顔に、動どう揺ようが走った。クイナの顔がさらに歪ゆがむ。引きつった笑顔のまま鼻にしわを寄せ、クイナは唇のまわりについた鼻血をぺろりとなめ取った。

「最初から、あいつとグルだったのね」

　じり、と、木材を手にしたクイナが歩み寄った。レレナは強気な目つきでクイナをにらみつけながら、それでも思わず一歩引ひいてしまう。背中を冷たい汗が伝う。蜘く蛛ものときのような切せつ羽ぱ詰つまった恐怖感ではなかった。相手は、どんなに歪ゆがんではいても、人としての心を持っているのだ。他の人間が自分に対して殺さつ意いを向けているという事実は、十五歳さいの少女に過ぎないレレナを怯おびえさせた。

「よかったわぁ。あいつには逃げられちゃったみたいだけど、でも、あなたに聞けば、居い場所はわかりそうね？」

「だ、誰が言うもんですか！」

「あ、やっぱり知ってるんだ」

　レレナの眉まゆが情なさけなく下がった。それを見て、クイナの笑えみに温かみが混じる。

　途と端たんに、どうしようもない恐怖がレレナを襲おそった。

　この人は、笑いながら私を殺すことができるんだ。

「あなた、素直なのね。その調子で、あいつのねぐらを教えてくれると助かるんだけど？」

「…………」

　声を出すこともできない。激げき情じようを燃料にした強気など、ただ一いつ時ときのことに過ぎなかった。熱が冷めてしまえば、そこには厳げん然ぜんたる現実が横たわっていた。クイナがまた一歩間ま合あいを詰める。背中を向けて逃げ出したいという衝しよう動どうがこみ上げてくる。それでもレレナは、なけなしの勇気を振り絞しぼって、小さく首を左右させた。クイナは息を吐くように笑い、

「すぐに、自分から言いたくなるわよ」

　狙いを定めるように、目を細めた。

「一本一本、指をねじり折ってあげる」

　精せい一いつ杯ぱいに装った強気の表情が、ぼろぼろと剝はがれ落ちた。

　目をいっぱいに見開いて、魅み入いられたようにクイナを見つめる。あまりの恐怖に全身が震え、奥おく歯ばがかちかちと鳴るのを抑えるために顎あごに力を入れた。それくらいしかできることがなかった。後ずさることさえできない。蛇へびに吞のまれる蛙かえるの気持ちがよくわかった。浅い呼吸を何度繰くり返しても、胸の鼓こ動どうは不ぶ気き味みに速度を増していく。身体からだの震えが腹の底に蓄ちく積せきされてひとつの衝しよう動どうへと姿を変える。その衝動をどうしても抑えきれず、レレナの喉のどの奥から、泣き声のような悲鳴が──




「あー、ちょっといいかな？」




　場に似つかわしくない、気の抜けた声が響ひびいた。

　クイナは弾はじかれたように後ろを振り返った。逃げ出す絶ぜつ好こうのチャンスだというのに、それでもまだレレナの身体は動かなかった。恐怖のためばかりではない。大きく見開かれた目が、勝手に声のした方向に向けられた。

　レレナは、かすれた声で、言った。

「……月つき…………島しま、さん…………？」

　その声に、亮りよう史じは片手をひらひらと振って答えた。まるで緊きん張ちよう感がないその姿に、レレナは不ふ思し議ぎな安あん堵ど感を覚え、その場にぺたんと座り込んでしまった。




　　　　◆




「ま、こんな状況なわけだから、少し妹さんを痛めつけるけど、いいよね？」

　亮史はシギにそう確認を取った。シギは不安そうな目つきでじっとクイナを見つめたあと、不ふ承しよう不ぶ承しよう、という感じでこくりと頷うなずいた。亮史はわずかに唇を濡ぬらし、クイナのほうに視線を戻した。

　クイナは冷めた目で、シギのことを見ていた。

「──どういうこと？　姉さん」

　凍いてついたその声に、隣となりにいるシギの身体からだがぴくっと震えた。ちらりと横よこ目めでその顔を盗み見る。シギは顔を伏せて、なにかを否定するように小さく首を振っていた。亮史は一歩前に進み出て、シギを背中にかばいながら言った。

「クイナくん──だったっけ？」

　突然、クイナがざらついた声で叫んだ。

「化け物が、気安くあたしの名を呼ぶなっ!!」

[image: ]

　亮りよう史じはびっくりしたように眉まゆを広げた。穏おだやかな微笑を口くち元もとに浮かべ、

「そう、じゃあ妹くんと呼ぼう。君のお姉さんは、君に怪け我がをして欲しくないらしいんだ。君だってわかっているだろう、『従じゆう者しや』ではどうあがこうとも『主人』に勝つことはできない。僕としても、無む益えきな争いは望むところではない。どうかな？　今回はひとまず、見逃してくれない？」

　炎ほのおのような目つきで亮史をにらんでいたクイナが、不ふ意いにその目をシギへと転じた。たちまちのうちにその顔から怒りが溶けてなくなり、あとには哀あわれみの表情だけが残る。

「そっか、姉さん──また、操あやつられてるのね？」

　亮史は目をぱちくりさせ、シギとクイナを交互に見み遣やり、

「…………えと、あの？　妹くん？」

「かわいそうな姉さん、二度も吸血鬼なんかに捕まるなんて──」

「おーい、もしもーし」

「でも、大丈夫よ」

　亮史に向かって、木材を正せい眼がんに構え、

「姉さんのことは、あたしが守ってあげるから」

「…………」

　後ろで縮こまるシギを振り返った。シギは相変わらずうつむいたまま、震えるように頭を振っている。亮史はため息をつき、クイナのほうに向き直った。作業着のボタンを外し、上着だけを地面に放り投げる。

「交渉決けつ裂れつか」

「吸血鬼なんかと取り引きできるか」

　憎ぞう悪おの込もったその声に、亮史の胸が奇き妙みように高鳴った。顔が自然に緩んでくる。火のはぜる音が耳の近くで聞こえる。その音にせきたてられて、亮史は歩き出した。

　そのままずんずん近づく。文字どおり、ただ歩いているだけだった。間合いもなにもあったもんじゃなかった。ちょっとコンビニに買い物しに行くような気軽な足取りで、亮史はクイナに寄っていく。彼女の構えた木材の先が動どう揺ようにゆらめいた。

　突然、クイナが地面を蹴けった。近づきつつある亮史に向かって、折れた木材の切きっ先さきを向けて身体からだごと突っ込んでくる。賢けん明めいな判断だ、いかに『主人』といえど物質的な強度でいえば人間とそうは変わらない。従者が全力で尖とがった木材を突き立てれば、いとも簡単に胸を貫つらぬくことができる。亡もう者じやよりも圧倒的に身しん体たい性能で劣る従者が恐ろしいのはこういうところだ。彼らには動物的な運動能のう力りよくの代わりに、知能という最強の武器がある。

　接せつ触しよくの直前、亮史はゆらりと後退しながら、木材の横よこ腹ぱらを立てた右腕で叩たたいた。そのままクイナの突進に合わせて独こ楽まのようにぐるりと回転、勢いのついた左肘ひじでクイナの後こう頭とう部ぶを思い切り打つ。そのままの勢いで反転し、後ろに跳び退すさって様よう子すを見る。

　ぐらつきながらも、クイナはどうにか体勢を立て直して振り返った。打ち所が悪かったのか、青ざめた顔を力なく左右に振る。が、その目に宿る怒りの色は一いつ向こうに衰おとろえていなかった。木材の切きっ先さきを亮史に向け、再び猪いのししのように駆け出した。

　亮りよう史じは素早く腰を落とし、姿勢を低く構える。間かん髪ぱつ入れずに足を前へと踏み出した。クイナの表情に迷いが走る。突とつ進しん中に細かい狙いを定めることができるほど戦い慣れしていないのだろう。悔しそうに顔を歪ゆがめて、半なかばヤケクソ気味に顔に向かって木材を突き出した。首をひねるだけであっさりとそれをかわし、亮史はクイナの懐ふところに潜もぐり込む。目の前に無む防備なクイナの身体からだ、亮史は唇を湿らせた。

　降りかかる火ひの粉こを払うのに、微み塵じんの容よう赦しやもするつもりはない。

　亮史は全力で、クイナの腹にカウンターの掌しようを叩たたき込んだ。

　なにかが潰つぶれる感かん触しよくが、確かに手のひらに伝わってきた。

　ごぼり、という音が、頭のすぐ上で聞こえた。生なま暖あたたかい液体がぼたぼたと肩かた口ぐちに染しみ込んでくる。亮史はクイナの顔をちらりと見上げた。信じられないものを見たときのような呆ぼう然ぜんとした表情、その口元から、暗あん赤せき色しよくの液体がぽたぽたと垂れている。亮史は半身を起こし、背中を丸めてぴくりとも動かないクイナをじっと見守る。

　突然、クイナの身体がびくびくと跳ねた。かなりの量の血液が溢あふれ出し、湿った音を立ててアスファルトにぶちまけられた。後ろでシギとレレナが同時に悲鳴をあげるのが聞こえた。亮史は面白そうに笑い、首を伸ばしてその様さまをまじまじと観察した。と、クイナが不ふ意いに顔を上げ──

　右腕を振るってすくい上げるような一いち撃げきを放った。

　まともに喰くらった。世界が揺れた。大きく跳ね飛ばされながら、亮史はこみ上げてくるどうしようもないおかしさにははっと笑った。油ゆ断だん大たい敵てきとはよく言ったものだ。頰ほおを伝つたう血の感触、脳みそを駆け回る吐き気、なにが折れたか外れたか、横向きになったまま首が元に戻らない。頚けい椎つい骨折、頭づ蓋がい骨こつ陥かん没ぼつ、それがどうした、そんなもの五秒で治る。

　アスファルトにまともに叩きつけられ、バウンドし、その勢いを殺さずに流れるように立ち上がる。亮史は顎あごをつかみ、無む理り矢や理り顔を前に向けた。クイナが迫ってくる。速い。避けられない。亮史はクイナを迎え入れるように、大きく両腕を広げた。

　突き立てられた木材は、あっけなく亮史の胸を貫つらぬいた。

　部分変へん換かん──『霧きり』。

　至し近きん距離から、亮史はクイナのびっくりしたような表情をまじまじと見つめた。自分でもうまくいくとは思っていなかったのだろう。次いでその顔に、子供が喧けん嘩かに勝ったときのような、無む邪じや気きな喜びの笑えみが浮かんだ。亮史は小さく微笑ほほえんで、クイナの頰ほおを指で優しくなぞった。耳元で囁ささやく。

「その顔のほうが、ずっとかわいいよ」

「なっ」

　クイナが反応を起こす前に、亮りよう史じは彼女の頭の後ろに手を回していた。長く艶つやのある黒くろ髪かみの、耳のあたりに手を当てて強ごう引いんに首くび筋すじをさらけ出す。頚けい動どう脈みやく。目をつぶっていてもわかる。下げ品ひんなくらい口を大きく開き、首筋にかぶりついた。あっけなく皮ひ膚ふが破れ、血液が泉いずみのようにどくどくと湧わき込めてくる。亮史はそのすべてを貪どん欲よくに飲み込み、舌を傷きず口ぐちに差し込んでまで啜すすり取ろうとした。

「──あ、や、いやっ！」

　甲かん高だかい声をあげて、クイナが亮史の身体からだを突き飛ばした。その力に逆さからわず、そのまま後ろに跳んで距離をとる。『霧きり』はもっとも『力』を食う能力だ。弱点である胸を守るためとはいえ、あまり長いこと使っていたくなかった。

　着地する。と、ふとレレナと目が合った。レレナは怯おびえたように目を見開き、一歩二歩とあとずさりをした。そこでようやく、亮史は自分の口元が血にまみれていることに気づいた。すまなそうに笑い、レレナから顔を背そむけて、シャツの袖そでで顔を拭ぬぐった。怖がられてしまったかな、と今さらながらに思う。

　クイナに視線を転じる。首筋に手を遣やって、砕くだけんばかりに歯を食いしばっていた。今しがたあげた悲鳴を恥じているのだろう。恐らくはそれを隠かくすために、さらに怒りを濃くしてクイナは亮史のことをにらみつけた。吐き捨てるように、

「──くそっ、化け物め…………！」

　亮史は軽く肩をすくめ、

「君もね」

「ふざけるな！　あたしは人間だ!!」

「そうかな？　今の君を見る限り、立りつ派ぱな化け物に見えるけど？」

「…………っ！」

　激げつ昂こうした。走り出す。亮史は笑う。怒りや憎しみなどの感情は、確かに戦いの動どう力りよく源げんになる。それがなければ人は拳こぶしのひとつも握ることはできなくなってしまう。が、こんなふうに怒りや憎しみそのものに支配されてしまっては、どうしようもない。車はガソリンを燃ねん料りように動くが、ガソリンを注ぎ込みすぎたエンジンはやがて暴走し、爆ばく発はつする。

　もうクイナは棒を振り回すことしか考えていない。馬鹿め、と亮史はあざ笑った。打撃で吸血鬼を殺せると思っているのか。

「死ね、死ね、死ねぇっ!!」

　一いち撃げき一撃に、人ひとり楽に殺せるほどの威い力りよくが込められている。亮史はなんの躊ちゆう躇ちよもなく右腕でそれを防いだ。またたく間に右腕の骨が折れ、砕くだけ、外形がねじくれ曲がり、鬱うつ血けつした右手が紫むらさき色いろへと染まっていく。だが総合的なダメージはなきに等しい。そのあいだに左腕が順調に再生していくからだ。右腕がいよいよ使えなくなれば、また左腕を盾たてにすればいいだけの話。もちろんそれまで待つつもりはさらさらない。

　踊るように後退しながら、亮りよう史じはタイミングを計る。クイナが木材を振り下ろしたところを見計らって足で蹴けり上げた。木材と亮史の足が交差し、双方ともが中ほどからへし折れる。亮史は左足だけをバネのように使って再び後ろに退しりぞいた。折れた脛すねを手で押さえること数秒、手を離したときにはすでにもう骨折は治ってしまっている。しかし木材は『再生』しない。

　クイナがしつこく躍おどりかかってきた。その手には今までの半分ほどの、それでも武器として使うには充じゆう分ぶんな長さの木材が握られているが、それを振るおうとはしない。これ以上武ぶ器きが壊れることを恐れているのだろう。亮史は馬鹿にしたように鼻で笑い、クイナの拳こぶしをいとも簡単に捌さばいた。クイナの両腕が大きく開かれ、その顔ががら空あきになる。

　横よこ殴なぐりにぶち込んだ。

　頰ほおのあたりのやわらかい肉が潰つぶれる感かん触しよくがした。クイナの身体からだが宙を舞い、殴なぐった亮史本ほん人にんが驚くほどの長距離を飛んで、地面に転がった。しばらくそのまま動かなくなる。亮史が「もう終わりか」と心配しかけたところで、不ふ意いにクイナが起き上がった。が、失敗してべしゃりと崩れ落ちる。それでもクイナは肘ひじを地面について、ようやく、という感じで上半身だけを起こした。落としていたその頭を上げ──

　レレナとシギが、揃そろって息を吞のんだ。

　首が、人間ではありえない角度に曲がっていた。

「……がっ、あ、ああっ…………」

　端たん的てきに言えば、顎あごが斜め上を向いていた。不ふ思し議ぎそうに首をかしげ、いや、かしげ過ぎたクイナは、斜めになったその口から苦痛のうめきを漏らしていた。痛みのためか、それとも己の姿に対する恐怖のためか、肩が小こ刻きざみに震えている。

　それは、妙みように笑いを誘う格好だった。

　だから亮史は、口元を押さえてくつくつと笑った。

「ほら、やっぱり。化け物だ」

「…………あ、あ、ああ、あああああああああっ……」

　クイナは反論することもできない。亮史は目を細めて、さらなる攻撃を加えようとクイナに近づいていった。首がへし折れたくらいがどうだというのだ。なんなら自分が元に戻してやってもいい。強ごう引いんに縦たてに戻せば、あとは『再生』の能力で勝手に治ってしまう。まだ足りない。まだ炎ほのおは燃え尽きていない。

　と──

　亮史の横を、かすめるようにしてシギが走り抜けていった。亮史は眉まゆをひそめる。まだ戦いは終わってはいないというのに、外野がなにをしようというのだろう。

　シギはクイナの元に走り寄ると、その場にしゃがみ込み、泣きそうな顔でクイナの無む残ざんな姿を見つめた。その手を出しかけ、しかしクイナがうめくたびに怯おびえたように引っ込めてしまう。亮りよう史じは構わずに足を踏み出し、シギはそれをきっとにらんで立ち上がった。クイナをかばうように両手を大きく広げる。

「やめてください」

　亮史はわざとらしく驚いた顔を作った。

「どうして？　さっき君も賛成してくれたじゃないか、少し痛めつけてもいいって」

「これはもう、『少し』の範はん囲いを超えています。ここまでする必要はありません」

「じゃあ言い方を変えよう。痛めつけるんじゃない、僕は彼女の『力』をすべて奪うつもりなんだよ」

「…………？」

　亮史は笑えみを浮かべる。

「戦ってる途中に思い出した。『支配』って知ってる？」

　シギは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せて、首を横に振った。亮史は頷うなずき、

「吸血鬼の、『主人』の能力のひとつだ。自分の従じゆう者しやを、完全な操あやつり人形に変えてしまう能力。それを──」

　うずくまって震えるクイナを顎あごで示し、

「彼女に使う。もちろん、身も心も奴ど隷れいにするわけじゃない。ただ、ちょっとした命令を刻み込むだけだ。『月つき島しま亮史という主人が湯ゆヶが崎さきにいることを、絶対に誰にも伝えてはいけない』という形でね。そうすれば、僕としても後あと腐くされなく君たちを送り出せる。どう？　いい考えだろ？」

「でも、でも、この子は──」

　亮史は先回りして言った。

「そう。その子は僕の従じゆう者しやじゃない。だから痛めつけてるんじゃあないか。『再生』の能力を使えば使うほど、『力』はなくなっていく。限界まで叩たたき伏せて、『力』が尽きたところで僕の血を飲ませれば──それで彼女の支配権は僕に移る」

　シギは困こん惑わくした表情で、ただ亮史を見上げている。亮史は小さくため息をつき、

「ま、そういうことなんだよ。わかったら、そこ、どいてくれる？」

　それでもシギは動かない。しばし迷ったような素そ振ぶりを見せ、やがて意を決したように言った。

「──どうしたんですか、月島さん」

「？　なにが」

「わかりません、わかりませんけど、なにかが、違うような気がします。今までの月島さんではないような気がします」

　亮史は、引きつるように笑った。

「違う？　そうかな？　そう見える？　まあいいからさ、どいてって」

　シギは亮りよう史じの胸むな元もとに手を当て、懸けん命めいに、すがりつくように言った。

「お願いします、この子には、私から、よく言って聞かせますから。ですから、もう──」

「うるさいな」

　どくん、と心臓が鳴った。

「どけ。邪じや魔まだ」

　先ほど取り入れたクイナの血が全身に巡る。うん、悪くない味だ。『支配』したら、もう少し味あじ見みしてみよう。そうだ──姉のほうの血を飲んでみるのも一いつ興きようかもしれない。姉妹で味比くらべしてみよう。はは、親子丼どんならぬ、姉妹丼だ。昔同じようなことをやったような気がするが、あのときはどちらのほうがうまかったのか。姉か、妹か──忘れてしまった。今度は、ちゃんと覚えておこう。

　さらに一歩、亮史がにじり寄った。その迫力に、シギの顔から血の気が引く。が、毅き然ぜんとした態度は少しも崩れず、逆に亮史に張り合うように彼の身体からだを押し返した。見かけによらずいい度ど胸きようをしている。なんなら、今、飲んでやろうか──

　彼女の後ろから、「ごきん」という音が響ひびいた。

　亮史とシギの目が、同時にそちらに向けられる。

　クイナの首が元に戻っていた。そのままふらふらと立ち上がる。が、どこを悪くしたのか、まったく首が据すわらなくなっていた。頭をがくがくと揺らしながら、もう形容するのも難しい憎しみの視線を一いつ心しんに亮史に叩たたきつけている。その姿がどこかユーモラスで、亮史は声を出して笑った。その笑い声を背中にして、シギがふらつくクイナをそっと支えた。

「クイナ──クイナ、動いちゃだめよ」

「どいて。姉さん」

　頭が動かないよう、自分で自分の首を絞しめるように両手で押さえる。『再生』が間に合っていないのかそれともそろそろ燃料切れなのか、殴なぐられた頰ほおがぐちゃぐちゃに潰つぶれ、倍ばいくらいに膨ふくれ上がっていた。その顔にかつての美しさは微み塵じんもない。殺さつ意いと憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おに彩いろどられた、修しゆ羅らの顔だった。

　その表情に、亮史は、ほう──と感かん嘆たんの吐と息いきを漏らした。思っていたよりも、よほど根こん性じようがあるらしい。クイナはシギの身体を押しのけて前に出ようとするが、シギはクイナにすがるようにしてそれを阻止する。

「だめだったら！　そんな身体で、これ以上──」

「姉さんは引っ込んでて!!」

　怒ど鳴なりつけたその声に、シギはびくっと身を引いた。自分の姉を横よこ目めでにらみつけながら、低い声でクイナは言う。

「姉さんのことは、あたしが守るんだから。大人おとなしく、してて」

　邪じや険けんに払いのけられ、シギはよろめいてその場にへたり込んだ。が、クイナはそれを見ようともしない。空くう虚きよとすら言える目で、じっと亮りよう史じのことを見ている。

　感情のない声でぽつりと言った。

「殺してやる」

　応じて亮史も、薄い笑えみを浮かべる。

「やってみろ」

　クイナの身体からだが、滑るように動いた。

　亮史は目を見張る。先ほどとは打って変わった、無む駄だのない動きだった。一点の迷いもなく亮史に近づき、微み塵じんの容よう赦しやもなくその心臓を貫つらぬこうとする。反はん撃げきしようにも、その合間合間に蹴けりや拳こぶしが飛んでくるためによけるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　絶え間なく身みをひねりながら、なるほど、と亮史は思う。これが人間か。根っからの吸血鬼である自分は、怒ることも憎むこともない。そんな自分に、それらの感情を偉えらそうに語る資格などなかったのかもしれない。過度の怒りや憎しみは人の動きを鈍らせる、亮史は今までそう思ってきた。が、極度の怒りや憎しみは、逆に無む感情の状態に人を近づけるのではないか。そう──自分のような。

　鋭く切り込んできたクイナの一いち撃げきに、思し考こうを中断させられた。身体を横にしてそれを避けるが、かわしきれずに胸むな元もとを切り裂かれ、いや、抉えぐり取られた。血が吹き出る。素す早ばやく後ろに跳ちよう躍やくしながら、いつの間にか、亮史は楽しげに笑っていた。

　だとしたら、まずい。主人と従じゆう者しやのあいだには、『能力』の差はあっても、『腕力』の差はあまりない。油ゆ断だんすれば、こちらが殺やられてしまうかもしれない。

　亮史は笑う。笑いながら困る。だとしたら、彼女は掛かけ値ねなしの、本当に本物の自分の『敵』ということになってしまう。これは正しよう真しん正しよう銘めいの、命いのち懸がけの戦いであることになってしまう。どうしよう。すごく楽しい。だからこそ、やばい。もう『支配』どころではない。このままでは──




　楽しすぎて、こいつを殺してしまいそうだ。




　　　　◆




　冷たい地面の肌はだ触ざわりを両りよう膝ひざに感じながら、シギは呆ぼう然ぜんと、目の前の戦いを見つめていた。

　どうしてこんなことになってしまったのだろう、と思う。

　自分は妹と静かに暮らすことを望んでいたはずだ。なのに、それなのに、これはいったいなんなのだろう。いったい、どこで間違えてしまったのだろう──




　──クイナが折れた木材を片手に亮史に突っ込んだ。亮史は右手を犠ぎ牲せいにしてそれを防ぼう御ぎよ、その頭めがけて強烈な蹴けりを繰り出す。が、クイナもそれを右腕で防ぎ、防いだはいいものの傍かたわらから見ていても『折れた』とわかるほどに右腕が曲がる。クイナは顔をしかめて後ろに跳び退すさり、亮りよう史じがそれを追いかける。と、今度はクイナが、着地したと同時に前に飛び出て、亮史の胸に飛び込むようにしてその木材を突き出した。亮史は身みをひねり危ういところでそれをかわし、かわしたはずの木材が横よこ薙なぎに振るわれて亮史の身体からだが大きく吹っ飛ぶ。その口からどす黒い血液を吐きながら、それでも亮史は空中で曲きよく芸げいのように体勢を立て直し──




　もう、やめて。

　顔を覆おおう。涙が溢あふれる。いっそのこと耳も塞ふさいでしまいたかったが、シギの手は二つしかなかった。世界のすべてを拒きよ絶ぜつしながら、シギは、クイナ、と小さくつぶやいた。

　クイナ。

　自分の妹。かわいい、愛いとしい、自らの命と引き換えにしても惜しくない、大切な家族。だが、その妹に自分は、生涯でただひとり愛した男の人を殺されてしまった。それでも妹を憎いと思うことはなかった。なにもかも自分が悪いのだ、と思った。最初からすべてをクイナに打ち明けていれば、多少のいざこざはあってもあんなことにはならなかったのに。あのときあの人にクイナを吸血鬼にするよう頼まなければ、そのまま死なせてやれば、この子がこんなに苦しむことはなかったのに。

　そもそも最初から、あの人と一緒になっていなければ。

　クイナも、あの人も、死なずに済んだのに。

　私のせいだ。私が悪いんだ──

　ふと気づいて、シギは涙に濡ぬれたその顔を上げた。顔を覆おおう両手を離し、魂たましいが抜けたような目で、眼がん前ぜんの光景に見入る。

　戦いは誰が見ても亮史の優勢のもとに運んでいた。一いち撃げき一撃が的てつ確かくに急所を狙い、クイナの攻撃はことごとく防いでいる。右腕が折れようが左腕が潰つぶれようが、まったく気にした素そ振ぶりも見せない。段々と動きの鈍ってきたクイナを笑いながら追いつめるその姿には、鬼き気き迫るものがあった。

　その亮史の顔が、あの人の顔にだぶった。

　あの人が、戻ってきたのかもしれない、と思う。

　これはきっと呪のろいなんだ。私のせいで死んでしまったあの人の。あの人が『月つき島しま亮史』の姿を借りて、私とクイナに復ふく讐しゆうをしに戻ってきたんだ。

　思わず叫びそうになる。それなら──それなら、悪いのは私だけだ！　クイナは、妹はなにも悪くない！　だからお願い、あなた、もう、もうやめてください──

　シギは、息を吞のんだ。

　だからなのですか？

　すべて私が悪いから、そのことを承しよう知ちの上で、あなたはそうするのですか？

　なぜなら、クイナは私のすべてだから。この世でたったひとりの、私の家族だから。クイナを助けるためなら、私の命などいくつ差し出しても惜しくはない、それほどまでに愛している妹だから。

　だからあなたは、クイナを傷つけるのですか？

　結果的には、それが一番、私のことを苦しめるとわかっていて。

　シギの目の端はしから、涙が一ひと筋すじ、こぼれて落ちた。

　あの人が死んだときに、私も一緒に逝いくべきだったんだ。生涯を誓ったはずの伴はん侶りよが、いつまで経たっても自分のところにやってこないから、きっとそれで腹はらを立てて、あの人はこんなに私を苦しめているんだ。そう考えてみれば、思い当たるフシがいくつもあった。自分が血を飲めなくなったのは、ちょうどあの人が死んだころからだった。なぜなのかいくら首をひねってもわからなかったけれど、今ならその理由が簡単にわかる。

　あれは、あの人が、私を連れて行こうとしてくれていたんだ。

　あのときに、死ぬべきだったんだ。

　私は、生きていては、いけなかったんだ。

　顔を伏せ、声を殺して、シギは泣いた。肉の潰つぶれる音、骨の砕くだける音、血の飛び散る音、そしてなにより眼がん前ぜんに繰り広げられる地じ獄ごくのような光景を、もう拒きよ絶ぜつする気力もない。どうしようもない現実がシギの身体からだから力を奪う。魂たましいがミリ単位で切り刻まれていくような気分、呆ほうけた表情の上をだらだらと流れていく涙の感かん触しよくを、無む力りよくに味わうことしかできなかった。

　不ふ意いに、誰かがシギに声をかけた。

「あの……」

　それでも、顔を上げることすらできない。

「ど、どうしたんですか？　どこか、痛いんですか？」

　肩に誰かの手が置かれた。シギはなけなしの力を振り絞しぼって、その手に自分の手を重ねた。

誰かの手は怯おびえたようにぴくりと動いたが、逃げようとはしなかった。隣となりに誰かがしゃがみ込む気配、もうひとつの手がシギの背中を優しくさすってくれた。シギは口を開き、しかしそこからは弱々しい嗚お咽えつしか出てこない。

「大丈夫ですか？　あの、ここは危ないから、私と一緒に──」

　シギの長い黒くろ髪かみが揺れた。自分では首を振ったつもりだった。それ以上のことをすることができない。相手に伝わったかどうか心配だったが、その誰かはきちんとシギの意を汲くんでくれた。

「で、でも──」

　もう一度、シギは首を振る。だめだ、私は、これを見み届とどけなくちゃいけないんだ、と思った。なぜならこれはあの人の復ふく讐しゆうなのだから。他の誰でもない、この私だけは、これを最後まで見届けなくてはいけない。

　あの人の亡ぼう霊れいに、クイナが嬲なぶり殺されるのを。

　シギの顔が歪ゆがんだ。

　かすれた音が、喉のどから漏れた。

　たすけて。

「え？」

　誰かが聞き返した。シギはのろのろと顔を上げる。涙にぼやける視界の向こうに、亮りよう史じの従じゆう者しやであるらしき少女の顔が映った。もう誰でもよかった。自分をここから救い出してくれるものだったら、シギは悪あく魔まにでもすがりついただろう。

「……たすけて。あのこをたすけて。あのこは、くいなは、なにもわるいことをしてないの。わるいのはわたしなの。だからおねがい、あのこをたすけてあげて。なんでもするから、わたしのもってるものなら、なんでもあげるから。くいなは、わたしのだいじないもうとなの。このよでたったひとりの、わたしのかぞくなの──」

　少女は、少し驚いたように目を見開いた。

「──妹さん、なんですか？」

　シギは答えられない。今の言葉を吐くだけで精せい一いつ杯ぱいだった。少女は嗚お咽えつを上げるシギを見つめながら、唇を嚙かんで何事かを黙もつ考こうしていた。

　やがて少女が、ぽつりと言った。

「わかりました」

　立ち上がる。シギは呆ぼう然ぜんと、その少女の姿を見上げた。少女は震えるシギの両りよう肩かたに手を置き、なにかを決意したかのような表情で、一ひと言こと一言、区切るように言った。

「あなたの家族は、私が、助けます」




　　　　◆




　動きが鈍い。そろそろ尽きてきたか。それでも亮りよう史じは容よう赦しやしない。甘い角度の一いち撃げきをやり過ぎなくらい用心深ぶかくかわし、防御の空あいた腹はらに膝ひざ蹴げりをぶち込む。くの字に折れたクイナの後こう頭とう部ぶに両手を固めて振り下ろした。鈍い音、ぐらりと崩れ落ちるクイナの襟えり首くびをつかんで引っ張り上げる。その顔を吐と息いきがかかるほど近くから覗のぞき込んで、亮史は愉ゆ悦えつの笑えみを深くする。

「どうした？　もう終わりか？」

「…………」

　クイナはもごもごと口を動かし、血が混じった唾だ液えきを亮史の頰ほおに吐きつけた。

「……くた、ばれ、化、け、物」

「────」

　亮りよう史じの顔かお全体に、滲にじみ出るように笑えみが広がった。クイナから顔を離し、大きく腕を伸ばして、つかんだ襟えり首くびを思いっきり放り投げる。風に吹かれるビニール袋のような形でクイナは飛んでいき、電信柱ばしらのかなり高いところにぶつかって、止まって、落ちた。

「がっ──」

　地面に叩たたきつけられたときにどこかをぶつけたのか、クイナが低いうめき声を漏らした。両手を地面について立ち上がり、左足を一歩踏ふみ出したところで前のめりに転んだ。亮史は大げさに心配そうな顔を作り、

「おやおや、大丈夫？　もう電池切ぎれなんじゃないかな？」

「ぐぅ、が、ああああっ…………」

　地面に這はいつくばったクイナは、上半身だけを起こして、烈れつ火かの視線を亮史に叩きつけた。それから、炎ほのおの目つきはそのままに自分の左足を見る。ふくらはぎに対して九十度ほど折れ曲がっていた。クイナは顔をしかめてその足首に手を伸ばし、

「ああっ、うっ、あ、あ、ああああああっ!!」

　無む理り矢や理り元に戻した。骨の砕くだける音は、亮史のところまで聞こえた。亮史の胸が、じんと熱くなる。素晴らしい闘とう志しだ。ますます君の血が飲みたくなった。

　クイナは立ち上がる。歩き出そうとする。が、先ほどと同じようにクイナは倒れ込んでしまった。憎しみの目つきで自分の足首をにらみつけ、右手に持った木材の切きれ端はしを、その足首に対して何度も何度も振り下ろした。

「──くそっ！　治れ！　治れぇっ!!」

　それを見て、亮史は唇を舌でわずかに湿らせた。

「……もう無む駄だだよ。君の『力』は尽きた。そろそろ幕だ」

　そう言って、亮史はクイナに向かって歩き出す。恋をしたときのように胸が高鳴っている。シャツの襟えり元もとを緩める。亮史の喉のどが、ごくりと上下した。心の中でつぶやく。

　それに、僕も、我が慢まんできなくなってきた。

　一歩一歩、亮史はクイナに近づいていく。そのあいだも、クイナは苦痛と怨えん嗟さを撒まき散らしながら自分の足首を潰つぶしつづけていた。傷つければ『再生』すると思い込んでいるのだろうか。冷静に今の状況を分ぶん析せきすることさえも、できなくなっているらしい。それでも亮史は、泣きそうな顔で自らを傷つけるクイナのその姿に、感動に近いものを覚えた。普通の人間に比べれば痛みに対する耐たい性せいが強いとは言え、それでも吸血鬼に痛つう覚かくがないわけではない。にも関かかわらず、少しも躊ちゆう躇ちよしないで自じ傷しようするクイナに、深い畏い敬けいと──そして、抑えられないまでの食欲を感じる。舌なめずりをして、さらに亮史は足を踏み出し──

　かくん、となにかに引っ張られた。

　振り返った亮史の顔が、拍子抜ぬけしたように緩んだ。

「月つき島しまさん──」

　レレナだった。形のいい眉まゆを寄せ、きつい目つきで亮りよう史じをにらみつけ、小さな手でちょこんと服の裾すそをつまんでいた。亮史は意外そうに、

「あれ、レレナくん、まだいたんだ」

　レレナの眉み間けんのしわがさらに深くなる。

「月つき島しまさんを置いて逃げられるわけないじゃないですか──いえ、そんなことじゃなくて」

　亮史はレレナに向き直った。後ろでうめく獲え物ものを背中で意識しながら、いつもとなんら変わるところのない穏おだやかな笑えみを浮かべる。

「嬉うれしいことを言ってくれるね。けど、レレナくん、今いま大事なところなんだ。とっても危ないから、君は帰ってて。そっちのほうが僕としても助かる」

　幼児をあやすような亮史の口調に、レレナは唇を尖とがらせた。その仕し草ぐさを見て、亮史は顔を和なごませる。かわいい、と思った。いつもならそんなこと思ったりはしない。喉のどにひりつくような渇かわきを覚える。どこまでも貪どん欲よくになった炎ほのおが、さらなる飢うえを紡つむぎだしていく。またこの娘むすめの血を飲んでみたい、と思う。

　亮史の欲求などまるで知らずに、レレナはちらりと彼の背後を見た。

「もう、充じゆう分ぶんじゃないですか。あの人──クイナ、さんは、もう戦えません」

　亮史は呆あきれたようにため息をつき、

「あのね、レレナくん。君にはわからないかもしれないけど──」

「わかります!!」

　いきなりの大声に口をつぐむ。レレナは恨うらみがましい目で亮史を見上げ、言った。

「私には、わかります。その、あの人の、気持ちが」

　ちらりとシギを振り返り、すぐに亮史に視線を戻す。決然たるその表情に、亮史は目をそらしてぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「傷ついた家族を見るのがどんなに辛いか──私には、わかるんです。クイナさんは、あの人の妹さんなんですよ。たったひとりしかいない家族なのに、その家族があんなにぼろぼろにされたら、私なら、とても耐えられません。ですから、もう、やめてください」

　微び妙みように話が食い違っている。そんなことを言いたかったのではない。が、なんだか面めん倒どうくさくなってきた。亮史は呆あきれたように首を振ると、まだ何事かを喋しやべりつづけているレレナにさっさと背を向けた。歩き出し、

「ちょ、ま、まだ私の話は終わってません!!」

　レレナが腕にすがりついてきた。

「終わったよ」

　亮史は強ごう引いんに前へと進んだ。腕にしがみついたレレナが、ずるずる引きずられていく。

「終わってませんってば！　待ってください！」

　レレナはその小さい身体からだをちょこまかと動かし、亮史の前に回り込んでその進行を阻止しようとした。亮りよう史じはため息をついて、レレナの両りよう肩かたに手を置き、囁ささやくような声で、

「黙れ」

　両手に包まれたちっぽけな肩が、びくんと震えた。レレナは身を引いて逃げようとするが、亮史はその肩を強く握り締めて離さない。少し腰をかがめて、背の低いレレナに視線を合わせる。

「僕が終わったと言ったら、終わったんだ。わかるな、従じゆう者しや？」

　やけに優しい声だった。亮史は少し首をかしげて、レレナの黒い瞳の中を覗のぞき込む。こんな状況にありながら、レレナの頰ほおはわずかに赤く染まっていた。薄く笑う。かわいいものだ、と思う。汚けがれを知らない、十五歳さいの可か憐れんな少女。目の前の男がどんな化け物なのか、わかっていないのだろう。

　亮史の顔に、痙けい攣れんに似た慄ふるえが走った。

　今ここで、自分が襲おそいかかったら、レレナはどんな顔をするだろうか？

　その顔を見てみたい。爆発的に巻き起こった欲求を、亮史はそれ以上育そだたないうちに心の中に封じ込めた。どんどん『変わり』つつある。だが、自分ではどうすることもできない。この気持ちは、紛まぎれもなく自分の本ほん音ねなのだから。

　レレナの目を凝ぎよう視ししたまま、亮史はやけに無む感情な声で言った。

「わかったら、さっさとおうちに帰ってママにでも甘えてろ」

　言い捨てて、亮史はレレナの横をすり抜けた。その顔を見もしなかった。これ以上レレナの無む垢くな顔を見ていると、抑えきれそうになかったからだ。

　そして、それが命取りになった。

　レレナの小さな手が、亮史の肩をわしづかみにした。どういう疑問をもつヒマもなく、亮史は思わぬ強い力で強ごう引いんに振り向かされ──

　レレナは、大きく振りかぶっていた。

　顎あごが抜けてしまいそうなほどの、強烈なびんたを喰くらった。

　めちゃくちゃいい音がした。

　思わずたたらを踏む。いきなりのことに頭の中がパニック状態になり、亮史はただ、びっくりしたように頰を押さえる。レレナは肩で息をし、こぼれ落ちないのが不ふ思し議ぎなほどその目にたっぷりと涙をたたえ、大気が割れてしまいそうなほどの大声で叫んだ。

「誰のせいだと思ってるんですかっ!!」

　その声に、無条件に亮史の背せ筋すじがぴんと伸びる。それでも亮史はかろうじて残った論ろん理り的思し考こう能力の粋すいをかき集め、勇ゆう敢かんにも反論しようとした。

「だ、な、な、なに、が──」

「元はといえば月つき島しまさんのせいじゃないですか!!」

「────」

　意味がわからない。レレナは上を向き、その目め元もとを袖そでで覆おおった。泣いてる？　と亮史は思い、そっと窺うかがうと、いきなりレレナが「だんだんだん！」と地じ団だん太だを踏むようにして大地を踏みつけた。たったそれだけの挙きよ動どうで亮りよう史じはびくっと顔を引っ込め、その場に直立不ふ動どうの体勢になる。

　袖そでを離した。そこにはもう涙の跡すらもなかったが、しかし、レレナの嚙かみつくような視線がばっちり亮史の姿を捉とらえていた。焦あせる。落ち着け、と思う。大丈夫、レレナくんもきっと錯さく乱らんしてるだけだ、話し合いの余よ地ちは必ずどこかに、

「全部月つき島しまさんのせいでしょう!?　私が吸血鬼になっちゃったのもローマに帰れないのも誰にも相談できないのも、お母さんと喧けん嘩かしたのだって、全部全部全部、ぜーんぶ月つき島しまさんが悪いんじゃないですか!?　なのに、なのに、なのに──あなたなんかに、あなたにだけは、『家に帰れ』なんて言われる筋すじ合あいはありません!!」

　怖こわっ。

　そしてレレナは機き関かん銃じゆうのように説教を開始した。月島亮史という個人の身み勝がつ手てさから始まって、自分がいかに故こ郷きように帰りたいか、帰れない理由を誰にも話せないのがどんなに辛いか、平和はなによりも尊とうとく争いはなによりも醜みにくく、家族は大事にしましょう人の嫌がることはやってはいけません、ご飯の前には歯を磨いてご飯が終わったら手を洗ってお風ふ呂ろに入りつつ宿題をきちんとやりながらもゲームは一日一時間。途中からなにが言いたいのかさっぱりわからなくなったが、そのあいだも亮史はかちかちに固まってじっと立ち尽くしていた。そもそも亮史には、レレナがなぜ怒っているのかも定かではない。

　なんだか、水でも引っかけられたような気分だった。

　たかだか十五歳さいかそこらの小こ娘むすめに、千年の永ながきを生き延びた自分が、説教されている。そのことを、馬鹿らしいともくだらないとも思わなかった。レレナが怒り出したとき、彼女のことを心から怖いと感じた。その事実に、亮史は心しん底そこ驚いている。

　もう炎ほのおは、影かげも形もなくなっていた。

「ですから、男の人は女の人を守らなくてはいけないのであり、決して手を上げては──」

　身み振ぶり手て振ぶりをまじえて必死な表情で説明するレレナを、亮史は夢から覚めたような目で見下ろした。頰ほおをさする。まだ少し熱を持っている。それもそのはず、あれはめちゃくちゃ痛かった。一瞬で炎が消え去ってしまうほどに。

　亮史の顔に、ぼんやりとした笑えみが浮かんだ。それを目ざとく見つけて、レレナがさらに声を張り上げる。

「月島さんっ！　私の話を聞いてるんですか!?」

「は」

　亮史はこくこくと頷うなずく。よろしい、とレレナも頷き、再び説教を開始する。いいですか月島さん、人という字の成り立ちを考えてみましょう、あの字は人と人が、亮史はそこでいきなりレレナのことを抱きしめた。

　そもそもがそんなに強い力で抱いたわけではない。背中に手を回して軽く引き寄せただけだった。が、気を抜いていたのか力を抜いていたのか、レレナの身体からだはあっさりと亮りよう史じの胸むな元もとに飛び込んできた。彼の胸に顔を押しつけられ、レレナは「互いに支えあむっ」と言って停止した。さらさらの髪の感かん触しよくをその手に確かめながら、亮史は耳みみ元もとで、

「ありがと」

　すべては、一瞬の出来事だった。

　亮史はすぐにレレナから手を離した。それでもまだレレナは動かない。身み振ぶり手て振ぶりの一いつ環かんとして立てた人差し指を軽く持ち上げたまま、ビデオの一時停てい止しのように凍りついている。苦く笑しようして、亮史はクイナに向き直った。

　いつの間にか、シギがそこにいた。その場に座り込んで、仰あお向むけに倒れたクイナを必死で介かい抱ほうしていた。涙をぽろぽろとこぼしながら、地面の上に横たわるクイナにかすれた声で呼びかけていた。

「クイナ、クイナ──お願い、返事をして、ねえ、クイナぁ」

　クイナは動かない。左の足首をぐちゃぐちゃにしたまま、ぐったりと倒れ伏している。死んではいないはずだ、そうは思うものの、しかしそこに入っていくのは躊躇ためらわれた。どんな言い訳も通用しないだろう。クイナをここまで叩たたきのめしたのは、他でもない、自分なのだから。

　シギが顔を上げた。亮史を見上げるその視線を、しかし彼は逃げずに受け止めた。責めているのではない、そんな余よ裕ゆうはどこにもない。シギはすがりつくような目で亮史を一いつ心しんに見つめる。

「──クイナが、クイナが動かないんです。さっきから全然、呼んでも返事をしないし、わた、私には、なにが、どうなってるのか──」

『吸血鬼』が滅めつするときには、死体のかけらも残ったりはしない。一いつ切さい合がつ財さいが灰はいになって消しよう滅めつするのみだ。まだクイナの身体がそこにあるということはすなわち死んでいないということだが、もしかしたら消滅の過程にあるだけなのかもしれない。亮史はおずおずと、クイナに近づいていった。

「多分、『力』が足りなくて気き絶ぜつしてるだけだと思うけど──『力』はただ動くだけでも消費するから。誰かの血を飲ませれば、気がつくと思う」

「僕の血を」とは、言えなかった。そうするとクイナは自分の従じゆう者しやになってしまう。だからといってなにかが変わるわけではないが、どうしても嫌だった。それは、つい先ほどまでの、『炎ほのお』の考えとまったく一緒だったから。

　シギは亮史の言葉にぱっと顔を輝かせた。なにを思ったか、せわしなく周囲を見渡しはじめる。が、どこにも目当てのものはなかったようで、仕方がなく、シギは口を開いてそこに手首を近づけた。肩が小こ刻きざみに震えだす。恐怖に顔を歪ゆがませ、固く目を閉じて、その控ひかえめに尖とがった犬けん歯しで手首の動どう脈みやくを一気に、

「──わかったよ。僕が飲ませる」

　ため息と共に、亮史はそう言った。シギは間ま抜ぬけな感じにぽかんと口を開けたまま、亮史のことを見た。その顔になにやら照れくさくなり、亮りよう史じは足早にクイナの元に歩み寄った。仰あお向むけに倒れるクイナの傍かたわらに膝ひざをつき──




　どこかで見た光景だった。




　そしてクイナは目を開ける。彼ひ我がの距離を確認、その首はつかめそうにない。用心深ぶかい奴やつだと心の中で舌した打うち、しかしその動きを一瞬たりとも休めることはなく、バネのように起き上がり、機械のように正確に素す早ばやく力強く、クイナは右手に固く握り締めたままだった木材の切きれ端はしを構えて、亮史の胸に飛び込んだ。こんな優やさ男おとこの胸を突き破るくらい片手で充じゆう分ぶんだ、どんな天てん変ぺん地ち異いが起ころうとも外はずすはずがない、これだけ近ければ嫌でも当たる。

　どうだ、最後の最後はあたしの勝ちだ。

　地じ獄ごくに落ちろ。吸血鬼め。




　何度も何度も頭の中で繰り返してきた『あの瞬間』。何度も何度も何度も何度も頭の中で繰り返してきた、「あそこでああしていれば」「あそこでああしていなければ」。それに突き動かされた。反射的だった。シギはしゃがみ込んだ亮史の身体からだを、右腕で弾はじき飛ばした。なにかを考えていたわけではない、その証しよう拠こにシギの口は、いまだにぽかんと開かれたままだ。




　外した。

　瞬間、クイナはどんな吸血鬼にも感じたことのないような激しい怒りを、他の誰でもない自分の姉に対して覚えた。くそったれ、一いつ体たい何回あたしの邪じや魔まをすれば気が済むのだ。

　伸びきった右腕を横に振るって、最さい愛あいの姉を殴なぐり飛ばした。悲鳴をあげて姉が後ろに跳ね飛ばされる。が、クイナはもう姉のことなど完全に忘れ去っている。まだだ。まだ終わっていない。まだチャンスは残っている。姉に突き飛ばされた吸血鬼は、見ろ、無ぶ様ざまにも腹はらを上にして転がっている。

　クイナは立ち上がった。右足だけで、カカシのように。木材を両手で振り上げて飛び上がろうとするが断だん念ねん、右足だけでもできないことはないが、そのあいだに逃げられる可能性がある。吸血鬼といっても皮ひ膚ふの厚さは普通の人間と変わらない。全力と全ぜん体重をかけて倒れれば容易に貫つらぬける。クイナは仰向けに倒れた亮史に豹ひようのように襲おそいかかり、悪あつ鬼きの咆ほう哮こうを上げながらその胸に向かって渾こん身しんの一いち撃げきを、




　シギが亮史の上に覆おおい被かぶさった。




　これで、よかったのだと思う。




　　　　◆




「大丈夫──大丈夫だ。刺さったのは背中。胸じゃない、だから、大丈夫」

　亮りよう史じがそう言ってシギを励ましている。そのとおり。吸血鬼の呪のろいはあくまでも大おお雑ざつ把ぱであり、たとえば『水に触れてはいけない』という呪いの『水』とは組そ成せい式しきＨ２Ｏという意味の水ではない。誰もが『これは水だ』と認めるであろう、そういう意味での水だ。だからお茶は水ではないし、カップラーメンのスープも水ではない。それらの水分を吸血鬼が摂せつ取しゆしても平気なように、胸ではなく背中を刺されたのであれば、まだ回復の見込みは十二分にある、ということになる。

　だが。

　シギの傷は、まったく治らない。

　背中に開いた大おお穴あなから、どくどくと血が溢あふれ出ている。亮史は顔を歪ゆがめ、うつ伏せになったまま半はん眼がんに目を開いたシギの耳みみ元もとで、さっきからずっと「大丈夫」と囁ささやきつづけている。しかし、なによりもその表情が、クイナとレレナに事実を告げていた。

　ふと、横倒しになったシギの顔が、何事かをつぶやいた。亮史は顔を近づけて、

「──なに？」

　亮史は「喋しやべってはだめだ」とさえ言わない。

　喋っても喋らなくても、どうせもうだめなのだ。

　シギの口が金魚のようにぱくぱくと動いた。かすれた声で、切れ切れにつぶやく。

「……、の、…………え、……な…………た……の、ひ、ひっ……ざ、に」

「膝ひざ──膝に？」

「………た、し………せ……て…………、の、せ……」

　その場にあぐらをかいて座り、亮史はシギの身体からだの下に慎しん重ちように手を入れて、持ち上げた。自分の膝の上に、仰あお向むけにして乗せる。と、その動きのどこかで痛みが走ったのか、シギが鋭く息を吐いた。クイナが小さく「姉さん」と言うのが聞こえた。

　仰向けになったシギを見て、亮史の歯が、軋きしんだ音を立てる。

　シギの服の胸のあたりに、赤い染しみが広がっていた。背中だろうが胸だろうが、貫かん通つうしてしまえば大した違いはない。なぜすぐに灰はいになってしまわないのか、そのことが不ふ思し議ぎといえば不思議だが、多分『胸を貫つらぬけば滅ほろびる』という呪のろいは、そのままの意味、身体からだの前面から胸を貫いたときに最大の効力を発揮するのだろう。背中からでは幾いく分ぶんその威い力りよくが落ちるのかもしれない。そういうことはよくある。『水』に触れれば焼けただれるが、『低温のお湯』ならば比較的軽かるい火傷やけどで済む。それと似たようなものなのだ。どちらにしろ、時間の問題だが。

　亮史は心の中で自じ嘲ちようする。こんなときにまで冷静に分ぶん析せきできる自分に、ほとほと嫌いや気けが差してくる。ちらりと視線を巡らせれば、そこにはクイナが、レレナが、二人とも糸の切れた操あやつり人形のように仲良くへたり込んでしまっている。羨うらやましい、と思う。ああいう反応を、一度でいいから心からしてみたいものだ。

　不ふ意いに、亮りよう史じの頰ほおにシギの手が触れた。驚いて視線を戻すと、シギが優しく微笑ほほえんで、亮史の顔に手を伸ばしていた。後こう頭とう部ぶに手を回し、控ひかえめに、しかし確かな手つきで、亮史の頭を抱きしめようとする。その口が動き、

「……あ、なた、ああ、あなた──会い、会い、た、かっ──た、お、──お願い、お願い、です、から、も、どこ、どこへも、行か、な、で」

　笑えみの形に開いた口から、ごぷ、と血が溢あふれた。伸ばした手から力が抜ける。ゆっくりと倒れていくその手を、亮史は優しく受け止めた。

　虚うつろなシギの目の端はしから、つう、と涙がこぼれる。

「──あなた、どこ、どこに、い、いるんです、か、やめ、やめ──て、やめて、ください、ふざけないで、寂し、わたし、わたし、を、ひ、ひ、ひっ──ひと、り、に、しなっ」

　激しく咳せき込んだ。だが、不思議と血は出てこない。

　もう、出で尽つくしたのかもしれない。

　シギの手を握る力を強めて、亮史は言った。

「……僕は、どうすればいい？」

　シギも、弱々しく握り返した。

「さ、む、寒い、です、あなた、──お、願い、抱いて、わた、抱い、あのっ、あのとき、みたいに、ねえ、わたし、抱い」

　亮史は、シギの望むがままにした。

　どこにそんな力があったのか、シギはもう片方の手を亮史の背中に回した。だが、その手を背中に置いておくだけの力さえも、もう残っていない。その手はだらりと垂れ下がり、垂れ下がった手がもう一度持ち上げられた。レレナだった。不ふ思し議ぎと泣いてはいなかった。なにかに怯おびえているような顔をして、それでもレレナは、懸けん命めいにシギの手を亮史の背中に押さえつけていた。

「ああ」

　シギの吐と息いきが、亮史の耳みみ朶たぶをくすぐる。

　はっきりした声で、彼女は小さく囁ささやいた。

「温かい────」

　亮史の腕の中で、シギの身体からだが砕くだけ散った。

　笑ってしまうほどあっけなかった。一瞬でなにもかもがなくなった。亮史は虚こ空くうを抱きしめたまま、その表情にはなんの変化も起こっていない。さらさらと灰はいが膝ひざの上を流れ落ちる。その音を耳にしながら、まったくの無む表情だった。

　自分は本当の吸血鬼だと、痛つう感かんした。

　春の強い風が吹いた。

　シギが吹き散らされる。

　高く、高く、風に乗り、漆しつ黒こくの空、星ひとつない夜や天てんに吸い込まれていく。
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　　　　◆




　クイナは、シギの末まつ期ごの一部始し終じゆうを聞いていた。

　彼女は、

　いや。

　やめよう。

　亮りよう史じとレレナが気づいたとき、クイナの姿はどこにもなかった。左足首がちぎれかけていたはずなのに、血けつ痕こんの一いつ滴てきも見つからなかった。どこに行ったのかはわからない。『感かん知ち』を使えば探し出せただろうが、どうでもよかった。彼女は『組織』に自分の存在を知らせるかもしれない。知らせないかもしれない。それも、どうでもよかった。




　呆ぼう然ぜんとへたり込んでいるレレナに手を貸して、立たせてやった。驚くべきことに、レレナは最後まで泣かなかった。そのことを言うと、少し悲しそうな顔で、レレナは言った。

「私は、泣いてはいけないんです」と。

　亮りよう史じは無言で肩をすくめた。

　それから、二人で家に帰った。ずっと手をつないだまま。ずっとなにも言わずに。
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　玄関に差しかかったところで、レレナは立ち止まった。不安そうに、手をつないだ亮りよう史じの顔を見上げ、ようやく口を開いた。

「あの──」

　そこで言葉に詰まる。見上げたその目をかくんと落とし、自分のつま先を見つめてレレナは口ごもった。しばらく亮史は静かな目でそれを見つめていたが、やがてぽつりと、

「お母さんと、喧けん嘩かしたんだっけ？」

　レレナは驚いて目を見開く。その反応を察して、亮史は小さく微笑ほほえんで言った。

「ほら、さっき怒られたときにそんなこと言ってたから」

　そうだっただろうか。よく覚えていない。レレナは頭に血が上ると見み境さかいがなくなってしまう。少し顔を赤らめながら、レレナは亮史の言葉にこっくりと頷うなずいた。

「私、ローマに帰れないから──それで、お母さんが『なんで帰れないんだ』って聞いてきて。理由を言うわけにもいかないし、そのうちに、二人ともカッカしてきちゃって……」

　しばらく考えたあと、亮史はレレナから目をそらして言った。

「なんなら、僕から説明しようか？」

　レレナは亮史の顔を見上げた。

「もともとの原因は僕にある。君のお母さんとおじさんにも、謝っておかなくちゃいけないのかもしれない。君さえよければ──」

　そこまで言って、亮りよう史じは黙り込んだ。レレナはしばらく考えてから、首を振った。

「いいえ」

　自分のことをちらりと見た亮史の目に向かって、はっきりとした声で、

「いいんです。もう、決めましたから」

「そう──」

　亮史の手を、強く握った。もう片方の手で玄関の扉とびらを開ける。その向こうからマリの声が響ひびいてくる。レレナは大きく深しん呼吸をした。もう覚かく悟ごは決まった。亮史を見上げ、晴れやかに笑いかけた。

「ごめんなさい、立ち止まっちゃって──さ、行きましょ。なんだかお腹なか空すいちゃいましたね。なにか作って、みんなで食べましょう」




　　　　◆




「あらお帰りなさい」

　思いっきり肩かた透すかしを食らったような気分だった。居間に入った瞬間に劇的な反応が返ってくるものとばかり思っていたのに、マリはいつもとなんら変わらない母親の表情で、二人を迎え入れた。ガゼットはといえば、三人掛けのソファに座って新聞を広げている。日本の新聞である。読めないくせに。

　マリはエプロン姿のまま、にこにこしながら亮史に向かって話しかけた。

「ごめんなさいね、今ご飯の準備しているところですから、すぐできますから」

「ああ、いえ、お構いなく」

「ま、お構いなくだなんて──ここはあなたのおうちでしょう？　もう少し威い張ばってもいいんですよ？」

「いや、そんなことは……」

「ふふ、冗じよう談だんですよ。真ま面じ目めなんですねえ、月つき島しまさんって」

　そこでマリは、ようやく視線をレレナへと転じた。来た、と思う。臆おく病びようにもレレナは目を伏せてしまい、マリはまったく頓とん着ちやくするところのない声で、

「レレナと一緒だったんですか？」

　亮史に尋たずねた。亮史は面めん食くらったように、

「え──ええ、まあ、その」

　ぽかんとした表情のまま、うつむくレレナをちらりと見る。それでもレレナは顔を上げられない。そんな目で見られても困る。話が違うと思っているのは、こっちだって一緒なのだ。

　亮史は母娘おやこをきょろきょろと見比べたあと、ふと気づいたように言った。

「あ──そうだ、僕、着替えてこないと。ちょっと上うえ行ってきますね」

「どうぞどうぞ。あ、でももうすぐご飯ができますから、早めに戻ってきてくださいね」

　亮りよう史じは最後にレレナの横顔を盗み見ると、そそくさと居間から出て行ってしまった。途と端たんに弱気がレレナを襲おそう。いつまでも目を伏せているわけにもいかず、決意して目を上げたはいいもののやっぱりマリの顔を見ることはできない。と、ガゼットが新聞をばさりと閉じた。まさに弾はじかれたようにレレナはガゼットに顔を向ける。ガゼットおじさんなら、そういう期待に満ちた目で見つめるレレナに対し、ガゼットはぽつりと一言、

「煙草たばこ買ってくる」

　立ち上がり、突き刺さるレレナの視線をものともせず風のように去っていった。それでもまだ、レレナは恨うらめしげに居間のドアを見ていたが、やがて観かん念ねんしたようにマリを振り返った。マリは穏おだやかに微笑ほほえんでいる。その裏になにが潜ひそんでいるのか、やめようと思ってはいてもレレナは想像してしまう。

　マリはいきなり切り出した。

「レレナ、あたしたちね、明日あした帰ることにしたの」

　心臓が止まった。

　寒くもないのに身体からだが震えてくる。世界が揺れているような感じがする。レレナはひとりで立っていることもできなくなり、ソファの背もたれに手をついて身体を支えた。

　やっぱりまだ怒ってるんだ。

「死んじゃえ」なんて言ったから、もう私のことなんてどうでもよくなったんだ。

　仕方がない、あんなひどいことを言ったんだから──いくらレレナでも、そんなふうに考えることはできなかった。マリには、母にだけは見捨てて欲しくなかった。なんでもするから許して欲しかった。レレナはうつむき、そう言おうとするが、声が震えて言葉にならない。目をつぶる。今までで最大級の涙の衝しよう動どうがこみ上げてくる。でも泣いてはいけない。泣いて許してもらおうなんて、そんなことを考えてはだめだ。ちゃんと言葉にして、頭を下げて、母に許してもらうのだ──

　マリは無む造ぞう作さにレレナに近づき、その頰ほおを両手で「むにゅ」とつかんだ。強ごう引いんに顔を上げさせて、自分のおでことレレナのおでこをこつんとぶつける。

「なんて顔してんのよ。別にあなたのことを怒ったから帰るんじゃないわ」

　変なふうに頰をつままれたまま、レレナは目をぱちくりとさせ、

「──え？」

　その顔に、マリはくすっと吹き出した。

「色々ね、準備しなきゃいけないことがあるから。カルロにも話さなきゃいけないし」

「準備って、はに──もう、やめてよ！」

　レレナが喋しやべっている途中に、マリは頰をぐにぐにと動かす。なんだか照れくさくなり、レレナはマリの手を強引に引き剝はがした。同時に、身が沈むような安あん堵どを感じていた。よかった、もう、怒ってないんだ。

　両手で自分の頰ほおをさすりながら、レレナは便べん宜ぎ上不ふ機き嫌げんな顔を作って言った。

「……それで、準備って？　なに？」

　不ふ意いにマリの顔が真しん剣けん味みを帯びた。

「あなた、帰ってこれないんでしょ？　帰りたくても、帰ってこれない。そうなんでしょ？」

　レレナは一瞬虚きよを突かれたような表情をしたが、すぐに素直にこくんと頷うなずいた。

「うん──ガゼットおじさんに、聞いたの？」

「そ。あの人に感謝しなさい、レレナ──って言っても、原因を作ったのはあいつなんだから、これであいこね」

　いらいらしてきた。わざとこうやって回り道をしているんだと思う。レレナは唇を尖とがらせ、じれったそうに言った。

「だから、なんの準備なの？　早く教えてよ」

　そしてマリは会かい心しんの笑えみを浮かべた。

「決まってるじゃない。あたしたちが日本に引っ越してくるための準備よ」

　レレナの頭の中が真っ白になった。

「────────え」

「考えてみれば簡単な話ね。あなたがローマに帰ってこれないんなら、あたしたちが日本に来ればいいだけの話よ。そのための準備がいろいろあるの。あなたの学校の転てん校こう手続きとかもしなくちゃいけないし」

「あ、で、でも、お父さんは」

「あー、カルロ？　まだ話してないけど、多分来くると思うわ。電話で『レレナは無事だ』って伝えたらおいおい泣き出しちゃって。いい歳としこいてみっともないわねー」

　人のことを笑えるのかとレレナは思った。

「あの人の仕事のことだったら心配しなくてもいいわよ。大たい義ぎ名めい分ぶんがちゃーんとあるんだから。ほら、あなたが泊まるはずだった教会が潰つぶれちゃってたでしょ？　ああいうふうに、ローマでも把握しきれてない外国支部の現状を、カルロが直じき々じきに来日して調べるって寸すん法ぽう。よくできてるでしょう」

　なんだか詐さ欺ぎのような匂においを感じた。レレナの顔によぎったその思いを敏感に読み取って、マリはにやりと笑う。

「安心しなさい、あたしたちにはガゼットという強い味方がいるんだから。大おお噓うそつきの大だい司教様なら、日本に来る理由なんていくらでもデッチ上げてくれるわよ。仕事ごまかしてサボるのだけはうまいんだから、あいつは」

　空白のレレナの思し考こうが、段々と喜びの色に染まっていく。

　レレナは笑おうとした。が、なぜかうまくいかない。唇が引きつるように動くだけで、笑えみの形に持っていくことができない。必死になって笑おうとするレレナを見て、マリがお手本を示すように優しく微笑ほほえんだ。レレナの手を静かに取って、言う。

「──レレナ、さっきはごめんなさい。ぶったりして」

　レレナはその手を握り返した。どこか後ろめたい気持ちでマリの微笑を見つめ、早口にまくし立てようとして、

「わた、私も、あの、っ──」

　あれ、と思う。なんだか喉のどが変だ。思いどおりにならない。早く謝らなきゃいけないのに、お母さんに謝りたいのに。気持ちがどんどん焦あせり、焦るほどになにも言えなくなってしまう。マリは顔をくしゃくしゃに歪ゆがめて、そんなレレナの頭を抱きしめた。

「やっと泣いたわね。レレナ」

　そこでようやく、レレナは自分が泣いていることに気づいた。慌あわてて涙を拭ぬぐおうとするが、一度堰せきを切って溢あふれ出した涙は、もう止まらなかった。次から次へと、今まで溜ため込んでいた分をすべて吐き出すように、目から涙がぽろぽろとこぼれていく。

「──、あのっ、わたっ、おか、あっ、さ、ごめ、ごめんな、さい、ごめんなさい──」

　それでもレレナはマリに謝る。嗚お咽えつまじりの声を必死に押し殺して、マリの背中におずおずと手を回した。と、レレナの頭を搔かき抱いたマリの腕に、感かん極きわまったかのようにきゅっと力が込もった。恥ずかしい。それに涙が服についてしまう。そうは思うものの、マリの力は強く、深く、吸血鬼であるレレナなどではとても抗あらがうことはできなかった。

　涙どころか鼻はな水みずまで出しながら、ぐちゃぐちゃになった顔を、レレナはマリの胸に押しつけた。もう我が慢まんできなかった。する必要もない。レレナは誰憚はばかることなく大声を張り上げて、涙という涙が枯かれ尽くすまでずっと泣きつづけた。もう「泣いてはいけない」などとは考えない。

　なぜなら、これは、怒りの涙でも悲しみの涙でもないのだから。




　　　　◆




　ドアを閉めて、亮りよう史じは一息ついた。

　ぼんやりとした視線を泳がせる。ゆっくりと机に近づき、その引き出しを開けて、雑な手つきで引っ搔かき回すようにして中を調べはじめた。顔を横にして中を覗のぞき込む。と、目当てのものを見つけたのか、亮史の眉まゆが大きく上がった。手を突っ込んでそれをつまみ出し、机の上にことりと置いた。

　手の中に隠かくせてしまいそうなほど小さい、ガラス製の瓶びん。

　これで充じゆう分ぶんだった。

　亮史はそれをつかみ、指を器用に使って左手だけで蓋ふたを開けた。「きゅぽん」という小こ気き味みのいい音が鳴り、親おや指ゆびほどの太さのコルクが床に転がる。それを無む視しして、亮史は握った右手の拳こぶしを、その上で広げた。

　小さな音を立てて、シギの灰はいが瓶びんの中に流れ込んだ。

　シギの手をつかんだ右手に残された、一ひと握にぎりの灰。

　静かに机の上に置く。首を巡らせて地面を探し、落ちたコルクを拾い上げて、また綺き麗れいに蓋ふたをした。椅い子すを引いて、その上にどかりと座る。片手で瓶を握り締めて、なにかを考えているような表情で、じっと亮史は小瓶を見つめる。

　闇やみの中に、人差し指を蓋ふたの上で上下させる、とん、とん、という音だけが響ひびく。




　温かい、とシギは言った。

　吸血鬼に、体温などないというのに。

　末まつ期ごの際の幻げん覚かく──そう断じてしまえば簡単だ。そちらのほうがずっとありそうな話だし、亮史としても余よ計けいな希望を持たずに済む。ないものはない。それは千年の生の中で一番最さい初しよに学んだ現実ではなかったか。自分は吸血鬼であり、単なる化け物であり、それ以外のものになることはどうあがこうとも不可能なのだ。

　だが、それでも、亮史はそれに触れてみたかった。

　シギが感じた、温かさに。

　レレナや舞まいがいれば、それも不可能ではないのかもしれない。自分は、『人間として』ではなく、『人間になって』生きることができるのかもしれない。心の底から怒り、悲しみ、喜び、笑うことができるのかもしれない。レレナのびんたは、亮史の中の炎ほのおを蹴け散ちらしてしまった。頰ほおに感じた熱を思い出す。

　彼女たちの側そばにいれば、自分は炎に依よらずとも生きていけるのかもしれない。

　それが、温ぬくもりなのではないか。

　吸血鬼にはない、人間の体温なのではないだろうか。




「ご飯できましたよー」

　レレナの声が聞こえた。亮史は小瓶から手を離して、のろのろと立ち上がった。ドアノブに手をかけて、ふと、舞の言葉を思い出した。

（月つき島しまさん、あたしの家族になってくれる？）

　家族。

　亮史には、家族がいた試ためしがない。生まれたときから彼はひとりだった。しばらくずっとひとりで生きていき、やがて上じよう弦げんに出会った。それでも彼はひとりだった。上弦は同族ではあるが、家族ではなかった。それはツキにも言えることだ。

　思う。

　あの娘こたちの家族になれば、自分も温もりを知ることができるのだろうか？




　ドアが閉まる。

　階下から楽しげな談だん笑しようが響ひびく。








終　　









あとがき







　あとがきというものは大体が本文の終了の直後に来るものであり、であるからにはやはり本文の雰ふん囲い気きとのまとまりを考えて作ったほうがいいんでしょうが、湿っぽいあとがきなど書くことはおろか想像することすらできない鈴すず木き鈴すずです。どうもこんにちは。

　とまあ、親しげに「こんにちは」などと言ってはみたものの、現在ぎりぎりで三月であります。実際にはまだ一巻すらも発売されていません。それどころか製本版を手にしたのも今日が初めて。まだ皆さんとはお会いしてないわけですね。不ふ思し議ぎ不思議。

　不思議ついでにお詫わびがあります。今日初めて手にした第一巻。ぺらぺらとページをめくり、片かた瀬せ優ゆうさんの素敵なイラストに顔を和なごませつつ本文を読んでいき、あとがきまで読み終わってぱたりと本を閉じて、裏うら表びよう紙しを見ながらしみじみと思いました。

「おぉーいこれ最初のコンセプトと全然違ちがってきてるじゃねえかぁー」

　確かこれの原型を書きはじめたときの主しゆ旨しは「のんべんだらりとした吸血鬼を描く」ことにあったと思います。小しよう市民として人間社会に溶け込む吸血鬼。今いま思い返すと正直ありきたりのような気がしますが、とにかくそういうスタイルで始まったはずなのです。




　二巻を改めて振り返ってみます。

　大変です。

　まったく違います。最後のほうなんてどこにも小しよう市民などいやしません。なんかしんみりしたモノローグで終わってます。ちょっとしたハードボイルドです。ああこれは参った、前巻のあとがきと全然違うことになっとるえらいこっちゃ。

　というわけで、この場を借りてお詫わび、そして訂正いたします。『吸血鬼のおしごと』のコンセプトが、「のんべんだらりとした吸血鬼を描く」から「のんべんだらりとした吸血鬼を描く。他」に変わりました。やっぱり物事には幅を持たせないといけません。もっと他に気をつけるべきところがたくさんあるのかもしれませんが。とりあえず。




　では最後にお世話になった方々へのお礼をば。

　担当の徳とく田ださん。今回もまたお世話になりました。膨ぼう大だいな量になってしまってすいません。文庫版ばんになったときのことを考えると肝きもが冷えます。

　編集の峯みねさん。教えていただいた三さん国ごく志し本ぼん、楽しく読んでおります。でも右も左もわからない新人に対して「編集部で開催されるマラソンを完走できなければ本を出版させてもらえない」などという噓うそをつくのはどうかと思います。信じました。

　同じく編集の三み木きさん。約束は果たします。お楽しみに。

　そしてもちろん、この本を手にとって下さったあなたにも。

　ありがとうございました。





鈴すず木き　鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

１９８２年９月３０日生まれ、現在某大学文学部在籍。取り立てて言うほどの人生を送ってきたわけでもなく、これといって挙げるほどの特徴もないが、強いて言えば三度の飯よりも猫が好きということ。別に猫を食うわけではない。
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イラスト／片かた瀬せ 優ゆう

東京在住のイラストレーター（まがい）。１９９８年ホームページを開設して活動を開始。以後細々とイラストや漫画を描きながら現代に至る。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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電撃文庫編集部

「鈴木 鈴先生」係
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